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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　時が止まっているような空間。陽ひの光など届かない、閉じた世界。

　ふいにそこに、ぽつり……と、雨垂れのような足音が落ちて。

　虚こ空くうの主あるじたる女はゆるりと瞼まぶたを上げた。

　そうすれば、女の金の双眸ひとみに映るは一人の少女。身に纏まとう透とう明めいのマントには、どしゃ降りの中を来たようにたくさんの雨う滴てき。でも、少女自身は少しも水に濡ぬれていない。

「ようこそ、叶野かのうの地へ」

「……別に来とうて来たわけではないのじゃ」

　待ち人が訪おとずれたと、口くち許もとに笑えみを浮うかべて女は迎むかえる言葉を口にしたが、少女から返されたのは尊大で不ふ遜そんな口調こえ。

　けれど、そんな少女に対して、女はより笑みを深め、目を細めて少女を見やる。

「それでも、叶野に雨をもたらすため、いらしてくださったのでしょう？」

「違ちがう……我の鳥が逃にげ出したのじゃ。それを追っていたらこの地に辿たどり着いただけのこと」

　女が首を傾かしげれば、少女は短く理由を語り、それを捜さがすように虚空に目を凝こらす。そうしたところで、彼女のマントからしたたり落ちる雫しずくも飲み込んでしまうこの場所では、自分と向きあう相手の姿しか捉とらえられなかったけれど。

「なるほどのう。して、その鳥というのは〝雨の鳥〟ですかの？」

「見かけたか!?」

　少女の事情を聞いて、女が問えば、少々勢い込んで少女は水滴を飛ばしながら女に迫せまる。

「……見かけた、と思いますが、の？」

「どこで？」

　少女はもう一歩踏ふみ込んだが、女はそこでするりと身をかわし、中空に逃げる。

　かわされた少女がきつい目で見上げれば、女の白い面おもてに浮かんでいたのは悪戯いたずらな笑みで。

「お捜しの鳥は確かにこの叶野の地におりますよ」

「だから、どこにいるのかと訊きいているのじゃ！」

「そこまでは妾わらわにも──なれど、この叶野の地にいましばらく留とどめておくことならば……」

　そこで口を噤つぐみ、思わせ振りな表情を見せる女に、少女は露ろ骨こつに顔をしかめる。

「我に何を望むつもりじゃ？」

　けれど、背に腹は代えられないとすぐに問いかける。

「察しのよろしいこと、助かりますのう」

「我をばかにしておるのか？」

「まさかそのようなこと。恐おそれ多くも〝雨の神〟を愚ぐ弄ろうしようなどという気は爪つめの先程ほどもありませぬ……ただ、あなた様が〝雨の鳥〟を見事捕つかまえられた暁あかつきにはこの地に雨を頂きたい、それだけが妾の望みです」

　笑みを収めてそう言いながら、女は両手を胸の前で合わせて慇いん懃ぎんに腰こしを折る。

「……そのように礼を尽つくすのであれば、我も断りはせぬのじゃ。雨は約束する。だからそなたは早はよう我に力を貸すのじゃ」

「では、ただちに鳥は叶野かごに閉じ込こめてしまいましょうかのう」

　少女から言げん質ちを取ると、女はひらりと腕うでを振ふり、その両腕に嵌はまった連環わはしゃらんと鈴すずのような音を奏かなでて──その残ざん響きようが消えた時には既すでに事は成し終えられていた。

　その仕事の速さに、少女は内心驚おどろくが、それを面に出すことだけは堪こらえた。

「して、他ほかに何か必要な物はありますかのう？　例えば人手などはいりませぬか？」

「そのようなものは不要じゃ。鳥の一羽くらい、あとは我一人でなんとかなるのじゃ」

　女はそう申し出たが、少女の矜きよう持じはそれ以上の助けを良しとせず、それを断る。

「……そうですかの。存外に人間というのも役に立つものですからのう、ここは試ためしてみるのはいかがです？」

　だが、女が尚なおも言い募つのれば、その蠱こ惑わく的な笑みに少女の心も僅わずかにさざめいて。

「人間など、役に立つとは思えぬが……そうまで言うなら試すくらいはよいのじゃ」

　少女は小さく頷うなずいていたのだった。

「では、それも妾にお任せを。それと……お試しついでにこちらも一つ、どうですかの？」

　そうすれば、女は満足げに微笑ほほえんで、小さなソレを掌てのひらに載のせて、少女の目の前に差し出す。

「なんじゃ？　もしや、これが噂うわさの原石たねか？」

　少女は指先で摘つまむと、目の高さまで持ち上げて、観察する。

「見た目といい、大きさといい、小石のようじゃ」

　そして、様々な角度から見つめることに飽あきると、少女はそれを返そうと差し出したが、女はゆるりと首を振り拒こばむ。

「試しに、差し上げますゆえ」

「試しに、飲んでみろと？　我がこれを飲んでも何も起こらぬのじゃ」

「でも、鳥というのは種をついばみもしますからのう？　もしかしたら餌えさにつられることもありませぬかの？」

　半分冗じよう談だんめかして女が言えば、真面目まじめに引くのも興ざめな気がして、

「わかったのじゃ。座興に飲んでみせよう」

　少女は原石を口に入れると、ゆっくりと飲み下した。

「よい飲みっぷりですのう」

　原石が喉のどを落ちていくのを見届けると、女は赤い唇くちびるを緩ゆるやかに持ち上げて。

「では、参りましょうかの……鳥追いのげーむを始めに、のう」

　女は虚空に高らかに声を放ったのだった。
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　雨が降れば人は傘かさを広げる。

　見下ろせば、色とりどりの花が咲さいているようだけれど。

　空を見上げる顔はなく、人の姿は傘で見えなくなる。

　でも、それで構わない。

　雨の日は、人は地面しただけ見ていればいい。

　傘の下に隠かくれていればいい。




　春の遅おそい叶野市にも四月の終わりには桜前線が到とう達たつして、その淡あわい花弁はなが舞まい散った後には葉桜の季節が訪おとずれる。

　そして、短い葉桜の季節が終わる頃ころ、俺──秋あき庭ば多た加か良らにとっての一大イベントが始まる。

　俺が二年生に進級して、はや一ヶ月が過ぎた。だが俺は黄金週間も捨てて三ヶ月、いや半年も前からその日の為ための準備をし、努力を積み重ねてきたのだ。

　雨の日も、風の日も、鈴すず木きの圧政に耐たえ忍しのんできたのは全すべてこの時の為。

　今こそ俺は立ち上がり、野望への第一歩を踏み出し、かつ踏み固める、その日は近い。

　生徒会選挙まであと約二週間──決戦の日はすぐそこまで迫せまってきている。

　だから今、体育館を目指す俺の足にはいつもよりも力が込もっていた。

　本来五時限目の授業に使われる時間を利用して、これから体育館で行われるのは特別全校集会だ。それは選挙管理委員会が主しゆ催さいする、生徒会役員選挙事前説明会──俺にとっては文字通り特別な全校集会だ。この集会で選挙日程と告示日が正式に発表された後に、立候補の受付は開始される。

　そうすれば、俺は念願の〝生徒会長〟への第一歩を晴れて踏ふみ出すわけだ。

「邪じや魔まな〝副〟の字ともこれでおさらばだ」

　体育館の入口で、思わず呟つぶやいてしまった俺に、近くにいた生徒から少々不ふ審しんな目が向けられる。

　それに気付くと俺は慌あわてて片手で口を覆おおった。

　選挙前でついテンションが上がってしまうのか、ここ数日の俺は独り言が多く、昨日もそれを尾お田だに注意されたばかりなのだ。

「……多加良」

　案の定、隣となりに立っていた尾田は、咎とがめるように俺の名前を呼んだ。その隣の羽は黒ぐろは軽く眉まゆを寄せて、少し心配そうに俺を見ている。

「わかってる、尾田。大だい丈じよう夫ぶだ、羽黒」

　独り言が多いというのは、マイナスイメージになる、と尾田に言われて、俺は早さつ速そく昨日から気をつけていたのだが、いまのはうっかりしていた。

　そう、選挙においてはまずイメージが大切だ。実務経験と実績には大いに自信のある俺だが、叶野学園高校における全ての有権者せいとがそれを知り、認めているとは限らない。

　だからこそ、外から見える部分にも注意を払はらわなければならない。ただでさえ悪人顔というハンデを抱かかえている俺なのだから、マイナス要因は出来るだけ排はい除じよしておくべきだ。

「よし、気を引き締しめていこう」

「そうね」

　改めて背筋を伸のばして俺が言えば、右みぎ隣どなりにいた桑くわ田たも大きく頷うなずいて、俺達は体育館の中に足を踏み入れた。

　体育館には既すでに多くの生徒が整列していたが、まだ集会が始まらないので、ざわざわと落ち着きのない雰ふん囲い気きに満ちている。

　全校集会には制服で参加するという規則があるが、衣ころも替がえ前でも五月ともなればブレザーでは少々暑い。なので、そんな過か渡と期きに許されたベストやカーディガンをシャツの上に羽織っている者の方が今日は目立っていた。

　かくいう俺も今日はシャツの上にベストという軽装だ──ただし、俺の場合はこれも戦略の一いつ端たんである。

　ブレザーはきちんとした感じは確かに演出できるが、同時に堅かたい印象を与あたえるものだ。そして、悪人顔の俺に必要なのは堅さではなく、柔やわらかさ。特に一年生を意識して、俺は今日はベストを選んだのだ。

　が、しかし。俺の姿に気付いた新入生達は、ちらちらとこちらを見ては、俺と目が合いそうになると慌てて視線を逸そらす、という行動にでる。

　叶野学園に入学して一ひと月つきと少し。どうやら新入生はまだ俺の悪人顔に慣れないらしい。

「悪人顔にはイメージ戦略の道も険しいな」

「そう……ね。でも、私達が現役員だから見ているっていう可能性もあるわよ？」

　頰ほおに手を添そえながら同じように新入生の列を見つめていた桑田は、そうフォローしてくれるが、その可能性は低い。

「秋庭さんもですが、美み名な人とちゃんも自分に向けられる視線には意外と鈍にぶいですよね」

「そうだね、それは羽黒さんもだけど」

　そんな俺達を見て、羽黒と尾田は二人でなにか会話をしたが、俺にはよく聞こえなかった。

「……ああ、ところで、尾田も桑田も羽黒も、立候補の準備は出来ているか？」

　どうやらまだ時間があるようだと、俺は自分のクラスの列に加わる前に、三人に一応の確かく認にんをとる。

　叶野学園高校の生徒会役員は、選挙の際それぞれの役職に立候補し、生徒による投票により選ばれることになっている。だから結果はもちろん、選挙が終わってみなければわからない。

　しかし、俺が生徒会長に立候補する以上、脇わきを固める役員はやはり尾田達を置いて他ほかにいない。

「準備っていうか、立候補はするよ。副会長なんて、ちょっと僕には荷が勝ちすぎている気もするけど」

　ここ最近、会計としての実績に加え、迫はく力りよくを増した尾田ならば副会長も十分務つとめられると俺は確信しているが、本人はやはりいつものように控ひかえ目な自己評価だ。

「荷が勝ちすぎている、なんてことはないから、大丈夫だ」

「……うん」

　俺がそう保証してみせれば、尾田は軽く頷き返す。こうしてやる気もあるのだから問題ない。

「そうよ。それと、私が会計に当選したら色々教えてちょうだいね」

「うん、それはもちろん」

　俺に続いて桑田もそんな風に尾田の背中を押せば、尾田はもう一度、今度はしっかりと頷いた。

　副会長に尾田とくれば、会計に桑田、書記に羽黒というのが、理想だ。今は俺の頭の中だけの架か空くう生徒会執しつ行こう部ぶだが、これが現実になる日はすぐそこだ。

　先の発言からもわかるように、桑田はすっかりその気だ。桑田は二年で文系クラスを選せん択たくしたものの、数学が苦手でそうしたわけではないから、会計という仕事に就ついてもその能力には何の不安もない。

　けれど、尾田の隣となり、羽黒にだけはまだ迷いが見える。眉まゆを八の字に寄せ、三つ編みの先を弄もてあそびながら答えあぐねて目を伏ふせている。

「羽黒、まだ迷っているのか？」

　俺の問いに、羽黒は一いつ瞬しゆん視線を上げるが、結局言葉をなさずに、また俯うつむいてしまう。

　羽黒がこんな風に、俺達から目を逸そらすことは、あの〝黒くろ猫ねこ騒そう動どう〟の後、最近では殆ほとんど無かったのだけれど。

　例の〝黒猫騒動〟後、羽黒は一度だけ組織に戻もどり、そして叶野市に帰って来た。

　その折の羽黒一族の話し合いで、羽黒は叶野市で、叶野学園高校を卒業するまで過ごす、という事が改めて決まったそうだ。

　ちなみに、羽黒の姉、羽黒凜り音おんは、

「あの叶野という地では、我々の能力が制限されます。ですが、他にもそういった場所があるかもしれません。そういった場合に対処すべく、花か南なんをサンプルに……調査をするのです」

　と言って、一族の長おさを始め、お歴々を説き伏せたそうだ。

　また、和かのう家との間では、「和家の依い頼らいする仕事を無む報ほう酬しゆうでいくつかこなす」という条件で、決着したらしい。

　そうして〝黒猫騒動〟が一通り決着を見た後、羽黒を待っていたのは追試という名の進級試験だった。

　でもそれも猛もう勉べん強きようをして、羽黒は試験を──前日に俺達を先せん輩ぱい、と呼ぶ夢を見たと青ざめながらも──無事にクリアした。合格の陰かげにはもちろん、俺達の指導もあったが、やはり一番は羽黒の努力だろう。俺は羽黒のそういう一生懸けん命めいな部分を買って、だからこそ書記に立候補するように勧すすめたのだが。

「やっぱり、部活の方を一生懸命やりたいの？」

　羽黒が〝大会〟という物にやたらと興味を示し、部活動にかなりの興味を持っていたことは、そう問いかけた桑田だけでなく、俺も知っている。

「一応訊きくけど、生徒会役員も部活に参加できるのは知ってるよね？」

　桑田に続いて、尾田も重ねて尋たずねれば、羽黒はその問いに頷うなずいて、それからやっと口を開く。

「あの……皆みなさんと一いつ緒しよにお仕事をするのは楽しいんです。それに、入りたいなという部活もまだ決まっていないんです」

　しかし、結局羽黒は途と中ちゆうで言葉に詰つまってしまう。

　でも、それは羽黒が自分の意思で、考えで動こうとしているからこそ生じる迷いと沈ちん黙もくだとわかる。

　だからこそ俺も、あまり無む理り強じいは出来ないが、

「まあ、まだ少し日はあるからな、もう少し考えるといい。でも……俺はゆくゆくは世界の覇は王おうになる男だからな。ついてくれば損はさせないぞ」

　それだけはしっかりと言っておく。そう、俺は世界へ踏ふみ出す第一歩として〝生徒会長の椅い子す〟を心から欲ほつしているのだから。

　そして、有言実行で必ずや頂点を極きわめるのだ。

「……はい」

　そうすれば、羽黒はやっと小さな笑えみを浮うかべて見せた。

「さて、と。そろそろクラスに合流しないと」

　話が一段落したと見ると、尾田はそう言いながら自分のクラスの場所を探し始めた。

　尾田を見て、俺も自分のクラスメイトの姿を探すことにする。いつもは壇だん上じよう、或あるいはステージ下に控えている俺達だが、今日の集会の仕切りは選挙管理委員会だから、自分のクラスの列に加わらなければならない。

　二年生への進級に伴ともない、文系と理系の選択があり、その結果を踏まえて四月にはクラス替がえが行われた。その際、理系選択の尾田とだけでなく、同じ文系の桑田と羽黒とも見事に違ちがうクラスに分かれてしまった俺達だ。

　だが、その新しいクラスの列に加わることが殆ど無かったため、クラスメイトの姿を探すのに少し苦労して──俺は自分のクラスメイトの顔を見つける前に、見つけたくもない顔を前方に認めてしまう。

　鎖くさり帷子かたびらに、いわゆる忍しのび装しよう束ぞく。おそらくおもちゃだろう忍者刀を背中にさして、生徒の列の間を駆かけ抜ぬけていく者が一人。

「にんにんにんにんににんがしー♪」

　調子の外れた、妙みような歌はまだギリギリ騒そう音おんレベルに達していないが、そこに到達するのも時間の問題だろう。

「あ……」

　その姿を俺が目で追っていると、呆ぼう然ぜんとした声が隣で上がる。俺に続いて、ヤツの姿を発見してしまった尾田は、そのまま額に手を当てて俯く。頭痛を覚えるのも無理はない。

「ねえ、忍者って、あんなに派手な色の装束ふくでいいのかしら？」

「ええと……あっ、もしかすると周りの風景に同化する為ためなのでは？」

　更さらに、桑田と羽黒もヤツの姿を視界に入れて、それぞれに感想を述べる。

「ほほう、あんなラメまで入った派手な紫むらさき色いろってどんな景色なのか教えてくれるか？」

　尾田のツッコミが入る前に、俺が静かに問えば羽黒は眉を八の字に寄せて考え込もうとして、けれど途中で止やめると、珍めずらしいものを見る顔で俺を見上げてくる。

「何だ？」

「いえ、あの、鈴木さんを追いかけ回……いえ、止めに行かないのですか？」

「そうね、言われてみれば。秋庭君、ＥＸボールは？」

　羽黒が問えば、桑田も首を傾かしげて俺を見つめてくる。わかる人間にだけわかる程度の、でも確かに不安げな面おも持もちでもって。

「ああ、僕は何となくわかる」

　桑田達よりも俺との付き合いが長い尾田はそう言って、小さく嘆たん息そくした。そんな尾田にちらりと視線をやってから、

「桑田、羽黒、今日、この場に限ってはヤツを──鈴木朔はじめを止める必要はない」

　残る二人に俺はきっぱりと告げた。

「ええと、それは、なぜですか？」

　そうすれば、桑田はわかった、という風に小さく手を打ったが、羽黒は首を傾げて更に問いを重ねてくる。

「なぜ……か。羽黒、お前はあんな格好の人間に、清き一票を投じるか？　俺はそんな物好きは殆ほとんどいないと思うんだが」

　誰だれにも邪じや魔まされず、思う存分走り回っている鈴木を横目に見ながらそう言って、俺は僅わずかに唇くちびるの端はしを持ち上げてみせる。

　俺としては、そうすることでシニカルな笑みを演出したつもりだったのだが、俺の悪人顔は予想外の効果をもたらしたらしく、羽黒と──その隣となりにいた桑田までも数秒凍こおらせてしまう。

　瞬まばたきすることも忘れてしまったようにフリーズしている二人を前に、俺は当面この笑い方を封ふう印いんすることを決める。

「やっぱり、俺の笑顔は選挙戦の武器にはならないみたいだな」

「……うん。ある意味被ひ害がいが甚じん大だいだから止めておいた方がいいと思う」

　俺の呟つぶやきに、尾田はどこか遠い目をしながら頷いてくれた。

　その間にも鈴木は、

「にんにんにんにんにくは～くさいよ～♪」

　恐おそらく自作の歌と共に、今度はスキップで一年生の間を駆けていく。

　ある程度、鈴木に対する免めん疫えきが出来ている二、三年生はともかく、一年生は呆あつ気けにとられながら見つめるばかりだ。中には明らかに冷たい視線を向けている者もいて、俺は更に満足する。

　入学して割と早い段階で行われる生徒会選挙の場合──中等部からの持ち上がり組もいるとはいえ──一年生の票は浮ふ動どう票ひようなのだ。

　そして、この浮動票は〝印象〟に大きく左右されるものだ。

　確かに鈴木は、親しみやすさという点では一歩リードしているかもしれない。だが、あんな姿で落ち着き無く走り回っている姿には、親しみを通り越こして不安を覚えるはず。

　その時、彼らの目には真面目まじめで仕事が出来る俺の方が頼たのもしく見えるはずだ。

　そうなれば、生徒会長の椅い子すはもう俺の物になったも同然。この俺を差し置いて現在生徒会長の座を占せん拠きよしている鈴木の栄えい華がは終わり、俺の時代が始まる。

　というわけで、鈴木にはしばらく遊んでいてもらってもいっこうに構わない。

「鈴木、お前の天下もあと少しで終わりだ」

　俺の声は確信に満ちていた。

　そう、この時までは、俺には選挙戦を勝ち抜く自信と余よ裕ゆうが少なからずあった。

　生徒会役員選挙の新しいシステムのことなど、まだ露つゆ程ほども知らなかったこの時までは。




　選挙管理委員とクラスメイトの手によって鈴木が捕ほ獲かくされたのと同時に、特別全校集会の開会は宣言された。

「それでは、選挙管理委員長より、生徒会役員選挙における新方式の説明です」

　──新方式？

　正直、いま初めてそんな変へん更こうがあると知った俺は、少しだけ胸むな騒さわぎを覚えて、壇だん上じようを注視した。

　司会を務つとめる二年の上かみ谷やの進行に従い、壇上に三年の向こう坂さかが登る。向坂は去年も選挙管理委員を務めていて、その働きが評価され、今年は委員長に推すい薦せんされたそうだ。男子としては小こ柄がらで、坊ぼう主ず頭あたまのせいか修しゆ行ぎよう僧そうのような雰ふん囲い気きも醸かもし出している向坂だが、それは統率力にはまったく影えい響きようしておらず、今年の選挙管理委員会──以降選管と略す──はよくまとまっていると聞く。

「それでは、新方式の説明を始めます。まず、各役職の定員は従来通り、会長一名、副会長一名、書記一名、会計一名」

　マイクを通して届く向坂の声は、落ち着いていて、わずかな揺ゆれもなかった。だから、新方式といっても変わるのはせいぜい投票用紙位かと、早くも胸を撫なで下ろした俺は、甘かった。レンゲの蜂はち蜜みつよりも、キャラメルミルクプリンよりも甘かった──向坂の話が進めば進むほど、俺は驚おどろき顔色を失っていったのだから。

「……ですが、次期役員選挙の投票は、生徒会長の役職に限ります。つまり〝生徒会長選挙〟であり、あくまで生徒会長だけを選出する選挙となります。そして、他ほかの役員は新生徒会長の指名で決められます」

　この段階では、まだ俺も冷静だった。生徒会長の役職だけに的を絞しぼるという点には多少驚いたが、むしろ、自分の意思で三役を決められるとは好都合だと思う。

「生徒会長に立候補する者は、一名以上四名までの推薦者を確保の上、その署名と印を添そえて立候補届を出してください。受付期間は明日金曜日から来週月曜までです」

　推薦者の署名捺なつ印いんが必要なのは従来通りだ。その人数に多少の幅はばが持たされたことを除いて。

「立候補届けが受理され、選挙管理委員に認められた候補者は知力・体力・時の運を全校生徒の前で競きそい合ってもらいます」

　だが、この説明に俺は壇上の向坂を見つめたまま、数秒凍りついた。

「その競技内容については追って告知しますが、団体戦的なものになることもあるので、立候補予定者はそれも考こう慮りよに入れて立候補してください。そして、この競技の順位により獲かく得とくされたポイントは、後日投票が行われた時に、得票にプラスされます」

　真っ白になりかけた思考の中に、だが、それでも聞き捨てならない説明は入り込んできて。

　何だ、これは。元々選挙に確定要素などというものは殆ほとんどないとしても、だ。

　知力・体力・時の運を競う？　しかも得票にポイントが反映される？　それは場合によっては得票が一位でも逆転される可能性があるということだ。だとしたら、いったい何をもって民意というのか。

　ありえない。知力体力は生徒会長という仕事をこなしていく上で確かに必要だが、時の運……だと？　そんな不確定要素を選挙に取り入れていいのか？　いいわけが、ない。

「ありえないっ！　百歩譲ゆずって生徒会長選挙は認めても、時の運？　そんなものは認められないっ！」

　込み上がってきた感情のままに俺は叫さけび、壇上の向坂に抗こう議ぎをぶつけた。

　俺の大声に生徒の視線は俺に集中し、数秒の沈ちん黙もくの後、体育館はさっきよりも大きなざわめきに包まれる。

「秋庭くん、君が認めなくても選挙管理委員会は認めました」

　だが、嚙かみつく俺に対して、向坂はあくまでも静かに声を返してくる。

「全校生徒の意見を諮はからずに、か？」

　今度は軽く睨にらむようにして、俺は更さらに問うたが、壇上の向坂は怯ひるまなかった。

「理事会の決定ですから、その必要がなかったのです。それに生徒会選挙及および生徒会の活性化を目的に従来の選挙規定は改定された──既すでに」

　つまり、もう一生徒の意見は通らないのだと、向坂は告げていた。

「……それで、向坂は引き下がったのか？」

　しかし、俺はまだ引かない。選挙管理委員長である向坂をこの時期に敵に回したくないが、そこを譲ってはなれる生徒会長にもなれない。

「今回の選挙は新方式を試ためすといった意味合いが強いそうだ、秋庭くん。もしも上手うまくいかなかった場合は再選挙という措そ置ちも考慮されることになっている。我々選挙管理委員会はそれを条件に了りよう承しようした」

　そうすれば、向坂は壇上で軽く肩かたを竦すくめ、少々砕くだけた口調でもって、自分も心底納なつ得とくしたわけではないと遠回しに語って聞かせる。

「ということなので、全校生徒の皆みなさんにもご理解とご協力を願います」

　決して大きな声ではないが、整然とした向坂の語りに生徒達のざわめきは、いつしか静まっていく。

　だが、救済措置があると言われても、俺は完全に納得することが出来ない。なぜならば、これでは俺が立てた綿密な選挙戦略がどこまで通用するかわからない。これでもし、時の運をヤツに攫さらわれたらいったい誰だれが責任を取ってくれる？　俺は尚なおも言葉を募つのろうとしたが、理事会決定という向坂の盾たての前に、中々続きが出てこない。

「なるほど、よくわかったよ！　そう、学園には新たなスーパーヒーローが必要とされているってことがね！」

　そして、俺が言葉を探している間に、なぜかヤツはステージ上に現れていた。

「え、鈴木会長？　なんで？　どこから？」

「なんだっけ、あれだよ、忍にん法ぽう隠かくれ身みの術！」

　クラスメイトの香か山やまの驚きに対して、同じく荒あら川かわが少しはしゃいだ様子で答える。

　ああ、荒川、俺も隠れ身の術だと思っていたところだ。その証しよう拠こに鈴木の足あし下もとにはステージの壁かべと同じ色の布がたるんでいるだろう？

「ふはははー！　次代のスーパーヒーロー候補こと山やま口ぐちさん家ちの三軒げん隣どなりの鈴木朔、もはや隠れ身の術は完かん璧ぺきにマスターした！」

「そうですか」

　鈴木の出現に一いつ瞬しゆんたじろいだように見えた向坂だが、ＴＰＯを無視しまくりの鈴木にすぐに対応できるあたりはさすがだ。

「あれ、向坂くん冷静だねえ？　じゃ次は木の葉隠れを披ひ露ろうしようかなっ！」

　だが、しかし。ステージ上で調子に乗りまくり、なぜか手品──ああ、俺はそれを忍術とは認めない──を続けようとする鈴木を止めることは向坂には不可能だろう。

　そう、ここにおいてはもう俺しか鈴木を止められまい。

　タイミングのいいことに、俺はいま苛いら々いらした気持ちをぶつけるところを探していたしな？

「スズキサン？　叶野学園の生徒がいま、心から求めている存在モノがわかりますか？」

　ゆっくりと、ステージに向かいながら俺は低く鈴木に問いかけた。

「もちろん、わかっているよ！　次は忍者ヒーローだ！」

　案の定、鈴木から返ってきたのは何もわかっていない能天気な笑え顔がおと答えだけで。

「違ちがいます。みんなが求めているのは……まともな生徒会長だっ！」

　叫びながら、俺は階段を使わずにステージに飛び乗ると、鈴木と対たい峙じした。

「ええー？　そんなのつまらないでしょ。忍者生徒会長の方が絶対におもしろいって！」

　俺の言葉に鈴木はそんな風に言い返しながら、子どものように頰ほおを膨ふくらませる。

「きゃー、鈴木くんかわいいー」

　と言う黄色い戯言こえは全面的に聞こえなかったことにする。最善の判断だ。

「はははー、その忍者は生徒会の仕事を少しはしてくれるんですか？」

　眼鏡めがねのフレームを指で軽く撫なでながら、俺も負けずに言ってやれば、鈴木は束つかの間ま言葉を探して黙だまるが、

「学園の愛と平和はぼくがじんわり守る！」

　結局見つからなかったのか、謎なぞのポーズ──胸の前で手を組んでいるところを見るに、もしや忍者のように印を結んでいるつもりか？──と共にただ叫ぶ。

「誤ご魔ま化かすなよ、鈴木。大体いままで学園の平和を誰が維い持じしてきたと思っている？」

　暇ひまがあれば学園内を走り回っていただけの鈴木が維持してきたとは絶対に言わせない。

「えーと？　商店街のくじ引きで六等のティッシュ以外当てたことのない多加良っちには学園の愛と平和は守れないよねぇ？」

　だが、睨みつける俺の視線を物ともせずに鈴木はどこかのんびりとした口調でそんなことを言いながら首を傾かしげる。

「……俺のくじ運の無さは関係ないだろう？　それに俺はいつも五等の洗せん剤ざいよりもティッシュが欲しいと思っているんだから、俺にとってティッシュは大当たりだ」

　鈴木がどこから情報を仕入れたかはわからないが、俺にダメージを与あたえるつもりなら無む駄だだ。そう、別にティッシュだって構わない。いざという時に使う運を節約していると思えばいいのだ。
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「ええ？　本当にティッシュが大当たりなの？　でも……そう言うなら生徒会長選挙に〝時の運〟があったって問題ないよね。ぼくがこの間引き当てた温泉旅行よりもティッシュの方が多加良っちには上なんだもんね？」

　にこにこと、屈くつ託たくのない笑顔を俺に向けて、鈴木は俺に問いかける。ただし、あくまでこれは屈託のないふりだ。俺はその瞳ひとみの奥にある挑ちよう戦せん的な光を見み逃のがさなかった。

「ああ、もちろん問題ない！　俺は自分の運に自信がある！　だから〝時の運〟でもお前に負ける気はない!!」

　鈴木の言葉の裏をしっかり読み取って、俺はそう言ってやった。

「では、今回の新方式にもこれ以上不服はないな？」

「もちろんだ！」

　が、しかし。同じ勢いのまま返事をしてしまってから、俺はその声の主が鈴木ではなかったことに気付く。

「いや、いまのは……」

「聞いたよ。全校生徒も聞いたから」

　慌あわてて訂てい正せいしようと口を開きかけたが、向坂は俺の機先を制してそう言った。しっかりマイクに向かって。

　俺は反射的に振ふり向いて、そこにたくさんの頷うなずく生徒達を見て──鈴木の罠わなに見事にはまってしまったことを悟さとり、項うな垂だれるしかなかった。

「よしよし、これにて一件落着でござる！　ということで、みんな、ここは温泉旅行を引き当てたこともある鈴木に一票入れてね！」

　だが、全校生徒の前で俺を罠に嵌はめてくれた鈴木は、また例の印を結ぶポーズをしながら全校生徒に向き直ると、無む邪じや気きな顔で笑う。

　決めポーズにしてはそれは地味すぎたが、鈴木の言葉は正式な出馬表明と取れるそれで、体育館に拍はく手しゆが起こる。

　まずい、ここで出で遅おくれてはならない。

「いいや！　俺に入れてくれ！　絶対に損はさせない!!」

　即そく座ざに判断すると、顔を上げ、鈴木に負けじと俺も大きな声で叫さけんだ。そうすれば、同じ大きさの拍手が沸わき起こり、俺はこっそり胸を撫で下ろす。

「……二人とも、もう一度今のような発言を繰くり返したら、公示前の選挙活動とみなし、選挙違い反はんとして取り締しまります」

　だが、次の瞬しゆん間かん。向坂の静かな、けれど決然とした宣告に俺と鈴木は凍こおり付いた。鈴木はウインクの途と中ちゆうの顔で、俺は左手を拳こぶしの形に握にぎりかけたまま。

　そして、俺と鈴木がゆっくりと向坂を振り返れば、

「これ以上、集会の進行を邪じや魔まするのなら、立候補も認められないな」

　絶ぜつ妙みようのタイミングで、向坂はあくまで穏おだやかに微笑ほほえみながらそう言ってくれた。

　その笑みに俺の頭は一気に冷える。

　念のために言っておくが、決して向坂の妙な迫はく力りよくに圧おされたからではない。断じて違う。

　そう、ここで選挙管理委員長の向坂を敵に回すのは得策ではないということをしっかりはっきり思い出しただけだ。向坂が剣道部の副部長だというのを思い出したからではない。

「あ……あははー、向坂っち、それは誤解だよ。ぼくには向坂っちの邪魔をしようなんて気持ちはこれっぽっちもない！　そう、ぼくにあるのは副会長と、戦いの中からしか生まれない熱い友情を育はぐくみたい、そんな気持ちだけだっ！」

　無駄に力強く、鈴木が叫べば、体育館にはなぜかまた拍手が起こる。

　ああ、本当に、なんで拍手が沸くんだろうなぁ？　鈴木はいま絶対にわざと俺のことを副会長、と呼んだというのに。そんな相手と熱い友情はおろか、冷たい友情も育めないと思うんですが？

　だから、俺は鈴木とは対照的に静かに語りかける。ああ、あくまで冷静にだ。

「鈴木、俺も大切な選挙を前に怪け我がはしたくないんだ」

「うん、そうだよね。誰だれも好きこのんで怪我はしないしね」

　そうすれば、鈴木はうんうんと何度も頷いて、その度たびに、俺には鈴木のつむじがよく見える。

「……でもな、多少怪我をしても俺はいま、お前を許しちゃいけないと思うんだ。集会の妨ぼう害がいをしている生徒会長を許しちゃいけないと思う」

「だから、ぼくは邪魔をした覚えはないんだけどね？」

　俺が一歩踏ふみ出せば、鈴木は一歩後退する。だが、俺の冷たい眼まな差ざしにも鈴木が気圧された風はなく、余よ裕ゆうそのものの表情が、その無駄に整った顔には張りついていて。

「じゃあ、そういうことで、ぼくは一足先に失礼するよっ！」

　けれど、そう言うと鈴木は身を翻ひるがえし、ステージの上からひらりと飛び降りて、着地と同時に生徒の列の間を駆かけ出した。

　その身軽さに、生徒の間からは歓かん声せいがあがり、それを聞いて俺はポケットの中で握り込んでいたＥＸボールから手を離はなした。

　このままでは鈴木のイメージばかりが上がってしまうという危機感に俺は軽く唇くちびるを嚙かむと、鈴木に続いて──いや、ヤツよりも高めに飛んで、ちょうど一年生の列の前に着地する。

　計算通りのジャンプに満足して、顔を上げれば近くにいた女生徒と目が合った。

　が、俺と目があった途と端たんに女生徒──飯いい田だは、貧血を起こしたのか背中から後ろに倒たおれていく。

　さすがに俺も視線だけでは気絶はさせられないと信じたいところだ。

　とにかく、倒れて床ゆかにぶつかる前に、俺は飯田の身体からだを支えると、近くにいた男子、茅ち野のに預けた。

「茅野、保健室の場所はわかるな？　連れて行って休ませてやれ」

　短く指示を与あたえ、再び鈴木の姿を捜さがせば、その姿は既すでに三年生の列の中にある。

「鈴木、待て！　今日という今日はお前を許さないっ！」

　叫びながら、まだ十分射程距きよ離りにある鈴木の背中をロックオンして──俺は走り出した。
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　二つの疾風はやてが瞬またたく間まに駆け抜ぬけていった後、体育館はしばらくの間静まりかえっていた。

「……叶野学園名物の会長と副会長の追いかけっこが今日も始まってしまいましたが、選挙の説明は概おおむね終わっていたので、問題はない。では……他ほかに質問がなければ会を終わりにします」

　その静せい寂じやくを破ったのは、ただ一人壇だん上じように残された、というか残った向坂だった。この場の誰よりも落ち着いた様子で仕切られれば、異を唱える者はいなかった。

「おそらく、というか絶対にあの二名も選挙に立候補してくるでしょう。ですが二人とも一応人間ですし、やる気のある人は物もの怖おじせず立候補してください」

　ただ、坊ぼう主ず頭あたまをつるりと撫なでて、向坂が最後に告げたこの台詞せりふにより、にぎやかし程度の覚かく悟ごしかなかった立候補予定者はここで消えた。
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「新方式、か」

　六時間目の始業のチャイムにストップをかけられて、結局鈴木を逃のがしてしまった腹立ちもまだ収まらない放課後。

　生徒会室でいつもの顔に囲まれながら、俺の口を最初について出たのはその一言だった。

「理事会の決定にしても少し唐とう突とつ過ぎると思わないか？」

「……そうね」

　誰ともなしに、俺が問えば、まず桑田が頷うなずいてくれた。今日もお茶の用意を着々と進めるその横顔には、わずかながら戸と惑まどいも窺うかがえる。

「でも、叶野学園は私立だからね。なんだかんだ言っても理事会の決定ならことはスムーズに運ぶんじゃない？　それと……僕は正直気が楽になった」

　尾田は机の上に肘ひじを付きながら、率直な感想と共に苦く笑しようを浮うかべる。尾田には覚悟があったはずだが、やはりプレッシャーも大きかったようだ。

「わたしもです……」

　そうすれば、羽黒も尾田に倣ならって正直に言って、安あん堵どの息を吐ついた。

　尾田の意見も、羽黒の気持ちもよくわかったが、けれど俺の胸の中はまだすっきりしない。

「大体、どうしていきなり今年度からシステムを変えるんだ？」

　俺の知る限り、選挙規則を変えようという話はまったく出ていなかったし、規則に不備もなかった。

「うーん、それはわからないけど」

「怪あやしいと思わないか？」

「確かに、怪しいって言われればそんな気もする。でも、生徒会長選挙のシステムを変えて誰にメリットが？」

　尾田の問いに俺は改めて考え直すが、すぐに特定の個人名は上がってこない。

「……鈴木君は？」

　桑田がその名を出すのは、ある意味当然だったが、今回に限っては俺はそれに首を捻ひねる。

「いや……鈴木にもメリットらしいメリットはないだろう」

　余よ程ほどのズルをしない限りは、〝時の運〟という要素は鈴木にとっても不確定なものであるはずだし、鈴木がそこまで考えて動くとは正直考えにくい。

「というか、鈴木さんならこの選挙戦も十分に楽しんでしまいそうですけど」

　俺に続いて羽黒がそう言えば、一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後、俺達は揃そろって頷いていた。

「だよね。それ以外の目的はない気もするけど。だいたい、鈴木君ならそもそもそんな回りくどいことしなくても生徒会長になれるんじゃない？」

　そして、尾田は確信のある口ぶりでそう言うと、俺達の顔を順番に見た。

　一応断っておくが、尾田の言葉には俺が鈴木より劣おとる、という意味は決して含ふくまれていない。

　尾田が言いたいのは、鈴木の本当の身分──というか種族か？──についてで、俺の言うところの〝ズル〟に関係することだ。

　出来れば信じたくないことだが、鈴木はいわゆる「神様」と呼ばれる存在で、今は暗示等色々と駆く使しして、叶野市内でだけ人間として過ごしているという、規格外の存在なのだ。

「あ、でも、最近の鈴木さんは前にも増して人間らしい気配になりましたよ」

　尾田が言外に指し摘てきした点を羽黒は正しく理解するとそんな説明を補足した。

　しかし鈴木はいつの間にか二年に進級していたばかりか、そこからの一ひと月つきも変わらず人間の感覚では理解できない騒そう動どうを起こしていたのを思い出すと羽黒の意見に俺は素す直なおに頷けない。

　だが、ここで反論してこれ以上鈴木の話題も続けたくなくて、俺は羽黒の話を深く追つい及きゆうするのは止やめておいた。

「……あえて挙げるなら理事長？」

　尾田が新たに推理してみせれば、俺の脳のう裏りには叶野学園理事長のあくの強い笑みがよぎる。それと共に一瞬だけ別の映像も俺の記き憶おくを掠かすめて、

「あり得うるな」

　知らず、俺は頷いていた。

「……でも、理事長にメリットがあった場合は自主自律の精神に反するのではありませんか？」

　控ひかえ目にそう言ったのは羽黒だ。〝黒くろ猫ねこ騒そう動どう〟が片付いたといっても、まだ多少の気後れがあるらしい。

「確かに、その意見にも一理あるわね」

　そんな羽黒の肩かたに、もう大だい丈じよう夫ぶだと言うように手を置いて、桑田は羽黒の言葉に賛成を示した。

　確かに、羽黒の言うように、叶野学園の教育方針は自主自律だ。そしてこの方針があるからこそ俺達生徒会は常に忙いそがしく働かなければならない。教師を始めとする大人は殆ほとんど手伝ってくれないから、自分達で動くしかない。

　理事会は新方式導入の表向きの理由として生徒会活動の活性化を掲かかげてきたが、今だって十分に活動的なのだ。というか、これ以上どう活性化しろというのか、俺は問いたい。

　それでも、理事会の名目をその通りに受け止めるなら、利益が還かん元げんされるのはあくまで一いつ般ぱん生徒ということになるわけで、ならば問題はない。

　水面下で何らかの動きがあるのではと、みんなで考えを巡めぐらせてみたものの、結局どれも決め手に欠けて、何の答えも出なかった。

「もう、新方式でいいって言っちゃったんだから受け入れるしかないでしょ」

　そして、どんなに考えても最終的には尾田の言う通り、そうするしかなかった。

「そうだな。結局、新しい規定で戦うしかないか。でもこれで、もう一度作戦を立て直さないといけなくなった」

　これまで作戦に費ついやした時間を思うと、歯は嚙がみしたくなるが、そこは何とか堪こらえて俺はみんなに言ったが、

「そうね。でもその前に……今日はベトナムのロータスティーよ」

　桑田が淹いれてくれたお茶が目の前に出されれば、まずはお茶だ。

　淡あわい色のお茶を口に含ふくめば、そのさわやかなのどごしと香かおりに心も落ち着く。

「ロータスっていうと、蓮はすだよね」

「美名人ちゃん、おいしいです」

「ありがとう」

　羽黒が褒ほめれば、桑田は嬉うれしそうに、ほんの少しだけ口くち許もとを緩ゆるめてみせた。

　そうして、桑田が淹れてくれたお茶を全すべて飲み干せば、俺の頭も心もすっかり落ち着いていた。

「作戦会議の前に、一つみんなに頼たのみたいことがある」

　頭が冷えれば、自分がまず成すべきこともわかって、俺は三人の顔を順番に見てそう言った。

「なんですか？」

　三人を代表して羽黒が首を傾かしげ、尾田と桑田は黙だまって俺の目を見返す。

「生徒会長選挙の推すい薦せん人にん、みんなに頼みたい」

　椅い子すから立ち上がると、俺はみんなに頭を下げた。

「そんなの、今いま更さらなんだけど。うん、でも引き受けた」

　そうすれば、最初に尾田が答えをくれて、

「そうね。でも、しっかり応おう援えんするから頑がん張ばってね」

　次に、まだお茶の残るカップを両手で持ちながら、桑田が穏おだやかな声と眼まな差ざしをくれた。

「わ、わたしも一生懸けん命めい秋庭さんを推薦します！」

　出で遅おくれたと思ったのか、焦あせったように最後に羽黒もとん、と胸を叩たたいて俺の申し出を受けてくれれば、俺は早々に三人の推薦人を得たということで。

「ありがとう」

　これはやっぱり俺の日ひ頃ごろの行いがいいからだろうと思いつつ、俺はもう一度三人に頭を下げた。

「……もしかすると鈴木は推薦人を確保できないかもな」

　気分良く顔を上げたのと同時にその点に気付いて、俺の気分は更さらに良くなった。

　ただし、それを聞いた尾田と羽黒は苦く笑しようして、頷うなずいてくれたのは桑田だけだった。

　まあ、とにかく、こうして生徒会長選挙戦は幕を開けたのだった。
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　くもりだったら傘かさを持って出かけよう。

　雨が降ったら傘を広げて。

　雨が止やんだら傘はたためばいいんだから。

　でも、デモ、でもでも。

　『雨が降らない日はどうしよう？』

　まずは占うらなってみたらいいのかも。

　旋律メロデイーは後からつければいいんだから。
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　生徒会長選挙の立候補受付期間は三日間と定められている。

　ただし、今回は間に日曜を挟はさんでいるので、今日の昼休みに始まって、月曜の午後五時が受付のタイムリミットだ。受付場所は今回の選挙管理委員長向坂が三年二組なので、理系クラスが使っている北棟とうの三階空き教室となった。

　また、受付期間から選挙終しゆう了りようまでの二週間、生徒会室は選挙管理委員会室となる。

　その期間中は現生徒会役員も部外者と見なされ、選管の許可無くして、生徒会室に入ることは出来なくなる。

　当然、それは承知していたから、俺は昨日の下校の際、忘れ物の確かく認にんを怠おこたらなかった。少なくとも、片付けておくべき書類を、生徒会室に忘れていくことはしなかったし、大切な立候補届を忘れるはずが無かった。

　家に持ち帰った立候補届には昨夜の内に必要事じ項こうを丁てい寧ねいに書き込んで、後は推薦人の署名と捺なつ印いんを貰もらうだけにして、きちんと鞄かばんの中に仕し舞まい込んで眠りに就ついた。

　そして今朝、尾田と桑田の署名と印いん鑑かんは貰い、後は昼休みに羽黒からその二つを貰えば、一番乗りで立候補手続きを済ませられる、そう確信して俺は再び鞄の中に立候補届を仕舞った──はずだ。

　だが、しかし。四時限目の始業直前、鞄の中を確認した時、立候補届はそこになかった。

　その場で慌あわてて鞄の中をひっくり返している間に始業のチャイムは鳴り、英語教師の平ひら塚つかが教室に入ってきて、俺の探たん索さくはそこでひとまず中断された。

　けれど、授業が始まっても俺は自分の記き憶おくを遡さかのぼることは続けていた。

　さっきまで鞄の中にあったはず、というのをとりあえず思い込みとして、記憶を辿たどりながら、苛いら立だちと焦しよう燥そうから俺は机と床ゆかを、手と足それぞれでこつこつと叩いていた。

　そうしていたところ、英語教師の平塚に英訳を当てられる。もちろん、そこで俺が答えあぐねることなどあり得なかったが。

　その後も俺は記憶を辿りながら、とにかく昨日立候補届を受け取ってから歩いた場所、立ち寄った場所を全すべて廻まわってみることに決めた。

　こんな時に限って中々進まない、黒板の上の時計を睨にらみ続けていれば──それは、新任の女性教師には中々のプレッシャーになったらしく、チャイムがなる二分前に授業は終了となり、俺は久々に自分の悪人顔に感謝した。

　とにかく一刻も早く捜そう索さくを始めようと、慌ただしく椅子から立ち上がった俺に、平塚は物言いたげな視線を送ってきたが、俺はきっぱりと無視させてもらった。

「……ああ、平塚先生も遂ついに秋庭の洗礼を」

「っていうか、先生しっかりしてください！　秋庭くんには何の悪意も好意もないんですよ！」

「これはもう、保健室じゃないの？」

　何やら喧けん騒そうが背中に届いたが、俺は振ふり返らずに、まずは教室内を片っ端ぱしから調べた。

　ロッカーから掃そう除じ用具入れ、ゴミ箱からチョーク箱に至るまで。

　鬼き気き迫せまる形相での俺の捜索活動を咎とがめるクラスメイトは一人もいなかったが、しかし、教室のどこを捜さがしても俺の立候補届は出てこなかった。

「……教室じゃないのか？」

　独りごちると俺は教室から廊ろう下かに出た。そして、次に捜すべき場所を教室から昇しよう降こう口ぐちまでの廊ろう下か及および階段のルートと決めると、さっそく足を踏ふみ出した。

　廊下の隅すみから隅まで、階段の端はしから端までに目を凝こらしながら慎しん重ちように歩く俺には、すれ違ちがう度たびに奇き異いの視線が向けられたが、それでも俺の作業を邪じや魔ましようという者はいなかった。

　文系クラスのある南棟とうの二階から昇降口のある新東棟へ向かう道のりは、腰こしをかがめ探し物をしながらだといつもより長く遠く感じられる。

　それでも、なんとか南棟と新東棟を繫つなぐ渡わたり廊下まで辿り着くと、俺は一度腰を伸のばした。

「……どこだ」

　少々痛む腰を叩たたきながらも、俺は周囲に目を配ることを忘れず──そして、視界の隅を一枚の紙し片へんが風に乗り、通り過ぎていくのを当然見み逃のがさなかった。

　ここで摑つかめなければ、俺の立候補届は永遠に失われてしまう！　そんな覚かく悟ごでもって俺はその紙片に懸けん命めいに手を伸ばした。

　が、しかし。俺の手がそれを摑む寸前で、俺の視界と進路は突とつ如じよとして塞ふさがれていた。

「邪魔をするな！」

　そう声を発するのと同時に、顔を上げれば、俺の邪魔をした相手と見事に目が合う。

　相手の身長はこの春の測定で去年より約五センチ伸びていた俺とほぼ変わらない。けれど、髪かみは襟えり足あしを長めに残した女子らしいショート。整えられて緩ゆるく弧こを描えがく眉まゆも、その下の少し色素の薄うすい瞳ひとみもやはり女子のそれ。俺の前に立ちはだかったのは、三年生の──本来緑色であるべき上うわ履ばきのラインが黒で塗ぬり替かえられていても俺の記憶に間違いはない──石動いするぎ真ま由ゆ果かだった。

　そして、その手には俺が手にするはずだった紙がしっかりと握にぎられていて。

「石動、その紙を返せ！」

「……返せ？　あの、これはわたしの万ばん能のう守護お札なんですけど？」

　勢い込んで迫せまる俺に、だが石動はきょとんとした顔でそう言うと、手に持っていた紙を俺の眼前に突つき出して見せた。

　だが、俺の額に貼はろうかという勢いでは、俺の目でそれが何であるかを確かめられるはずがなく、

「よく見えない……お札？」

　俺は石動の手を軽く摑むと、目の前からどけて、それからじっくりと石動の手の中の紙片を見て──七夕の短冊のような紙に漢字らしき文字と一いつ緒しよに何やらよくわからない模様が描かかれているそれは、確かに俺の立候補届では無いと判断する。

「……悪かったな。ちょっと探し物をしている途と中ちゆうだったんだ」

　俺は素す直なおに自分の非を認めると、一言石動に詫わびた。

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです……それよりも、探し物ですか？　よかったら探し物の見つかるお札を一枚５００円で……」

　石動は俺の謝罪を受け入れてはくれたが、制服のポケットの中を探さぐりながら微び妙みような商売を始めようとする。

「いや、それはいらない……っていうか、そんなあこぎな商売を校内でするのは止やめておけ」

　俺はきっぱりと断り、ついでに忠告を与あたえておく。まあ、たったいま思い出した石動の所属部活動を考えると、素直に忠告を聞くかどうかわからないが。

「そうですか……でも、秋庭クンがそんな風に顔色を変えて捜す物って、何ですか？」

　石動はそこでお札は仕舞ってくれたが、俺の探し物に対する興味はまだ無くしていなかった。

「……立候補届だ」

　一刻も早くその探たん索さくに戻もどりたかった俺は、少々ばつの悪さを感じつつも正直に答えた。

「立候補届ですか……」

　石動は俺の言葉を鸚鵡おうむ返がえしにすると、髑どく髏ろマークが特とく徴ちよう的な黒のリストバンドをひと撫なでしながら一つ頷うなずいた。

「もし、見つけたら教えてくれ」

　そして、俺はこれで石動も満足したはずと、先を急ごうと足を踏み出した。

「あ、秋庭君、生徒会室にはいま誰だれもいませんよ」

　だが、石動にまた声をかけられて、俺は足を止めた。

「……生徒会室？　いまは〝選管事務室〟だから、部外者の俺は用事がないが？」

「あ、そうでしたか。その、立候補届の再発行の手続きに行くんだったら、無む駄だ足あしになると思って」

　すると石動は心なしか頰ほおをひきつらせながらそう言って、誤ご魔ま化かすように笑う。

「再発行は、最終手段だな」

　俺は少々不ふ審しんを覚えながらそう言ってから、そういえば石動は今回の選管の一人だったことを思い出して、ぽんと一つ手を打った。

「ああ、石動は選管だったな……悪いが時間があったら生徒会室に俺の立候補届がないか見ておいてくれるか？　頼たのむ」

　もしかしたら、俺の記き憶おく違ちがいという、万が一の可能性もあると考えて、俺は改めて石動にそれを頼んだ。

「唯ゆい我が独どく尊そんの秋庭クンが、わたしに頼まなければならないほど、立候補届は大切なんですね」

「ああ、命から数えて十番以内に確実に入るくらい大切だ」

　石動がそう言えば、俺は若じやつ干かん回りくどい表現を使いながらも立候補届の大切さを訴うつたえかけた。

　そうすれば、石動にはそれで十分に伝わったらしく、目を細めると一つ頷いた。

「……命から十番以内、ならばわたしのお札１０００枚に匹ひつ敵てきする価値ですよ、ええ。わかりました。生徒会室を見ておきましょう」

　俺は、石動が快く了りよう承しようしてくれたことに安あん堵どして、今度こそ踵きびすを返して、立候補届の再捜そう索さくに向かったのだった。




　俺はその後も、昼休みも放課後も返上して、廊ろう下かから通学路に至るまで立候補届──そのハガキ大の一枚の紙を捜さがし続けた。尾田と桑田、羽黒も探索に加わってくれた。

　けれど、金曜日を費ついやしても俺の立候補届が見つかることはなく、石動からも何の連れん絡らくもなかった。

　そして俺は、まんじりともせずに、土曜の朝を迎むかえ、そのまま登校した。

　私立校の叶野学園高校は土曜日も普ふ通つうに授業が行われる。土曜日に授業が行われるからこそ、行事を多く行うことも出来るのだ──ただし、鈴木の企き画かくは常に予定外だったが。

　午前で授業が終わると、いつもならば俺達は生徒会室で仕事に追われるのだが、いまは生徒会室に入室できないため、今日の俺達の集合場所は家庭科実習室となった。お茶を淹いれたい桑田が使用許可を取ってきた結果だ。ちなみに家庭科部の活動は月曜と木曜のみなのでそこは問題ない。

　というか、いま問題なのは、

「……家中ひっくり返してみたが、やっぱり俺の立候補届は無かった」

　この重大な事実のみだ。

「そうか、困ったね」

　俺の言葉を受けて、尾田はため息を吐つきながらこめかみを押さえる。

「すみません、わたしがもう少しちゃんと気配を辿たどれれば……」

「花南ちゃん、それはあんまり気にしないで、ね？」

　立候補届の気配を上手うまく辿れなかったと羽黒が項うな垂だれれば、桑田は優やさしく気き遣づかってやり、

「ああ、羽黒は十分協力してくれた。だから気にするな」

　俺もそう言えば、羽黒は小さく頷いて、顔を上げた。そうすれば、全員の視線が自然と集まっていて、俺はゆっくりと口を開いた。

「俺達は昨日、今日と一生懸けん命めい捜した。でも、それでも見つからないってことは、だ……俺の立候補届は、盗ぬすまれた可能性もある」

　そして、出来ればしたくなかった、言いたくなかった推測をみんなに告げた。

「盗とう難なん……」

　案の定、俺の言葉を聞いて桑田は形のいい眉まゆをわずかに寄せた。

「叶野学園の方が、ですか？」

　思いがけない転入から半年あまりを学園で過ごし、既すでに生徒にも学園の雰ふん囲い気きにも馴な染じんで愛着を持っている羽黒も、眉を八の字に寄せ、咎とがめるような目で俺を見る。

「でも……多加良が無くしたんじゃないとすれば、立候補届なんかを盗もうと思うのは学園生くらいだよね」

　尾田もまた苦い表情を浮うかべていたが、それでも俺と同じ推理を口にした。

「ああ、叶野学園生以外にはあれはただの紙切れだ」

　更さらに俺が言い切れば、桑田と羽黒もその点には渋しぶ々しぶと頷く。

　そう、確かに俺にとっては立候補届は大切な物だ。ハガキ大の小さな紙だが、あの立候補届の用紙は立候補予定者一人に一枚しか与あたえられない決まりになっている。

　その為ため、紙の右みぎ端はしには半分だけの学校印──割り印がなされていて、この割り印がある以上当然、コピーは不可だ。

「俺の記き憶おくが確かなら、っていうかやはり確かだったと言うべきか……昨日の三時限目、体育の授業で教室を空けるまで、立候補届は俺の鞄かばんの中にあった」

　改めて昨日の記憶を俺が辿り始めると、三人の目は再び俺に向けられる。

「そして、体育を終えて戻もどって来たら無くなっていた……着き替がえの時間を含ふくめてこの間約一時間、二年四組の教室は空だった」

　そこで俺は一度言葉を切った。この後、少々言いにくい単語を口にするために。

「犯人が犯行を行うには十分な時間だ」

　俺の台詞せりふに、家庭科準備室にはしばし、重い沈ちん黙もくが落ちる。

「あの……犯人捜しをする位なら、用紙をこちらで作ってしまうのはどうですか？　割り印くらいなら簡単にどうにか……」

　そして、その沈黙を破って羽黒はそう言うと、ゆっくりと順に俺達の顔を見回した。

「ああ、それはいざという時の保険にはいいかもな」

　犯人捜しをしたくないという羽黒の気持ちを汲くんだ上で、その一いつ般ぱん常識から外れた意見に、俺は思わず便乗しかけて、

「羽黒さん、多加良、それって犯罪だから」

　尾田に非常に冷たい視線を向けられた。

『ごめんなさい』

　普ふ段だんは穏おだやかな尾田にそんな目で見られては、俺も羽黒も素す直なおに頭を下げるしかない。

「わかればいいよ」

　そうすれば、尾田はいつもの穏やかな表情を取り戻してくれて、俺達は小さく息を吐ついた。

「あの、とりあえず用紙の再発行を申しん請せいしたらどうかしら？」

　そして、今度は桑田が羽黒より具体的で建設的な意見を口にする。

「それは俺も考えた。でもな……理由もなくこんなことをする人間が叶野学園にいるとは俺は思えない。だから、ちゃんとその理由を確かめたいんだ」

　立候補届を取り戻すことは確かに重要だが、犯行の動機を曖あい昧まいにしたまま選挙に臨むことはしたくない。万が一、俺を選挙に出したくないというのなら、その理由をちゃんと聞いておきたい──その上で、しっかりと俺の素晴らしさを言い含めてやるつもりだ。

　そう訴うつたえかけながら、桑田を、羽黒を、そして尾田を見つめれば、

「そうですね、きっと理由があるはずです」

「ええ。ならそれを聞かなくちゃね」

「……それで、多加良には心当たりがあるの？」

　三人は俺の考えをしっかりと受け取って頷うなずいてくれた。

「もし、単純に俺の立候補を阻はばみたいっていうなら……まず気になるのは他ほかの立候補者だけどな」

　尾田の問いに、俺はとりあえずそう答える。

「昨日の内に立候補を済ませたのは、鈴木君と……一年生の五ご藤とうくんだったわよね？」

　すると、今朝、早さつ速そく掲けい示じされていた二名の名前を桑田は口にして、確かく認にんを求めるように俺の顔を見た。

「ああ、そうだ」

　鈴木の能天気な顔と、一年生ながら新方式での生徒会長選挙に立候補してきた五藤尚青なおの顔を並べて思い出しながら、俺は頷いた。もっとも、鈴木の無む駄だに整った顔の方はすぐに脳のう裏りから振ふり払はらったが。

「でも……昨日の三時間目なら、鈴木君にはアリバイがあるよ」

　だが、尾田は、家庭科準備室のいつもとは違ちがう机に肘ひじを付きながら、ミステリ好きらしくそう言った。

「アリバイ、ですか？」

　すると羽黒は三つ編みの先を軽く弄もてあそびながら、尾田の顔を見て聞き返す。

「うん。昨日の三時間目は理系クラスは選せん択たく授業だったんだけど、ぼくと鈴木君は美術選択で一いつ緒しよでね……」

　そこで、尾田は言葉を切り、一いつ瞬しゆん遠い目をした。ああ、わかる。鈴木と一緒に一時間でも授業を受けるというのはさぞ大変だろう。俺達はその沈黙を静かに受け止めた。

「あー、ごめん。それで、昨日はデッサンだったんだけど、鈴木君はずーっと忍にん者じやの格好でモデルをしてたから……うん、とにかく犯行は無理」

　そして、気を取り直すと、尾田は鈴木がその時間、現場に不在だったと証明してみせた。

「……鈴木さん、授業中も忍者だったんですか」

　羽黒はまずその点に反応を示したが、その言葉に授業風景を思い出したらしい尾田が再び宙を見つめれば、

「え、ええと、とにかく鈴木さんにはアリバイがあるんですねっ！」

　慌あわてて話を本筋に戻した。

「尾田君がずっと一緒だったって言うなら、それは動かぬ証しよう拠こ、ね」

　そんな羽黒に加勢するように、桑田も鈴木のアリバイを認めれば、俺も尾田の言葉に異論を唱えたりしなかった。元より、尾田が見た物を疑う気は無かったけれど。

「とすると……一年生、か？」

　俺は呟つぶやいたが、すぐに自分の言葉に首を捻ひねる。

　この春、叶野学園高校に入学してきた生徒の顔と名前は既すでに完全に覚えている俺だが、それでも記憶と印象には多少の個人差がある。

　今回立候補した五藤も顔と名前はすぐに脳裏に浮うかべることが出来るのだが、クラス委員さえもやっていない五藤の印象は正直薄うすく、黒くろ縁ぶちの眼鏡めがねも手伝ってか、真面目まじめそうで大人しそう、という、外見上のイメージで占しめられている。

「……どうも、五藤がそんなことをしそうには思えないな」

　そのイメージのまま、俺はそう言った。

「僕は、名前を聞いても正直顔が浮かばないから」

「私も、ぼんやりとしか」

「……わたしもです」

　だが、尾田達は五藤の顔さえも浮かばないと言って困こん惑わくしたように首を傾かしげた。

「五藤は……岸きし田だとよく一いつ緒しよにいる一年生だ」

　そこで俺は、今年の新入生の中ではかなり目立っている約一名──岸田駿しゆんの名を上げた。

「岸田君……ああ、岸田君とよく一緒にいる眼鏡の子が五藤君」

　そう言うと、桑田は一瞬空中に視線を彷徨さまよわせた後でポンと手を打って、それに合わせるように、羽黒と尾田も納なつ得とくしたように一つ頷いた。

「確かに、その、立候補届を盗ぬすむようなことをされるようには見えませんね」

「人は見かけによらないっていっても……うん、五藤くんはやらなそう」

　真面目で大人しそうに更さらに善良、というイメージが羽黒と尾田の言葉で俺の頭の中に書き加えられた。

「俺もそう思う……ただ、問題は五藤が今回の選挙に立候補してきた動機がわからないことだ」

　言いながら、俺は眼鏡のフレームを下から上へ軽く撫なでた。

　一年生の立候補者というのは、去年の俺がそうだったように、ポジション的にはダークホースだ。ある程度、動機の予測がつく二年生候補と違い、何を考えているかわからないところがある。

　まあ、この俺に勝負を挑いどもうというのだから、それなりの覚かく悟ごはあると思うのだが、五藤の背中を押した〝誰だれか〟がいるかもしれない可能性を俺は考えていた。

「もしかしたら、五藤を傀かい儡らいの生徒会長にしたい人間がいるかもしれない」

　そして、その推測を思い切って口にしてみれば、

「……つまり秋庭君は、五藤君の立候補の陰かげに黒幕がいるって、考えているのね」

　まだ半信半疑といった表情ながら桑田は俺の考えに興味を示してくれた。

「ああ、これはまだ本当に小さな可能性だけどな」

「でも、そんな面めん倒どうで、腹黒っぽいことを考えそうな人間なんて叶野学園にいる？」

　尾田も桑田に続いて口を開いたが、そんな心当たりは無いとわずかに目め許もとを歪ゆがめてみせる。

「腹黒……あ、かのう様ですか？」

　が、その直後、羽黒はその名前を口にして、

『違う』

　羽黒の思い違いに俺と尾田はコンマ一秒で反応し、かつ否定した。

　腹黒と聞いてかのうと結びつけられるようになったのは、羽黒が経験を積み、ある意味成長した証拠だったが、その名をあっさりと声にしてしまうあたりまだ配はい慮りよが足りない。

　だが、俺達が即そく座ざに否定したにもかかわらず、聞き慣れた鈴すずのような音は鳴り始めていて。

　俺がその音に気付いた時には、最初にその音を捉とらえた桑田の表情は既に不ふ機き嫌げんなものに変わっていた──まあ、殆ほとんどの人間にはそうと悟さとれない程ほどの変化だったけれど。

　しゃらんしゃりんしゃらん、と。

　連環わの擦こすれ合うその音は、いつもと趣しゆ向こうを変えたつもりなのかだんだんと近くなって。

　しゃらん──と一ひと際きわはっきりとその音が耳に届いた、次の瞬しゆん間かん。

　俺の目は、それまで何もなかった空間に一人の姿を認めることになる。

　月の光を集めたような銀色の長い髪かみ。対照的に双そう眸ぼうは陽ひの光のような黄金きん色いろで。大たい抵てい笑えみの形の唇くちびるは朱あか。華きや奢しやだがバランスのとれた肢し体たいは今日も黒を基調とした着物に包まれている。

　巷ちまたを歩けば、恐おそらく十人中十人が美しいと言うだろうが、十人中十人がその姿を見ることが出来ないはずだから、この評価には意味がない。

　そう、どんなに美しくても、俺達の前に突とつ如じよとして現れたのは人外の存在モノなのだから。

　名を、かのう、という目の前の女は、叶野市限定で不可視の力を振ふるうことの出来る、不可視の存在。

　本来ならば俺達もその姿を見ることなど、一生なかったはずなのに、何の因果か係わりを持ってしまった為ために、こうしてその姿を捉えることができる。

　きっと、俺が願いの植物はなを百本咲さかせて摘つみ終えるその日までずっと。

　あの祭りの日──俺は確かにかのうの躰からだをこの目で見たと思った。

　氷の柱に囚とらわれているその躰を。

　だが、あの後、俺はいつの間にか意識を失っていて、気付いた時には朝が訪おとずれていて、俺が目を開けた場所は和かのう邸ていの客室のベッドの上だった。

　一瞬すべて夢だったのかと思った。

　でも、夢と思うには余りに記き憶おくが鮮せん明めいで、瞼まぶたの裏に焼き付いたかのうの姿は鮮あざやかすぎて、俺は和邸を去る前に、もう一度温室へと向かった。

　けれど、前の日の夜、確かに地下へと続いていた井い戸どはもう見つけられず、他ほかに地面の下へと続くような入口も探し当てることは出来なかった。

　全部が幻まぼろしだったと裏付けるような結果に終わってしまったけれど、それでも俺はまだ一いち縷るの望みに賭かけていた。

　だから、それから暫しばらくしてまたかのうと二人になった時に思い切って俺は尋たずねてみたのだ。多分、唯ゆい一いつの証人に。

　祭りの日に俺が見た物は真実なのかと。

　本当にかのうは、和家の地下したに囚われて、そうして請こわれるままに和一族の願いを叶かなえているのかと。

　でも、かのうははぐらかすように、すべてを曖あい昧まいにしようとするように、笑ってかわすだけだった。

　その後も何回か、追つい及きゆうを試みたが、全部かわされて、俺はもうかのうにあの日のことを問うのを止やめた。

　俺が見たのは、春の宵よいの幻に過ぎなかったのだと決めて。そして、そう割り切れば、彩いろ波はとも変わらずに接することが出来たから。

　そうすれば、あの日見たかのうの本体の、その残像の記憶も自然と薄うすれていったから。

「皆みなの者、元気だったかのう？」

　だから、かのうの姿を目にした俺は、早くもうんざりした気分になる。外見がどれ程ほど美しくても、かのうの腹黒さを知ってしまえば、意味など持たなくなるのだ。

「まあ、それなりに元気でした」

「でも、かのう様の暇ひまつぶしに付き合える程の元気はないわ」

　尾田と桑田も返事はするが、内心は俺と同じに違ちがいない。

　ただ〝黒くろ猫ねこ騒そう動どう〟直後は、憤いきどおりから冷たかった二人のかのうへの態度は、いまはもう元に戻もどっている。

「……こ、こんにちは、かのう様」

　羽黒の方も、こうして顔を合わせると、まだ少し気まずそうだが、話も出来ないという状じよう況きようからは脱だつしている。

「ふむ、みな元気ということだのう。それは重ちよう畳じよう……して、多加良は？」

　俺がみんなの様子を窺うかがいながら、黙だまっていれば、かのうは更さらに声を向けてくる。

「もうすぐ選挙があるんだ、体調管理は万ばん全ぜんに決まっている」

　いつまでも見ていられるのもうっとうしいから、仕方なく俺も短く答えれば、かのうは唇だけで小さく笑いながら、

「うむ、それはなによりだのう……それならば心おきなく話を進めることにしようかのう」

　早くも厄やつ介かい事ごとの気配を漂ただよわせ始める。

「今日は皆に紹しよう介かいしたい方がおってのう」

　珍めずらしく、自ら用件を切り出すかのうに、俺達はいよいよ警けい戒かいし、

「さあ、どうぞ前へ」

　かのうが促うながすその存在──そう、まだ人だと断定出来ない──の登場を待つ。

　そうして、かのうの背後から現れたのは、一人の少女。一見したところ拍ひよう子し抜ぬけするくらい普ふ通つうの少女だった。

　背格好は羽黒と同じくらいで、外見上の年ねん齢れいも同じに見える。ただ、少女が着ているのは、洋服ではなく和服。水色の縞しま模も様ようの着物に水玉の半はん襟えりと帯を合わせて、なんだか大正時代のようにモダンに着ている。真まっ直すぐな髪も顎あごの辺りで揃そろえられていて、やはり少し前の時代の雰ふん囲い気きなのだが、そこに逆に新しん鮮せん味みも覚える。

　ただし、一見黒に見える髪はよくよく目を凝こらすと、とても濃こい藍あい色いろで、少し垂れ目気味の双眸も同じ色だとわかる。

　その髪と瞳ひとみの色しき彩さいに、俺の背中をはい上がってきた嫌いやな予感に、俺は警戒しながら少女を見た。

　するとかのうが伴ともなってきた少女は、俺の視線に気付いたものの、俺達の顔をほんの一瞬だけ見ると、すぐに興味を失ったように別のところへ目を向けてしまう。

　どこか人間を見下しているような態度は、早くも俺の気に障さわり、そして危き惧ぐを増大させる。

　ちらりと羽黒に視線をやれば、椅い子すに座っているのに軽く腰こしが引けていて、かのうと少女のツーショットに少し気け圧おされているように見えた。

　それは多分、この二名が持つ、似た雰囲気に原因があるのだろうと、俺達にも予想できたが、

「……あの子、もしかして神様族かみさま？」

　確信を得うるために、尾田は羽黒に小声で尋ねる。

「本物か？」

「間違いない？」

　そして、続けて俺と桑田にも問われれば、羽黒はかのうと少女の視線を気にしながらも頷うなずいて──推測に誤りがなかったことを知った俺達は、椅子から立ち上がると円えん陣じんを組んだ。ため息を吐つきながら。

「おや？　いつもとちと違う反応だのう」

　確かにいつもと違い、かのうを追い返そうとするでも、逃にげるでもない俺達の反応に、けれどかのうは面おも白しろがりながらも、ほんの少しだけ目を見開いてみせる。

　一方、少女は相変わらずこちらに興味が無いのか、ただぼんやりと室内を見回している。

　とりあえず、双そう方ほう、俺達の円陣に加わる気配はないと確かく認にんして、俺達は額を寄せる。

「……どうする？　これはベータのパターンだが」

「僕はベータっていうよりデルタに近いと思うけど？」

　まず、俺が話の口火を切れば、尾田がそれに小さく疑問を示す。

「いいえ、まだ、ベータよ」

　そうすれば、桑田は尾田の意見に首を振ふった。

　一応説明すると、ベータ、デルタというのは、俺達が事前に予測と演習を重ねた各種状況のことである──そう、俺達は生徒会役員選挙に向けて、綿密な作戦を練ってある。

　そしてそれは人間だけを対象としていない──叶野市には、かのうという妖よう怪かいもどきだけでなく、鈴木という人間として過ごす神までいるのだから。

　去年までの俺は目に見えるもの以外は基本的に信じていなかった。いまだって基本的にはそのスタンスを変えていない。しかし、羽黒の霊感かんかくが捉とらえるモノ、そして、確かに自分の目に映り込んだ人外の存在は信じざるを得なくなった──そうでなければ、対策も立てられないから。

　そう、俺の選挙は、誰だれにも邪じや魔まをさせない。

「とにかく、まずはベータで行こう」

　俺は短く結論を告げて、そして俺達はひとまず円陣を解いた。

「ん？　もう終わったのかの？　妾わらわはこれから聞き耳をたてようと思っていたところなのだがのう」

　そうして顔を上げれば、冗じよう談だんなのか本気なのかわからないことを言っている、かのうと目が合う。黄金色の瞳ひとみにあるのは、やはり悪戯いたずらな光で、牽けん制せいの意を込こめて俺はその目を見つめ返してやるが、かのうはそれを軽く受け流してくれた。

「して……多加良達は忙いそがしいのかのう？」

「……はい、忙しいです」

　そのまま、改めて問いかけてくるかのうにまず応答してみせたのは尾田。俺達の中では挑ちよう発はつに乗ってしまう可能性が一番低いという理由での人選。そう、作戦は既すでにスタートしている。

「ふむ、それは選挙、とやらでかのう。大変なようだからの……だがの、妾の方もちと大変でのう？」

　右へ左へゆるゆると首を傾かしげながらそう言うかのうだが、俺達の状じよう況きようなど絶対に理解した上で現れているはずだ。その点に強い憤いきどおりを覚えながらも、俺は口を開かない。

　まずは観察──しかる後に最善策を考える、それが本作戦における俺のポジションだ。

　桑田と羽黒は、その間、少女の動きを注視するという役割をなしている。まあ、こちらはいまのところ室内をふらふらと歩いているだけだから問題ない。

「そうですか。何が大変なんです？」

　俺が再びかのうに視線を戻もどすと、言こと葉ば尻じりを捉えられないよう注意を払はらいながら尾田がかのうに尋たずねる。

　大変と口で言いながら、かのうは空中で──まるでそこにソファでもあるように──足を組み、ゆったりと構えていて、その姿からは、少なくとも焦しよう燥そうの類たぐいを感じることはできない。

　そしてかのうは、思わせ振ぶりな眼まな差ざしを少女にちらりと送っておいてから、

「最近、叶野には雨が降らぬだろう？」

　突とつ然ぜん、そんな話題を尾田に振る。

「……そういえば、五月に入ってからは全然ですね」

　尾田が素す直なおに相づちを打つと、かのうはひとつ頷いてみせた。だが、そのまま視線をスライドさせ、俺に固定すると、俺の答えを待っている、と言わんばかりに黙だまり込む……そんな時も口くち許もとは笑えんでいるようだったけれど。

「……雨が降らなければ洗せん濯たく物ものはよく乾かわくし、傘かさをさす煩わずらわしさもなくて、いいじゃないか。俺は雨より晴れの方が好きだ」

　向けられる視線に、俺は仕方なくそれだけ答えた。

　だが、その直後、俺は自分に鋭するどい視線が向けられたのがわかって、慌あわてて振り向けば、そこにはさっきまでは何の興味もないような顔をしていた少女がいた。下がり気味の眦まなじりを目め一いつ杯ぱい上げて俺を見ている。

「……なんだ？」

　わけがわからなくて、俺は首を傾げながら声をかけたが、少女はそのままぷいっと顔を背そむけてしまい、俺はますますわからなくなる。

「なれど、雨が降らなければ作物も……植物も育たぬのう」

　けれどかのうは構わず、振り向いたままの俺の背中に向けてそう言って。俺が顔を戻したタイミングで、

「困ったのう……」

　軽く目を伏ふせ、頰ほお杖づえをついてみせる。わざとらしい仕草に、うっとうしいという台詞せりふが喉のどの途と中ちゆうまで出かかった、その時だった。

「別に、作物が実らずとも人間が困るだけのこと。我は少しも困らぬのじゃ」

　俺達とかのうの間に突とつ如じよ割り込んで、そう言い切ったのは、それまで無関心を装よそおっていた少女。

　それは、俺達にしてみれば理り不ふ尽じんで傲ごう慢まんとも思える言葉だった。

「だが〝雨の鳥〟をいつまでも遊ばせておいては我が困るのじゃ。それ故ゆえ、さほど役には立たぬだろうが、お前達の力も借りてやってもよいのじゃ。ただし、我についてこられるのならばな！」

　少女は今まで黙っていた分を取り戻すように一息に言い切ると、大きく息を吐ついた。

　それは決して大声ではないのに、まるでどしゃ降りの雨が突然降り出したような、当人さえ息切れをする程ほどの勢いがあって、俺も尾田も、桑田も羽黒もしばし呆あつ気けにとられる。

「……かのう、コレは何者だ？」

　そして、その衝しよう撃げきに流されて、俺は触ふれるつもりのなかった少女の素す性じようを、思わずかのうに問いかけてしまい──しまった、と思った時にはもう手て遅おくれだった。

「こちらは〝雨の神〟の雨あま緒お殿どの。雨を降らすがそのお役目だの。なれど、いまは下しも僕べの〝雨の鳥〟を捜さがすために、お役目は休んでおられる」

　かのうは待ってましたとばかりに流りゆう暢ちように語り、

「故に、雨緒殿が〝雨の鳥〟を捕つかまえられるまで、叶野市には雨が降らぬのう」

　満面の笑みと共にそう締しめ括くくる。

「言うておくが、我は〝雨の鳥〟がおらずとも多少の雨を操あやつるなど造作もないのじゃ。なれど、そうすると〝雨の鳥〟の気配が探さぐりにくくなるのじゃ」

　かのうの言葉を受けて、少女──雨の神の雨緒は、少々言い訳まじりの説明を加える。

　だが、話題の中心、肝かん心じんの〝雨の鳥〟についての説明が決定的に不足していることに、両者とも気付く気配はない。

　そして俺は、かのう、神様族、厄やつ介かい事ごと──この三つが揃そろいつつある状況──ちなみに完全に揃ってしまった時はデルタと呼ばれる非常に避さけたい事態だ──に願いの植物はなという要素が加わっていないことを幸運と思うべきか束つかの間ま迷った。

　けれどまだ〝雨の鳥〟＝イコール厄介事と決まったわけではないと判断すると、俺は希望を繫つなぐべく──本来一番頼たよりたくない存在に──問いを向ける。

「かのう……〝雨の鳥〟っていうのは何だ？」

「なんじゃ〝雨の鳥〟も知らないとは、やはりたかが人と言うべきじゃな。やはり、この者達の助力など期待せぬ方が良いのじゃ」

　しかし、かのうが口を開く前に、雨緒はまた俺の神経を逆さか撫なでするようなことを言い、それに一人納なつ得とくして頷うなずいている。

　さすがにちょっと頭に来て、軽く睨にらんでやるが、雨緒はふいっと、また興味を無くしたように俺から視線を外した。どうやら〝雨の神〟には俺の悪人顔の効果が今一つらしい。

「まあまあ、雨緒殿。多加良達がものを知らぬは若じやく輩はい故ゆえと思うて、勘かん弁べんしてくださいませぬかのう」

　そんな雨緒に対して、なだめるような、機き嫌げんを取るような言葉をかのうはかけたが、雨緒がそれに応こたえることはなかった。

　かのうは軽く肩をすくめてみせたが、それ以上、雨緒を構おうとはしなかった。そのまま俺達の方を向くと、

「〝雨の鳥〟というのはのう、雨緒殿達〝雨の神〟と共に行動して雨をもたらす鳥のことだの」

　ようやく俺の問いに答えを返す。

「そして、一人前の〝雨の神〟は〝雨の鳥〟と共に仕事をするという決まりになっている……のですの、雨緒殿？」

　かのうが確かく認にんを求めれば、雨緒は小さく頷いて、そのまま窓まど際ぎわまで歩いて行ってしまう。

「……雨緒がその〝雨の鳥〟を捕まえにきたってことは、逃にがしたってことか？」

「まあ、そういうことになるかのう」

　今までの話から、まず推測すれば、雨緒の肩はごく小さく、だが確実に跳はねて、正直かのうに肯こう定ていされるまでもなく答えはわかった。

「そして、雨緒さんが〝雨の鳥〟を逃がしてしまったことが原因で、叶野市に雨が降らないと？」

「まあ、そうだのう」

　続く桑田の問いの答えも、雨緒の肩を見れば、十分だったが、かのうは珍めずらしく律りち儀ぎに一つ一つ答えを返す──多分、雨緒の反応を楽しみながら。

「あの、では〝雨の鳥〟さんは叶野市に居るということですか？」

「うむ……だが、花南はそのような気配を感じとれなかったであろう？」

「は……い」

　かのうにそう水を向けられると、羽黒は軽く唇くちびるを嚙かんで、それを認めた。

「なに、花南よ、落ち込むことはないからの。というのものう〝雨の鳥〟は恐おそらく、人の中に隠かくれているのだからのう」

　羽黒にかのうは軽い調子で慰なぐさめの言葉をかけると、かのうはそう続けて、したり顔で頷いてみせる。

「……それは、鈴木みたいにってことか？」

　鈴木の場合は、叶野学園全生徒と職員に暗示をかけて、自分を生徒会長にんげんと思わせて、隠れていた。本当に頭にくることに、その暗示が強力だったせいで、鈴木は今でもこの俺を差し置いて生徒会長だ──まあ、この天下はあと数日で終わるわけだが。

　と、つい思考が脱だつ線せんしかけた俺だが、視線をかのうに戻もどせば、鈴木の能天気な顔の残像は払はらうことが出来た。

「いいや、鈴木殿どのの時とは違ちがうのう。〝雨の鳥〟は姿は普ふ通つうの鳥と変わらぬからのう。人のふりをして、隠れるなどは無理だのう」

　ゆるゆると首を振ふりながら、俺の問いを否定して、

「ただし、神の使いだからのう……どうやら、人の身体からだの中に入り込み隠れているようなのだの」

　そう言うと、俺の胸を指さした。そのゆったりとした動きに合わせて連環わはしゃらんと音をたてる。

「……確かに、それだと外側から見えない上に、人の気配でカモフラージュされてしまって、気配もわからないかもしれません」

　羽黒は、無意識に連環に、それから俺の胸に視線を移して、かのうの言葉を肯定する。

「ええと、それを捜さがすのはかなり大変ってことだよね」

　困こん惑わくを隠さずに、尾田は誰だれにともなく意見を求める。それは、俺達も同意見で、だからこそ尾田の言葉にすぐに返事をするものはいなかったのだが、

「うむ、なれど、雨緒殿ならば、雨の鳥の気配は辿たどれるはず。だからの、多加良達は、人の世に不慣れな雨緒殿の手伝いをしてもらいたいのだのう。叶野市に雨をもたらすためにものう」

　一つ頷くと、かのうは近所で買い物を頼たのむ位の気安さで言ってくれた。

　もちろん、俺達が簡単に承しよう諾だくするはずがない。というか承諾するつもりはないのだ。

「俺達は、大変忙いそがしい。第一、その鳥は俺達の目には見えないんだろうし、そんなものを一体どうやって捕つかまえろと？　っていうか、暇ひまそうなお前が手伝え！」

「……妾わらわはこう見えて中々忙しいからの？」

「俺はその百倍は忙しいんだよっ！　だからかのう、鳥捜しはお前がやれ！」

　噓うそくさい理由を提示するかのうに、俺はもう一度繰くり返す。どう考えても、それを俺達がやらなければならない理由が見つからない。

「そうね、たまには土地神かみさまらしく働いてみせてくださいますか？」

「ああ、確かにたまには働いているところを見たいなぁ」

　俺に続いて、桑田と尾田も静かな声こわ音ねと表情でかのうに迫せまり、更さらには羽黒と雨緒にまで黙だまって見み詰つめられ──五対ついの目に見み据すえられたかのうは逃げ場を無くし、観念して口を開く。

「此こ度たびばかりは無理、だの。その…………妾は鳥という生き物が苦手でのう」

　だが、そうして告げられた真実は、意外を通り越こして意表をつくような内容で。

　俺達はしばし言葉を失う。

「……鳥が、苦手、だと？」

　信じ切れずに俺が、その台詞せりふを繰くり返してみれば、かのうは弱々しく頷うなずいてみせる。

「な、まさか〝雨の鳥〟をカラスの類たぐいと同じと思うているのか？　雨の鳥は蒼あおく美しい鳥ぞ？」

　雨緒は雨緒で驚おどろきながらも、憤ふん慨がいしてかのうに声をぶつけるが、かのうはゆるゆると首を振る。

「妾が一番苦手なのは、鳩はとなのですがの、でも鳥はやはり全すべて……」

　肩かたに胸に零こぼれた銀糸の髪かみをそっと払いながら、かのうは力なく笑んで、そうすれば雨緒は呆あきれたように、フンと鼻を鳴らし、肩を竦すくめた。

　一方、怖こわいものなど何一つ無いはずの、叶野市限定とはいえ強大な力を行使できる存在の、初めての弱点告白という衝しよう撃げきから俺達は中々立ち直れない。

「本当の本当に、鳥なんかが苦手なのか？」

「何度も訊きかずともいいはずだがのう……。ああ、小さいのも大きいのも妾は苦手だのう」

　どうしても信じがたくてもう一度尋ねれば、その姿を思い出してしまったのか、かのうは目を瞑つぶり、自らの肩を抱だいて、厭いやそうに首を振ふる──どうやら本気で本当に苦手らしい。

「うん、ならいい機会と思って、ここで苦手を克こく服ふくしてしまえ。〝雨の鳥〟なんて、可愛かわいい感じだから、いけるんじゃないか？」

　かのうが噓をついていないと確信すると、俺はそう言った。そう、苦手ならば克服すればいい。ついでに日ひ頃ごろの恨うらみを晴らすべく、俺は無責任にかのうにそう勧すすめる。

　そうすれば、尾田も桑田も、羽黒までもが俺に賛成だと頷いてくれたが、

「いやだの」

　俺達の勧めをかのうはきっぱりとはねつけた。そして、いい加減腹に据えかねた、というように、やおら立ち上がる──といってもあくまで空中でだが。

「雨緒殿の手伝いは多加良がすること……いま、その為ための力を授さずけてやるからのう」

　そうして、かのうはすべて言い終えない内に、大きく腕うでを一ひと振ふりしてみせた。

　翻ひるがえる袖そでの動きを追うように、連環わの擦すれあう、鈴すずのような音が続き──その残ざん響きようが消えた時、家庭科実習室の作業机には、小さな鳥かごが載のっていた。

　それは、ボールのように丸く、そのかごを形作っているのは、かのうの両手足に嵌はまっている連環と同じ白金。金属とは思えないほど繊せん細さいに編まれ、一つの鳥かごになっていて、芸術品のように優美で、桑田と羽黒は思わずため息を漏もらす。

　ただし、このかごには、鳥の姿が欠けていたけれど。

「雨緒殿の鳥かごが見事だったので少しだけ真似まねさせていただきましたがの」

　桑田と羽黒がかごに見とれる一方で、同じ少女である──まあ、実際の年ねん齢れいは不明だが──雨緒が不ふ機き嫌げんそうに目め許もとを歪ゆがめると、それを見て取ったかのうはそう先手を取った。

　かのうの顔には、もうさっきまでの弱気な表情は無く、あるのはいつもの余よ裕ゆうに満ちた笑えみ。

　そんな微笑ほほえみをかのうに向けられると雨緒は、何を思ったか着物の襟えりが丁度あわさる辺りに、軽く両手を押し当てる。

　雨緒の手がうっすらと青い光を帯びたと思った次の瞬しゆん間かんには、雨緒の手にも鳥かごが現れていた。それはかのうが出して見せた物と形も大きさも殆ほとんど同じで、違ちがうのは艶つやのない真しん鍮ちゆうのようなかごの素材だけ。

「どこが、少しじゃ？　……それに、このような物、見事なものか」

　鳥かごを手に、雨緒は軽く睨にらんで見せるが、かのうは赤い唇くちびるに笑みを刻んだまま、雨緒の眼まな差ざしを受け止めた。

　それが気に入らなかったか、もう一度かのうを睨むと、鳥かごをかのうの目から隠かくすように、自分の背中に回した。

「さ、多加良。これをそなたに貸すからの」

　そして、かのうは雨緒に向けたのと同じ笑みを浮うかべたまま、俺に鳥かごを押しつけようとする。

「必要ない」

　だが、俺は即そく座ざに反応し、鳥かごごときっぱりとはね除のけた。

　あくまでも親切ぶるかのうに、だが俺達が騙だまされることはない。ここで、鳥かごを受け取ってしまったら、終わりだ。そうわかっているから、眼前にかざされた優美な鳥かごに、尾田も桑田も羽黒も注意こそすれ、手を伸のばすことはない。

「はて、何故なぜ？　人が鳥を捕つかまえる時には鳥かごがいると思うのだがのう？」

「確かに、かごが無ければ鳥は捕とらえておけぬのじゃ……それ以前にそなた達が〝雨の鳥〟を捕まえられるかはわからぬが」

　しかし、神様族二人は、俺の答えに対して不思議そうに首を傾げてくれる──一人はとぼけて。一人は、天然に極きわめてささやかな悪意を添そえて。

「なぜ？　それはな、俺達には鳥を追いかけている暇ひまなんて無いからだ──生徒会長選挙があるからな」

　仕方なく俺は二人に説明してやる。本当はそんな暇も惜おしかったが。

「……ほんに多加良は選挙とやらが大切なのだのう」

「それはもう、すごく」

　半分呆あきれたようにかのうが言うと、俺の代わりになぜか尾田が力ちから一いつ杯ぱい頷うなずく。

「ああ、ものすごく大切だ。俺は、今度こそ生徒会長になるんだからなっ！」

　そんな尾田を横目に見つつ、俺も腹に力を込こめると、しっかりとかのうを見み据すえ、叫さけんでやった。

　その大だい音おん声じように雨緒は今いま更さらながら耳を塞ふさいで、迷めい惑わくそうに眉まゆを歪めてくれたが、今の俺がその程度のことで怯ひるむはずもない。

「……誰だれも、いまの秋庭くんを止められないわよ」

　俺の宣言を聞いた桑田は小さく微笑みながら、確信に満ちた声で、かのうに告げる。

「それはそうであろうの。だがのう、〝雨の鳥〟を雨緒殿どのが捕まえぬ限り、叶野市に雨は降らぬことに変わりはないの。一月二月ならばまあ、人の力でもどうにかなるだろうがの。半年、一年と続けばどうなるかのう？」

「我はそんなに手こずらぬのじゃ！」

　雨緒は憤ふん慨がいして、かのうに向かっていくが、その手にあるのが、空の鳥かごでは少々説得力に欠け、その間、俺の脳のう裏りにはニュース映像でみた断水の光景がよぎる。

　限られた時間しか水を使えない、という状じよう況きようはかなり不自由に見えたし、農産業が盛さかんな叶野市では、事態が進めば問題は深刻化するだろう。

「あの……かのう様も雨を降らすことが出来るのでは？」

　いつか、雪を降らせると約束してみせたのを思い出したか、そこで控ひかえ目に割って入ったのは羽黒だった。

「確かにのう……だが、妾わらわが雨を降らせばそれもやはり、雨緒殿の妨さまたげになるしのう。何より、雨の神がおわすのに妾が出しゃばってはのう……」

　そして、言葉以上に含ふくみを持たせた、意味深な眼差しを、あえて上から注がれれば、

「我が〝雨の鳥〟を取り戻もどせば、力も存分に振ふるえるのじゃ！　故ゆえに、かのうのこれ以上の手出しは無用じゃ！」

　案の定、雨緒はかのうに嚙かみつき、そのまま背を向ける。

　それを見て、羽黒は諦あきらめて肩かたを落とす。

「羽黒、諦めるな。まだだ」

　そう、まだかのうの要求を吞のんでしまうには、早すぎる。半年以上待ち続けた、この選挙戦。一つや二つの障害は物ともしないが、それでも障害物は少ないにこしたことはない。

「それだけやる気があるなら、そいつに俺達の助けなんていらないだろ」

「そいつ？　お前、いまこの雨緒様をそいつ呼ばわりしたか？」

　神だからなのか、それに関係なくプライドが高いのか、雨緒は俺の言葉に敏びん感かんに反応すると顔を赤くしてくってかかってくる。

　俺は突つっ込んできた雨緒を軽くかわすと、桑田の方へと追いやった。

　そうすれば、桑田は柔やわらかく雨緒を抱だきとめて──けれど、けっして雨緒をその腕うでから逃にがさない。

「雨緒殿。妾も雨緒殿のお力を疑ってはおりませぬがの。けれど、〝雨の鳥〟が人の内に隠かくれている以上は、いかに不慣れといえどもあなた様も人の中で動かねばなりませぬからのう。それに……〝雨の鳥〟は食いしん坊ぼうという話。妾の蒔まいた原石たねや植物を食べてしまわぬか、妾は心配なのですがのう？」

　顔は終始雨緒に向けていたが、その台詞せりふの半分は俺に聞かせるためなのは、聞くまでもなかった。

「確かに我は人の世に不慣れじゃ……我が鳥の、食い意地が張っているも事実、じゃ……」

　だが、雨緒はすべて自分に向けられた言葉として歯切れは悪いが答える。

　その半分は俺にとって重要な答えだと知らずに。

「食いしん坊と、きたか」

　ある意味笑い出したいような状況だったが、呟つぶやく俺の声は乾かわいていた。

〝願いの植物はな〟はそもそも〝願いの原石たね〟から生ずるものだ。その原石や植物が鳥の餌えさになるかもしれないと告げられれば、さすがに俺もこれが自分には関係の無いことだと言い切れなくなる。

　視線を上げれば案の定、確信犯的な笑えみを浮うかべたかのうの顔がそこにあった。

「シグマだ」

　全すべての厄やつ介かい事ごとの要素が揃そろってしまった、総和シグマの状況だと、俺は短く皆みなに伝えた。

　その声の低さと、恐おそらく凶きよう悪あくになっている俺の顔を見て、尾田は悟さとりを開いた人間のように黙だまって頷うなずき、桑田は頭痛を覚えたように額に手を当てながら、羽黒は三つ編みをぎゅっと握にぎりしめながらやはり、了りよう解かいの意を示してくれた。

「鳥の潜せん伏ぷく先は……もうわかっているのか？」

　本気でうんざりしながら、一応尋たずねてみれば、かのうは小さく首を傾かしげる。叶野市の出来事は殆ほとんど把は握あくしているはずだが、そこはわからなかったらしい。

「さて、妾にはわからぬがのう。でも、心配はないからの。雨緒殿が捜さがし出してくださるからのう」

「……ふん。我は我のやりたいようにやるのじゃ。愚おろかなる人間共がそれでも我に付き従いたいというのなら、話は別なれど、な」

　この非常に高こう慢まんな言葉を雨緒の了りよう承しようと受け取るならば、結局事態はすべて、かのうが望んだように転がっていた。

「では、妾はそろそろ退散しようかのう。少々出張り過ぎて疲つかれたことだしのう」

　そうして、満足しているに違いないかのうは、いつものように自分の都合だけで姿を消そうとする。

「ちょっと待て、かのう」

「ん？　なにかの？　もしや別れのちゅ……」

「ちゅ、何ですか？」

　俺が呼び止めれば、かのうはふざけたことを言いかけて、凍こおりつくほど冷たい桑田の声に、続きを永久に封ふうじられた。

　ああ、桑田もシグマという事態をもたらしたかのうにさぞ怒おこっているのだろう。

「ど、どうしましょう、凍こごえそうです」

「はは、大だい丈じよう夫ぶだよ。今は五月、五月だから」

「……我は、寒く、など」

　桑田の放つ殺気に当てられて、羽黒と尾田は頰ほおをひきつらせ、雨緒も口では強気な事を言いながら、顔色が青い。

「そ、それで、多加良、なにかのう？」

「あ、ああ。鳥捜しには付き合うが、その鳥かごはいらない。持って帰ってくれ」

　雨緒と共に行動する以上、いくら綺き麗れいでもかのうが出した鳥かごは邪じや魔まになる。俺はそう判断してかのうに言った。

「うん？　せっかく作ったのにのう？」

　だが、かのうはそう呟いて、思案顔で白金の鳥かごを見つめることしばし……何か思いついたというように、赤い唇くちびるに深く笑みを刻んだ。

「うむ、よいことを思いついた」

「……絶対に噓うそだ」

　当人はそう言ったが、残る全員が俺の意見に同意して頷いた。

　けれどかのうは俺の声など聞こえなかったとばかりに無視をして、代わりに何かを見定める目つきで俺達の顔を順に見ていった。

「ここは、やはり多加良かのう」

　やがて、かのうは唄うたうように軽かろやかにそう言葉を紡つむいで──腕を一ひと振ふり。

　俺が、その動作に身構えた時には、かのうは既すでに事を成し終えて、そのまま中空に姿をくらましていた。

「ではの、多加良。ソレがあれば〝雨の鳥〟の姿を見ることもできるからのう、しっかり雨緒殿の手伝いをしておくれ」

　連環わの残ざん響きようと共に、声だけで告げれば、もうそこにかのうの痕こん跡せきはなかった。

「な……んだ？」

　確かにかのうは何かをしたはずなのに、それがわからず、俺はかのうの消えた中空にしばらく目を凝こらしていた。

「あ……あ。秋庭君、確かにやられているわ」

　そんな俺に異変を知らせたのは桑田の震ふるえた声だった。

「やられている？」

　だが、自分では異常はわからず、俺は桑田の視線を追う。やや上うわ目め遣づかいに、桑田の目線が固定されているのは、空中ではなく俺の耳の辺り。そこを見つめる桑田の目には複雑な光が宿っている。だが、異変の正体を見み極きわめようにも自分ではよく見えない場所で。

「……また、嫌いやがらせとしか思えないようなことを」

　桑田に続いて気付いた尾田はどちらかというと、呆あきれたようなため息を吐ついて。

「あの、でも、お似合いですよ」

　羽黒は少し視線を彷徨さまよわせた後、そう言って頷いてみせた。

　雨緒を除く三者三様の反応に、俺はおそるおそる自分の左の耳たぶに手を伸のばして、ようやくそこに異変があるとわかる。

　指先で触ふれてみれば、柔やわらかいはずのそこには小さな金属の感かん触しよく。

「なん、だ？」

　小さく呟つぶやけば、桑田が黙だまって手鏡を貸してくれて、俺はそれを使って自分の耳たぶを確かく認にんし──速そつ攻こうでソレを外そうと試みた。

　だが、力任せに引っ張ってみても、ソレは俺の耳たぶから取れなかった。

「……形状としてはピアスよりもイヤリングに近いけれど、外れないわね」

　腕うでを伸ばして、桑田もソレを外そうと力を貸してくれたが、結局取れなかった。

　そう、かのうはあの鳥かごをイヤリングのような形に変えて、俺の耳に残していってくれたわけだ。

「多分……かのう様が外そうと思わないとだめなんじゃない」

「一種の呪じゆ具ぐですね。きっと〝雨の鳥〟さんを捕つかまえないと外れないんです」

　尾田と羽黒のダメ押しに、俺は口に出したらここにいる三人の友人を無くしかねない罵ば詈り雑ぞう言ごんを、胸の内で約三分吐き続けた。




　　　　２




　イヤリング、ピアスの類たぐいは校則で禁じられている。地味な物であれば、気付いても教師陣じんも見てみないふりをしてくれようが、白金の鳥かご型のものを目こぼししてくれるかは怪あやしい。しかも、次期生徒会長である俺が堂々と校則を破っているわけにはいかない。

　とにかく、この鳥かごとはささっとおさらばしなければならない。

　そして、事態をシグマと認定した以上、俺達に出来ることといったら、一刻も早く全すべての問題の解決を図はかることだけだ。

　だが、物事には優先順位というものがある。

　まだ植物に実害が出ていない以上、正直俺は立候補届の件を最優先したい。

　そんな思惑おもわくを胸に抱いだきながら、俺達からは少し離はなれた椅い子すに座っている雨緒にちらりと視線をやってみた。

　しかし、雨緒は窓の外の、よく晴れた空に目を向けていて、俺の眼まな差ざしには気付かない。

　ちなみに雨緒の鳥かごは、出した時と同じ要領で既に胸に仕し舞まわれていて、懸けん命めいに髪かみを引っ張って、鳥かごの耳みみ飾かざりを隠かくそうとしている身としては、ほんの少しだけそれが羨うらやましかった。

「あの……〝雨の鳥〟さんの気配を辿たどるのですか？　教えていただければ、もしかしたらお手伝いできるかも、しれません」

　そして、俺が考えながら雨緒の観察をしていれば、その間に羽黒は控ひかえ目に雨緒に声をかけていた。

「……人に〝雨の鳥〟の気配は辿れないのじゃ。まあ、我ならば〝水すい気き〟を感じ取れる故ゆえ、すぐに見つけられるのじゃ」

　雨緒はその声に顔は向けたが、羽黒の申し出はきっぱりとはねつけて、さも自信ありげにそう言ってみせる。

「〝水気〟？」

「具体的にはどんな風に捜さがすのかしら？」

　明らかに説明不足の雨緒に、俺と桑田は続けて、尋たずねる。

「なんじゃ、人間は本当に何も知らぬのじゃな。だが、何よりも神に対する口の利きき方がなっていないのじゃ。敬うのじゃ！」

　だが、雨緒は答える代わりに、そう言って、眦まなじりをつり上げ、不ふ機き嫌げんそうに腕を組む。

　鈴木やかのうといった規格外とは違ちがい、人間を上から見下ろして敬えと命ずる──おそらく、こちらの方が神の本来のありようかと思う。

　が、しかし。

「これから協力してことにあたるんだから、言葉遣づかいも何もかも対等でいいだろうが」

　俺は既すでにそう決めていた。まあ、もし雨緒の外見が白いひげの生えたご老体であったら、少しは敬おうという気も起こったかもしれないが、見た目も言動も、自分とそう変わらない以上、それは無理というものだ。

「なんじゃと？　対等？　協力？　我にはそのようなつもりはさらさら無いのじゃ」

　だが、俺の言葉に雨緒は反発こそすれ、譲ゆずる気は少しもないと言い放つ。その友好的とはとても言えない態度に尾田と桑田の口からは既にため息が漏もれている。

　羽黒は困ったように眉まゆを寄せ、俺は自分のこめかみ辺りが痙けい攣れんしているのがはっきりとわかった。

「とにかく、わかっているなら、〝雨の鳥〟の潜せん伏ぷく先にとっとと案内して貰もらおうか」

　本当は立候補届の行方ゆくえを追いたいが、そこを堪こらえに堪えて俺は雨緒に尋ねてやる。

「案内じゃと？　我を顎あごで使う気か？」

　なのに雨緒はなおも俺の言動に文句をつけてきて、これ以上は譲る気のない俺と雨緒は結局羽黒を間に置いて睨にらみ合う。

「……二人とも、最初からけんかは止やめなよ」

　俺達の様子を見かねて尾田がとりなそうとしたその時だった。

「ごめんくださーい、失礼しまーす」

　軽いノックの音に続いて、妙みように愛想のいい声が室内に響ひびいて、俺達は一いつ斉せいにその声の方を振ふり向いていた。

「おわっ……と。ピューマ宅配便でーす」

　声の主は俺達が一斉に振り向いたことに驚おどろいた様子だったが、すぐに気を取り直すとそう言って、やはり愛想のいい笑え顔がおを浮うかべてみせた。

　けれど、面めん食くらったのは俺達もまた同じ──いや、その闖ちん入にゆう者しや以上に驚いていた。

　振り向いた俺達が目にしたのは一人の青年だった。ピューマの刺繡ワンポイントが入った帽ぼう子しと作業着を身につけて、手には小さな小包を抱かかえている以上、本人が名乗った通り宅配便業者であるのは確か。でも学園に荷物を届けることはあるとしても、叶野学園の家庭科実習室においては場違いな存在でしかない。

「なんじゃ、人間か」

　おおざっぱにそう括くくって、もう興味はないとそっぽを向いてしまった雨緒とは違って、俺達は青年の登場に顔を見合わせた。

「ええと、秋庭多加良様は、どちらの方ですか？」

　しかし、青年は自分の仕事を忠実にこなすことだけを考えているようで、こちらの困こん惑わくは無視して、俺の名前を呼ぶ。

「……秋庭多加良は、俺だが？」

　校門をくぐり抜ぬけた以上、不ふ審しん者しやという線は薄うすいが、それでも警けい戒かいしながら俺は手を挙げた。視界の隅すみでは桑田もまた椅子から腰こしを上げていつでも動けるように構えていたが、青年がそれに気付くことはない。

　その代わり、俺の顔を見ると数秒硬こう直ちよくしてくれた。どうやら処世術を身につけた大人にも俺の悪人顔は十分なインパクトを与あたえるらしい。

「……あ、ああのっ、お荷物です。サ、サインか印いん鑑かんをお願いしまっす」

　だが、我に返ると俺のところへ歩いてきて、いささか緊きん張ちようした面おも持もちで、片手に収まる小包と共に伝票を差し出した。

「荷物？　俺に？　しかも、学校に？」

　立ち上がりながらも不審を露あらわにする俺に、

「ピューマ宅配便は出来る限りお客様のニーズに応こたえることをモットーとしておりますから」

　青年はあくまで一社員としての答えを返す。

「……依い頼らい主ぬしが九十九つくも髪かみ子こ、でもですか？」

　桑田が俺の隣となりから伝票を覗のぞき込んで、明らかに偽ぎ名めいと思われるそれを指し摘てきすれば、さすがにその頰ほおもひきつったが。

「名前と住所が書いてあればお客様のことは詮せん索さくしませんから……呪のろわれたくないし」

　それでも何とか答えてみせた青年に、俺は心の中で小さな拍はく手しゆを送る。ただし、俺は彼が小さく呟つぶやいた声を聞き逃のがさなかった。

「わかりました。ここにサインすればいいんですね？」

「はい、お願いしまーす」

　俺がサインをすると言えば、尾田達は大だい丈じよう夫ぶかと問うような眼まな差ざしを向けてきたが、俺はそれに頷うなずいて、サインをし、荷物を受け取った。

「では、確かにお届けしました。お届け物の際は速い・親切・確実なピューマ宅配便をよろしくお願いします！」

「は、はい。ご苦労様でした」

　仕事を済ませて去っていく青年を羽黒が戸口まで律りち儀ぎに見送って、ようやく室内には平へい穏おんが戻もどった──ただし、俺が受け取った小包が机の上に置かれるまでのわずかな時間にすぎなかったが。

「こんな風に小包が届くこともあるのね」

　椅い子すにきちんと座り直しながら桑田が呟けば、反対に尾田は立ち上がり、机に身を乗り出すようにして、無言で小包を注視する。

「……危険な気配はありません。多分」

　こちらに戻って来ながら羽黒はそう言って、ちらりと雨緒を見た。言葉にはしないが、おそらく雨緒の存在が叶野市に加わったことで羽黒の霊感センサーの感度はまた少し落ちているのだろう。

　けれど、視線を向けられた雨緒はといえば、俺達が宅配便の遣やり取りをしている間に、家庭科実習室の探たん索さくを始めていた。俺達にはもう興味がないとばかりに、調理台の下の扉とびらを一つずつ開けては閉めて、という動作をくり返している。

「……ここにも〝水気〟はないのじゃ」

　どうやら〝雨の鳥〟を捜さがしているようだが、俺はそんなところにはいないと思う。

　でも、ひとまずこの箱を何とかしておきたい俺達は、暗あん黙もくの了りよう解かいで雨緒をしばらく放ほうっておくことにした。

「とにかく、開けるぞ」

　三人にそう告げると、俺は小さな箱をしっかりと閉じているガムテープを剝はがしにかかった。

「手紙と、ボトルだね」

　そうして、開いた箱の中身を見た尾田は事実のみを口にした。

　尾田の言う通り、中に入っていたのは、筒つつ状じように丸められた手紙と、プラスチック製の小さな小こ瓶びんだけだった。

「いったい何なのかしら？」

　突とつ如じよ送りつけられた荷物に桑田はしきりに首を傾かしげるが、俺は何となく見当がつき始めていた。

「まずは手紙を読んでみるか」

　でも、確信を得うるために俺は茶色くて、妙みように古びた感じのする手紙を開いてみる。

『秋庭多加良様

　お送りしたボトルをあなたの涙なみだで満たしてください。その後、ひょうたん池の石いし灯どう籠ろう内部にボトルを置いてください。期限は来週の月曜日までとします。ボトルと交こう換かんに大切な立候補届はお返しします。それでは』

　手紙の内容は予想通り、俺の立候補届を奪うばった何者かからのメッセージ。しかもそれは筆跡を残さない為ために新聞の切り貼ばりで構成されていた。

「変わった犯行声明だね」

　尾田に言わせると、この手紙はそういう物になるらしく、俺は一つ頷いた。

「やっぱり、俺の立候補届を奪った人間が居たってことだな」

　図はからずも、その人物からの荷物で俺達はその存在を確信するに至ったわけだが。

「でも……その方の目的は秋庭さんの涙、なんですよね？」

　手紙にはそう書いてあったが、今一つ信じられないと羽黒は言って、中のボトルに手を伸のばそうとした。

「待って、花南ちゃん」

　そう言って、羽黒の手を直前で止めたのは桑田だ。

「美名人ちゃん？」

「これは犯人が送ってきた物でしょう？　だったら指し紋もんとか出るんじゃないかしら？　そう、抹まつ茶ちやの粉末なら手持ちがあるわ」

　怪け訝げんな顔で自分を見つめる羽黒にそう言うと、桑田は早さつ速そく鞄かばんの中を探さぐろうとする。

「いや、桑田、抹茶じゃ……」

「いやいやいや、桑田さん、抹茶じゃ指紋は検出出来ないから！　指紋の検出に使うのはアルミニウム粉末とかだからね。それに鑑かん識しきでも呼ばないと素人しろうとには無理だから！」

　俺は制止をかけようと口を開いたが、尾田の声がその上に被かぶさって、見事な蘊うん蓄ちくを披ひ露ろうしてくれたので、途と中ちゆうで口を噤つぐんだ。

　ミステリ好きの尾田の横顔はその瞬しゆん間かん妙みようにいきいきとしていたし。

「……そうなの」

　そして、思い違ちがいを指摘された桑田はわずかに頰を染めると軽く目を伏ふせた。

「美名人ちゃん、大丈夫ですよ。よくある間違いですから」

　よくある間違いなのか、という点には若じやつ干かんの疑問があったが、俺も尾田も羽黒のフォローに口を出すのはひとまず止やめておく。

「でも、とにかく犯行の目的はこれでわかった。そして、立候補届を取り戻もどしたければ、俺は涙を流さなければならない、と」

　結局のところ、それが立候補届を取り返す一番の近道だと、俺も頭では理解している。だが、俺は泣きたくもないのに泣くつもりはない。

「いっそ塩水でも入れて渡わたしたらどう？」

「確かに、それでもばれないと思うわ」

　俺の沈ちん黙もくを正しく理解した尾田と桑田は、その方向で意見を合わせたが、

「それはダメですよ、二人とも！　そんな噓うそはいけません！」

　勢いよく顔を上げた羽黒に、真しん剣けんに訴うつたえられれば、ばつが悪そうにその考えを引っ込こめた。

「ごめん、羽黒さん」

「花南ちゃん、ごめんなさい」

「わかってもらえればいいんです」

　謝る二人に、羽黒は優やさしい笑え顔がおを向けて、

「秋庭さんっ、まずはこれをどうぞ！」

　それから羽黒はどこからか取り出した本を、俺の目の前に差し出す。

「この本を読めば絶対に泣けますから！」

　心なしか頰ほおを上気させ、勢い込んで羽黒が差し出した本のタイトルは、アン○ンマン。

　俺の台詞せりふを羽黒がそのまま受け止めたのはまあ、仕方ないとしても、だ。

「……その本で泣くのは無理だ」

　冷静な判断のもと、俺は羽黒に告げた。

「ええっ、なぜですか？　わたしは読む度たびに泣いてしまうのですが？」

　だが、羽黒は本を手にしたまま、納なつ得とくいかなそうに首を傾げる。

「……羽黒さん、これは、僕も泣けない」

「そうね、泣ける絵本なら『ごんぎつね』の方がいいんじゃないかしら？」

　俺だけでなく、尾田と桑田からも賛同を得られなければ、さすがに羽黒も諦あきらめて本をサブバッグの中に仕し舞まったが。

「……では、『ごんぎつね』を図書館で借りてきます」

　羽黒は、心持ち肩かたを落としたまま図書館へ向かおうとする。

「羽黒、図書館はいいから」

「では、秋庭さんはどうやって泣かれるつもりなんです？　タマネギですか？」

　俺が止めれば、羽黒はそう問い返す。やはり羽黒は根本的なところを理解していない。

「あー、羽黒。俺は泣きたくないんだ」

「あ……そういう、ことでした、か」

　遅おくればせながらそこを理解すると、羽黒は恥はずかしそうに俯うつむいてしまった。すると、羽黒の三つ編みまでも元気を失ったように見えるのだから不思議なものだ。

「泣くの泣かないの……いい加減うるさいのじゃ。人間の涙なみだなどさほどの意味も価値もないのじゃ」

　そして、実習室の調査を一通り終えた雨緒が、つまらなそうに声を投げてきて──その内容への苛いら立だちは抑おさえ込んで──俺は少し急いで話を進めることにした。

「とにかく、目的がわかった上に、この手紙……十分な手がかりを得たわけだ」

「うん。それにこの紙……見覚えがあるんだよね」

　俺の言葉に一つ頷うなずくと、尾田は古い紙のように変色した手紙に鼻を近付けた。

「この者は何をしておるのじゃ？」

　尾田のその動作には、さすがの雨緒も興味を誘さそわれたらしく、近くにいた羽黒に尋たずねる。

「ええと……美名人ちゃんわかりますか？」

「わからないわ。でも、あの紙。私もどこかで見たような気が……」

　しかし、訊きかれた羽黒もわからず、更さらに問われた桑田も曖あい昧まいな返事をすれば、雨緒は不満げに口くち許もとを歪ゆがめる。でも、それ以上雨緒が問いを向けることはなかった。

「どうだ、匂におうか？」

　代わりに俺が尾田に聞けば、尾田は視線を上げてゆっくりと一つ頷いてみせた。

「……うん。やっぱり紅茶の匂いがする」

「紅茶の匂い……あ、それ〝魔ま研けん〟特製古紙だったのね」

　その答えを聞けば、ようやく記き憶おくの中で点と線が繫つながったと、桑田は声を上げ、それと同時に俺達三人は盛大なため息を吐ついた。

『……魔研か』

　続いた言葉までも見事に揃そろってしまい、少々取り残されてしまった羽黒は俺達の顔を順番に見回して首を傾かしげる。

「マケン？」

「はいはいはい、羽黒さーん。魔法の剣けんとか魔王の剣とかじゃないからね」

「まっ、まだ何も言ってないですよっ！」

　こちらも先回りして、尾田が羽黒のボケを封ふうじてしまえば、羽黒は慌あわてつつも少々恨うらめしそうに尾田の顔を見た。尾田はその視線をさらりと受け流してしまうが。

「あのね、花南ちゃん。魔研っていうのは魔法研究会の略よ。れっきとした部活」

　そうすれば、尾田に代わって桑田がとりあえずそれだけ説明する。

　そう、魔法研究会は叶野学園においては正式な部活動団体である。ただし、例年個性的な面子メンツが──俺が昨日廊ろう下かですれ違ちがった石動もまた、魔研の一員だ──自然と集まることで知られている、そんな部活だ。

　でもきっと、学校内でミサを行ったりはしない。部長の通つう称しようが〝魔女〟でも、多分、していない。

「そうですか、部活ですか。わかりました」

「ふむ、我も理解したのじゃ」

　羽黒と、なぜか雨緒まで納得したところで、

「で、この紙は〝魔研〟が、雰ふん囲い気きを出すためにわざわざ紅茶で染めて使っているものなんだ」

　ようするに古文書だとか羊皮紙だとかそういう物を目指して作ったものだと俺は言い添そえた。

「……雰囲気、ですか」

　多分、本物を見慣れているだろう羽黒は尾田の手の中のそれを少々呆あきれた目で見た。

「言わば〝魔研〟レターセット。昨年度の予算案への抗こう議ぎもこれで来たよ」

　その時のことを思い出してか、尾田は一いつ瞬しゆん遠い目をした。ああ、あの時は俺も魔女を相手に珍めずらしく苦戦したな。

　だが、今はそんな記憶に浸ひたっている場合ではない。

「つまり、これは市し販はん品ひんじゃないのよね」

　尾田の手から手紙を受け取って、桑田もまたそれに鼻を近付けて確かく認にんする。

「ああ。ようするに……いま俺の立候補届は、〝魔研〟の誰だれかが持っているというわけだ」

　肝かん心じんなところで〝魔研レターセット〟を使ってしまう辺り詰つめが甘いと思いつつ、俺はそう結論づけた。

「もし〝魔研〟の人間じゃなかったとしても、このレターセットから十分に辿たどっていけるしね」

　尾田が付け加えれば、

「なるほど……九十九髪子さんは結局墓穴を掘ほったというわけですね」

　羽黒は例の偽ぎ名めいを──多分、そうだとわかっているはずだ──口にしながら、妙みように納なつ得とくした様子で頷いた。

　とにかく、魔研の部室に向かおうと言う為ために、俺は口を開きかけたのだが、

「……して、それが我の〝雨の鳥〟とどのような関係があるというのじゃ？」

　雨緒にうろんな眼まな差ざしと共にそう尋ねられて、言葉に詰まる。

　けっして忘れていたわけではないのだが、俺は無意識に自分の中の優先順位に従って行動していたらしい。

「……関係は、そうだな……俺の勘かんでは〝魔研〟には〝雨の鳥〟の手がかりもあるはずだ」

「勘？　人間の勘など当てにならぬのじゃ」

　苦し紛まぎれにそう言えば、雨緒は眦まなじりを上げて、軽く俺を睨にらんでみせる。ついでに尾田達も俺の無理な言い訳に軽くため息を吐いていた。

　それでも何とか雨緒を言い含ふくめて、魔研に向かおうと俺は次の言い訳を探す。

「だいたいこの紙がなんだと言うのじゃ……うん？　ごくわずかなれど〝水気〟が、あるか？」

　が、俺が優ゆう秀しゆうな頭を回転させている間に、雨緒は件くだんの手紙を手にとると、小さく首を傾げた。

「〝水気〟、を感じますか？」

　そこで羽黒が確かめるように問いかければ、雨緒は髪に軽く触ふれて、それから首を縦に振ふった。

「……だったら、〝魔研〟に行く意味はあるな」

〝水気〟というのがどういったものか、それははっきりしないが、とにかくこの機会を逃のがすべきではないと判断して、俺は雨緒にそう言った。

「む……う。なれど、〝水気〟を感じたのはあくまで我じゃ。我の力に縋すがりたければ、魔研とやらに案内すればよいのじゃ」

　そうすれば、雨緒は了りよう承しようしたが、俺達に向ける眼差しはどこか温度の無いもので、俺達はそんな雨緒をしばらく黙だまって見つめた。

「……なんじゃ」

　けれど、その視線に気付くと雨緒は苛いら立だったように更さらに眦をきつくしたので、俺達はこの場は何でも無いと首を振った。

「じゃあ、とにかくこれから魔研に向かう。それでいいな？」

『了解』

　俺がもう一度確認をとれば、雨緒を除く三人からは、小気味いい位揃った声が返ってきて、俺はさっそく椅い子すから立ち上がったのだった。
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　家庭科実習室を出ると、俺達は魔研の部室を目指して歩き始めた。〝水気〟とやらを感じ取れると豪ごう語ごする雨緒は、先頭を切って行くかと思いきや、俺達の横を付つかず離はなれずという風に歩いていた。

　既すでに放課後を迎むかえた校内では殆ほとんど生徒には会わなかったが、それでもたまに雨緒とすれ違った者はその和装に軽く目を瞠みはったり、一度すれ違ったのに、もう一度振り向いて見たりする──一方の雨緒は決して後ろを振り向いたりしなかったが。

　つまりは、俺達以外の人間にも雨緒の姿は見えているということだった。

「やっぱり、見えているのね」

「だろうな」

　また一人、廊ろう下かですれ違った生徒が振り向くのを見て、桑田が言った。耳を左手で隠かくしながら俺は頷うなずく。

「キララ君の時も、ふつうにみんな見えていたよね。でも、そうすると〝雨の鳥〟っていうのはどうなるのかな？　例えば人の中に隠れていても見える？」

　俺と桑田の後ろを早足で付いて来ながら、尾田が羽黒に尋たずねれば、

「……それだと、なんだかレントゲンみたいですよね？」

　思わず羽黒が漏もらしたコメントに、微び妙みような沈ちん黙もくが落ちる。

　肋ろつ骨こつと肋骨の間に鳥の巣がある──俺はそんなシュールな想像をしてしまい、慌あわててその妙な映像を頭から振り払はらった。

　見れば、桑田も尾田も残像を払おうとするみたいに頭を振っていた。

「あ、秋庭先せん輩ぱい、こんにちは！」

　そして、俺が頭の中から映像を消し去った時だった。ふいに声をかけられて、俺はその声の主を探して、数秒視線を彷徨さまよわせた。

　そう時間はかからずに、俺はその姿を認めると、

「五藤か」

　名前を呼んだ。

　俺に声と眼まな差ざしを向けていたのは一人の、男子生徒──一年六組の五藤尚青だった。身長は１６０センチを少し越こえた位で、黒い髪かみは短めに整えられていて、特に前髪は目を隠さない長さ。だが、視力は既に落ちているようで黒いセルフレームの眼鏡めがねをかけている。真面目まじめで大人しそうだけれど、全体で醸かもし出している雰ふん囲い気きは、優等生というより、屈くつ託たくのない少年のそれで、まだ多分に中学生っぽさを残している。

　叶野学園の生徒の顔と名前はすべて一いつ致ちさせて覚えている俺だが、この五藤に関する記き憶おくはついさっき更こう新しんしている。

「生徒会長選挙に立候補したんだな。お互たがい健けん闘とうしよう」

　そう、目の前の少年こそ一年生ながら生徒会長選挙に立候補した、噂うわさの人物だった。だから、挨あい拶さつは無難なものに留とどめ、多少探さぐるような目でもって俺は五藤を見た。

「はい、こちらこそよろしくお願いします！　尾田先輩、桑田先輩、羽黒先輩もよろしくお願いします」

　だが、五藤は俺の視線をものともせず、まったく邪じや気きのない笑顔を向けてきて、不覚にも俺達は一いつ瞬しゆん気け圧おされる。

『よ、よろしく』

　尾田達が揃そろって声を返せば、五藤はより笑みを深めた。

　そうすれば、唯ゆい一いつ平静を装よそおっていた雨緒も、その人を選ばない笑顔に困こん惑わくを見せ、

「……なんじゃ？」

　小さく呟つぶやきながら雨緒は寝ね癖ぐせを直そうとするように何度か髪を撫なでつけた。

「ええと、あなたは誰だれですか？　日にち舞ぶ部の方ですか？」

　そんな雨緒に気付いて、五藤は──どうやら、和装からそう考えたらしい──改めて眼差しと丁てい寧ねいな問いを雨緒に向けたが、

「我は雨緒さまじゃ」

　雨緒は一つ目のそれにしか答えず、加えて高飛車な物言いに五藤は目に戸と惑まどいを浮かべる。

「ああ、うん。そうそう、雨緒さんは日舞部の人なんだよ」

「そうです、わたしは日舞部について説明を聞いていたんです！」

　代わりに、尾田と羽黒が五藤の誤解を利用して、雨緒を紹しよう介かいした。

「……帰国子女だから、ちょっと言葉遣づかいがおかしいけれど気にしないであげて」

　最後に桑田がそう言い添そえて、五藤に眼差しを送れば、五藤はわずかに頰ほおを染めながら頷いた──どうやら桑田は下級生の人気が高いらしい。

　それはともかく、雨緒も自分に与あたえられたプロフィールに文句をつけることはなく──おそらく訳がわからなかったからだろうが──俺はひとまず胸を撫で下ろした。

「……それで、五藤。何か用か？」

　先は急いでいたが、それでも声をかけてきた以上は何か用事があるのかと、俺は五藤に尋ねる。

「あ、いえ。ちょっとご挨拶しておこうと思っただけなんですけど……お邪じや魔ましましたか？」

　特に用事は無かったと言われて、俺は思わず小さくため息を吐ついてしまい、そうすれば五藤は顔を曇くもらせた。

「あ、いや。大だい丈じよう夫ぶだ」

　なぜか非常に良心を刺し激げきされて、俺は少し慌てて首を振ふった。

「用が無ければ、秋庭先輩には声をかけてもいけないんですか？」

　が、その直後、俺の耳に新たに届いたのは、よく通る快い声──ただし、それに反比例するように内容は挑ちよう戦せん的で。

　視線を僅わずかに動かせば、五藤の背後にいつの間にか静かに立っていた、そいつと目が合う。

「俺はそんなに不ふ寛かん容ようなことを言った覚えはないが？」

　俺の悪人顔の中でも特に威い力りよくのある双そう眸ぼうを向けても、その男──岸田駿は強い目で見返してくる。その瞳ひとみはやや色素が薄うすいものの、くっきりと印象的で、通った鼻筋と唇くちびるとのバランスも取れている。身長は俺とそう変わらないが、手足は長く見える。

　ようするに岸田を表すには、眉び目もく秀しゆう麗れいという一言が最も相応ふさわしいと思われる。

　入学式では新入生代表を務つとめ、今年の新入生の中では成績も顔も知名度も一番と言われているだけあると俺は密ひそかに感心したが、それを顔に出すことはしない。

「そうですか。少なくともおれにはそういう風に聞こえたもので。……と、あれ？　秋庭先輩といえば全校生徒の顔と名前、クラスまで覚えているって話を聞きましたけど、やっぱり噓うそだったんですか？」

　俺の言葉に、岸田は一度は頷うなずくが、すぐにまた挑ちよう発はつ的な言葉を投げてくる。

「……もちろん、覚えている。一年五組岸田駿」

「ああ、本当だったんですね」

　とりあえず、俺の頭脳の明めい晰せきさに疑う余地はないと示してやれば、岸田はまだどこかに含ふくみがあるような笑みと共にそう言った。

「うわー、凄すごいですね。ぼくには無理だろうな。でも駿ならできるんじゃないかな！」

　一方、五藤は俺には純じゆん粋すいな尊敬の眼差しを、岸田には期待のそれを向ける。

　黒くろ縁ぶち眼鏡でそのピュアな光が遮さえぎられることはないらしく、俺は一瞬、眩まぶしさを覚えて目を細めた。

「いや、おれが覚えても役にたたないから。生徒会長に立候補した尚青が覚えればまだ役に立つかもだけど」

　やはり岸田と五藤は親しい友人らしく、岸田は五藤の眼まな差ざしにも怯ひるまない。

「ええと、五藤くんと岸田くんは仲がいいの？」

　しかし、一見して地味な五藤と目立つ岸田の組み合わせに、尾田は尋たずねずにいられなかったらしい。

　桑田と羽黒も興味深げに、なぜか雨緒までも不思議そうに二人の顔を見比べれば、

「はい。小学校からの友達なんです」

　五藤は問いの裏にあるものを読み取った上で、苦く笑しようしながらもそう答えた。

　俺はその事実には別に驚おどろかなかったが、

「だから、今回の選挙、おれが尚青の推すい薦せん人にんを務めるんです」

　続く岸田の言葉にはわずかに目を瞠みはる。

　正直、俺は生徒会長選挙に一年生が出てくる場合、それは岸田だと思っていた。だから、五藤の出馬を聞いて少々拍ひよう子し抜ぬけもしていたのだが、その岸田が五藤の参さん謀ぼうともいえるポジションについたとなると、油断は出来ない。

　今回の生徒会長選挙においては、推薦者も文字通りの戦力になるはずなのだから。

「秋庭さんの推薦人は、やっぱり現執しつ行こう部ぶのお仲間ですか？」

　だが、俺の胸の内に気付くことなく、岸田はそう訊きいてきた。

「ああ、尾田と桑田と羽黒の三人だ」

「じゃあ、現執行部対新人という構図に今回の選挙はなりますね」

「そうなるな。けど、最後に勝つのは俺だ」

　挑戦的な光を宿した岸田の目を、俺は真まっ直すぐに見返しながら答えた。これだけは何があろうと言っておかなければならないのだ。

「うん、僕達もしっかりサポートするし」

「秋庭君が負けることはないわ」

「はい！　一生懸けん命めい推すい薦せんします！」

　尾田と桑田、羽黒も俺の言葉を聞けば同じように強い声を岸田達に向けてくれた。

「……そうですか」

「はぁー、やっぱり凄い自信だなぁ。でも、ぼく達も精せい一いつ杯ぱいやろうね」

　そうすれば、岸田は僅かに眉まゆを上げて見せ、五藤は素す直なおに感心した様子でそう言って、岸田の肩かたに手を置く。

　これから選挙に出ると決めている人間にしては五藤は吞のん気きなものだと思ったが、参謀がしっかりしているぶん、バランスはいいのかもしれない。

「……じゃあ、また選挙戦でな」

　もう少し敵の戦力分ぶん析せきをしたい気もあったが、とにかく用事が無いとわかったから俺は先を急ぎ、足を進めようとした。

「……あ、そうだ。五藤くん達は、多加良の立候補届のことは知らないよね？」

　だが、桑田と羽黒も俺に続いて歩き出す中、尾田だけがその場に残って、二人に唐とう突とつとも思える問いをぶつけた。

「秋庭先せん輩ぱいの立候補届、ですか？」

「尾田？」

　質問の意図がわからずに首を傾かしげたのは五藤だけではなく、俺もまたそれを探さぐるように尾田の横顔を窺うかがった。

　俺の視線に気付くと、尾田は問題ないと言うように俺に目配せをして、それからもう一度、五藤と岸田に顔を向けた。

「ええと、知りませんけど。あの、まさか立候補届を無くしたんですか？」

「いや、秋庭先輩に限ってそれはないと思うぞ……ない、ですよね？」

　すると二人は、知らないと首を振ふりながら、心配そうな表情を浮うかべて、それを見た尾田は対照的な、満足げな笑みを浮かべた。

「うん。ちょっといま、手元には無いけど、大だい丈じよう夫ぶだから。選挙、お互たがい頑がん張ばろうね」

　そのまま尾田は足を前に進め、五藤と岸田にすれ違ちがい様ざまそう言って、歩いていってしまう。

「……〝水気〟はあるが、弱いのじゃ。気にする必要は……なかろう」

　続いて雨緒もそんなことを言いながら二人を追い抜ぬいて行ってしまえば、結局後に残されたのは俺と五藤達だけで。

「……立候補届は期限内に必ず提出するから、問題ない。じゃあな」

　尾田と雨緒の態度にまだ呆ぼう然ぜんとしている二人に、俺は仕方なくもう一声だけかけて、そのまま、先に行った四人を追う為ために踏ふみ出す。

「ああ、はい」

「あっ、もし立候補届を見つけたらお知らせします！」

　どこか気のない岸田の声に、あくまで善良な五藤の声が被かぶさって、それを背中に聞きながら、俺は今度こそ駆かけ出したのだった。




「……五藤と岸田の犯人説と黒幕説は完全に消していいな？」

　先を行く背中に追いつくと同時に、俺は尾田にそう問いかけた。

「うん。さっきのあの反応を見る限り、あの二人には問題ない」

　その答えは、俺が走りながら出したものと同じだった。

　つまり、尾田はさっきの問いで、二人にかまをかけたのだ。今回の件は魔研が絡からんでいるということははっきりしたものの、尾田はまだ黒幕説を捨てていなかったというわけだ。

「わざわざそんなことをしなくても、五藤君を見ればわかったと思うけど？」

　既すでに説明を受けたらしい桑田は、ほんの少し咎とがめるような目を尾田に向ける。どうやら、桑田も五藤の屈くつ託たくのない笑え顔がおに好印象を抱いだいたらしい。

「そうですよ。岸田さんは……ちょっと意地悪そうかも、しれませんが」

　羽黒も桑田と同意見だと言ったが、岸田には若じやつ干かんのマイナスイメージを抱いたようだ。

「岸田くんか……前に話した時はあんなに挑ちよう戦せん的じゃなかったと思ったけど」

「あの時はまだ五藤が立候補してなかったからな。選挙戦を戦うとなればこっちもそれ相応の態度を取るんだからお互い様だ……とにかく選挙戦においてはあの二人、要注意だな」

　先刻見み極きわめた結果を俺が告げれば、三人は大きく頷うなずいた。

「……注意？　あの二人にはわずかに〝水気〟を感じたが、気を払はらう程ほどではないのじゃ」

　ただし、雨緒だけは視点がずれていて、俺の言葉にそんな台詞せりふを返してくれたが。

「あの……そろそろ〝水気〟というもののことを教えてくださいませんか？」

　その単語が雨緒の口をついて出ると、羽黒はそれを好機とみてか、未いまだ曖あい昧まいなものへの答えを求める。

「まったく、しつこいから教えてやるのじゃ。よいか、〝雨の鳥〟は〝水気〟を好む。故ゆえに〝水気〟に満ちた我ら雨の神の元に集つどうのじゃ」

　そうすれば、面めん倒どうくさそうに髪かみをかき上げながらも、今度は雨緒も説明を始める。

「ようするに……〝水気〟って水分、なのかしら？」

　桑田がそんな疑問を差し挟はさむと、雨緒はすぐに首を振って否定した。

「それは違うのじゃ。我の体を満たす尊き水こそが〝水気〟じゃ。……なれど、〝雨の鳥〟が人に感ずる〝水気〟は〝涙なみだ〟らしいのじゃ」

「涙？　じゃあ、雨緒が感じている〝水気〟っていうのは人間の涙で、〝雨の鳥〟が隠かくれているのは泣いている人間ってことか？」

〝水気〟とは人間の涙だと聞かされて、俺はそんな風に理解したのだが、

「……だいたいそのような解かい釈しやくでよいが、常に泣いている人間などいないのじゃ」

　おまけの正解だと言っているような雨緒の答えと、そこに添そえられた言葉に俺はまたしばらく考えて。

「確かに、ずっと泣き続けている人間はいないな……。ああ、でも涙を堪こらえている人間ならいるから、つまり雨緒にはそういう人間の気配が辿たどれるってことか」

「……その通りじゃ。故に強い〝水気〟を辿っていけば、〝雨の鳥〟に行き当たるわけだが、人間には無理であろう？」

　そうして俺が導き出した答えに雨緒は一つ頷いて、ちらりと羽黒の方を見た。

「はい。確かにわたしには……無理ですね」

　視線に気付いた羽黒はそう言うと、小さく肩かたを落としてしまう。

「気にしなくていいわよ。花南ちゃんには花南ちゃんの出来ることがあるんだから」

　桑田はそんな羽黒を慰なぐさめながら、雨緒には軽く咎めるような眼まな差ざしを向ける。

　そうすれば、雨緒と桑田の視線は一いつ瞬しゆんぶつかって──けれど雨緒は気付かなかったような振りをして、すぐに目を逸そらした。

　その一連の行動を見ていた俺と尾田は小さく嘆たん息そくする。

「……あ、でも、その〝水気〟の辿り方を教えていただければもしかしたら……」

　前向きにそんな考えに至った羽黒は、顔を上げると雨緒にそう申し出たが、雨緒がそれに答えを返すことはなかった。

　そして、丁度そのタイミングで、俺達は〝魔研〟に到とう着ちやくしていた。

　──呪いいたします。

　辿り着いた魔法研究会の部室のドアにはそんな木札がかかっていて、俺達の目はしばしそこに注がれた。

「……これ、本気かしら？」

　魔研の存在は知っていても、部室を訪おとずれるのは初めてだという桑田がまず呟つぶやいた。

「それよりも、これを部室の扉とびらに堂々と掲かかげていることが問題じゃないか？」

　同じく、初めて部室を訪れた俺は、そこに問題点を見み出いだす。時たま屋上でＵＦＯを呼ぶというイベント──たしか、この間は鈴木が便乗していたか──を行ってみたり、突とつ然ぜん学園の門に鹿しかの剝はく製せいの頭部を提さげてみるような問題児が在ざい籍せきしつつも、普ふ段だんはそれを部長が上手うまく抑おさえて、大人しく活動しているはずなのだが。

「……まさか、まさか学園にこんな危険があったなんて！　でも、大だい丈じよう夫ぶです！　呪のろいはすべてわたしがはね返してみせますから！」

「うん。いざという時はよろしく……」

　妙みような気合いというか、スイッチの入ってしまった羽黒をいつもならすかさず止める尾田も、今日はそんなことを言って、

「でも、これでピューマ宅配便のお兄さんの台詞の意味はわかったね」

　唇くちびるの端はしを意味ありげに持ち上げてみせる。

「ああ……呪われたくない、って言ってたからな」

　尾田の指し摘てきに俺もまたその台詞を思い出して答えれば、桑田と羽黒は魔研の関かん与よがまた少し濃のう厚こうになったことに、小さくため息を吐ついた。

「……魔研、開けるぞ」

　そんな二人を横目に見つつ、俺は三回のノックの後、返事を待たずにその部屋の扉を開けた。

　まだ昼間だというのに、その部屋には暗幕が引かれ、薄うす暗ぐらい。頼たよりになるのは、ろうそくの微かすかな灯あかりのみ──どこからか漂ただよってくる不思議な香かおりが部屋の中には充じゆう満まんしている。

「……どーなーたー？　お札ですかー？　藁人形ストロードールですかー？」

　部屋の奥からは魔ま女じよの声が……ではなく、女子の声がして、俺の背後で羽黒が身構えたのがわかった。その一方で、桑田はとてもリラックスした状態であることも。

「……秋庭多加良だ」

　俺が名乗れば、暗幕が微かに揺ゆれて、

「……あ、あれ？　め、珍めずらしい人が来ましたね。これは今日は絶好の魔術日和びよりということなのかもね」

　そうして、現れた人物は、濃こい紫むらさき色いろのフードのようなローブのようなもの──それが魔研のユニフォームなのかもしれない──を纏まとって、そしてアクセントのように赤ん坊ぼうほどの大きさもある藁人形を小こ脇わきに抱かかえていた。そのセンスは正直理解不能だったが、それでも、顔はちゃんと確かく認にんすることが出来た。

「珍しい？　待ち人来きたるの間ま違ちがいじゃないか、小こ杉すぎ？」

　俺の登場に、内心の動どう揺ようを必死に隠そうとしている小杉夕ゆう貴きに俺はさっそく先制攻こう撃げきを見み舞まう。

「えーと……そのですね」

　小杉は俺の狙ねらい通り言い淀よどんだが、

「……そのような卦けは今日の占うらないには出ていませんよ、秋庭クン」

　そこで暗幕からすうっと伸びてきた白い腕うでが小杉の口を塞ふさぎ──暗幕の向こうからもう一人、同じ紫色のローブを身につけた人間が現れて、上手うまくフォローしてみせる。

「やっぱり出たな、石動」

　その登場に、俺の中ではまた一つパズルのピースが埋うまったわけだが、そうとは知らずに、

「そんなお化けみたいに言わないでください」

　魔研部員であり選挙管理委員でもある石動は、俺の言葉に軽く肩を竦すくめた。

「い、いえ。今の登場の仕方は中々でした、よ」

　幽ゆう霊れいの類たぐいを見慣れているはずなのに、暗幕から伸のびた石動の腕に羽黒はかなり驚おどろいたらしく、三つ編みをぎゅっと握にぎりながら、少々意味不明な称しよう賛さんを石動に送る。

「わ、我は驚いてなどいないのじゃ」

　雨緒は胸の辺りを押さえながらそう言ったが、強がっているのがわかったので、俺達はそれには何も言わないでおく。

「……余よ裕ゆうがあるわね」

　小杉とは対照的な石動の様子を見て、俺の隣となりで桑田は小さく呟いた。

「今日は、部長の岡おか崎ざきさんはいないんですか？」

　尾田は暗幕の陰かげからそれ以上人が現れないと見て、魔研の二人に部長──魔法研究会でも肩かた書きは部長だ──岡崎葵あおいの不在を尋たずねる。〝魔女〟と呼ばれる岡崎は昨年度の予算会議の折、俺と尾田を結構悩なやませてくれたのだ。無口そうな外見からはとても想像できない位に弁が立ち、この俺が危あやうく言いくるめられるところだった。

「今日は部長はいませんね。今日は活動予定日ではなかったので」

「ユーキ、余計なことは言わないの」

　尾田の問いに小杉が素す直なおに答えると、石動は小杉が付け加えた一言に敏びん感かんに反応した。

　岡崎の不在に安あん堵どしながらも、俺はそれを見み逃のがさない。

「ってことは、何か急ぎの用事でも出来たのか？」

「たとえば、荷物を送るとか？」

　俺に続いて、桑田が静かな眼まな差ざしと共に問いを向ければ、石動と小杉は今度は揃そろって息を吞のんだ。

「ま、まあ、立ち話もなんだから、かけませんか？」

　けれど、やはり石動はすぐに平静を取り戻もどし、俺達に椅い子すを勧すすめてくれた。

「そんな……いえ、そうですね。今暗幕カーテンと窓も開けますね」

　小杉は石動の申し出に一いつ瞬しゆん困こん惑わくを見せたが、軽く睨にらまれるとそう言って窓の暗幕を開け、ろうそくの炎ほのおを消した。

　すると、外の光が入った室内は明るくなって、暗さに隠かくれていた様々な物が目に見えるようになった。

　書しよ棚だなに収められた黒革の本や、様々な素材で出来た髑どく髏ろのレプリカ。その他にも意味・用よう途と共に不明な妙なグッズが魔研には溢あふれかえっていて、その中で俺が理解できた物は、机の上に置かれたタロットカード位だった。

「……よく部として認められたな魔研」

「それは我が部をばかにする発言ですか？　私は呪のろいのお札も持っているんですよ？」

　室内を見回した感想を俺が述べれば、石動はわずかに目め許もとをきつくして、ローブの袖そでから、昨日見たのと同じような札を出して見せる。

「いや、そんなつもりはない」

　ここで機き嫌げんを損そこねても呪のろわれることはないだろうと思いつつも、俺は一応弁解をした。

「魔研は三度の活動審しん査さをクリアしていますよ？　というか、魔研日誌によると、最初に認可したのは秋庭くん、あなたのお兄様なんですが」

　突つきつけられた魔研誕生秘話──でもないか──に、俺は一年以上会っていない愚ぐ兄けいの顔を一秒だけ思い出す。

「……やっぱり在学中もわけのわからんことをやってやがったか」

　だが、その呟つぶやきと共に、その残像を振ふり払はらい、俺は改めて石動と向かい合う。

「あの、活動報告には〝ルーン文字の研究〟とかって書いてありましたけど、表のあの札はどういうつもりですか？」

　すると、桑田が一歩進み出て、まずそれを石動に尋ねた。どうやら、かなり気になっていたらしい。

「そうです、素人しろうとが呪のろいに手を出すのは危険です！」

　そして、桑田以上に気になっていた羽黒が鬼き気き迫せまる表情で力説する。ただし、本人は真しん剣けんでも正直迫はく力りよくに欠けていて、石動と小杉はゆっくりと首を傾かしげるだけだった。

「ああ、あの札を見たんですか。でも、ひとつ訂てい正せいですね。あれは呪のろいではなく、呪まじないって書いてあるんですよね」

　頭からフードを外し、髪かみを後ろにまとめ直しながら──ちなみにその髪かみ飾かざりにも藁わら人にん形ぎようらしき物がついている──小杉が訂正すると、

「え？　まじない、ですか？」

　桑田は数回目を瞬しばたたかせ、羽黒はその倍以上の回数瞬まばたきをした。

「はい。例えば恋こいに利きくという香りアロマだとか、ちょっとしたおまじない等を紹しよう介かいしているだけですからね。もちろん無料です」

　そう話す小杉の声には、俺達の誤解に対する笑いがほんの少し混ざっていた。

「今度から、ふりがなをしておくんだな」

「あ、はい。そうしますね」

　俺はそう言うと、ひとまず勧められた椅子に腰こしを下ろすことにした。

「ああ、秋庭くん、その椅子は藁わら子この椅子なので空けておいてください！」

　が、俺の選んだ椅子は、小杉が小こ脇わきに抱かかえる藁人形のものだと言われて、俺は溜ため息を吐つきながらも一つ席をずれた。

　そうして、他ほかの三人も同じように椅子にかける中、雨緒だけが室内の観察を続ける。

　相変わらずマイペースな雨緒だったが、石動も小杉もそういうタイプには慣れているらしく、ちらりと一いち瞥べつしただけで、後は何も追つい及きゆうしなかった。

「それで……改めて聞きますが何の用ですか？　私達は自主的に瞑めい想そうの訓練をしていただけですよ？」

　代わりに、新たな言い訳を用意して、俺達と向きあう形で二人は椅子に座った。

「まさか、選挙の行方ゆくえを占うらなって欲しいとか？」

　机の端はしからタロットカードを引き寄せながら石動はそう言って、わざとらしく首を傾げる。

「そういえば魔研は去年の文化祭で〝占いの館やかた〟を出してたな……じゃあ、魔研の占いの腕うでを見込んで……この手紙の差出人を占ってもらおうか？」

　だから俺は、石動の提案に乗るふりをして、ポケットからそれを取り出し、ひたと二人を見み据すえた。

　同時に尾田に桑田、羽黒の眼まな差ざしも、ぴたりと二人に固定されれば、石動と小杉は怯ひるんだように椅い子すの上で身を引いた。

「わ……私達はそんな手紙のことは知りませんね」

　さっきよりも明らかに動どう揺ようした小杉の腕を軽く引いて、

「それは占い向きの質問ではありません」

　石動は小杉を庇かばうように、机の上に身を乗り出す。その手首には昨日と同じリストバンドが嵌はまっていたけれど、わずかに震ふるえているのが見てとれた。

　なんとかこの場を乗り切ろうとしているようだが、さっきから何もかも今一つ隠かくし切れていないのは、根本的にこの二人が善良だからだと俺は思いたい。

　だが、二人が善良だとしても、いまは追及の手を弱めることは出来ない。なぜならば、俺の立候補届がかかっているからだ。

「でも、この手紙に使われている紙は魔研特製のものだな。紅茶の匂においがするし」

「そう、ですか？　私には市し販はんの物との区別が付きませんけど？」

「……そうですか。だったらこの手紙と……ボトルから指し紋もんをとってみましょうか？　案外簡単に取れるんですけど？」

　それは尾田も同じで、ポケットからわざわざハンカチにくるんでおいた例のボトルを取り出すと、真剣な目をしながらうそぶいてみせる。

「し、指紋なんて、素人しろうとが判断できるわけが」

「あの……わたしの知人には警察関係者もいますから」

　目を泳がせながらも石動は反論しようとして、けれど羽黒がその言葉を途と中ちゆうで塞ふさぐ。

「ということだが……どうする？」

　そして俺はもう逃にげ道はないと告げる代わりに、再び石動と小杉に目を向けた。

「……わかりました。認めます。その手紙とボトルを送ったのは我々です」

　そうすれば、遂ついに石動はそれを認めて、隣となりの小杉と共に大きなため息を吐いた。

「なら、俺の立候補届もお前達の手元にあるんだな……返して貰もらおうか」

　俺が問えば、二人は素す直なおに頷いた。が、

「……手紙にも書きましたが、秋庭多加良クン。君の涙なみだと引き替かえに、わたし達は立候補届を返します」

　続く石動の台詞せりふに、俺はしばらく固まった。

「……悪い、よく聞こえなかった、もう一度頼たのむ」

　まったくもって往おう生じよう際ぎわの悪い言葉を、俺の脳は理解することを拒きよ否ひしていた。

「秋庭クン。君の涙をわたし達にください」

　もう一度聞いても、石動の声が告げる内容は変わっておらず、尾田達だけでなく、小杉までも呆あつ気けにとられた様子でその横顔を見つめていた。

「あー……俺の立候補届と、俺の涙にどんな因果関係が？」

　頰ほおを軽くひきつらせながらも、俺は冷静さを保ち石動に尋たずねる。そう、まだ俺の立候補届は石動の手の中にあるのだからここは慎しん重ちようにいかなければならない。

「因果関係というか、理由はあります」

　石動もまた、ここを形勢逆転のチャンスと見てか、ゆっくりと言葉を紡つむぎ、俺達は机を挟はさんでお互たがいから目を逸そらさない。

「理由……というのは？」

「〝雨あま乞ごい〟に使いたいのです」

　俺の質問に、石動はとても真面目まじめな顔をして、そう答えた。

「……雨乞い？」

　石動の答えに、俺は少々面めん食くらったものの、それを顔には出すことはぎりぎり堪こらえた。

　並んで座っていた桑田や羽黒が息を吞のんだのはわかったが、石動達がそれに気付いた様子はない。

「……雨乞いじゃと？」

　だが、魔研の妙みような品々を一つ一つ検分していた雨緒がそこで声を上げれば、二人の視線はそちらに移った。

「あ……いま手に持っているレインスティックは部長の宝物なので、気をつけて扱あつかってね」

「……我に命ずるな」

　そこで雨緒の手に木の棒のような筒つつ状じようの物が握にぎられているのを見て取って、小杉はやんわりと注意したのだが、雨緒は憮ぶ然ぜんとして、それを元の場所に戻もどした。

「ああっ」

　乱暴な手つきに小杉が声を上げ、俺達もまた咎とがめるような視線を向けたが、雨緒は唇くちびるを結んでそれを無視してくれた。

　そして棚たなの一つに戻された棒は、そこでザーザーという雨に似た音を奏かなでた──どうやらそれでレインスティックというらしい。

「雨の音ですね」

　誰だれともなしに羽黒が呟つぶやけば、

「……しょせん偽にせ物ものの音じゃ」

　むすりと雨緒が答えて、でもそれきり黙だまって一人窓まど際ぎわに寄りかかる。

「……彼女も人が苦手なのでしょうね」

「そういう人は魔研に入るといいですよ？」

　そんな雨緒に魔研の二人は何だか優やさしい眼まな差ざしを向けて言ったが、雨緒がその声に目を向けることは無かった。

　雨緒には後でしっかり説教すると決めて、俺はとにかく話を元に戻すことにする。

「で、〝雨乞い〟だったな。……ダムの貯水率が下がっているとか、断水になるとか切せつ羽ぱ詰つまった話は聞かないが？」

　とりあえず、雨乞いの効果を疑問視するような発言は控ひかえつつ、俺は遠回しにその儀ぎ式しきの必要性は無いと訴うつたえてみる。

　実際は雨緒と〝雨の鳥〟の逃とう亡ぼうにより、叶野市には雨が降らないという非常事態を宣告されている俺達だが、それを石動と小杉に教える必要はない。

「確かにその通りです。でも、きっと事態が悪くなってから行っても手て遅おくれになるのです。ですから、秋庭クン、早く泣いてください」

　しかし、石動は真しん剣けんな表情を少しも崩くずさずにそう言った。

「あの……わたしの知る限り雨乞いに涙なんていらないんですけど」

「わたし達、魔研の方法では必要なんです」

　その手のことに詳くわしい羽黒がそう言っても、石動はきっぱりとはねつけて、俺の目を真まっ直すぐに見み据すえてくる。

　そこには、確かにひたむきな光があって、でもそれは、〝雨乞い〟という儀式に向けるにしては熱があり過ぎる気がする。

「断る」

　だから俺は、そう答えた。

「本気ですか？　もし本当に断ると言うのならば……これは燃やすしかありませんけど、それでは困るのでは？」

　すると石動はローブもどきの内側から、隠かくし持っていた俺の立候補届を取り出してみせた。

「燃やされるのは困る。だが、泣けと言われて泣けるものでもないだろう」

　なるべく冷静を装よそおいつつ、けれど視線は立候補届から外さないまま、俺は石動に語りかける。そう、俺は嬉うれしくも悲しくもないのに泣けるほど器用でもないのだ。というか、大たい抵ていの人間がそうだということは石動達も理解しているはずだ──でも、それでも涙を求める理由を俺は知りたいと思う。

「……ねえ、石動さん。本当に雨乞いの為ためだけにそんなに一生懸けん命めいになっているの？　他ほかに理由があるんじゃないの？」

　そして、おそらく俺と同じことを石動に感じたのであろう桑田がそう尋ねるが、

「でも、わたし達には秋庭クンの涙なみだが必要なんです」

　石動はその優しげな眉まゆを少しも動かさずに、目的はそれだけだと言い切って、懸命に俺達を見返してくる。

　ただ、いくら眉が動かなくても、その目が潤うるんでいてはだめだろう。

　次の一手をどう打つべきか、俺はしばし沈ちん黙もくする。

「そうです、必要なんです！　だって一ヶ月予報ではずーっと晴ればっかりなんですよね。それに私達の占うらないの結果では雨が降らないといけないんです！」

　するとその隙すき間まを縫ぬって、さっきとは逆に今度は石動を庇かばうように、小杉が懸命に訴えかける。

「……占い？」

　俺達は小杉の言葉に揃そろって首を傾かしげたが、それを追つい及きゆうする前に雨緒が口を開く。

「……人は雨よりも晴れの方が好きではないか。なのに……己おのれの都合に合わせて雨を求めるなど、虫が良すぎるというものじゃ」

　それは〝雨の神〟故ゆえの言葉なのかもしれなかったが、

「自分の為じゃありませんっ！　わたし達は岸田君のために雨乞いをするんですっ！」

　小杉は必死になって反論した。

「……人の為？　ならばなおさら、くだらないのじゃ」

　けれど雨緒は、その必死さが気に入らないというように小杉に冷たい言葉を向ける。

「雨緒、言い過ぎだ」

「そうだよ」

　俺と尾田が続けて言えば、雨緒は唇を結んでまた顔を背そむけて、

「……空気が悪いのじゃ」

　不ふ機き嫌げんそうに呟くと、窓を開け放った。

　そうすれば、まだ少し冷たい空気が室内に入ってきて、俺達の頰ほおや髪かみを軽くなぶった。

「雨緒さん……もう少し細く開け……」

　桑田は髪を押さえながらそう言って、けれど何かに驚おどろいたように途と中ちゆうで言葉を切った。

「……美名人ちゃん？」

　羽黒が心配そうに顔を覗のぞき込むが、桑田はそんな羽黒を見返す代わりに、空中の一点を指さした。

「花南ちゃん、あれ……見える？」

「え……と、蒼あおい光、ですか？」

　羽黒はそのまま桑田が示した方向に視線を動かすと、確かく認にんをとるように尋たずねながらも一つ頷うなずいた。

「本当だ……蒼い光が」

「ああ、俺にも見えた」

　同じように桑田の指の示した先を見た俺と尾田も、その光を捉とらえていた。

　窓まど際ぎわの天てん井じようの近く──そこを蝶ちようのように、鳥のように飛んでいる光を。

　その光を認めた瞬しゆん間かん、俺の耳の鳥かごがじわりと熱を持ったのがわかった。

「あの……どうしたの？」

　その一方で石動達には見えていない。ということは、

「あれが……〝雨の鳥〟なのか？」

　更さらに耳みみ許もとのイヤリングがじわじわと熱を帯びてきているのを感じながら、俺は雨緒に尋ねた。

「ああ、鳥じゃ。……そうか、見えるか。かのうとやらの力、やはりなかなかのものじゃ……が、そなたらは手を出すでないぞ」

　雨緒は頷いたが、そう言うと俺達を追い払はらうようにして、自分は腰こしをかがめ、いつの間にか取り出した鳥かごを掲かかげ持ちゆっくりとロッカーの方へ──鳥の下もとへとにじり寄る。

「あ、あの？」

　石動も小杉も明らかに困こん惑わくしているが、雨緒がそれに構うことはない。

　そして、その間に青い光は形を成していって、レインスティックにとまった時には完かん璧ぺきに小さな鳥の形をなしていた。

「〝雨の鳥〟って金糸雀カナリアぽいのね」

「そうですね、小さいです……でも、綺き麗れいな色の羽」

　桑田と羽黒の言う通り、両手に軽く収まりそうな、青い小さな金糸雀がそこに現れていた。

　そうして姿を現した鳥は息を詰つめて見守っている俺達にはまるで気付かない様子で、レインスティックを止まり木にして、青い羽をつくろい始める。

「よし、いまじゃ！」

　獲え物ものを前に急にやる気を出し、その上勝手に好機を見定めた雨緒は、自分で自分に号令をかけると、鳥に向かって突とつ進しんしていく。

　右手を目め一いつ杯ぱい開いて、優やさしさの欠片かけらもない手つきで小さな鳥を摑つかもうとする。

『ちょっと！』

　当然、鳥の見えていない石動と小杉は雨緒の突進を止めようとその肩かたを摑み、更にはその声に、驚いたように雨の鳥は羽ばたいて、雨緒の手は虚むなしく宙を摑む。

　更に鳥は強く羽ばたくと急きゆう上じよう昇しようの後、下降。

　それから曲芸のように地面スレスレのところで旋せん回かいすると、再びの上昇と方向転てん換かん──そして、なぜか俺の方を目指して突つっ込んでくる。

「な……方向感覚でも狂くるったか！」

「待つのじゃ！」

　その鳥のスピードに、俺は思わず避よけてかわそうとしたが、それでは石動と小杉の手を振ふり切り、雨の鳥を追って勢いの止まらない雨緒は壁かべに衝しよう突とつする。

　一瞬の内にそう判断すると、俺はその二つの衝しよう撃げきを受け止めることにした。

　最初に雨の鳥が俺へと到とう達たつする。だが、覚かく悟ごしていた衝撃は殆ほとんど無かった。

「あ……通り抜ぬけ、た？」

　そう、尾田が呆ぼう然ぜんと呟つぶやいたように、雨の鳥は雲でも突っ切るように俺の体をすっと通り抜けていったのだ。

　そこから更に小さな羽に見合わぬ力強さで羽ばたくと、今度は右方向に旋回して、再び窓の外に出て行ってしまう。

　一連の動きを思わず目で追って──そこで俺は新たな衝撃を受ける。

「ぶはっ！　邪じや魔まをするでない！　ああ、早はよう追わねば鳥が逃にげてしまう！　ええい、そなた達も追うのじゃ！」
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　俺の体をクッションにして壁との衝突を免まぬかれたというのに、雨緒がそれに気付いた様子はない。それどころか、その体勢のまま叫さけび、尾田と羽黒はその命令に従って、慌あわてて魔研の外へと駆かけ出した。

「そうね、雨緒さんも一いつ緒しよにね」

　そして、残った桑田は抱だきかかえるようにして雨緒を俺の上から強制排はい除じよしてくれた。

「わかっておる！」

　だがやはり、礼の一つも無しに雨緒は走り出す。

　当然、俺達も後を追うつもりだがその前に、雨緒の奇き行こうに呆然としている石動と小杉に一声かけなければならないだろう。

「悪いな。雨緒はかなり目がよくて、小さな虫を見つけてはああして捕つかまえようとするんだ」

　我ながら苦しい言い訳だと思ったが、それ以外に言い訳が浮うかばなかった。

「本当ですよ」

　だがそれに、至し極ごく真面目まじめな顔をして桑田が言い添そえれば、魔研の二人は思わず納なつ得とく、といった感じで頷いてくれる。

「というわけで、俺達は雨緒を追いかけないといけないんで……話の続きはその後だ。それまで俺の立候補届は預けておくから、待ってろよ！」

「……はい」

　そして、それにも二人が頷けば、俺達も、雨緒に続いて鳥を追う為ために、一時魔研を後にしたのだった。
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「に……逃がしたのじゃ」

「思った以上、に速かった、な」

「…………飛ぶし」

「もう……わたしには気配が追えませんよ」

「また、隠かくれちゃったって、ことよね」

　そうして、桑田の導き出した答えに、雨緒は芝生しばふに伏ふして、続けて俺達も倒たおれ込んだ。

　魔研を出て、昇降口で何とか再び〝雨の鳥〟の姿を捉とらえたまでは良かったのだが、自由自在に飛び回る鳥を、結局俺達は途と中ちゆうで見失った。

　学園の敷しき地ち内をほぼ半周して、辿たどり着いたのはひょうたん池。そこで力ちから尽つきた俺達は、池の周りの芝生の上で、手足を伸のばし、息を整えることとなった。

「……多加良。そなたのせいじゃ」

　だが、しばらくそうしていると、芝生にうつぶせたまま、雨緒はそう言い放った。

「ばたばたと、そなた達まで追いかけるから鳥は逃げたのじゃ」

　邪魔そうに空の鳥かごを脇わきに追いやりながら、雨緒は八つ当たりでしかない台詞せりふを更さらに続ける。

　鳥に逃げられたばかりだから、仕方がないかと俺はしばらく黙だまってそれを聞いてやる。

「それに、追いかけるのに、かごを持たないとはどういうことじゃ！」

「……かごはずっと持ってた。ただ、元の大きさに戻もどらなかったんだよ」

　でも、それには反論しながら、俺は耳の飾かざりに触ふれた。さっきまでは熱を帯びていたのに、既すでにそれは金属の冷たさを取り戻している。この鳥かごは結局、肝かん心じんな時にただ発熱していただけだった。

　そして、鳥かごのことを俺に言うのは見当違ちがいだ。

「その苦情は別のところにどうぞ」

　そう、桑田も言う通り、必要な時に役に立たない物を寄よ越こしたのは、俺ではない。

　俺達の正論に雨緒は口を噤つぐむ。だが、やおら立ち上がった顔を見れば、まだ怒いかりは収まっていないようだ。

「そもそも、あの時多加良があんなところに居なければ」

「雨緒さんが壁にぶつかっていましたよ」

「あの娘むすめ達が我を押さえなければ」

「多分、ロッカーからの落下物で怪け我がをしてたよ……」

　雨緒は記き憶おくを遡さかのぼって文句を言うが、その度たびに羽黒と尾田にやんわりと受け止められてしまう。

　そうすれば、きつく唇くちびるを嚙かみしめて、雨緒はその苛いら立だちを近くにあった鳥かごにぶつけた。

　雨緒が蹴けり飛ばせば、それはがしゃんという壊こわれそうな音をたてながら転がっていく。

　それを見て羽黒が慌てて追いかけていって拾い上げるが、雨緒は目で追いかけることもしなかった。

「雨緒さん……この鳥かごからは不思議な力を感じます。あの、大切なものではないのですか？」

　両りよう腕うででかごを抱かかえ、羽黒はそれを雨緒に返そうとしたが、雨緒は羽黒ごと乱暴に押し返す。

「きゃっ」

「花南ちゃん！」

　よろめいた羽黒を、素す早ばやく動いて桑田が支えたから大事には至らなかったが、雨緒の力加減を考えてないやり方は、放ほうって置くわけにいかない。

「雨緒。八つ当たりもいい加減にしろ。少なくとも暴力は止やめろ」

　立ち上がって、改めて目線を合わせながら低く告げれば、雨緒は俺を見たものの、不ふ機き嫌げんな顔はそのままだ。

「……我に命令するな」

「あの、秋庭さん、わたしは大だい丈じよう夫ぶですから」

「羽黒さん、そういう問題じゃないんだよ」

　俺と雨緒の間に仲裁に入ろうとする羽黒を尾田が穏おだやかに止めれば、

「悪いことは悪い。そういう問題なのよ」

　凜りん然ぜんと雨緒を見つめ、桑田も言った。

「なんじゃ……お前達はなぜいつもそうやって、皆みなで我を責めるのじゃ！　かように我が……雨が嫌きらいか！」

　だが、そうすれば雨緒は更に激げつ昂こうして、雷かみなりのような声を落とす。

　大声ではないのに、本当に雷らい鳴めいのような響ひびきに、びりびりと体が震ふるえて、俺達は束つかの間ま立ち竦すくむ。

　桑田と羽黒に至っては、実際に耳を塞ふさいだ姿勢のまま、その場で動きを止めていた。尾田は、雷の音には昔から妙みような耐たい性せいがあったが、それでも首を竦めていて。

　池に立つさざ波さえも、その声の余波のようで、俺達はしばし沈ちん黙もくする。

　そうして沈黙しながら俺は考える。

〝雨の神〟だからなのか、雨緒はまたそう言った。俺ははっきりと雨が嫌いだと口にした覚えはないし、そんな風に思ってもいないのだが、雨緒の中ではすっかりそういうことになってしまっているらしい。

　そして、それがどうも雨緒の人間嫌ぎらいの根元にあるような気がする。

「ねえ、何か誤解しているようだけど……」

　同じく雨緒の思い込みに気付いたのか、桑田が口を開く。

「もうよいのじゃ。我には助力など不要。我は一人でも〝雨の鳥〟を捕つかまえてみせるのじゃ」

　だが、雨緒は桑田の言葉を最後まで聞かず、背中を向ける。全すべての人間を拒こばむようなその態度に俺はまたしても苛立ちを覚える。でもいまは、雨緒に怒りをぶつけるよりも、確かめておかなければならない。

　話す時は相手の目を見るのが俺のポリシーだが、仕方なく俺は雨緒の背中に問いかける。

「なあ〝雨の鳥〟はどうして逃にげ出したんだ？」

　雨緒は〝水気〟のある場所に〝雨の鳥〟は居ると言っていたが、そもそも〝雨の鳥〟は何を目指して、何を思って叶野市に訪おとずれたのかわからない。逆を返せば、その目的がわかれば〝雨の鳥〟は大分捕まえやすくなるはずだ。

　その推理があって、俺は雨緒に問いかけたのだが、雨緒はなぜかビクリと肩かたを震わせた。

「雨緒？　どうした？」

　俺はその背中に尋たずねたが答えは返ってこない。

「そうよね、もし目的の場所があるなら待ち伏ぶせだって……」

「だよね。目的がなきゃ、あまり長くは保もたないってわかってるのに来ないだろうし」

　代わりに桑田達がそれぞれの考えを述べる。でも、誰だれも〝雨の鳥〟の目的を導き出すことはできなかった。

「……知らぬ。〝雨の鳥〟に深い考えなどないのじゃ……」

　雨緒もまたその答えを知らなかった。そのまま雨緒は両手を握にぎりしめて、動かなくなる。

「雨緒さん、どうしました？」

　羽黒が気き遣づかわしげな眼まな差ざしと声を送るが雨緒はそれにも反応しない。

　触ふれられたくない話題だったのはわかったが、けれど同時にそれはいま、何をおいても雨緒が考えるべきことなのではないかと俺は思い伝える。

「雨緒。ちゃんと考えろ。どうして〝雨の鳥〟が逃げたのか」

「うるさいのじゃ。我が未熟だからとでも言わせたいのか？」

　俺の声にようやく振ふり向いた雨緒だが、その目は頑かたくなな光を放つばかりで、真まっ直すぐに見み据すえる俺を正面から同じように見返して来ない。きっと、自分でもそれが答えになっていないとわかっているのだろう。

「そんなことは言っていない。俺は考えろと言っているだけだ」

　強ごう情じような目を覗のぞき込むようにしながら、雨緒の台詞せりふを否定して、俺はもう一度雨緒から言葉を引き出そうと試みる。

「……もう二度とそれを我に尋ねるでない」

　しかし、雨緒は今度もはねつけて、踵きびすを返すと大おお股またで歩き出す。

　追いかけるべきか、俺は束の間迷ったが、結局追わないことにした。少なくともいまの雨緒に問いを重ねても、答えは永遠に出ないと思ったから。

　せめて、俺の問いが考える契けい機きになればいいが。

「あの、雨緒さん、どちらへ？」

「〝雨の鳥〟を捜さがしに行く他ほかに何がある？」

　一人歩き出した雨緒に、羽黒が声をかければ雨緒は立ち止まって、そう答えた。

　それからまだ羽黒の腕うでの中に収まったままの雨緒の鳥かごに目を向ける。

「……返すのじゃ」

「あ、はい」

　言われるままに羽黒が鳥かごを返せば、雨緒はそのままスポンジの中にでも押し込むように、さして力も込こめずに鳥かごを自分の身体からだの中に納めた。まるで手品のように。

「我はこれから一人で〝雨の鳥〟を捜すのじゃ」

「……ああ、わかった。ここから先は別行動だ」

　そして雨緒がそう言えば、俺は同意して頷うなずく。俺達が手を貸すのは簡単だが、俺には雨緒が一人で鳥のことを考える時間が必要だと思ったから。

「ちょっ、多加良！　待ちなよ」

　それを聞いて、尾田は慌あわてた様子で俺の服の袖そでを引いたが、今はその言葉に耳を貸すつもりはない。

「あのあの、雨緒さん、落ち着いてください。それからゆっくり話し合いましょう？」

　俺達から離はなれて一人行こうとする雨緒の腕を羽黒は懸けん命めいに引くが、

「離すのじゃ」

「そうだ、羽黒、離していいぞ」

　雨緒は冷たい目で羽黒の手を見み詰つめてそう言い、俺も冷たく告げれば、力を緩ゆるめる。

「……本当にいいの？」

　桑田も俺の顔を覗き込むようにして尋ねてきたが、俺はそれにも頷いた。

「最初からこうしておれば良かったのじゃ。……やはり我は人は苦手じゃ」

　そうして、ぼそりと呟つぶやくと、雨緒は羽黒の手を嫌いやがるように振り払はらい、そのまま完全に俺達に背を向けた。

「あっ、雨緒さん！」

　羽黒はその背中に声をかけたものの、手を振り払われた直後では、追いかけていく勇気はでなかったらしく、途と方ほうにくれた顔で俺を見る。

「追いかけなくていい。一人で大だい丈じよう夫ぶだって言うなら、しばらく放ほうっておけばいい。それに一応神様族かみさまなんだからな」

　あれだけ豪ごう語ごしたからにはその算段があるはずだと、俺は言ったが、それでも羽黒はまだ不安げな表情だ。

「まあ、いざって時にはさすがにかのう様も助けるはずだよ、うん」

「とりあえず、どこかから苦情が出るまではそっとしておきましょうか」

　それでも尾田と桑田もそう言えば、羽黒もとりあえず納なつ得とくする。

「でも、もしも戻もどっていらしたら、その時はちゃんと迎むかえてあげましょうね」

　だが、そこだけは譲ゆずらないと目で訴うつたえられれば、俺達も首を横に振ることはなかった。

「……とにかく、〝雨の鳥〟のことはしばらく雨緒に任せて、俺達はまず立候補届を取り戻そう」

　そう決めると、俺達は再び魔研を目指して歩き始めたのだった。
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　魔研の扉とびらをもう一度開ければ、石動と小杉は、俺に言われた通りちゃんとそこで待っていた。

　ただし、石動の胸むな元もとにはお守りのようにお札が貼はられていて、小杉の膝ひざの上には藁わら人にん形ぎようの藁子が乗っていたが、これは恐おそらく二人が俺達に立ち向かうという決意の表れと見て、咎とがめずにおく。

　そして、その机の上には、尾田が預かっている物とは違ちがう、新たなボトルが用意されていて、二人がまだ諦あきらめていないから、待っていたのだとそれでわかった。

　だが、二人に負けず俺もまた新しいカードを用意している。それはドア近くの壁かべにかけられた、伝言用の小さなホワイトボードの一枚の写真。

「岸田の部活巡めぐり……いや、部活荒あらしは魔研で終わったのか？」

　雨あま乞ごい、占うらない、岸田、この三つのキーワードと俺の立候補届を結びつける物を考えながら、俺はデジカメで撮とられたまだ日付の新しい写真をボードから外して、二人に見せた。

　石動と小杉を含ふくめた、魔研メンバーに囲まれて、その写真の中央では、やけに爽さわやかに笑っている男子生徒は岸田だった。

「いいえ。それは体験入部の記念写真です。岸田クンは正式入部はしていません……まだ」

　俺の問いに、机の上に置かれた石動の指先は微かすかに震ふるえた。その名前に確かに反応したのに、石動はあくまで顔見知り程度だという物言いで俺に返す。

「でも、魔研に来た時は運動部はもう全部回ったって言ってましたからね……魔研に入る可能性もあります」

　一方の小杉は藁人形を抱だく腕に力を入れて、懸命に平静を装よそおいながらそう言った。

　岸田はあのルックスと頭脳に加え、中学時代は陸上の有名選手だったという華はな々ばなしい経歴の持ち主だというのは俺も聞いている。

　だが、高校では陸上以外の部活に入ると本人が宣言するやいなや、どの部活もこぞって勧かん誘ゆうし、本人も色々と回ってみているらしいが、まだ正式にどこかに入部したという話は聞かない。

　その為ため、未いまだに各部活の水面下での駆かけ引きが続いていて、ことによっては新生徒会の最初の仕事はその仲裁になりかねないと俺は思っていたのだが、どうやらその争いに魔研も加わっているわけだ。

「岸田クンのことはともかく、〝雨乞い〟の話の続きをしましょう」

　そして石動は少し慌あわてた様子で話を元に戻そうとする。

「いいや、岸田の話を続けよう。岸田は五藤尚青の推すい薦せん人にんだったな……岸田は俺の立候補届を取ってくれば魔研に入るとでも言ったか？」

　だが、俺は思いきってここでかまをかけてみることにした。

「答えによっては、選挙妨ぼう害がいで岸田君を取り締しまってもらうことになるよ」

　俺に続いて、その気も無いのに尾田が脅おどしをかければ、魔研の二人は唇くちびるをわななかせる。

「岸田クンはっ、そんなこと言いません！〝雨乞い〟は確かに岸田クンと五藤クンの為ですけどっ！」

　そして、石動は椅い子すから立ち上がると、勢い込んでそう言った。

　つまり、今度は石動が俺と尾田の仕し掛かけた罠わなに自ら嵌はまってくれたわけで、そうすれば隣となりに座っていた小杉は諦めたようにため息を吐ついた。

「なるほど、そういうことか。やっと正直に話してくれたな」

「あ……」

　そこで石動は慌てて口を塞ふさいだが、リストバンドの髑どく髏ろマークが示しているように、もう手て遅おくれだ。

「……ずるいやり方ですね」

　小杉が抗こう議ぎの目で俺を見たが、立候補届の奪だつ還かんを目前にした俺がその程度のことに怯ひるむはずもない。

「秋庭君の立候補届を盗とっていったのは、ずるくないのかしら？」

　逆に桑田が軽く咎とがめる眼まな差ざしを向ければ、小杉はばつが悪そうに俯うつむいてしまう。

「それで、どうして岸田くんと五藤くんの為に雨乞いが必要なのか、話して貰もらえますか？」

　自分の失言に未だ呆ぼう然ぜんとしている石動に、尾田はいつもの穏おだやかさで、考えてもどうしても答えの出なかった部分を話してくれるよう促うながす。

「ここまでばれたら、もう全部話すしかないですよね？」

「……そうね」

　そうすれば、小杉は石動の腕うでをそっと摑つかんで同意を求め、石動も頷いた。

「今回の選挙戦に五藤クンが出馬することが決まって、それで岸田クンはひとまず魔研を辞やめるって言いました。でも……五藤クンが当選したら、また魔研に戻って来るかもって言ってたから」

　ひとつ深呼吸をすると、石動はようやく落ち着いた様子で、事の経緯いきさつを語り始めてくれた。

「わたし達……魔研に一人は男子部員が欲しかったから、それで岸田くんに魔研に戻ってきて欲しかったから……選挙の結果を占ってみたんですよね」

　軽く目を伏ふせながら言う小杉の頰ほおは仄ほのかに赤く、小杉が岸田を一部員としてではなく意識しているのはそれでわかった。

「それで……占いの結果はどうだった？」

「選挙期間中に雨が降ったら、五藤クンの当選の可能性が出てくる、って出ました」

　俺が尋たずねれば、石動は机の上にあったタロットカードの箱を自分の側そばに引き寄せながらそう答えた。

「それで……雨乞いか」

　天気予報は晴れ続き、実際の天気も雲一つ無い晴天ばかりで、普ふ通つうならばここで雨のことなど諦あきらめただろう。けれど、石動と小杉の二人は良くも悪くも、魔研の一員だった──だから二人は雨を降らせる方法として、雨乞いをしようと決めたというわけだ。俺はその独特な思考に小さくため息を吐いた。

「あの、でもどうして秋庭さんの涙なみだが必要になったんです？　やっぱり選挙のライバルだからですか？」

　雨乞いの詳しよう細さいを尋ねることはしなかったが、羽黒はその点だけは知りたいと首を傾かしげて二人に問う。

「違ちがいます。雨乞いに使うには、滅めつ多たなことじゃ泣かなそうな人の涙がいいと思って……」

「ああ、それで多加良に白羽の矢が立ったんだ」

　そうすれば尾田が声を上げて、小杉の説明に羽黒と顔を見合わせると、お互い心の底から納なつ得とくした様子で頷き合った。

「……秋庭君は確かに滅多に泣かないけど、でもそれは冷たいからじゃないわよ。それにどっちかっていうと笑え顔がおの方が貴重なのよ」

　俺が悪人顔を気にしていると知っているのだろう、桑田はそうフォローを入れてくれたが、俺は少々複雑な気分になる──経験上、俺の笑顔は凶きよう器きに等しいようなので。

　だが結局、若じやつ干かん妙みような方法でも石動と小杉の二人は、岸田と……そして五藤に協力したかっただけとわかって、俺は安あん堵どすると同時に、苛いら立だっていた。

　それが、俺の立候補届を盗るという行こう為いに繫つながり、結果的に俺の当選阻そ止しに繫がってしまっていた点は百歩譲ゆずって許すとしても、だ。

「お前達……結局、今回の一連の行動は占うらないの結果に従ったって、ことか？」

　そこを許すことはどうしても出来そうになかった。ゆっくりと目を閉じて、一度深呼吸をして──「高校二年生にもなったのだから、常に紳しん士し的でありなさい」という新学期の朝のばあちゃんの言葉を思い出してみたが、目を開けると同時に忘れることにした。

「あの、秋庭さん、ここは穏おん便びんに」

「そうね、恋こいする乙女おとめのしたことだと思って」

　そして、ひたと二人を見み据すえた俺を見て、羽黒と桑田は口々にそう言ったが、残念ながらその言葉を聞く気はない。

「石動、小杉……お前達、本当に雨あま乞ごいをして、雨が降ったら占い通り、五藤が生徒会長に当選すると思っていたのか？」

　二人から視線を外さずに、俺は低く低く問いかける。

「それは……その。でも、石動先せん輩ぱいもわたしも自分に出来ることをしようと思っただけで……それが〝雨乞い〟だったんです」

「自分に出来ることをする、その姿勢は認めてやろう……だがな、お前達は俺をなめてるぞ。ついでに岸田と五藤のこともな」

「なめてる……なんて、そんなつもりは」

「無いって言い切れるのか？」

　だんだんと声のボリュームを上げ、俺が重ねて問えば、石動は口ごもり、俺の気き魄はくに圧おされた小杉は石動の方へと身を寄せる。二人の顔には既すでに怯おびえた表情が張りついていたが、でも俺にはまだ言うべき事が残っている。

「俺は、今回の選挙戦に必ず勝つと決めている。絶対に負けない、そういう覚かく悟ごで臨んでるんだよっ！　それは五藤も同じはずだ。なのに、お前達は占いの結果が全すべてだと思って動いた……それは五藤はおろか今回の選挙に出ようとしている人間全部よりも占いを信じたってことじゃないか！」

　そう、少なくとも俺はそういう強い決意でもってこの選挙に挑いどんでいる。だから、石動達のその姿勢だけは許せなかった。

　俺がそこまで言えば、石動と小杉はいま初めてそこに思い至ったというように、何度も何度も目を瞬しばたたかせていて、俺は二人の中にちゃんと言葉が沈しずんでいくのを暫しばし待つ。

　尾田達も同じように二人を、見守るように見つめていて、魔研には束つかの間まの沈ちん黙もくが訪おとずれていた。

「……そうですね。ぼくも秋庭先輩の言う通りだと思いました」

　だが、もう少し続くかと思われた静せい寂じやくの時は、ふいに破られる。

　沈黙を破ったのは誰だれかと俺達が一いつ斉せいに扉とびらの方を振ふり向けば、そこには話題の五藤と岸田の姿があった。

「五藤に、岸田？……どうした？」

　極きわめて冷静に尋ねる俺がいる一方で、

「あ、ああっ、岸田クンっ」

「ご、五藤くんも一いつ緒しよに、よ、ようこそ魔研へ」

　石動と小杉は慌あわてふためきながら、二人を迎むかえた。

「ええと……秋庭先輩の立候補届のことで来たんですけど」

　石動と小杉の反応に、五藤はちょっと面めん食くらった様子で一歩下がると、岸田を見上げて話の続きを委ゆだねた。

「そういえば昨日、教室移動の時に、小杉先輩を秋庭先輩の教室の近くで見たと思って……それと、自分の発言にもちょっと心当たりが、あったので」

　五藤からバトンを受け取った岸田は、少々言いにくそうにそう言って、それから石動と小杉の正面に立った。

「岸田クン？」

　どこか不安げに石動は岸田の名を呼び、小杉もやはり不安そうな面おも持もちでぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめる。

「すいません、石動先輩、小杉先輩……変に期待を持たせるようなこと言って。五藤が当選しても、おれは魔研には入りません」

　どこから話を聞いていたのか、岸田はすまなそうな表情を浮うかべて、深々と頭を下げた。

「……そんな」

「でも、占いでは……」

　今にも泣き出しそうな二人の様子に、桑田と羽黒は同情的な眼まな差ざしを向け、五藤までも申し訳なさそうに目め許もとを歪ゆがめる中、

「すみません」

　岸田はもう一度二人に頭を下げた。

　そうすることで、岸田は本当に入部の可能性が無いと示したのだが、頭を下げられた石動と小杉の方は、絶望感に目を潤うるませ──小杉に至っては既にしゃくり上げていた。

「あの、お二人とも、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「まだ……入部を断られただけでしょう？」

　羽黒と桑田は二人の側に駆かけ寄って、慰なぐさめの言葉を口にするが、魔研の二人は俯うつむいたまま顔を上げない。

「……美形って罪だね」

　尾田はそんな二人の代わりに軽く岸田を睨にらみつけながら、ぼそりと呟つぶやいた。

「……今後は気をつけます」

「駿、本当に気をつけてね」

　さすがにばつが悪そうに床ゆかを見る岸田に、五藤が念を押せば、これ以上岸田を責めることは出来ない。

　だが、それでもまだ石動と小杉はショックから立ち直れないでいる。

「なあ、石動。信じる信じないは別として、占うらないっていうのは少なくとも人の背中を押してやるものだろ？」

　だから、岸田でも五藤でもない俺が、二人に手を差しのべるしかないと判断して、俺はまずそう問いかけた。

「それは、部長もいつも言っています、けど」

　そうすれば、わずかに石動は視線を上げた。

「それはつまり、未来の形は決まっていないってことだろう？　なのに占いの結果に合わせて未来の形を作ろうとするのは本末転倒だな」

「でも……わたし達はそうしようと、してました、ね」

　自分の過あやまちに既すでに気付いた様子で小杉が言えば、俺はそれに頷うなずいた。

「そうだな。でも、お前達二人が少しでも良い未来にしようと動いたことは、俺も認める」

「……立候補届を盾たてに多加良と交こう渉しようするなんて、中々出来ることじゃないよ」

　俺の言葉を受けて、尾田が冗じよう談だんめかしてそう言えば、桑田と羽黒からは小さな笑いが漏もれて、それにつられたようにわずかだが石動と小杉の口許も持ち上がる。

「だったら、その時点でもう、占いの結果は変わり始めているんじゃないですか？」

　そこで五藤が控ひかえめながら、そう口を挟はさめば、二人は弾はじかれたように顔を上げて、やっと自分達が応おう援えんしようとしていた人間を見た。

「たしか、占いの結果は雨が降ったら五藤にも当選の目がある……だったか。だったら、たとえ雨が降っても、俺は当選してやる！　いいか、占いよりも俺を、信じろ！　そうすれば、未来は変わる！」

　そして、俺は五藤が作ったチャンスを逃のがさずに石動と小杉にきっぱりと言ってやる。

「……どっちにしろ、生徒会長は秋庭くん、なんですね」

「でも、だったらわたし達はやっぱり、五藤クンを応援して……未来を変えられるかしら？」

　二人は半分呆あきれたようにそう言って、けれどその目にはもう絶望感も悲ひ壮そう感もなかった。

「あの、応援していただけるのは、嬉うれしいです。でも……ぼくも秋庭先せん輩ぱいのように選挙に出る時に覚かく悟ごは決めました。ぼくも、自分に出来ることをやってみようって、決めたんです。だから、ぼくも同じことを言います。占いよりもぼくを信じてください」

　俺に続いて、五藤がそう言い切ってみせれば、石動と小杉は大きく頷いた。

　そんな五藤を岸田は、なんだか眩まぶしいものを見るように見つめていて、その眼差しが何となく気になったものの、俺は事態がひとまず収束に向かっていることに安あん堵どした。

　けれど、次の瞬しゆん間かん、俺の中に突とつ如じよとして痛みが発生した。

　痛み出したのは当然良心などではなく──両りよう眼め。まるで地じ震しんのように下から突つき上げてくる感じの激痛が両眼に走って、俺は額と一いつ緒しよにこめかみを押さえる。だが、それでもこの痛みを押さえ込むことは出来ない。

　両眼を襲おそうこの痛みの原因をいまさら考えることはしない──これは、病気ではなく、願いの植物はなが芽め吹ぶいた時にだけもたらされる、合図だと知っているから。

　代わりに俺が考えるのは、この発芽の痛みを、植物が見えない人間からどう誤ご魔ま化かすかということだけだ。

　目が痛む時間はそう長くなく、訪おとずれた時と同じようにふいに終わるとわかっているが、それでも短いと言い切れる時間でもない。

「秋庭先輩？　どうかしましたか？」

　苦痛に歪ゆがむ顔を五藤達の目から隠かくせはしても、この異常を気取らせないのは中々難しく、目め敏ざとく気付いた五藤が案の定声をかけてくる。

「秋庭君、ごめんなさい。眩まぶしかったわね」

　だが途と切ぎれない痛みと、五藤への言い訳に苦しんでいた俺の耳に、聞き慣れたアルトの声が届けば、俺はほっと胸を撫なで下ろした。

「いまちょっと、手鏡を使ってしまったの」

　そんな風に言いながら、桑田の足音はゆっくりと近付いてきて俺の隣となりで止まった。

　それと同時に俺の両眼を苛さいなんでいた痛みも、まるでスイッチを切るように終わって。

「……ああ、ちょっとばかり眩しかったけど、大丈夫だ」

　掌てのひらに収まる四角い鏡をポケットにしまう桑田に、俺はなんとかそう答える。

「ああ、魔研の部室は西日が入るんだ」

「で、でも。女の子はいつも身だしなみに気を遣つかわないといけませんからねっ！」

　尾田と羽黒もそこに言い添そえてくれれば、岸田や石動達も不ふ審しんは覚えなかったようで、いつものように事なきを得た。

　でも、次に俺の目は、もはや見慣れた小さな双ふた葉ばを五藤の胸に見つける。

　ついさっきまで何も無かった場所に、今は柔やわらかく小さな葉が、水すい滴てきも弾はじきそうに輝かがやいて──けれど、そこで俺は違い和わ感かんを覚える。

　黄緑色の双葉は、いつもは丸みを帯びて傷一つ無いというのに、五藤のソレは何かに齧かじられたように、ほんの少しだけ破れていた。

「……なあ、五藤。その、体調は悪くないよな？　あと、最近何か変わったことはないか？」

　脈みやく絡らくの無い問いだとわかっていたが、俺は何だか不安を覚えて五藤にそう尋たずねていた。

　願いの植物を、俺はもうたくさん見てきた。願いの原石たねから発芽した願いの植物の成長速度は普ふ通つうの植物が日照条件などでそれが左右されるように多少の誤差は出るが、それがなければ基本的には二週間未満で花が咲さくところまで育つ。

　ただし、叶野市において、成長の速度に差さ違いを生む〝条件〟というのは、叶野市に神様族かみがやってきたり〝祭り〟の時期であったりとそういうことだ。つまりは、普通ではない状態に叶野市がある時ということ──まさしく、雨緒という存在と〝雨の鳥〟が訪れている今のように。

「？　体調はいいです。ああ、ぼくひ弱に見えるんでしょうけど、体力はあるんです」

　けれど、五藤は俺の問いをそんな風に解かい釈しやくして、その体力とやらをアピールするように力こぶを作る要領で腕うでを曲げて見せた。

「いやいや、服の上からじゃ見えないから」

　条件反射的に尾田が突っ込めば、

「っていうか、服を脱ぬいでも尚青の力こぶなんて見たこと無いけど」

　肩かたを竦すくめて岸田もそんなことを言い、五藤は不満そうに自分の二の腕を撫でた。

「ぷっ」

　そんな三人の遣やり取りに、最初に吹ふき出したのは石動で。

「あははっ、おかしいです、ね」

「ふふっ」

　つられたように小杉が細い目を更さらに細くして笑えば、桑田も小さく笑えみをこぼして、小さな笑いはどんどん室内に広がっていった。

　だから、五藤の発芽という新たな問題は発生したけれど、いまだけは俺も笑っておくことにした。
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　無事に取り戻もどしたからには、即そく提出だ──石動が立候補届を返すと、そう言って秋庭多加良達は魔研を後にした。

　ひとしきり笑った為ため、まだ痛む腹筋を押さえながら石動と小杉は彼らを見送った。

「部長の教えを忘れた上に、秋庭くんに教えられるなんて……わたし達もまだまだですね」

「そうね……」

　そして、多加良に教え諭さとされたことを胸の中で反はん芻すうして、互たがいに反省し合う。

「でも……占うらないよりも自分おれを信じたら未来が変わるなんて」

「秋庭クンは、よく言ったものです」

　けれど、多加良の言葉は不思議と胸にストンと落ちていて、思い出せば口くち許もとには自然と笑みが浮うかんでくる。

「岸田クンが魔研に入ってくれないのは残念ですけど」

　でも、それは動かない事実だと認めた上で、石動が呟つぶやけば、

「ここは乙女おとめらしく、魔研部員らしくきっぱりと諦あきらめましょうね……うん、藁子も賛成！」

　藁わら人にん形ぎようの腕を動かし、少々おどけながら小杉はそう言って、わざと明るく振ふる舞まって見せた。

　小杉のものも、石動のものも、まだ恋こいという形さえ成していなかった想おもいだったけれど、多加良は未来は変わると言ってくれたけれど、二人はそう決心を固めていた。

「あ……そう言えば、石動先せん輩ぱいは、さっき秋庭くんに何を聞いていたんですか？」

　そして、一息吐つくと、小杉はついさっき、去り際ぎわに石動が多加良に何やら尋ねていたことを思い出して、その詳しよう細さいを尋ねる。

「ああ……どうしてこんなに早く魔研わたしたちに辿たどりつけたのかって、聞いていたのよ」

「言われてみれば気になりますね。それで秋庭くんは、何て？」

　魔研の古紙もどきを使ってしまったのが一番の失策であったと小杉は思っていたのだが、他ほかにも理由があるのならば、聞いておきたい。

「昨日のお昼休みに、わたしとすれ違ちがった時にはもう、ちょっと怪あやしいと思っていたんですって」

　小杉が身を乗り出せば、自家製のお札を手元で重ねたり広げたりしていた石動は、溜ため息混じりにそう言った。

「ええ？　だって、まだ犯行声明も出していませんでしたよね？」

　その答えに小杉は目を見開いて、話の先を促うながす。

「……わたしが生徒会室には人がいないとか、再発行の話を持ち出したのが怪しかったって。そんなことを聞くのは再発行をさせたくないか、再発行をするしかないって知っているような人間だって」

　結局のところ、石動はその両方に当てはまっていたわけだが。

　多加良の鋭するどい洞どう察さつを聞かされて、小杉は改めて、彼に立ち向かおうとした自分達の無む謀ぼうさを思い知ったのだった。

『……本気で怒おこらせなくて、よかった』

　二人は改めて声を揃そろえて、胸を撫なで下ろしたのだった。

「ところで……叶野学園恒こう例れいトト、やっぱり賭かけ直しますか？」

　そして、小杉は今回の選挙戦においても行われている、賭けの話題を持ち出して、石動に探さぐるような眼まな差ざしを向ける。

　今日までの石動達は当然五藤に賭けていたのだが、先さき程ほどの多加良の選挙戦への意気込みを聞いた後では少々心が揺ゆれた。

「う～ん」

　小杉の腕の中の藁子の額を撫でながら、石動はしばらく思案にくれる。

　いつもならここで、どちらかが占ってみようと言うところだったけれど、今日はそれを封ふう印いんして。

「未来が変わると信じて……このまま五藤クンに賭けておきましょう」

「はい！　藁子も大賛成！」

　石動自ら導き出した答えに、小杉は笑顔でもって賛成したのだった。

「それと……この一件は岡崎先輩には黙だまっておきましょう」

「賛成です」

　そうして、正直秋庭多加良よりも恐おそろしい部長には内ない緒しよだと二人は指切りをかわしたのだった。
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　草も木も雨が降らねば生きられぬ。

　だから、雨を待ち、雨に濡ぬれれば喜ぶ。

　人は雨が降らなければ生きられぬ。

　けれど、雨に濡れることを人は厭いとう。

　ならば、人の上に雨を降らすことに、意味はあるのか？

　人はまだ雨を待っているのだろうか？




　石動から無事、立候補届を取り戻もどすと、俺はとにかくそれを提出することにした。

　五藤の発芽という新たな問題はあったが、まず一つ、心配事を無くしておきたかったのだ。

　が、しかし。勢い込んで向かった受付教室には、

「……本日終しゆう了りようって、何かの店じゃあるまいし」

　魔研と同じようにそんな札が下がっていた上に施せ錠じようされていた。

「意外と、向坂さんってウィットがあるのかも……」

「あ……ああっ、わたし、印いん鑑かんを忘れてきてしまいました！」

　向坂の中に眠ねむる才能を発はつ掘くつしようとしている尾田の台詞せりふは軽く流すとしても、続く羽黒の声を無視することは出来なかった。

　そういうわけで、俺は本日の立候補届の提出を諦あきらめるしかなかった。

　月曜に立候補届を出すと決めると、俺達はまず場所を美術研究室に移して、腰こしを落ち着けると、俺は三人に五藤の発芽のことを伝えた。

「……五藤くんか」

「〝雨の鳥〟はひとまず雨緒さんに任せておくことにしたけど」

「選挙と願いの植物はなに雨緒さん……これは本格的にシグマですね」

　尾田達は口々にそう言って、最後は揃って疲つかれたようなため息を吐ついた。

　雪崩なだれのように押し寄せる厄やつ介かい事ごとに、俺もまた頭痛を覚えていたが、しかしそれでも俺は選挙に勝たなければならないし、願いの植物も摘つまなければならない。

「どっちにしろ、選挙戦の対策を立てるために五藤の情報は集めるつもりだったからな」

　俺はなるべく前向きに考えてそう言った。

　実際五藤の願いを探りながら、ついでに選挙戦に役立ちそうな情報も収集するというのはいい作戦だ。

「マークか……でも、五藤くんはやっぱりいい子そうなんだよね」

　そうすれば尾田は先程の二人を思い出してか、そんな感想を漏もらす。

「でも、選挙戦への覚かく悟ごは出来てるって、しっかりしたことを言ってたわね」

　そうすれば桑田も、先程の五藤の言葉を思い出そうとするように、頰ほおに手を当てながら視線を空中に彷徨さまよわせる。

「五藤は確かに……毒がない。まあ、月曜には遊説の順番を決めたりする集まりがあるから、まずはそこで探りを入れてみるか」

　五藤の願いの植物が少し破れていたことは気になっていたが、日曜に特に用事も無いのに下級生の家を張り込むわけにもいかない。

　俺はとりあえず発芽から開花までを標準のスケールで考えることに決めてそう言った。

「わかりました」

　そうすれば、まずは羽黒が頷うなずいて、続いて尾田と桑田もそれに倣ならい、理解を示してくれた。

「じゃあ、月曜に備えて今日やれることは済ませておこう……三人はポスター作りに、俺はキャッチフレーズを考えることにまずは集中だな」

　俺は今日の作業内容を伝えた。

「でも、その前にお茶を一いつ杯ぱい飲みましょう？」

　やることは山積みだったが、俺達が桑田のその申し出を断ることはなかった。

　新にい村むらが主にカップ麵めんを食べる際、お湯を沸わかすのに使っているアルコールランプを目め敏ざとく見つけると、桑田は鞄かばんの中からお茶道具一式を取り出した。湯飲みから何からすべて出てきたことに、もはや誰だれも突つっ込まない。

「あの、キャッチフレーズってなんですか？」

　そうして桑田がお茶の仕し度たくに取りかかっている間に、羽黒は俺達にそれを尋たずねた。

　どうやら、生徒会長選挙の前に、選挙活動のセオリー自体が今一つわかっていないようだ。

「ええとね、羽黒さん。キャッチフレーズは、自分が生徒会長になって学園をどうしたいか、ってことを短く訴うつたえて、有権者に伝える為ためのもので、だからポスターにもそれを書くんだ」

　そんな羽黒に尾田は親切に説明してやる。

「なるほど。では、秋庭さんのキャッチフレーズは〝目指せ世界征せい服ふく〟ですね！」

「花南ちゃん？　それはこの場合だめだと思うわ」

　羽黒は自信ありげにそう言ったが、桑田はお茶を淹いれる手を止めて、それには異議を唱えた。

　うん、そうだな、桑田。確かに最終目標ではあるが、選挙戦においては相応ふさわしく無いだろう。

「ええと、では……〝一いつ緒しよに世界征服を！〟とか？」

　けれど羽黒はめげずに次のキャッチフレーズを考え出し、それは俺の全身から力を奪うばう。

「いやいやいや、羽黒さん？　それじゃどこかの秘密結社のキャッチフレーズだよ？」

　そうすれば、今度は尾田が、心なしか楽しそうに羽黒を諭さとす。

　うん、そうだな、確かに秘密結社みたいだな、尾田。

「羽黒。お前はキャッチフレーズは考えなくていいから。それは俺が考えるからポスター頼たのむ」

「……そうですか？」

　羽黒はまだ何か言いたそうにしたが、俺は黙だまって首を振ふってみせた。

　羽黒にはコピーライターの才能は無さそうだと、確信しながら俺は、こっそりため息を吐いたのだった。

　だが、しかし。桑田の淹れてくれた中国茶での休きゆう憩けいを終えて、まもなく──俺は、自分のコピーライターの才能にも疑問を抱いだくことになった。

　尾田も桑田も、そして羽黒も着々とポスター作りを進めているというのに、そこに入るべき俺のキャッチフレーズが中々浮うかばず……だんだんと白かった俺のノートは、文字の代わりにくるくると黒い毛糸が絡からまったような、模様とも言えない落書きで埋うまっていった。

「……浮かばない」

　ぼそりと呟つぶやいて、俺は無意識に耳を飾かざる鳥かごに触ふれてしまう。先さき程ほど感じた熱は既すでに冷めていて、触れた指先にはもう金属の冷たさしか伝わってこなかったけれど。

「秋庭君、もう一杯お茶を淹れましょうか？」

　落書きの代わりに、耳みみ許もとのそれを弄もてあそび始めた俺に気付くと、桑田はさりげなく気き遣づかってくれた。

「いや……大だい丈じよう夫ぶだから、桑田は自分の作業に集中してくれ」

　俺は桑田に感謝しつつもそう言うと、耳飾りから手を離はなし、気合を入れる為に自分の頰を叩たたいた。

「……やっぱりそれは、〝雨の鳥〟を捕つかまえないと外れないんだよね。願いの植物はなの方が万ばん事じ上手うまくいったとして、その耳の飾りはどうする？」

　だが、今度は尾田が作業の手を止めて、俺の耳の飾りを指さすと、そんな疑問を提示する。

「〝雨の鳥〟の方はひとまず雨緒に任せることにしたから……雨緒が〝雨の鳥〟を捕まえれば、外れるんじゃないか？」

　俺はつとめて楽観的な考えを口にしたが、

「……かのう様の呪じゆ具ぐですから、どうでしょう？」

　羽黒は少々不安になるような台詞せりふと共に首を傾かしげて、室内には重く、嫌いやな沈ちん黙もくが落ちる。

「きゃー、多加良ちゃん！　彩波だよっ！　いい歯白い歯彩波だよっ！」

　その重苦しい沈黙を破ったのは、この上なく明るく弾はずんだ声だった。振り向かなくても誰かはわかっていたが、振り向けば、そこには見慣れたツインテールの少女──和彩波がいた。

　そして、声以上に弾んだ足取りでもって室内に入ってきた少女は、そのまま俺の方に駆かけてくると、軽くジャンプして、俺の腕うでの中にダイブしてくる。

　この春、中学三年生に進級した彩波だが、身長も体重も未まだ小学生並で、俺は反射的に椅い子すから立ち上がると、いつも通り軽く受け止めた。

「みんな元気？　彩波は虫歯が一個もなかったから元気だよっ！」

「それは良かったな」

「虫歯がないのはなによりですね」

「うん、歯医者通いはたいへんだからね」

　顔立ちもあどけなく、俺達はつい子どもに接する気分で言葉を返してしまう。

「でも去年は一つ虫歯があったのよね。私は虫歯になったことなんて生まれてから一度もないわよ」

　だが、そんな彩波に唯ゆい一いつ張り合うような言葉を向けたのは桑田だ。どういうわけか彩波と桑田は相あい性しようが悪く──その割に、彩波の虫歯の数を把は握あくしたりもしているのだが──俺を間に挟はさんでは睨にらみ合う。

「彩波だってもう虫歯にならないもんっ！　彩波の歯はいい歯だよっ！」

「あー、えーと、彩波さん。こんな時間にどうして高等部に？」

　せっかくあの妙みような沈黙から解放されたというのに、また別の種類の沈黙に支配されそうな雰ふん囲い気きを察知した尾田は、話題を変える。

　言われてみれば、中等部の授業を既に終え、洋服に着き替がえているとはいえ、彩波がこの時間に高等部にいるのはおかしい。

「えーっとね、多加良ちゃんの大事な立候補届が行方ゆくえ不明になったって聞いたから、彩波は探し物のお手伝いをしようと思って来たんだよ！」

　にっこり笑いながら、彩波は膝ひざ丈たけのパンツのポケットから虫むし眼鏡めがねを取り出した。上のベストといい、普ふ段だんはスカート姿の多い彩波にしては珍めずらしい仕度だと思ったら、どうやら少年探たん偵てい団だん、な気分だったらしい。

「……彩波。せっかく来てくれたのに悪いが、もう立候補届は見つかったんだ」

　言いながら、俺はポケットからそれを取り出すと彩波に見せた。

「えーっ？　もう見つけちゃったの？　見つかったのはよかったけど、でも彩波、鑑かん識しき班はんも連れてきたのに……」

　既に探偵の出番は終しゆう了りようしたのだと告げれば、案の定、彩波は肩かたを落とす。

「鑑識班？」

　そんな彩波を横目に見つつ、羽黒はその単語に興味を誘さそわれたように首を傾げる。

「……花南ちゃん、扉とびらの陰かげをそっと見て」

　桑田は軽く頭痛を覚えたように額を押さえながらも、羽黒に小声で教えてやる。

「ああ……さすが和家だよね。鑑識班まで存在するんだ」

　一足先にその存在を見つけて、尾田は半分呆あきれたようにそう言った。

「本当です、いらっしゃいました」

　そして、一いつ拍ぱく遅おくれてそちらを向いた羽黒の目には、いつもはスーツの黒服達が、黒のつなぎに、「鑑識」と書かれた腕わん章しようを付けている姿が映っていた。

　彼らの足あし下もとには何やら道具の詰つまっていそうなトランクがあって、いつものことながら彩波のガードはそれなりに大変そうだと俺は少しだけ同情する。

「多加良ちゃんお手伝いできなくてごめんね」

「いや、それは別に気にしなくていい」

　まだ落ち込んで俯うつむいている彩波にそう言いながら、俺は鑑識班兼けんボディーガードの三名がそっと部屋の扉を閉めるのを見届けた。

「またの機会……っていつあるかわからないけど、彩波さんと鑑識班の皆みなさんには活かつ躍やくしてもらえればいいからさ」

「うん、そうだねっ！　次は彩波がんばるよ！」

　そして、尾田も慰なぐさめの言葉をかければ、ようやく彩波は顔を上げて、にっこりと笑ってくれたのだった。

「でもね、かのう様も心配してたんだよ？　多加良ちゃんは選挙がとっても大事そうだからって」

　彩波はいつも通り、実に無む邪じや気きに、親しみを込こめてその名を口にするが、俺達は彩波がかのうの名前を言う度たびに、少し身構える。

　彩波がかのうの憑より坐ましである以上、その名を呼ぶのは自然なことだし、仕方ないが、俺達の方もこれはもう身に付いてしまったことなのでどうしようもない。

「……そういえば、かのう様の作られた鳥かごの呪具、使えませんでしたよね。なぜだったんでしょう？」

　しかし、それが呪具イヤリングへの好こう奇き心しんから出た無意識の問いだったとしても、その名を口にしてしまった羽黒はやはり迂う闊かつと言うべきだろう。

「……羽黒」

　俺が軽く咎とがめる視線を送れば、羽黒はやっと気付いて口を押さえた。

「そうなの？　でも、かのう様がそんな失敗をするとは思えないよ……」

　羽黒の話を聞くと、彩波は小さく首を傾かしげて、俺の耳みみ許もとをじっと見つめる。

「多加良ちゃん、似合ってるねっ！」

　それから無邪気にそう評して──そのまま静かに目を閉じた。さらにゆっくりと呼吸を整えていくのを見て、

「……嫌いやな予感がするわ」

　桑田が呟つぶやいたが、それを感じ取ったのは俺や尾田、羽黒も同じだった。

　そして、その予感は見事に的中する。

　目を灼やく刹せつ那なの閃せん光こう。眩まぶしさに反射的に目を瞑つぶっても、瞼まぶたを透とう過かして光は目に届き、閉ざし忘れた耳には、もはや聞き慣れた連環わの鈴すずのような響ひびき。

　しゃらん、というその音を合図に目を開ければ、瞼の裏で思い描えがいた通りの姿がそこにはあった。

　金の瞳ひとみに悪戯いたずらな光を宿し、銀糸の髪かみをかき上げながら、紅あかい唇くちびるに笑えみを刻んで──さっきまで彩波が居たその場所に、いまはかのうが佇たたずんでいた。

「機き嫌げんはどうかの？」

　開口一番、かのうは俺達の気分を尋たずねてきたが、

「良いわけないだろ」

　俺はいつも通り、愛想の欠片かけらもない声と表情で応じる。尾田達も同じように頷うなずけば、

「おや、それは困ったのう」

　かのうは大おお袈げ裟さなまでに柳りゆう眉びを歪ゆがめてみせる。

「困っているのは俺だ。とっととこの耳みみ飾かざりを外せ」

　正直、一日に二回もかのうと会いたくは無かったが、この際だからと俺は耳の鳥かごを示して、正当な要求をする。

「うむ、似合っておるのう。なれど……かごの中はまだ空だのう」

　わずかに双そう眸ぼうを細めて、かのうは小さなかごの中を覗のぞくと、不満そうに首を傾げた。

「空なのは当然だ。肝かん心じんの時にも鳥かごは、この大きさのままだったんだからな」

　いくら〝雨の鳥〟が手乗りサイズだったといっても、親指の先程ほどもない中に入れるはずがない。

「というわけですから、速すみやかに外してもらえますか？」

　俺に続いて、桑田も訴うつたえかければ、かのうは今度は逆方向へと首を倒たおした。その小さな動きにも銀の髪はさらさらと肩から零こぼれていく。

「はて？　妾わらわはもしや多加良に説明しなかったかのう？」

　若く見えて実じつ年ねん齢れいは軽く二百を超こえている妖よう怪かいもどきは、そう言いながら腕うでを組み、右に左に首を傾げる。

「一言も聞いていないな」

　やはり、脳の衰おとろえは回かい避ひできないものらしい。今日の出来事を思い出せないとは致ち命めい的てきだ──或あるいはただとぼけているだけなのだろうが、俺は事実を告げる。

「けど、もう説明はいらない。とにかく邪じや魔まだから外せ」

　更さらに、かのうの目を見み据すえて、もう一度そう命じた。

「その耳飾りには〝雨の鳥〟が現れれば熱を帯びるという仕し掛かけまで施ほどこしたのだがの……多加良、わからなかったかの？」

　しかしかのうは、俺の言葉が聞こえなかったふりで、逆に俺に尋ねる。

「……確かにそんな感覚はあったが」

　確かに思い当たる節があったから、とりあえず俺は答えを返してやる。

「ふむ。ならば上手うまく作れたということだのう。多加良、今度その耳飾りが熱を帯びたらの、時計回りに五回まわしてみよ。そうすれば、鳥かごは耳から外れ、もとの大きさに戻もどるからのう」

　そうすれば、正直今いま更さらな説明をかのうは俺に寄よ越こした。

「試ためしに回してみたら？」

　もしかしたら外れるかもしれないと、尾田に言われて俺は早さつ速そく試みたが、五回そうしたところで何も起きなかった。

「〝雨の鳥〟が現れている時でなければだめだのう」

　俺の一連の動作を見届けた後で、かのうはそう言うと、くすりと笑い肩かたを揺ゆらす。

「だったら今、お前が外せばいいだけだ」

　相変わらずの態度に苛いら立だちながら、俺はかのうに尖とがった声を向ける。

「それでは、鳥が捕つかまえられぬであろう？　それに……〝雨の鳥〟は一刻も早く捕まえた方がよいと思うのだがのう？」

　このままでは、話は延々と平行線を辿たどるだけだ──そう悟さとって、俺が別の方向からのアプローチを考え始めた時、かのうはふいに思わせ振ぶりな声と視線を送ってくる。

「あの……雨が降らないというお話ならもう聞きましたけど？」

「それ以外にまだ何かあるのかしら？」

　そんなかのうの素そ振ぶりに不安を覚えたのか、羽黒と桑田はそれぞれ表情を曇くもらせながら問いかける。

「いやのう……もっと真しん剣けんにやらぬと危あやういことになるやもしれぬかも、とな」

　そして、妖怪もどきは中空で頰ほお杖づえをついてみせ、その体勢のまま、かのうは不意に笑みを消す。

「危うい？　どういうことだ？」

　俺が警けい戒かいしながら尋ねれば、尾田も僅わずかに頰ほおを緊きん張ちようさせてかのうの答えを待つ。

　そうして十分に皆みなの視線が自分に集まったところで、かのうはおもむろに口を開いた。

「妾も少しは雨の鳥のことを調べてのう。まあ、ちと怖こわかったがのう。……〝雨の鳥〟とは水気がなければ地上では長くは生きられぬというは、雨緒殿どのに聞いたかの？」

「ああ」

　雨緒が俺達と別行動しているのはとっくに承知しているようで、かのうはその消息は気にせずに、名前だけを出しながら、俺達に尋たずねた。

「けれど、地上には〝雨の鳥〟の本来の住すみ処か程の〝水気〟はないのう。であるならば、水気の足りない場所で鳥はどうするかのう？」

「う……ん？　どうにかして水を得ようとするだろう、な」

「妾もそう思うの。おそらく無理にでも補うのう……人の身体からだの中にある何かしらの水分からのう」

　俺が簡単な推測を口にすれば、それを一歩進めた考えをかのうは披ひ露ろうしてくれて。

　俺は、芽め吹ぶいたばかりの五藤の植物を思い出す。破れたというよりも、ついばまれたようなあの双ふた葉ばを。

「多加良、もうわかったかの？」

　そうして向けられる真しん摯しな眼まな差ざしに、俺は頷うなずくしかない。

「さっき見た五藤の植物は葉がついばまれていた──つまり、鳥は願いの植物はなから、水を得ようとしているわけか」

「ご名答」

　確かく認にんをとれば、かのうは軽い調子で返して寄越したが、正直全く嬉うれしくない正解だ。

　俺とかのうの不ふ穏おんな会話に、尾田達も心なしか青ざめている。

「……つまり、〝雨の鳥〟の潜せん伏ぷく先は五藤なんだな？」

　そして、懸けん命めいに平常心を保ちながら、俺はかのうに確かめる為ための問いを向けた。

「おそらくのう」

　確証は無いという口調で答えは返されたが、かのうの表情を見る限りではそれなりの確信があるようで、俺は両の拳こぶしを握にぎりしめた。

「願いの植物が枯かれることも、あるのか？……願いの植物が枯れたら、人間はどうなる？」

　冷静を装よそおいつつ俺は尋ねたが、この質問に尾田達は更に不安げに表情を曇らせる。

　枯れた植物なんてものはまだ見たことがないが、もしも花が咲さく前に枯れてしまったら、その宿主ともいうべき人間がどうなるのか、わからない。だからこそ、俺はかのうに聞かずにいられなかったのだが、

「さてのう……一番の願いを失うだけか、或いは植物と共に枯れてしまうのか……妾わらわにもわからぬのう。なれど、妾にとっても大切な植物が枯れるのは好ましくないのう」

　けれど、かのうの答えはどこか曖あい昧まいで、ただそれを憂うれうように軽く目を伏ふせる。

　それを聞いた俺の脳のう裏りには枯れた植物と、まるでミイラのような人間の姿──最悪の場合の想像が浮うかんでしまって。

　俺はその映像を振ふり切るように、強く頭を振った。

「ああ、わかった。とにかく〝雨の鳥〟を早く捕まえればいいんだろう。……そうしないと、生徒会長選までかき回されそうだからな」

　敢あえて強い台詞せりふと共に俺はかのうを見据えて言った。

「うん、そうだよね。早く〝雨の鳥〟を捕まえればいいんだ」

「それと……願いの植物を摘つめば」

「あとは生徒会長選挙に勝つだけです！」

　そうすれば、尾田達も不安を追い払はらうように声を上げ、俺はみんなの言葉に強く頷いた。

　そんな俺達を見て、かのうもまた満足げな笑えみを浮かべた……と俺は思ったのだが。

「ふむ……やはり生徒会長選挙とは楽しげだのう。ならば、もう少し趣しゆ向こうを添そえれば更さらに楽しくなるかのう？」

　次の瞬しゆん間かん、この笑みはまったく別種の物だと気付く。そしてかのうはその紅い唇くちびるをゆっくりと開いて、俺は直感的にこの先の言葉を聞いてはならないと思う。

「みんな、耳を塞ふさげ！」

　俺は三人に急いで指示を送ったが、

「……そうだのう、見事〝雨の鳥〟を捕とらえた方には、叶野学園高校生徒会長の座、を与あたえようかのう」

　俺を含ふくめ、全員が両手を耳にあてるよりも、かのうの声の方が早かった。

「な……にを言っている」

　残念ながら耳に届いてしまったその台詞に、俺は耳を疑う──生徒会長の座を与える、だと？

「多加良がかように求めるものならば、賞品としては十分であろう？」

「生徒会長の座は神聖なものだ！　だからわざわざ選挙をするんだぞ！　そんなズルみたいな話が許せるかっ！」

　大勢の中から選ばれてこそ意味があるのだ、と俺は拳を握りしめて、かのうに強く訴うつたえる。

「ならば、多加良が先に鳥を捕らえた場合は公平な選挙とやらに委ゆだねればよいではないか？」

　更にそう告げて、赤い唇に楽しげな笑みを刻んだ。

　蠱こ惑わく的でさえあるその笑みに、免めん疫えきのない者ならば吞のまれただろうが、

「かのう様、ふざけるのはその辺にした方がいいですよ」

　慣れている尾田は、一歩進み出るときっぱりとかのうに言ってくれる。

「妾はふざけてなどいないがのう。新たな提案をしているだけだがのう」

「あの、そんな勝敗を決めるようなことに意味はないと思います」

　三つ編みの先せん端たんを握りしめながら、羽黒もそう言えば、隣となりで桑田も頷いた。

「そうかのう？　……そなた達、雨緒殿とは仲なか違たがいしてしまったようだしのう。どうせ別々に動くのならば勝敗がついた方が……うむ、おもしろいのう」

　かのうが何を考えているのかわからないのはいつものことだが、今日はいつにも増してわけのわからない思考回路がうなりを上げているようだ。

「ちっとも面おも白しろくない」

　これ以上、その回転数を上げないように、俺は堪こらえて堪えて、低く告げる。

「心配せずと、これからそうなるように、妾が趣向を凝こらすゆえ、安心しているがいいよ」

　だがその甲か斐いもなく、かのうは非常に満足した様子で、深い笑みをその唇に刻み。悪戯いたずらな笑みを湛たたえたまま、空中をするりと移動して、今度は俺の側そばに立つ。

　その上で、わざわざ腰こしをかがめ、俺の耳の飾かざりに軽く触ふれて、

「では……準備もあることだし、妾は暇いとましようかの」

　連環わの響ひびきに混ぜてかのうはひどく楽しげに言ってくれて。ついさっきまでの深刻な雰ふん囲い気きなど、もはやどこにも見あたらず、俺は結局またかのうの暇ひまつぶしに巻きこまれたことを知る。

「……そうですね。暇つぶしの人にはさっさと帰っていただきましょうか」

　同じくそうと悟さとった桑田は、冷たい殺気を放ちながら、一歩また一歩とかのうに近付いていく。

「この程度、すきんしっぷにも入らぬと思うのだがのう……ほんに美名人は初うぶというか狭きよう量りようというか」

　更にかのうがぼそぼそと呟つぶやけば、桑田の放つ冷気は実際に室温を下げそうなレベルにまで膨ふくれ上がる。

「ああ、もう、更に煽あおるようなことを言わないでくださいっ！」

「と、とにかくお帰りを！」

　尾田と羽黒は青ざめながら、二人の間に割って入り、とにかく両者の距きよ離りを開けようとする。

「……桑田、万が一彩波に当たったらまずいから、ここは堪えろ」

　俺もさすがに危険を感じて、諭さとすように桑田に言う。

　それでようやく桑田の足は止まったが、その双そう眸ぼうは冷たい炎ほのおを宿したまま、まだかのうを見み据すえていて。

「ほほ。美名人をからかうも楽しいがのう……妾わらわもまだ命は惜おしい故ゆえ、消えるとしようかのう」

　その言葉に再び桑田の拳こぶしに力が入って、それが振ふり上げられる寸前で、短い光の点てん滅めつが俺達の目を塞ふさいだ。

　そして、目を開ければ、今までかのうが居た場所には、ふらふらと足あし下もとも覚おぼ束つかない彩波がいるだけだった。

「彩波さん、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　慌あわてて羽黒が駆かけ寄っていき、その体を支えれば、彩波は疲つかれた顔にそれでも笑みを浮うかべて答える。

「大丈夫だよ……彩波はちょっとお休みすればすぐに復活だよ」

　羽黒の肩かたを借りながら、その場に立ち上がってみせたが、顔色は冴さえない。

「彩波、疲れているなら座っていろ」

　見かねて俺が言えば、彩波は一いつ瞬しゆん躊躇ためらった後、結局ゆっくりと腰を下ろして、ひとつ息を吐ついた。やはり相当疲れていたらしい。

「外の黒服……鑑かん識しきさんを呼んでくるわ」

　桑田はさっきまでの冷気を見事に消すと、扉とびらの方へと向かった。こういう場面では桑田は彩波を気き遣づかうのだから、二人の関係はやはり不思議なものだと思う。

　そんな二人の姿を見ながら、俺はかのうが新たに思いついてくれた厄介事たくらみのことを思い出して重いため息を吐いた。

「……結局、願いの植物はなに〝雨の鳥〟、生徒会長選挙まで」

「フルコースだね」

　尾田は乾かわいた声で呟きながら、俺に同情的な視線をくれて、それから俺と同じようにため息を吐いた。

「それでも、何とかしないわけにはいかないけどな」

〝雨の鳥〟が想像以上に厄介なものだと判明した以上、あまり悠ゆう長ちように構えていられない。そこに願いの植物、加えて生徒会長の座の行方ゆくえまでかかったとなれば尚なお更さらだ。

「まずは……五藤の植物を鳥から守ることが最優先か」

　椅い子すにかけ直しながら、俺はまずそう考えを口にした。

「五藤君の植物を守るってことはつまり、一日も早く開花させるってことだよね？」

　それを聞いて、自分の考えを確かめるように尾田は尋たずねてくる。

「ああ、そうだ」

　そう、開花したものを俺が摘つみ取ってしまえば、もう鳥に食われる心配は無くなる。

　かのうが言った勝負はともかく、〝雨の鳥〟の捕ほ獲かくも早いに越こしたことはないのだが、それは雨緒とも話してみなければならないだろう。

「彩波、雨緒は和邸ていに滞たい在ざいすることになっているのか？」

　以前、キララという神様族の宿しゆく泊はく先が和邸だったことを思い出して、俺は鑑識班に抱だきかかえられた彩波に問いを向ける。

「うん……昨日は彩波のお家うちに泊とまったから、多分今日もそうだよ」

　そうすれば、彩波は軽く首を持ち上げて応こたえてくれたが、顔色はまだ悪い。

「だったら、俺達が話し合いを持ちたいと言っていたと、伝えて貰もらえるか？　もちろん、ゆっくり休んだ後で構わないからな」

　今日はもうこのまま帰宅する彩波に俺は雨緒への伝言を頼たのんだ。

「わかったよ、ちゃんと伝えるからね。あ……でも、多加良ちゃん達も雨緒様を見かけたら、お夕飯の時間は今日も七時だって言っておいてね」

「了りよう解かいしました。彩波さんもちゃんと休んでくださいね？」

　逆に彩波からも言付けを頼まれて、心配そうにその顔色を窺うかがっていた羽黒がしっかりと頷うなずけば、彩波は安あん堵どに頰ほおを緩ゆるめた。

　そして、鑑識班は彩波を抱きかかえたまま、軽く目礼をすると俺達に背を向けた。

　彼らの姿が美術研究室から完全に消えたのを見届けると、

「いま、何時だ？」

　俺は誰だれにともなしに時刻を尋ねた。

「もう……五時を回ってるわ」

　ベルトの細い腕うで時ど計けいを確かく認にんして、俺に教えてくれたのは桑田だった。

「あ、もう完全下校時間なんだ」

　それを聞いた尾田は、少々慌てた様子で窓の外を見た。大分陽ひは長くなったが、それでも外の景色は既すでに夕暮れのそれだった。

「まだ、ポスター作りも、終わっていません」

　どうやら思った以上の時間をかのうに取られていたようで、羽黒は眉まゆを八の字に寄せながら、机の上の書きかけのポスターを指さした。

「……悪いが、ポスターは各自家で仕上げてくれるか？　俺も月曜までにはキャッチフレーズを考えてくるから。生徒会長戦の準備は日曜で終わらせて、月曜からは……更さらにハードスケジュールで動こう」

　俺は今後のスケジュールを頭の中で組み立てると、みんなにそう告げた。

「そうね……そうすれば月曜からは願いの植物に」

「〝雨の鳥〟さんに」

「生徒会長選挙に、立ち向かえるはず、だよね」

　そうすれば、三人は互たがいに言葉を繫つなげてそう言ってくれた。

「じゃあ、そういうことで、今日は解散だ」

　こうして俺達は長い一日を終えたのだった。
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　街灯がささやかに照らす路地裏を、一人進む影かげがあった。

　よく見ればそれは華きや奢しやな少女で、またその足取りはどことなく覚おぼ束つかない。

「……こちらに、〝水気〟を感じる、のじゃ」

　同じく声も軒のき先さきからぽつりぽつりと落ちる雨う滴てきのように今は弱々しい。

　ふいに足を止めて少女は空を見る。今こ宵よいの月は細く頼たよりなげで、暗い空に少女は眉を曇くもらせた。

「ふん。大だい丈じよう夫ぶ、なのじゃ。一晩くらい、歩き続けられる、のじゃ。それに……飯めしとて一食や二食どうということ、も……」

　強気な言葉を吐はきつつ、少女の視界ではぐるぐると月が星が回り始めている。

　そして、ついに少女は膝ひざから地面に崩くずれ落ちた。

「くっ……〝雨の神〟が地上で行き倒だおれるとは……世も末じゃ」

　意識を手放す寸前、少女はそんなことを呟つぶやいていた。

　少女が意識を失って一分も経たたずに、路地裏には新たな人ひと影かげが現れる。それも一つではなく二つ。

　一つは背が高く、もう一つはやや低い。

「……これが世に聞く、行き倒れってものか」

　車通りの無い路地裏とはいえ道の真ん中で倒れている少女を見て、けれど背の高い方の影は妙みように落ち着いた声でそう言った。

「うん、ぼくも初めて見たよ……って、冷静になってる場合じゃないから！　助けてあげないと！」

　片割れのテンションに引きずられて、一いつ瞬しゆん冷静に答えてしまったものの、もう一つの影──つまり背の低い方はそう言うと、慌あわてて少女の傍かたわらに膝を付いた。

「あ、よかった。息はしてる。ちょっと気を失ってるだけみたい」

「そうか。でも助けるのはいいけど、うちはマンションだから飼えないな」

「ぼくの家は一いつ軒けん家やだから……そうじゃなくて、人間の女の子を飼うとか言っちゃだめだよ」

　冗じよう談だんとも本気ともつかない言葉を繰くり返す影と、それをたしなめる影のやりとりはまるで寸劇のようだった。

「……むう、無礼者ォ」

　その声が届いたようなタイミングで少女が声を上げれば、

「あ、気付い……てないね」

　小さい方の影はそう言いかけて、それが寝ね言ごとだったと知る。

「それと知らない人間と口を利きくのは……」

「そうだね知らない……ううん、知らなくないって。ええと、確か今日秋庭先せん輩ぱい達と一いつ緒しよにいた……三組の雨緒さんだよ。和家の遠とお縁えんだっていう」

「確かに叶野学園の制服を着ているけど、三組の……雨緒？　アマオ、アマオ……ああ、雨緒だ。おれ達の幼なじみの、雨緒だ」

「うん……幼なじみの雨緒ちゃんだ。小学校から一緒の雨緒ちゃんだよ」

　途と中ちゆうから記き憶おくが、認識が変わっていることに気付かないまま、二人の影は会話を続ける。

「じゃあ、とりあえず今日はぼくの家に運んでおこうか」

「起きたら、こんなところで行き倒れるなって、しっかり言い聞かせないとな」

　そして、二つの影は、それぞれ片方ずつ少女──雨緒の肩かたを預かると、ゆっくりと歩き出したのだった。

「……むぅ。雨の日には傘かさが必要か……人間？」

　半ば引きずられ、ぼんやりとした意識の中で、雨緒は無意識に問いを発する。

「そうだねぇ。ちょっと位の雨ならいらないかな」

「俺は……傘なんて邪じや魔ま。濡ぬれた方がいいな」

　穏おだやかに二つの影は答えて、雨緒の唇くちびるには微かすかな笑えみが浮うかんだのだけれど、その夜、それに気付く者はいなかった。

『これで、数はそれなりに公平になったし、趣しゆ向こうとしても面おも白しろくなったのう』

　一つから三つに増えた影を見送り、何者かが呟いたが、その声は誰にも届くことなく闇やみの中に消えた。

　こうして、その夜。雨の神は二人の少年に拾われてしまった──何者かの演出によって。
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　君は太陽ひかり。いつも眩まぶしく道を照らす。

　君は月輪ひかり。いつもやわらかく道を照らす。

　君は照明ひかり。どんな日にも道を照らす。

　それをずっと、当たり前のことだと思っていた。

　でも、それなら、君の歩く道は誰だれが照らすんだろう。

　ぼくは、ある日、そのことに気付いたけれど。

　その答えはまだ出ていない。
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　叶野学園全生徒の気持ちをがっちりわしづかみにするような、素す晴ばらしいキャッチフレーズを延々と考え続けた日曜を挟はさんで迎むかえた月曜日。

　今日も朝から晴天で、空には雨雲どころか雲一つ見当たらない。

　羽黒の署名と印いん鑑かんをもらい、立候補届は朝の内に提出することが出来たし、このまま放ほうっておけばずっと叶野市に雨は降らない──と、告げられてさえいなければ爽さわやかで実に気持ちの良い日だった。

　昼休みには、生徒会長立候補者の中には俺の氏名も加えられて、掲けい示じ板ばんにきちんと張り出されていた。これが学校中の掲示板に貼はられていると思うと、いよいよ気が引き締しまる。

　昼食もそこそこにそれを確かめにきた俺は、ついでに他ほかの立候補者の名前も確かく認にんする。立候補者には届け出順に番号が振ふられていて、一番は鈴木に取られたが、まあ五番というのも悪くない。むしろ残り物には福があるから好都合だ。

　けれど、俺の顔色は今一つ晴れなかった。選挙用のキャッチフレーズも、明日から始まる遊ゆう説ぜいの原げん稿こうもすでに準備万ばん端たん整っているにもかかわらず、だ。

　理由は自分でわかっている。一つは選挙戦と平行して、速すみやかに願いの植物はなを咲さかせ、〝雨の鳥〟を捕つかまえるという課題をクリアしなければならないこと。もう一つは、邪魔な耳みみ飾かざり。

　そして、残る理由は、土曜の夜から雨緒が姿を消したままであるということだ。はっきり言ってこれが俺の憂ゆう鬱うつの最大の原因である。

　叶野市に滞たい在ざいしている間は、雨緒は和邸ていで衣食住の提供を受けるはずだったのに、それが昨日、おとといと二晩続けて帰ってこなかった。その為ため、和邸はちょっとした騒さわぎになったらしい。

　その余波は当然、俺達の方にもやってきて、一緒に捜さがせとは言われなかったものの、見かけたら和邸に知らせるようにと、メイドのワカナから連れん絡らくがあった。

　神様族なのだから、姿を消すこともあるだろうとは思いつつ、俺は昨日は携けい帯たいの電源をオンにしたまま眠ねむった。だが、そこに雨緒発見の報しらせが来ることはなかった。

　昼休みまでに、連絡がこなかったら、とりあえず校内を捜してみようと考えながら、今朝は登校してきた俺だ。

「校内にいればいいけどな」

　さっそく行動に移ろうかと、俺は掲示板の周囲の人波に目を走らせた──そこにいることはあまり期待せずに。

　案の定、そこに雨緒の姿を見つけることは出来なかった。

「ん？　みんなも見に来たのか」

　代わりに俺は尾田達の姿を廊ろう下かに見つけて、手を上げた。

「うん。やっぱりもう張り出されてるね」

「選管、けっこう仕事が速いわね」

「そうですねぇ」

　俺の名前をそこに確認しながら、三人はそれぞれの感想を口にした。

「向坂がよくまとめているんだろうな」

　俺はそう言いながら、今もしっかり耳についている鳥かごの耳飾りに何となく触れてしまう。クラスメイトはともかく、教師の目にそれが入らないか、俺はかなり心配したが、午前の授業中も隠し通せた今はその心配も大分薄うすれていた。もっとも邪魔であることに変わりはないが。

「……あんまり触さわると目立つんじゃないかしら？」

　そんな俺の仕草を目め敏ざとく見つけて、桑田は忠告をくれる。

「わかってるんだけどな」

「やっぱり落ち着かないんだよね」

　装そう飾しよ具ぐに縁えんのない男子の気持ちを、尾田が代弁してくれて、俺は大きく頷うなずいた。

「ところで、雨緒さんは？」

　耳飾りの話が一段落すると同時に、羽黒が不安げに問いかけてきたので、俺は答えようと口を開きかけたのだが、そこで不意に俺の耳に不ふ愉ゆ快かいな旋せん律りつが入ってくる。

「にんにんにんにんにんじんはー」

「にんにんにんにん緑黄色野菜デスヨー」

　能天気な鈴木の調子はずれの歌声に、なんだか可愛かわいらしい鈴すずを転がすような声が続く──ただし、こちらも鈴木の旋律に倣ならっているため、不快なことに変わりはない。

　出来れば耳を塞ふさぎ、踵きびすを返したいところだが、周囲に少なからず生徒がいる状じよう況きようを考えると、敵前逃とう亡ぼうと誤解される可能性がある。

「……今日はオレンジ色よ」

「忍しのびの者なのに忍ぶ気がないよね……もしかして『笑点』を意識したバリエーション？」

　桑田と尾田は既すでに逃亡を諦あきらめて、廊下の先を見み据すえると冷えた声でそう言う。

「鈴木さん、こんにちは」

　ただ一人、羽黒だけは驚おどろきつつも、律りち儀ぎに挨あい拶さつをしている。

「やっほー、花南っち！　みんなもやっほー」

　手を振る鈴木に尾田は軽く会え釈しやくを返してやるが、俺と桑田はそんな優やさしさは持ち合わせていない。

　全校生徒の皆みなさん、今日も鈴木くんは何も考えていません。どうか、選挙では俺に清き一票を──俺は出来る限り鈴木を視界に入れないように努めながら、心の中で呪じゆ文もんのようにそう唱えて精神を落ち着かせる。

「あらあら、こんなところで副……秋庭くんご一行に会ってしまったデスヨ」

　しかし、別の声がすれば、俺は反射的に声の方に首を巡めぐらせてしまった。

「あ？　東雲しののめ？」

「はい、そうデスヨ。三年四組東雲しののめ小こ蒔まきただいま参上デスヨ」

　けっして大おお柄がらではない鈴木の影かげに隠れてしまう位、小柄なその少女は俺の呼びかけにわざわざ自己紹しよう介かいをしてくれる。

　腰こしまで届く、真まっ直すぐで豊かな黒くろ髪かみ。目鼻立ちは全体的に小こ振ぶりなものの、バランスよく配置されているため、日本人形のように愛らしい。その顔立ちと高校三年生とは思えない、１５０センチを下回る身長が相乗効果となって、一部ではマスコット的に可愛がられている、それが東雲小蒔だ。

　けれど、東雲が鈴木と一いつ緒しよにいる理由が、単純にわからなくて俺は首を捻ひねる。

　東雲の背後、俺の視界の隅すみで鈴木がちょろちょろと動いているのはこの際無視しておくとしても、この疑問は解決しておきたい。

「イ……東雲さん、本当にあの計画実行に移したんだ」

　だが、俺の隣となりに立つ尾田はその理由に心当たりがあるような口ぶりで小さく呟つぶやく。

「尾田？　どういうことだ？」

「尾田さん？　どうかしましたか？」

「ごめん、多加良。これは僕からは言えない」

　しかし、俺が問えば尾田は唇くちびるを引き結び、気き遣づかう羽黒からも顔を背そむけて、頑かたくなに答えることを拒こばむ。

「あー、それはあたしが説明するね」

　そうすれば、見かねたようにもう一人、俺達の前に現れる。アレは、確か……

「あら、灰はい谷たにさん」

　俺の喉のどまで出ていた名前を、桑田が呼べば、その女生徒は頷いてみせた。そう、俺の前に現れたのは、不運なことに鈴木と同じ二年三組になってしまった灰谷かさねだった。

　横に真っ直ぐに切り揃そろえられた前髪に、やはり真っ直ぐに切り揃えられたサイドの髪は今風に言うとショートボブなのだろうが、正直おかっぱ、と言った方がしっくりくる。だが、そんな髪型をしているものの、顔立ちは端たん整せいで、スレンダーな体型も手伝って、灰谷の全体的な印象はシャープで都会的である。

「こんにちは、みなさん。あ、桑田さん、この間は辞書を借してくれてありがとう」

「ううん、別に」

　理系と文系に分かれているものの、必修の英語の授業で使う辞書は同じ物だ。だから、それなりに親しくしているらしい桑田と灰谷の会話は自然だった。

　だが、桑田に向けていた笑え顔がおを灰谷は不意に曇くもらせる。

「……そんな親切な桑田さんに、報告しないといけないことがあるんだ。えー、灰谷かさねはこの度たび、鈴木朔くんの推すい薦せん者しやになりました」

　灰谷の報告に、桑田はわずかに目を見開く。それは、桑田にしてみれば十分に驚いているのだが、

「あれ？　あまりびっくりしていない？　知ってたかな？」

　灰谷はその表情を読み切れずに、そんな風に言って、桑田は小さく首を振ふる。

「知らなかったわ。ね、秋庭君」

　俺は俺で、鈴木に既に推薦者がついたことに衝しよう撃げきを受けて、しばし言葉が出てこなかったのだが、桑田に同意を求められてようやく我に返る。

「灰谷、本気で本当か？」

「うん。本気で本当。そっちの東雲さんと一緒に推薦者になったんだ。まあ、あたしはクラス委員長だから、ある意味お目付役なんだけど」

　終わりの方は、多少ボリュームを下げて、灰谷は肩かたを竦すくめて、仕方ないという感じで笑って見せた。

　そして、俺は鈴木にもう一人推薦者がいて、しかもそれが東雲だという事実にまた絶句する。

「お目付役か……確かに必要だよ」

　灰谷の言葉を聞くと、同じ北棟とうで授業を受けている尾田はどこか遠い目で言った。その理由は聞かずとも予想がついて、俺は黙だまって尾田の肩に手を置いた。

「そういうことなら灰谷、今度俺のＥＸボールを貸してやろう」

　それから俺は改めて灰谷に顔を向けると一つ提案した。

　鈴木の息の根を止めるのは俺だが、その暴走を止める手ならばいくらあっても構わない。

「アハハ。ありがと。でも、硬こう球きゆうはコントロールに自信がないからなぁ。鈴木くん、あたってもいい？　……って、あれ、鈴木くん？」

　が、鈴木のお目付役は俺達と話している間に早くもその姿を見失っていて、俺はこのお目付役の実力に不安を覚える。

「ふははは！　ここだよ、かさねっち！」

　そうして、鈴木の声だけが廊ろう下かに響ひびき渡わたり、灰谷はきょろきょろと辺りを見回す。

「ど、どこかな～？」

　しかし、灰谷は鈴木の姿を見つけることが出来ず、切れ長の瞳ひとみには焦あせりの色が浮うかぶ。

「……あー、桑田。この灰谷は意外とアレか？」

「そうね……この間辞書を忘れた時も、辞書のケースだけ持ってきて中身を忘れたなんて言っていたわ」

「……そうなんだ。僕、誤解していたよ」

「わたしは、なんだか仲良く出来そうな気がします、けど」

　だが、俺達三人はひどく醒さめた目で、灰谷の様子を見つめていた。羽黒だけは言葉通り、微笑ほほえみながら見守っていたが、

「鈴木くん？　ねえ、どこ？」

「……あの、後ろにいらっしゃいますよ？」

　さすがに見かねて──というか見えすぎていたというか──灰谷に答えを教える。

「その通り！　かさねっち、ぼくはずっと君の背中に隠かくれていたんだよっ！　これぞ忍にん法ぽう背中隠れの術！」

「しまった、完全に背中を取られてたんだ！」

　そして、そこまで鈴木が明かして、灰谷はようやく鈴木の姿を見つけ、心底安あん堵どの表情を浮かべた。

「うん、これからはボケとボケの時代やな」

　その、満足そうな声の主を俺は突つき止められなかったが、

「鈴木の時代はもはや終わった」

　それだけは確信し、断言することが出来た。

「そうね。既すでに秋庭君の時代が来ているんじゃないかしら？」

　そうすれば、桑田も心強い言葉をくれる。

「あれ、随ずい分ぶん自信満々だ。でも、勝負はやってみるまでわからないよ。あ、桑田さん達とライバルになるのはもちろんいやなんだけどさ？」

　桑田の言葉を聞いた灰谷がそう言えば、鈴木が励はげますように、灰谷の肩に手を置く。

「仕方ないよ、かさねっち。スーパー生徒会長忍者になるならば通らねばならない道なんだ！」

　そして、空いている方の手で、拳こぶしを作るとそれを高く上げてみせ、灰谷は一つだけ頷うなずいて応こたえる。

「そうデスヨ！　このわたしが鈴木さんについたからには負けないんデスヨ」

「……ああ、はい。頑がん張ばって」

　更さらに気合い十分の東雲が鈴木に続いて拳を振り上げれば、尾田はおざなりな声をかけた。

　その瞬しゆん間かん、黒目がちの東雲の目が尾田を見て、ぎらりと光った気がしたが、多分気のせいだろう。

「あ、そういえば多加良っちはぼくがばっちり立候補一番乗りしたのは知ってるかな？」

　けれど、ふいに思い出したように向けられた鈴木のその台詞せりふを気のせいにすることは出来なかった。

「ああ、知ってる。だが、一番が当選出来るという法則は無いぞ」

　本当はその数字へのこだわりがあったことを気取られないように平静を装よそおって──こういう時は常に不ふ機き嫌げんそうに見える俺の悪人顔も役に立つ──俺はそう言った。

「それよりも、鈴木。その格好で立候補届も出しに行ったのか？」

　ついでに冗じよう談だんみたいな忍しのび装しよう束ぞくを指さしながら尋たずねれば、

「もちろんデスヨ。ちゃんと受理されて、一番乗りデスヨ！」

　俺の問いにはなぜか東雲がＶサインで応え、鈴木はその隣となりで腰こしに手を当てて胸をそらす。

　こうして見ると、東雲は本気で鈴木を推すい薦せんし、応おう援えんするつもりらしい。……多分、さっき鈴木と一いつ緒しよに歌っていたのも東雲だ。

　俺は東雲の評価を改めることにする。鈴木レベルには達していないが要注意人物、と。

「忍び装束の下に制服着てたからね、問題なく済んだんだ」

　そこに更に灰谷が補足してくれたが、

「そういう問題じゃないと思うわ」

　桑田の言う通りだった。こんなヤツの立候補届を受理してしまった選管に俺は一いち抹まつの不安を覚える。ついでに、立候補に一番乗り出来なかったことが改めて悔くやしくなる。

「まさか、賄わい賂ろを渡したのか？」

　その不安と悔しさを滲にじませたまま低く問えば、

「そんなことはしてないよっ！　もう、そんなことを言う多加良っちにはこうだっ！」

　鈴木は珍めずらしく本気で怒おこった顔をして、何かを俺の方に投げてくる。

　掌てのひらと掌を横に擦こすり合わせるようなそのフォームは、手しゆ裏り剣けんを投げる時のそれ。

　だが、しかし。投とう擲てきされた物を軽く受け止めてみれば、それは小さな飴あめの包みだった。

「……飴？　何のつもりだ、鈴木？」

「ん？　だってほんとに手裏剣投げたら危ないから」

　鈴木は既に怒いかりを忘れた様子で、俺に笑え顔がおを向けてそう言った。

「あ……でもこれ、ロシアンルーレット方式だから気をつけてね！」

「かっ、辛からいよ！」

　鈴木は忠告めいたことを口にしたのだが、その時にはもう手て遅おくれだった。

　どうやら飛んできた飴をキャッチした灰谷は、それを食べ物と認にん識しきするとすぐに口に入れたらしい。

　俺が呆あきれて見ている間にも、辛さが喉のどに達してしまったらしく灰谷はむせて、羽黒がその背中をさする。俺の隣にいた桑田も見かねてそちらへ向かい。

「あれ？　かさねっちにあたっちゃったよ！　ごめんね！　確実に多加良っちにあたる予定だったのにどうしてかな？　あれ？」

　慌あわてて灰谷に謝りつつ、鈴木はしきりに首を捻ひねる。

　なるほど、鈴木、そういう作戦だったか。

　俺のよく通る声を羨うらやんでのことだろうが、これは立派な選挙妨ぼう害がいですね、スズキサン。

　ひとつ深呼吸して、俺は周囲に一いつ般ぱん生徒の姿が無いのを確認すると、

「それはきっとまだまだ忍にん術じゆつの修行が足りないってことだな。どうだ、鈴木？　これから修行に付き合ってやってもいいぞ？」

　鈴木には願ってもないだろう申し出をしてやった。

「えーっと、ヒーローが戦うにはまだ陽ひが高すぎるので、今日のところはいいでっす！」

「なんだ、遠えん慮りよしなくてもいいんだぞ？　幸い殆ほとんど人目もないし」

　俺はぼきりと手の骨を鳴らしながら、鈴木に迫せまっていく。

「……それは間ま違ちがいデスヨ。この東雲小蒔がばっちり見ているのデスヨ」

　だが、少々腰が引けつつも、東雲にそう脅おどされて、俺の頭はほんの少しだけ冷える。

「よ、よし！　今日のところは見み逃のがしてあげるよ多加良っち！　小蒔っち、かさねっちいくよっ！」

「わかったデスヨ。あ、でもこういう時はあの台詞を言いたいのデスヨ」

「え、あ、わかった」

　そうして、俺が動きを止めている──敢あえて作ってやった──隙すきをついて、鈴木達は踵きびすを返して逃にげ出していく。

『覚えてろよー』

　ものすごく、ベタな悪役の台詞せりふと共に。

「あれじゃ、ヒーローは無理だな」

　確信を持って俺は呟つぶやいた。

「……本当にあれが、雨う城じよう様よりも格上の神なのか？」

　だが、次の瞬しゆん間かん俺の耳に届いたのは、俺に同意する内容でもなければ、尾田達のものとも違っていた。

「あ、雨緒さんっ！」

「雨緒様と呼ぶのじゃ」

　羽黒に一いつ拍ぱく遅おくれても振ふり向けば、そこには確かに雨緒の姿があった。

　が、しかし、俺達は二日ぶりに見る雨緒の姿に、安あん堵どよりも先に違い和わ感かんを覚えてしまう。

　なぜなら雨緒の髪かみは土曜に別れた時のストレートヘアではなく、ボリュームとウェーブが増したそれで。更さらには叶野学園の制服──タイだけが水玉模様で違っていたが──を着ていたからだった。

　でも、ともかく無事だったことが確認できると、俺の心には心配させられたことに対する怒りが湧わいてきて、俺はつかつかと雨緒の方へと歩いて行く。

　数歩で俺は雨緒の前に立ち、説教をすべく口を開いた。

「雨……」

「こんにちは、秋庭先せん輩ぱい」

　が、俺の声の上に被かぶさるように、極きわめて朗ほがらかな声であいさつが寄よ越こされて、俺は一度口を閉じた。

　一瞬視線を彷徨さまよわせてみたものの、その声の主は既すでに俺の視界に入っていたから、探すまでもなかったが、俺はその胸の植物の様子を確認してから、

「五藤」

　その名前を呼んだ。一昨日おとといよりも確実に成長した植物の葉には、やはりついばまれた跡あとがあったが、それ以外の異変は見てとれず、五藤の顔色も悪くなかった。

「今日もいい天気ですね」

　その上五藤は屈くつ託たくのない笑顔を俺達に向けてくる。

「ああ、そうだな。で……雨緒。どうして五藤と一いつ緒しよにいるんだ？」

　短く答えると、俺は何となく五藤の笑顔から目を逸そらし、とにかく雨緒にそれを問う。土曜に一度顔を合わせていたとはいえ、今一緒にいる理由が俺にはまったく思いつかなかった。

　それは桑田達も同じで、首を傾かしげながら雨緒の答えを待っている。

　雨緒は寝ね癖ぐせを直そうとするように何度か髪を撫なでつけてから、ようやく俺の顔を見たが、その少し下がり気味の目には、どういうわけか俺以上の困こん惑わくが浮うかんでいる。

「ぼくと雨緒ちゃんはクラスメイトで幼なじみなんですよ。小学校からずっと一緒だったけど、高校でも同じクラスになるなんて思ってもみなかったんですけどね」

　だが、雨緒が口を開くまでもなく、俺の問いへの答えと、雨緒の困惑の理由は今の五藤の言葉でほぼ同時に明らかになった。

「そう……なのか？」

「はい、そうなんです。ね！」

　再度の確かく認にんにも、五藤に噓うそをついている気配は少しもない。そして同意を求められれば、雨緒も仕方なさそうに頷うなずく。

「……よくわからんが、一昨日の晩からそういう設定になっておるのじゃ」

　小声で補足して、雨緒は自分でもよくわからないとため息を吐つく。

　これは、おそらくかのうの悪ふざけの一いつ環かんだと、ここまでくれば推測がついたが、それでもいきなりの事態に俺は軽く目め眩まいを覚えた。だが衝しよう撃げきはそれだけでは終わらない。

「あ、そうです。秋庭さん、雨緒ちゃんもぼくの推すい薦せん人にんなんです。よろしくお願いします」

「……あの、五藤くん、いま何て？」

　更に告げられた台詞せりふに俺が絶句していると、代わりに尾田が確かめるように五藤に問う。

　その傍かたわらでは、桑田が既に眉み間けんを押さえ、羽黒はその白い面おもてにひたすらに困惑を浮かべて雨緒と五藤の顔を交こう互ごに見比べる。

「雨緒ちゃんはぼくの推薦人です」

　そして五藤は再度の問いにもまったく嫌いやがることなく、もう一度同じ言葉をさっきよりもはっきりと告げてくれて、俺達は揃そろって本格的な目眩に襲おそわれた。

「これ、五藤。我のことは雨緒様と呼ぶのじゃ」

「ええ？　それは家だけのルールでしょ？」

「我はどこでも雨緒様じゃ」

　その間にも、雨緒と五藤は会話を重ね、単純に二人の言葉のやりとりにではなく、たった半日会わない間に──おそらく何らかの暗示があるとはいえ──雨緒がかなり五藤とうち解けていることに困惑を覚える。

　まあ、それが悪いことだとは思わないが。

「雨緒さん？　本当に推薦人をするの？」

「うむ。我は忙いそがしいと言うたのじゃが……仕方あるまい」

　雨緒と五藤の顔を交互に見ながら、少々呆あつ気けにとられたまま桑田が問えば、雨緒もまた、五藤の顔をちらりと見てから頷く。

　雨緒を取り囲む事態の変転に、今一つついて行けてないのは俺ばかりでなく、本人も同じらしい。それもあってか、今日の雨緒には例の頑かたくなさがない。

　とにかく、お互たがい事態を正しく把は握あくするために、雨緒と話す必要があると俺は判断した。

「あー……ところでちょっと雨緒と話がしたいんだが」

　いまはまず五藤を抜ぬきにして、雨緒と色々と話をしておく必要があると判断して、俺はそれを申し出た。

「まさか、こちらの情報を雨緒から引き出すつもりですか？　まあ、雨緒に限っては秋庭先輩の得意技わざも発揮できないと思いますけど……やっぱり貸せませんね」

　が、そのタイミングで俺達の間に割って入って来た人物が、雨緒より先に断ってくれる。

「岸田か」

　その姿が見えないのには気付いていたが、逆にこうして岸田が音もなく現れても、俺はあまり驚おどろかなかった。

　ただし、岸田が何を俺の得意技とみなして言ったのかはわからないまでも、その邪じや推すいへの抗こう議ぎを込こめて軽く睨にらんでおくことは忘れない。

「む、この雨緒さまを物のように言うとは、岸田、無礼じゃ」

　次いで、雨緒も俺以上に顔をしかめて、岸田に苦情を訴うつたえる。

「そうだよ、失礼だよ、駿。昨日は捨て猫ねこ扱あつかいするし」

　そこに五藤が加勢すれば、

「雨緒の場合、その垂れ目は狸たぬきかパンダかと」

「なっ、狸じゃと！」

　三人の会話は却かえってコントのようにエスカレートしていく。

「本当に、ちょっと用事があるだけだ」

　俺は半ば呆あきれながら繰くり返せば、岸田はちらりと視線をくれて頷いた。

「……本当みたいですね。でも、悪く思わないでください。尚青……五藤は吞のん気きな上に、魔ま法ほう使つかいに毒どく林りん檎ごを渡わたされたらそれと気付かず食べてしまうほど素す直なおな性格なので」

「うむ、それはそうなのじゃ。朝も妹に騙だまされて、納なつ豆とうにソースを入れておったのじゃ」

　岸田が五藤の性格をそう評すれば、雨緒までがそれを肯こう定ていした。

「二人ともひどいよ……確かに駿みたいにはしっかりしてないけど」

　五藤は二人に咎とがめるような眼まな差ざしを向けたが、どうやら本人も自覚はあるようで、それ以上の反論は口から出てこない。

「選挙戦に出る以上は、五藤と俺は同じ線上に並んだライバルだ」

　だが、俺はそんな五藤に極きわめて穏おだやかに、でも目には闘とう志しを込めて言ってやる。

「ぼくと秋庭先輩が、ライバル」

　そうすれば五藤は、一瞬気け圧おされたものの胸の辺りに手をあてると、俺の言葉をかみしめるようにそう呟つぶやきながら、ほんの一いつ瞬しゆんだけ岸田に視線を向けた。

　それに岸田が気付くことは無く、俺もわざわざ指し摘てきすることはしなかったが。

「とにかく……雨緒さん、一いつ緒しよに来てくれる？」

　そうして、腕うでの時計を見ながら、桑田が急せかすように雨緒に声をかければ、

「わかったのじゃ。我はちとこの者達と話があるから、二人は先に行っておるのじゃ」

　今度は雨緒自身が答えを返した。そして雨緒が自らそう言えば、五藤と岸田が反対することもなかった。

「うん、わかった。あの、秋庭先輩、尾田先輩、雨緒ちゃんは昔からこんな子なので大目に見てくださいね」

「今日のところは信用しておきますから」

　ただし、二人はそんな念押しを忘れなかったが。

「じゃあ、雨緒をちょっと借りるぞ」

「返す時には利子をつけてください」

「ああ、毒林檎をな」

　岸田の戯ざれ言ごとを軽くいなすと、俺は雨緒を促うながして、ひとまず人気のない場所を探し歩き始めた。







　なんとか図書館に場所を見つけて、腰こしを落ち着けると、俺はさっそく雨緒に問いを向けることにした。

「雨緒……一昨日おとといから、岸田達と一緒だったのか？」

　先さき程ほどのうち解けた様子を思い出して、俺はまずそこから尋たずねた。

「どちらかの家に泊とまったの？」

　続けて桑田も聞けば、雨緒はまとめて一つ頷うなずきを返した。

「一昨日の晩、目が覚めたら、我は五藤の家におったのじゃ。そこに岸田もいたのじゃ」

　雨緒は自らの髪かみを弄もてあそびながら、今日は素す直なおに問いに答える。

「初めは我ほどの者ともなれば、自然に人も敬うものかと、饗きよう応おうも受けたのじゃ」

「ようするに、ご飯をごちそうになったんだ」

　尾田が言えば、雨緒は軽く睨にらんでみたものの、結局は認めて頷いた。

「あの……もしかして、お腹なかが空いて動けなくなって、たの？」

　だが、桑田がおそるおそる問いかければ、それには全力で首を振ふる。

「そ、そのようなことはないのじゃ。無礼者！」

「ごめんなさい。そうね、そんなことないわよね」

　耳まで赤くなっているところをみれば図星なのだろうが、そこは触ふれない方向でいこうと、俺達は視線を交かわす。

「だが、次し第だいに幼なじみだとか、友達だとかあやつらが言い出して、仕方なく話を合わせてやったのじゃ。昨日は映画とやらを一緒に見て過ごしたのじゃが……」

　ぼそぼそと、それでも雨緒は説明を続ける。

「今朝になったらこの制服とやらを着るように言われて、他ほかに着る物も無かった故ゆえ着てみたら、学校に連れてこられたというわけじゃ」

「その上、五藤の推すい薦せん人にんになっていた、と」

　最後に確かく認にんすれば、雨緒はそれにも頷いて、俺達四人は一いつ斉せいにため息を吐ついた。

「ようするに五藤と岸田にはそういう暗示がかかっているわけか」

　ただ、この暗示の範はん囲いがどこまで及およんでいるのかはわからない。少なくとも雨緒本人を含ふくめ、俺達にはかかっていないことは明らかだが。

「……このお膳ぜん立だてをしたのって、どう考えてもかのう様だよね」

　まだ昼だというのに、既すでに疲つかれた声で尾田がそう推測してみれば、誰だれもそれを否定しなかった。

「多分な。さっき和家にも連れん絡らくしておいたから、その返信がくればはっきりする」

　こんなくだらない悪ふざけをするのは、どう考えてもかのうしかいないのだから。

「……あの者の考えていることはわからぬのじゃ」

　雨緒の台詞は、この場にいる全員の心の声を表していた。

　だが、雨緒の声には思いの他、かのうに対する反発がなかった。

「でも、五藤さん達のところで、何か不便はありませんでしたか？」

「全くなかったのじゃ。もとより我は一人でも大だい丈じよう夫ぶであったし……岸田と五藤はそなた達よりは余程良い奴やつらじゃ」

　気き遣づかう羽黒に対して、雨緒は鷹おう揚ように頷いてみせる。

　確かにさっき見た限り、俺達とは違ちがい、五藤と岸田とは随ずい分ぶんと気が合っている様子だったから、居心地は悪くなかったのだろう。

　でも、俺達はそこにもう一つの理由があることを既に知っている。そして、そうとは知らずに雨緒はさっきよりは癖くせもボリュームも落ち着いた自らの髪を撫なでている。

「それに、雨緒には好都合の展開だったんだろう？　五藤のところに〝雨の鳥〟は隠かくれているんだからな」

　確信犯的に問いかければ、案の定雨緒は顔色を変えた。さっき五藤を素直と言った雨緒だが、この反応だけを見れば、雨緒も存外素直だ。

「雨の神でないお前にわかるはずがないのじゃ。はったりを言うでない」

　ただし、口をついて出てくる言葉はその反対だったが。

「はったりじゃないぞ……見ていればわかる」

　そうすれば、雨緒は椅い子すから半分腰を浮うかしたまま動きを止めて、その深い藍あいの双そう眸ぼうを俺に向ける。

「見ればわかるじゃと？」

「ああ、見れば、な」

　そう、雨緒を見ていれば〝雨の鳥〟の居場所は一いち目もく瞭りよう然ぜんなのだ。

「まあ、その頭を見れば」

「わかるわ」

　尾田と桑田も雨緒に目を向けながら言って、その隣となりで羽黒も大きく頷く。

「雨緒さん、隠していてももうわかっているんです──雨緒さんの頭に秘密があるということはっ！」

　珍めずらしく積極的に羽黒が前へ出れば、雨緒はややうろたえた様子で、両りよう腕うでで頭部をガードする。

「我の頭にはなにもないのじゃ」

「その動作で、何もないって思う方が無理だろう」

「……そうですよ。さあ、早く頭のお皿を見せてください！」

　次の瞬しゆん間かん、羽黒を除く全員が動きを止めた。

　その間にも、羽黒は妙みように瞳ひとみを輝かがやかせながら雨緒ににじり寄り、雨緒は身に迫せまった危険に、俺達よりも僅わずかに早く我へと返る。

「……わ、我の頭に皿などないのじゃっ！　そなた、我を河かつ童ぱとでも思っておるのかっ！　我は雨の神、向こうは川の神じゃっ！」

　静かな図書館に雨緒の激げつ昂こうした声が響ひびくが、とりあえず苦情の声は上がらない。

「……ああ、花南ちゃん。なんだかさっきから雨緒さんの頭をキラキラした目で見ていると思っていたんだけど」

「そういうことだったんだ。でも、いったいどの辺で誤解が？」

　桑田と尾田はそれぞれ目め眩まいを覚えたように、同時に天を仰あおぐ。

「羽黒、羽黒、とにかく止まれ」

　今にも雨緒を書しよ架かに追いつめようとしている羽黒をとにかく俺は止める。

「はい？」

　一応理性では動いていたようで、羽黒は俺の声を聞くと両手を頭の上まで振り上げるという熊くまのようなポーズは止やめた。

「もう、我に近付くな！」

　その隙すきに、雨緒は羽黒の脇わきを抜ぬけ、反対側の壁かべ際ぎわまで逃にげる。

「花南ちゃん、座って。雨緒さんの頭にお皿はないから」

「え、と？　それは本当ですか？」

　額に手を当てたまま、桑田が静かに諭さとすように声をかければ、羽黒は半分は困こん惑わくで、残り半分はがっかりしたような表情のまま振ふり向いた。

　そんな羽黒にしっかりと頷うなずいて見せれば、羽黒は一転して頰ほおを羞しゆう恥ちの色に染め、

「す、すみません……」

　身を縮めて言われた通り、椅子に腰こしを下ろした。

「……雨緒、もう大丈夫だ」

「本当、か？」

　俺がそう言っても、雨緒はまだ警けい戒かいを解かない。

「いざという時は僕が押さえるから」

　だが、羽黒の隣に腰こし掛かける尾田がそう言えば、羽黒から一番離はなれた椅子に腰掛けた。

「じゃあ、さっきの続きだ」

　壁かべの時計に一度目をやって、まだ余よ裕ゆうがあるのを確かめてから、俺は再び話の口火を切った。

「とにかく、雨緒がどこで〝水気〟を感じているか、俺達にはわかっている」

　そこから仕切り直すことにして、俺は改めて雨緒の髪かみに目を向けた。

「……我にはったりは利きかぬのじゃ」

「その髪。いまは軽い寝ね癖ぐせ程度だが、さっきまではもっとボリュームもあって、ウェーブもかかっていたよな」

　俺が指し摘てきすると、雨緒はまた両手で髪を押さえようとして、だがさすがにいつまでもじたばたしているのも神として情けないと思ったか、その手を途と中ちゆうで下ろした。

「つまり、雨緒はその髪で〝水気〟を感じている。だから雨緒の髪がウェーブしていたら、その近くに居る人間が〝水気〟の多い人間。そうだろう？」

　ようするに、雨の日に俺達の髪が湿しつ気けでボリュームが増すのと同じなのだ。俺達の場合は雨緒ほど著いちじるしい変化は起きないが。

「……そうじゃ。だが、それがわかったとて、すぐに鳥が捕とらえられるわけでもないのじゃ」

　ついに雨緒はそれを認めるが、同時に勝ち気な眼まな差ざしも取り戻もどしてそう言った。

「ああ、そうだな」

　だが、雨緒が肯こう定ていしたということは、同時に五藤の植物が危険な状態であるということでもあった。

「でも、お前もまだ〝雨の鳥〟を捕つかまえていない」

　耳の鳥かごに軽く触ふれながら俺が事実を突つきつければ、雨緒は反論出来ずに唇くちびるを嚙かみしめたが、それでも俺に追つい及きゆうの手を緩ゆるめるつもりはない。

「雨緒、お前はどうやって〝雨の鳥〟を捕まえるつもりなんだ？」

「あの、五藤さんに願いの植物はなが咲さいたんですよ。でも、〝雨の鳥〟さんは、願いの植物からお水を奪うばってしまうらしいんです」

「だから、わたし達も早く捕まえたいの」

　俺達が立て続けに訴うつたえかけると、雨緒は与あたえられた情報を咀そ嚼しやくするように、しばし沈ちん黙もくする。

「願いの植物……とやらが五藤に生じた、と？」

　そして、再び口を開くと、雨緒は俺に探さぐるような目を向けながらまずそう問うた。

「ああ。かのうが言うには、〝雨の鳥〟は願いの植物から足りない水気を補うかもしれないってことなんだが、あり得うることか？」

「う……む、無いとは言えぬのじゃ。〝水気〟の多い人の中に潜ひそんでいるとはいえ、我ら雨の神と人の身は違ちがう。そもそも……いくら〝水気〟が高くとも、それが涙なみだとなって外に零こぼれなければ、〝雨の鳥〟にとっての甘露みずとはならぬのじゃ」

　俺が真しん剣けんに問えば、雨緒もまた真しん摯しな答えを返す。

「なれど……鳥が現れれば必ず我が捕まえる。ただ、あの者がいつ泣くかわからぬのなら、待つしかないのじゃ」

　そして続けられた言葉に、俺はようやく雨緒がどのタイミングを待っていたのか、またなぜ大人しく五藤達と行動していたのかを悟さとる。

　一いつ般ぱん的に動物というのは動きは素す早ばやいし警戒心が強い。しかも鳥ならば空も飛べる。

　そんな生き物の隙を突くとすれば、食事や睡すい眠みんそして水場、といった場面を狙ねらうのが定石だろう。

　つまり、雨緒は〝雨の鳥〟が涙みずを飲もうと現れる、そのワンチャンスに賭かけようとこうして見張っているわけだ。

　ある意味気の長い作戦だったが、それならば俺が予想していたよりも長く〝雨の鳥〟は水の無い状態に耐たえられるのだろうと判断して、俺はひとまず安あん堵どした。

「ということは……五藤君が泣けば、鳥を捕まえられるのね？」

　俺と同じ答えに至った桑田が確かめるように、そう言えば、雨緒は一いつ瞬しゆんしまったというような顔をしたが、結局首を縦に振った。

「その為ために、我はあやつらと起居を共にしておるのじゃ！　故ゆえに鳥を先に捕まえるのは我じゃ！」

　だが、あくまで俺達と協力して事にあたる気はないと、下がり気味の目め許もとを目め一いつ杯ぱい吊つりあげて雨緒は言う。

「ずっと見張っていれば、五藤を泣かせて……鳥を捕まえられるっていうのか？」

〝雨の鳥〟の逃にげた理由がわからない以上、雨緒が取れる手段といったらそれ位なのだとわかっていたが、俺は思わずそう尋たずねていた。

「……我だとて、もう黙だまって見てはいないのじゃ。我は五藤を泣かせて、絶対にそなた達より先に鳥を捕まえてくれるのじゃ！　そしてお前の悔くやしげな顔を見てくれる！」

　そうすれば、雨緒は昂こう然ぜんと俺を見返して、嘯うそぶいてみせる。そのまま更さらに、軽く雨緒が胸を反らせば、

「……そういえば、どちらか先に鳥を捕まえた方が勝ちで」

「生徒会長になれるんだったわね」

　言いながら尾田と桑田は顔を見合わせた。ただ、このとても重要な点を尾田と桑田は思い出したように言ったような気がしたが、もちろん本気で忘れていたわけじゃないよ、な？

　念の為、それを問う目線をやれば、二人は慌あわてたように何度も頷うなずいて見せた。

　そしてその時、マナーモードにしておいた携けい帯たいが、俺のポケットの中で震ふるえた。短い振しん動どうはメールの合図だ。

「……ちょっと、待ってくれ」

　一応みんなに断っておいて、俺はメールを開く。その彩波からのメールには、かのうからの伝達事じ項こうとして──

　雨緒が叶野学園生だという暗示は本人と俺達、それから鈴木を除く叶野学園全生徒にかけてあるということ。

　これにより、雨緒の校内での活動は保証されたので、その上で雨緒がどう動くかは自由裁量であること。

　なので、自動的に和家は雨緒の捜そう索さくを終しゆう了りようするという旨むねが、たくさんの絵文字と共に記されていた。

「……なるほど」

　ぼそりと呟つぶやくと、俺はみんなに携帯を回した。

　そして、携帯を手放すと同時に俺は拳こぶしを握にぎりしめる。

　やはり、雨緒に関する暗示はかのうの仕し業わざ……趣しゆ向こうという名の悪ふざけだったのだ。

　雨緒の活動の保証と言うが、結局は五藤達の陣じん営えいに雨緒を加え、彼らも巻き込んで生徒会長の座をかけて戦えと言うわけだ。

　本当に、本気で悪あく趣しゆ味みだ。

　俺はかのうへの怒いかりに燃え、奥歯を嚙かみしめた。

「生徒会長か……我は生徒会長とやらに興味はないが、五藤はそれになりたがっているのじゃ。うむ、我が鳥を捕つかまえた暁あかつきには褒ほう美びにくれてやるのじゃ」

　そこに雨緒は無意識かその逆か、俺の怒りにガソリンを注いでくれる。

「……結局、一番手っ取り早い方法は五藤の涙で〝雨の鳥〟をおびき出すことか。いいだろう、絶対に俺が先に泣かせてやる」

　俺もまたそう宣言すれば、雨緒は強い目で見返してきた。

「では、これ以上我らが話すことはないのじゃ」

　そうして座っていた椅い子すを蹴けり倒たおす勢いで立ち上がると、雨緒は踵きびすを返し、図書館を出て行く。

　俺達は小さく嘆たん息そくしつつ、結局黙だまって雨緒の背中を見送った。

「……五藤さんと岸田さんと一いつ緒しよだということがわかっているなら、大だい丈じよう夫ぶですよね」

　雨緒の背中を見送りながら、羽黒は不安げにそう言ったが、さっき三人でいる様子を見た限り、その面での不安はないだろう。

　それにかのうの暗示があるにしても、俺達にんげんに興味がないと公言していた雨緒が一緒にいるのだ。

　そのことが、もしかしたら雨緒に変化をもたらすかもしれないと、何となく俺は思っていた。

「どっちにしろ生徒会選挙と〝雨の鳥〟はセットになっていたんだから、却かえって動きやすいかもしれないぞ」

　自分とみんなを鼓こ舞ぶするために、俺はあえて明るい調子で言った。少なくとも、このまま、かのうの思惑おもわく通りにさせてたまるか。

「でも、五藤君を泣かせるって、いったいどうするつもりなの？」

　だが、桑田は冷静に俺に疑問を投げかけた。

「自分に照らし合わせてみればわかると思うけど……そう簡単には泣かないよ」

　尾田の言葉には確かな説得力があった。それはそうだ。実際俺が先日にさんざん泣かないと連呼したように、この年とし頃ごろになった男は滅めつ多たなことでは泣かない。というか、泣けない。

「そうですよね、アン○ンマンでは泣かないんですよね」

　意外と根に持っていたのか、そう言って羽黒は書しよ架かにちらちらと目を向け始める。

「確かに、余よ程ほどの理由がなければ泣かないだろうな」

　アン○ンマンは置いておくとしても、俺も三人の言葉を認めて頷いた。

「でも、肝かん心じんなことを忘れてないか？」

「肝心なこと？」

　俺の言葉を鸚鵡おうむ返しにして、桑田が小さく首を傾かしげる。尾田と羽黒もそれぞれ怪け訝げんそうに俺を見つめる。

「雨緒が〝水気〟を感じているってことはつまり、その人間には泣きたいような理由ことがあるっていうことだろう？」

『あ……』

　そう言えば、一いつ斉せいに三人は口を開いた。

「そうか。泣く理由のない人を泣かせるんじゃなくて……」

「泣く理由のある人を泣かせるのよね」

「……それで、〝雨の鳥〟を捕まえることができれば、願いの植物はなも守れるわけですから、泣かせることは悪いことではないですよね」

　俺の説明を咀そ嚼しやくし終えると、尾田も桑田も羽黒もすっきりした顔をして俺を見る。

「これなら、まだ何とかなりそうだろ」

「楽に、とは言えないけれど、ね」

　そうして、まず桑田がはっきりと同意を示して、頰ほおを緩ゆるめれば、

「泣く理由を探して泣かせるなら、普ふ段だんの〝一番の願いごと〟を探すのと理り屈くつは同じかもしれないし」

　尾田もいつもの穏おだやかさを取り戻もどしてそう言ってくれた。

「そうですね。それならばわたしにも何かお手伝いできることがありそうです」

　最後に羽黒も大きく力強く頷うなずいてくれれば、この事態にも俺達は向かっていけると俺は確信した。

「でも、雨緒さんも何だか二人のことは気に入っているみたいだったし、結構うまくやれるかもね」

　だがそこで尾田は先程の三人の様子を思い出してか、そんな感想を漏もらす。

「まあな……でも、雨緒が先に〝雨の鳥〟を捕まえたとしても、生徒会長の座は俺の物だ」

　たとえかのうが不可視の力を使ってこようと、俺の意志はそれを凌りよう駕がするはずなのだ。

「ええ、そうね」

　俺が力強く言うと、まずは桑田が同じく強い声と眼まな差ざしをくれて。

「……はい。そうだと思います」

「……うん」

　続いて羽黒と尾田も、それには劣おとるが声を返してくれれば、

「じゃあ、そういうことで、〝雨の鳥〟の捕ほ獲かくも選挙も絶対に勝つぞ！」

　俺は拳こぶしを振ふり上げて、一いつ拍ぱく遅おくれはしたものの、尾田も桑田も羽黒もそれに続いてくれて、俺達は意気軒けん昂こうに声を上げたのだった。




　　　　２




　その日の放課後。

　選挙管理委員会の招集に応じて、生徒会長選挙の立候補者及および推すい薦せん者しやは生徒会室に集まっていた。

　たった数日来なかっただけなのに、生徒会室に入れば妙みように懐なつかしい気がした。

　しかし、同時にいつもは感じない狭せまさとそれに付ふ随ずいして息苦しさを覚える。

　だが、それも無理はなかった。選管に五人の立候補者、さらに候補者一名につき、数名の推薦者までもが一堂に会せば生徒会室の収容人数ぎりぎりだ──いつも鈴木が散らかし放題の机が片付けられていなければ絶対に入りきらなかっただろう。

　その鈴木は開始五分前にもかかわらず、まだ現れていない。

　俺は今は座る者のいない〝生徒会長の椅い子す〟が俺達から隔かく離りされているのを確かく認にんして、その後、これから生徒会長の座を争う面子メンツを改めて確かめる。

　本日出で揃そろった候補者は、俺を入れて五人。新方式に移行ということで、ひやかしに手を挙げる者もいるかと思ったのだが、どうやらそれはいなそうだ。

　そこから俺と鈴木という現執しつ行こう部ぶを外すと新人の候補者は三人。

　その中で女子は俺と同じ二年の小こ日向ひなた祥さち一人だけだ。俺の記き憶おくでは野球部のマネージャーをやっている。ただし小日向の場合は練習の計画も立てたりと、その仕事の範はん囲いは広い。

　そして、そんな小日向のバックには体育会系部連合がいると見ておくべきだろう。

　逆に文化系部活連合が控ひかえているのはやはり二年の木き戸ど善よし三みつ。パソコン部の副部長を務つとめているはずだが、当選した場合はそちらを辞職しなければならない。だがパソコンが家庭に普ふ及きゆうしても未いまだにマイナー部である現状を鑑かんがみると、部の存続のためには人ひと身み御ご供くうを差し出さなければならなかったというところだろうか。

　しかし俺の予測ではこの二名に票が集まる可能性は低い。部活動連合は各部活の利害が絡からみ合って、結局票が分散してしまうのは過去の歴史が物語っている。つまり、団体票は当てにならないのだ。

　むしろ警けい戒かいすべきは浮ふ動どう票。帰宅部を主とする彼らの票は、自らの利益になるかどうかというよりも、その候補者が「おもしろいか」とか「顔がいいか」「目立っているか」で左右されやすい。

　俺としては、その票は少々獲かく得とくが難しいし、正直彼らの票を集めるのに有利なのは鈴木だろう。

　故に、俺が狙ねらっているのは、まだ良くも悪くも昨年の生徒会活動を知らない一年生の票。だから、明日から七日間の遊ゆう説ぜい期間では特に一年生のクラスに力を入れようと俺は考えていた。

　しかし、ここで問題となるのが今年のダークホース枠わく──全校生徒の記憶からは消えているが、去年はまさしく俺がダークホースで会長の座を奪だつ取しゆしたのだ。

　そして、今年もその枠に入ったのは一年生──それが五藤尚青というわけだ。

　クラス委員も何もやっていない、外見も地味、いたって吞のん気きな一年生だと思われていた五藤の出馬は、誰だれにとっても予想外で、それが既すでに話題性となっている。そこに唯ゆい一いつの一年生候補というシンパシーが加われば、一年生の票は流れていくかもしれない。

　周りは上級生ばかりという状じよう況きように、いまは随ずい分ぶんと緊きん張ちようした面おも持もちでいるが、やはり五藤の実力は未知数だ。

　だが俺に見せたような屈くつ託たくのない笑え顔がおを誰にでも向けられるなら、それが五藤の武器となるだろう。

「いま、周りにいるのはみんなお前と同じ候補者なんだから、あまり緊張するな」

　立候補者は前列、推薦者は後列、という並び方の為ため無理なく五藤の隣となりをとった俺は、まずそう声をかけた。ついでに胸の植物に異常の無いことも確かめておく。

「あ、秋庭先せん輩ぱい、ありがとうございます。でも、いまから緊張してるなんて……駿ならこんなに緊張しないでいられるんだろうけど」

　そうすれば、五藤は視線を上げて、地味な黒くろ縁ぶち眼鏡めがねの向こうから素す直なおな目を俺に向ける。その目に涙なみだの影かげは全く窺うかがえない。

「ああ、確かに岸田は新入生代表の挨あい拶さつの時も随分と落ち着いて見えたな」

　でもそれは、会話の中からだんだんと探さぐっていこうと、俺は五藤の言葉に相づちを打ち、話を続ける。

「駿は本当に、落ち着いてましたよ。挨拶の原げん稿こうも一時間くらいで書いちゃったし」

「俺は三十分で書いたけどな」

　岸田のことを語る五藤には卑ひ屈くつなところは見られず、思わず俺は岸田に張り合ってしまう。

「そうですか、さすが秋庭先輩！」

　──ま、眩まぶしい。

　そんな俺に、五藤はやはり屈託のない笑顔を向けてきて、俺は一いつ瞬しゆんその笑顔を直視できなかった。

「……ありがとう。でも、遊説の時は岸田の話じゃなくて自分の話をしろよ」

　その上、これから選挙で戦う相手に、老ろう婆ば心しんめいた忠告までしてしまう俺だ。なんだ、五藤の笑顔には浄じよう化かパワーでも備わっているのか。

「それはわかってます。でも、やっぱり駿の方がぼくよりも向いているんだろうな……」

　途と中ちゆうから五藤の声は少し小さくなって、肩かた越ごしに後ろの岸田の様子を窺う。岸田の隣には雨緒も控えていて、本当に推薦人としているという事実に、わかっていても俺は少々面めん食くらう。

　雨緒の顔を見ると同時に、俺は左耳の鳥かごが気になって、五藤から見えないようにともう一度それを髪かみで隠かくした。

「……それで、どうして五藤は生徒会長に立候補したんだ？」

　そうして耳みみ飾かざりのことをひとまず忘れると、気を取り直して、俺としては一番五藤に聞いておきたかったことを尋たずねる。

「え……と」

　だが、本来スラスラと語るべき、語られるべきその動機を問われて、五藤は言い淀よどみ、黒縁眼鏡の奥の瞳ひとみを泳がせ口ごもる。

「五藤？」

　しかも、その目にほんの一瞬、初めて憂うれいを見た気がして、俺は覗のぞき込むようにしてもう一度五藤の目を見た。

「う……わ。秋庭さん、近付きすぎです、よ。ぼくが男でも心臓に、悪いですから」

　けれど、次の瞬間、五藤の目に宿っていたのは動どう揺ようと言う名の怯おびえだった。

　ああ、ごめん。断じて悪気は無かったが、確かに悪人顔を近付けすぎた。

　そこまで怯えられては、俺も急いで五藤から距きよ離りをあけた。それと同時に五藤からさっきの問いの答えを聞くことは、ひとまず諦あきらめる。

「では、まず遊説のルート及およびスケジュールを決めてしまおう。立候補の届け出順に前に出て箱の中から一枚くじを引くように。その結果で自動的に選管作成の遊説スケジュールが割り振ふられる」

　相変わらず坊ぼう主ず頭あたま、僧そう侶りよのごとき静けさで、向坂が説明を始めるために前に立ったからだ。

「……と、鈴木くんがいないか？」

　だが、向坂はそこで、一番の鈴木の姿が無いことに気付いて、軽く眉まゆを寄せた。

　よーし、鈴木、遅ち刻こくとはいい度胸だ。これで選管の心証は悪くなったな、おめでとう。

「鈴木先せん輩ぱい、どうしたんでしょう？」

　俺は心の中で、そう快かい哉さいを叫さけんでいたのだが、隣の五藤は心から心配している、という顔で俺に問いかけてくる。

　ああ、五藤を見ていると、俺は自分が汚よごれた大人だということを強く実感する。ついでにほんの少しだけ落ち込んでいると、

「はいはい、鈴木くんならちゃんといるデスヨ」

　背後から東雲の声が聞こえ、俺はそれに我に返った。

「どこに？」

　だが、見回してもやはりその姿は無く、向坂が東雲に尋ねれば、たくさんの推すい薦せん者しやの中から東雲の腕うでだけが見えて──その指先は天てん井じようを示していた。

「上？」

　東雲が指し示すままに俺も天を仰あおげば、

「……その通り！　拙せつ者しや、先さき程ほどよりこちらで待機しておった！」

　時代がかった口調こえと共に、天井の一画がまるでパズルのピースのようにガコンっと外れて。

　そこから現れた玉虫色の──ようするにラメ入りの装しよう束ぞくを着た──忍にん者じやの顔を見て、その場の全員が一瞬固まり、それから盛大なため息を吐ついた。

　唯ゆい一いつ、ため息を堪こらえられたのは向坂で、

「鈴木くん、天井裏は集合場所の生徒会室に含ふくまれない。よって、君は遅刻だ」

　天井裏から顔だけを出している鈴木に、冷静に事実を突つきつけた。先日は突とつ如じよ現れた鈴木に多少驚おどろいていた向坂だが、二度目はなかった。

「ええー、この日の為ためにこっそり改造しておいたのに！」

　とん、と軽かろやかに床ゆかに着地すると、鈴木は頰ほおを膨ふくらませ、不満を漏もらす。

「……あたしも手伝わされたのに？」

　どこからか聞こえたその声はおそらく灰谷のものだ。お目付役はこれまでのところ役目を果たしていない。

「鈴木、その穴は俺が生徒会長になるまでに塞ふさいでおけよ？」

「生徒会長忍者になるのはぼくだよ？　だからこの抜ぬけ道は塞がないからねっ！」

　俺が親切に忠告してやれば、鈴木は斜に構え、挑ちよう戦せん的な目で見返してくる。

　その目に俺が思わず一歩踏ふみ出せば、

「秋庭くん、鈴木くん、そこまでにしておくように」

　俺と鈴木の間に割って入った向坂に、極きわめて冷静に止められる。

「……わかった」

「はーい」

　ここで向坂に逆らうのが得策でないことは鈴木も承知していて、俺と同様に引き下がる。

「それと、鈴木くん、制服はどうした？」

「ん？　あ、やっぱり制服じゃないといけないんだ」

「先日も言ったと思うがね」

「よしっ！　忍法早変わり！」

　向坂の指し摘てきに、鈴木は頷うなずくと、次の瞬間本当に制服姿になっていた。

『おおー！』

　その早はや業わざに、室内にいた複数の生徒から声と拍はく手しゆが上がる。

「すごいですね、鈴木先輩」

「……あれは忍者装束にマジックテープという仕し掛かけがあっただけだ」

　俺の隣となりでも五藤がぱちぱちと拍手を送っていて、そんな五藤に俺は冷静に告げた。

「そうなんですか。でも即そく座ざに見破るとは秋庭先輩もさすがです」

　五藤はそれにも感心してみせて、だが、俺ももういい加減その屈くつ託たくのなさには慣れてきたところだ──同時にそれは、涙なみだの影かげも見えないということだったけれど。

「まあな」

　短く相づちを打つと、俺は再び視線を前に向けた。ようやく鈴木がくじの入った箱に手を入れたからだ。

　それを選管の一人、倉くら持もちに渡わたせば、テーブルの上に広げられたノートに結果が書き込まれる。

「では、次。小日向さん」

　向坂は次に順番通り、小日向の名前を呼び、あとは滞とどこおりなくスケジュール調整は進んだ。

鈴木が余計なことをしなければ、もっともっとスムーズに進んだはずだったが。

　くじ引きの結果、俺にはほぼ望んでいたスケジュールが割り当てられ、俺はそれに満足していた。

「……ああ、よかった。たくさんの人は見てるし、ぼくはくじ運がよくないから心配してたんですけど」

　そして、俺の隣では五藤もまた安あん堵どの息を吐いて、眼鏡めがねのずれを指先で直す。ブリッジの部分に触ふれた中指がそれとわかる程度に震ふるえているのに気付いて、俺は思わずその指先を見つめてしまう。

　どうやら五藤は本当に、このくじ引きで緊きん張ちようしていたらしい。俺と一対一で話している間にはそんな様子は窺うかがえなかったから、その震えの原因は、おそらく前に出て二十人ほどに注目されたことだろう。

「……五藤、本当にどうして立候補したんだ？」

　ライバルは少ない方がいいに決まっているが、正直、この段階、この程度のことで緊張していて、大勢の人前に立つことが出来るのかと心配になって、俺はもう一度五藤に尋たずねていた。

　その問いに、五藤も俺の目が自分の震える指先を見ていることに気付いて、今度は少々ぎこちない笑え顔がおを口くち許もとに浮うかべた。

「ええと……理由はありますけど、とりあえずプレッシャーの克こく服ふく、ではないです。ぼくが緊張しいなのは確かですけど」

「それはノーコメントを貫つらぬくってことか？」

「はい」

　いつの間にか震えの収まった指ごと拳こぶしを握にぎり込み、五藤は意志の強い目を俺に向け、頷いた。

　そうすれば、願いの植物はなはまた葉を伸のばして──五藤は前を見み据すえ、宣言通り以降口を噤つぐんだ。

　でもそれは却かえって逆効果だ。

　何も語らないからこそ、俺はそこに強い意志を感じる。そこに五藤の泣きたくなるような理由ことと一番の願いが隠かくれているのではと思う。

　人にとって涙が隠したいものであるならば、隠しているところに真実はある。

　ならば俺はその真実に目を凝こらす──俺がそうと決めた以上は隠し通せると思うなよ？

　声にこそ出さなかったが、その意志を込こめて五藤の横顔に俺は数秒、視線を注いだ。

　五藤も俺の眼まな差ざしに気付いて、再びこちらを見たが、今度は俺に気け圧おされて、すぐに目を逸そらしてしまった。

「では、次に〝一回戦〟の説明に入ろうか。一度しか言わないので聞き逃のがさないように」

　そして、再び前に立った向坂に俺も五藤も目を向ける。

「一回戦って、何ですか？」

「それをこれから説明するんだが、小日向さん。質問は最後にまとめて受けつける」

　小日向の問いにそう答えると、向坂は再び手元の書類に目を落とした。

「先日の選挙説明会でも話した通り、今回の選挙では新方式に従って、投票以外の方法でも生徒会長候補者諸君には戦っていただく。そして、それが団体戦となる旨むねも既すでに了りよう承しようのことと思う」

　そこで向坂が書類から目を上げ、俺達立候補者と、その背後に控ひかえる推すい薦せん者しやの顔を見み渡わたす。覚かく悟ごを問う言葉と目を向けられて、前列の俺達と共に後列の推薦者達も頷く。

「〝一回戦〟は遊ゆう説ぜい最終日……土曜の午後に行われる。その後全校生徒による中間投票を行い、そこに〝一回戦〟で得たポイントを加算して……下位二名はその時点で脱だつ落らくとする」

　向坂はそこで一息入れるように言葉を切った。

「脱落って……容よう赦しやないっすね」

　その一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくに、木戸が思わず、といった風にそんな感想を漏もらせば、

「まあ、叶野学園のことだから」

『ああ、うん』

　どこからかそんな声も上がり、納なつ得とくする声は合唱のように大勢のそれだった。

「それでは、お待ちかねの〝一回戦〟の競技を伝えることとする。〝一回戦〟は──〝自転車影かげ踏ふみ〟だ。生徒会長候補者とその推薦人で１チームとする。ただし、会長候補を含ふくめて三人一組とするように」

　前口上を加えつつ、あくまで淡たん々たんと向坂はそう言って、

「場所は校庭、影踏みだから、雨天の場合は一日順延となる。以上、質問のある者は？」

　書面に書いてあることは全部読み終えたという合図のように、坊ぼう主ず頭あたまをするりと撫なでた。

「……自転車影踏み、とはなんじゃ？」

　そこで最初に声を上げたのは雨緒だった。そちらにちらりと目を向ければ、ちゃんと挙手までしている。

「……雨緒さん、だったか。答えるのでよく聞いて欲しい。他ほかの皆みなもだ」

　向坂は数秒沈黙した後で雨緒の名前を呼び──雨緒に関する暗示はどうやら本当に叶野学園生にかかっているらしい──それから俺達にもそう呼びかけた。

〝自転車影踏み〟という「自転車」と「影踏み」がくっついただけのシンプルな造語から、なんとなく競技ゲームのイメージは捉とらえられたが、確かにちゃんと説明を受けなければわからないのは事実。だから、俺達は頷うなずいて、向坂の説明を待つ。

「影踏み、という遊びは知っているかな？」

　向坂が問えば、雨緒はそれに頷いた。

「人が人の影を踏むのじゃ。我には縁えんのない遊びであったが」

　影踏みは、最初に鬼おにを決めて、その鬼に自分の影を踏まれたら捕つかまえられたことになり、そして影を踏まれた者が次の鬼となる、という遊びだったと記き憶おくしている。

「その影踏みを自転車に乗って行うのが〝自転車影踏み〟になる。ただし、参加者全員が鬼……つまり、みんな他の参加者の影を自転車で踏んでいいが、自分の影を踏まれたらその時点でアウト。競技のフィールドから出てもらう。そして、制限時間内に生き残れた者の数が多いチームからポイントを多く与あたえる……制限時間は四十五分だから、意外と体力勝負になるだろう」

　向坂の説明を聞いて、俺達は正しくその競技のことを理解した。

「なるほど、おもしろそうだねぇ」

　にこにこと脳天気な感想を言ったのは、鈴木だけだった。

　残る俺達は、体力勝負と聞いて軽くため息を吐つく。生徒会長の仕事は確かにいざと言う時には体力も必要だが、実際に選挙でそれを試ためされる日が来るとは思わなかった。

「これでわかってもらえたか？」

　しかし、向坂に聞かれれば頷く他ない。

　まあ、俺は鈴木に代わってその仕事を一年間こなしてきたのだから体力面で心配はない。

「……あの、自転車に乗れない人間は、どうしたら？」

　けれど、五藤のその問いかけに、室内には数秒、なんとも言えない沈黙が流れ、視線だけが五藤に集中する。

「……五藤くん、もしかして君は自転車に乗れないのか？」

　そして、沈黙を破って、逆に向坂が五藤に問い直す。

「……い、いえ。そ、そんなことはないです。大だい丈じよう夫ぶです」

「五藤、だめならいま言っておけ」

　五藤の様子を見る限り、その言葉は明らかに噓うそっぽく、俺もそう言ったが、五藤はそれにも頑かたくなに首を振ふる。

　だが、本人にそこまで否定されれば追つい及きゆうを躊躇ためらうのも事実だ。大体、交通の便が悪い叶野市では、自動車免めん許きよを持たない学生は自転車が無ければ遠出も出来ないという事情を考えると、正直、自転車に乗れないという話は中々信じる気になれない──向坂もそう考えたのだろう、首を傾かしげながら、

「五藤くん、本当に乗れるんだね？」

　それでももう一度尋たずねる。

　今度も五藤は大きく頷いて──俺は背中で誰だれかの盛大なため息を聞いた。

「……では、先の質問はクリアとしよう。でも、もしも当日までに問題が発生したら、遠えん慮りよせず選管まで申し出てくれていい」

　最終的に保険をかけて向坂はこの話題を終わらせた。

「他に質問がなければ、あとは〝一回戦〟の日まで立候補者の皆みなさんには、選挙活動に励はげんで貰もらいたい」

　言いながら、向坂は再び静かな目で俺達を見回して、けれど最後に一言付け加えるのを忘れなかった。

「ただし、選挙違い反はんはくれぐれもしないように。……発見した場合、確実に仕留める」

　その瞬しゆん間かんだけは、向坂の双そう眸ぼうは鷹たかのように鋭するどく光り──その台詞せりふを俺達はしっかりと胸に刻み込んだ。

　ついでに俺は、いざという時、味方としてスカウトする人間リストの中にも向坂の名前を書き入れた。




　向坂の説明が終わると、俺達は早々に生徒会室を追い出された。正直、そこを追い出されると妙みような気分になったが、近日中に必ず戻もどると胸に誓ちかい、俺は廊ろう下かに出た。

「……〝自転車影踏み〟か」

「これはやっぱり知力・体力・時の運のうちの体力を重視した競技よね」

　俺が生徒会室を出ると同時に、先に出て待っていた尾田と桑田は話しかけてきた。

「まずは体力だろうな。でも、団体戦ってことは推薦者チームメイトをどう動かすかも自然と見られるか」

　少なくとも俺はそう理解していると、二人に伝えた。

「……それで、五藤さんからは何か聞けましたか？」

「話しているのは後ろからも見えたけど、内容まではわからなかったわ」

　続いて羽黒と桑田にその説明を求められて、俺は口を開こうとした。

「……で、どうして大丈夫とか言い張っちゃったわけ？」

「おい、岸田。この部屋で大人しくしておったらジンジャー・エールを一本寄よ越こすと言っただろう！　早く寄越すのじゃ！」

「……雨緒さん？　子どもじゃないんだからちょっとくらい待ちなさいね？　それ位犬の子にも出来ますよ？」

「ぬう、我を犬以下と言うか？」

　本人達は小声のつもりなのかもしれないが、内輪もめの声に俺達は振り向いていた。

　腹を立てている雨緒を軽く無視して、岸田は五藤を正面から見み据すえ続ける。

「いや、その……」

「どうするんだ？」

　口ごもる五藤に、岸田はさらに問いを重ねる。

「……なんとか、する。うん、いい機会だし」

　そうすれば、五藤は顔を上げ、前向きな言葉を口にしたが、

「何とかって、あと五日……実質四日で何とか出来るわけ？」

　岸田は柳りゆう眉びを歪ゆがめる。声のトーンこそ変わらなかったが、苛いら立だっている様子は見ている俺達にも伝わってきた。

　二人の会話に主語は無かったが、俺には二人が何の話で揉もめているのか、何となくわかっていた。

　しかし、それがわからないまま二人の間に挟はさまれた雨緒の表情は目に見えて不ふ機き嫌げんになっていく。

「とりあえず、雨緒さんを止める？」

　俺と共に事態の推移を見守っていた桑田が動こうとしたが、

「我を無視して、そなたらいったい何の話をしているのじゃ！」

　その前に雨緒は爆ばく発はつして声を上げていた。

「いまさら聞かなくても、雨緒も知っているだろ！　五藤は自転車に乗れない！」

　だが、それに負けじと岸田が大声を上げれば、それは俺が予想していた通りの内容だった。

「やっぱりそうだったか」

　三人の方に歩み寄りながら俺が言えば、

「……あ、聞かれちゃいました……か？」

　五藤は困り顔で肩かたを竦すくめて見せた。

　一方、岸田は一瞬しまったという顔をしたものの、すぐに胸の前で組んでいた腕うでを解ほどくと口くち許もとに笑えみを浮うかべる。

「聞かなかったことには、なりませんか？」

　遠回しにそうしてくれと言う岸田に、だが俺は首を振る。

「あいにく、高音域から低音域までばっちり聞こえる耳を持っているんでな」

　特に小銭が落ちる音には敏びん感かんだが、いまは必要の無い情報なので黙だまっておく。

　そうすれば、岸田は諦あきらめたように肩を落とした。

「それで……五藤、本当に自転車に乗れないのか？」

「……はい。恥はずかしながら。まあ自転車に限らず運動全ぜん般ぱん苦手なんですけど……ぼく、特に足が遅おそくて、小学生の時のあだ名は五ご等賞とうの五藤でした」

　改めて、俺が尋たずねれば、さすがに観念して五藤は頭をかきながら昔のあだ名まで披ひ露ろうしてくれた。

「自転車に乗れずに、〝自転車影かげ踏ふみ〟が出来るのか？」

　岸田の声に驚おどろいていた雨緒も、そこでようやく会話に入ってくる。

「……出来ないよ」

　今朝よりもボリュームの増した雨緒の頭に軽く手を置いて、岸田は今度は静かに告げた。

　雨緒は一瞬、岸田のその手の方に気を取られるが、すぐに告げられた内容の方が重大な問題だと気付く。

「な、ならばどうするのじゃ！　このままでは戦わずしてこやつらに負けてしまうではないか！」

　そして、目をつり上げて、俺達を指さしながら五藤に訴うつたえる。

「雨緒ちゃん、先せん輩ぱいに対して失礼だから、止やめなよ」

　そんな雨緒の手を、五藤はやんわりと押さえたが、

「でも、雨緒の言う通りだ。占うらない師じゃなくてもわかる」

　岸田の冷静な言葉に、雨緒の手首を摑つかんだまま、五藤は声を詰つまらせる。

「五藤、やっぱり、向坂に言って一回戦の内容を変えてもらえ。なんなら俺も一いつ緒しよにいってやる」

　このままでは、一回戦は五藤にとって不利なだけだ。そんなことでライバルが減ると喜ぶほど俺は愚おろかではない。

　生徒会長選挙はあくまでみな同じ条件で行われなければ意味がない──その上で初めてあの椅い子すは俺を生徒会長と認めてくれるのだ。

「おれも秋庭先輩の言う通りだと思うけど」

　俺の素す晴ばらしく公平で器うつわのでかさを感じさせる発言に、さしもの岸田も賛成せずにはいられずにそう言って、

「……ただし、一緒に行ってもらうのは、恩を売るつもりかもしれないから反対しておく」

　余計な台詞せりふを追加した。

「……岸田。いまの台詞は俺の有能さに嫉しつ妬としての発言だと解かい釈しやくしておいてやる」

　だが、俺はここでも寛かん容ようさを見せてやる。ああ、相手は一年生だからな。

「それはそれは、ありがたいことです」

　白々しい笑顔を岸田は向けてきたが、それも奥歯を嚙かみしめて堪こらえ、代わりに親切な忠告を送ってやることにする。

「岸田？　もう少し先輩に対する態度というものがあるんじゃないか？」

「それを秋庭先輩に言われるとは思いませんでした」

　だが岸田は可愛かわいげなく切り返してきて、そのまま、俺と岸田はしばし睨にらみ合う。

「な……なんなのじゃ。この寒い雰ふん囲い気きは」

　雨緒が小さく震ふるえれば、

「だ、だだ、大だい丈じよう夫ぶだよ、雨緒ちゃん。ぼ、ぼくが止めるから」

　五藤もまた青ざめているくせにそんなことを言う。

「あの、それは少々危険かと思います」

「そうだよ、止めておいた方がいい」

　尾田と桑田が止めたにもかかわらず、そこで五藤は言葉通り俺達の間に割って入ってきた──ただし、右手と右足、左手と左足が同時に出るという動きで、俺と岸田はそれにすっかり気勢を削そがれてしまった。

「あっきば先輩、それに駿」

　五藤の声は初っぱなからひっくり返っていたが、俺は笑わなかった。五藤の真しん剣けんな眼まな差ざしをただ真まっ直すぐに見返す。岸田と共に。

「……ぼくは、大丈夫です。五日……いえ、四日でちゃんと自転車に乗れるようになりますから」

　そして、五藤は俺達二人に──いや、その場の全員に宣言した。

「本気なんだな？」

　五藤が覚かく悟ごを決めているのは見ればわかったが、それでも俺は聞いた。

「はい」

　五藤は、一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよも見せずに頷うなずいて、ならばもう、俺は五藤を改心させようと思わなかった。

「前は、一ヶ月かけても乗れなかったじゃないか」

　だが、岸田はまだ諦めずに、不満を口許に浮かべ、そんなことを言う。

「駿は三日で乗れるようになったよね。だったら、四日あれば今度こそぼくも自転車に乗れるようになるよ」

　それでも、五藤の目は強い光を失わず岸田を見返して。

「……けど、おれはもう練習に付き合えないからな」

　岸田は根負けしたように、五藤から目を逸そらし、自分の足あし下もとを見た。

　その仕草に、一瞬。五藤は苦しげな表情を浮うかべて、拳こぶしを握にぎりしめる。

「わかってる。でも……この選挙に出ることはぼくが決めたんだ。だから、ここでどうするか決めるのもぼくだ」

　震える拳を必死に握りしめて、五藤は岸田に言い切った。

　その、瞬間、五藤の胸の植物はまたぐんと背を伸のばして、俺はそこに五藤の想おもいを見る。

「岸田、五藤は本気だぞ」

　それは岸田もわかっているはずだったが、俺はあえてそう言った。

　俺の言葉に岸田は束つかの間ま、五藤に厳しい眼差しを向けて、

「……ええ。生徒会長に立候補したのは五藤ですから。五藤がそこまで言うならおれは止めません」

　一転して妙みように物わかりよく答えた。

「駿、ありがとう。先せん輩ぱい方もありがとうございます」

　そうすれば五藤は再び屈くつ託たくのない笑え顔がおを取り戻もどして、体ごと俺達の方に向けて頭を下げた。

「……いや、俺達は別に何もしていない」

　そんな五藤に俺は短く答えて首を振ふった。

「……自転車、自転車か。なあ五藤、自転車に乗れるようになれば嬉うれしいか？」

　そして、そこで雨緒が唐とう突とつに口を開いた。しばらく黙だまっていたと思ったら、何やら考えていたらしく、俺はその考えに興味を惹ひかれる。

「ん？　そうだね。何しろ十五年間乗れなかったから、ね。自転車に乗れるようになったらすごく嬉しいと思う」

「……泣くほど、嬉しくなるか？」

　雨緒の真剣な問いに、五藤は一瞬困こん惑わくを浮かべ、それからなぜか岸田を一いち瞥べつした後、一つ頷いてみせた。

「うん、嬉しくってもしかしたら泣くかもしれない。でも、そのとき雨緒ちゃん、笑わないでよ？」

「うむ。笑わぬ。もちろん、笑わぬのじゃ」

　だが、望む答えを得た雨緒はそう言いながら、口くち許もとに笑みを浮かべていて──思えばそれは俺達が初めて見る笑顔だったのだが──説得力が無かった。

「……雨緒、もう笑っているじゃないか」

　当然のように岸田が突つっ込んだが、

「些さ細さいなことは気にしないのじゃ。それよりも、五藤。そうと決まればさっそく自転車に乗る練習じゃ」

　雨緒は気にせず、五藤の手を摑つかむと、そのまま歩き出す。その足取りの軽さを見れば雨緒の狙ねらいは聞くまでもなくわかった──五藤の嬉し涙なみだだ。

「……わかりやすいわね」

　そんな雨緒に冷静な目を向けながら桑田も呟つぶやいた。

「うん、わかりやすい」

　尾田も右に同じと頷いて、穏おだやかな眼差しを向ける。

「確かに……自転車に乗れたら嬉しいですよね」

　羽黒の台詞せりふはほんのちょっと俺達と違ちがう視点だったが、それはまあいつものことだ。

　俺達が雨緒の魂こん胆たんをしっかり見破っている間に、雨緒は五藤の腕うでを更さらに強く引いていた。

「五藤、急ぐのじゃ」

「え、ちょっ、雨緒ちゃん待って！　すみません、先輩方それじゃあ失礼します」

　ぐいぐいと雨緒に腕を引かれ、胸には願いの植物はなを生やして、それでも律りち儀ぎに挨あい拶さつをしていく五藤を、俺達は手を振って見送った──眼鏡めがねがずれているのに、それも直せないまま、それでも屈託無く笑って引きずられていく五藤を見れば、なぜか手を振らずにいられなかった。

「……五藤、今回の選挙では意外と健けん闘とうするかもしれないな」

「ああ、そうかもね。なんか、僕達が失ったものを持ってる感じがいいんだよね」

「……あの、それは何ですか？」

　俺達が口々にそう言えば、羽黒だけはよくわからない、という顔で首を傾かしげる。まあ、羽黒はまだそれを持っているからわからないのかもしれなかった。

「あのピュアな笑顔。きっと、ブラックコーヒーは飲めないわ」

　桑田の言葉は見事に核かく心しんを突いていた。

　そう、俺達はいまではあの無む邪じや気きさ屈託のなさを失っている。自分が無む垢くだった頃ころのことなどもう思い出せない。

　去年一年、それを望まなかったにもかかわらず、かのうに鍛えられてしまった俺達には、五藤の笑顔が眩まぶしかった。

「桑田先輩、正解です。尚青は確かにブラックコーヒーが飲めません。ついでに、あの笑顔がこの選挙を戦う唯ゆい一いつの武器です」

　その声に四人で振り向けば、先に走っていた二人を追いかけようとする素そ振ぶりも見せずに岸田が立っていた。

「俺達に何か用事があるのか？」

〝一回戦〟の話はもう済んだはずだと思いながら俺が問えば、

「ええ。五藤が〝自転車影かげ踏ふみ〟に参加するのはまあ、本人がああ言ったんで仕方ないですけど、せめてハンデを貰もらえませんか？」

　岸田は整った顔にそつのない笑みを浮うかべてそう言ってきた。同じ年でも五藤とは随ずい分ぶん違う印象の笑顔だった。

「ハンデか……」

　それはこっちが貰いたい──願いの植物の発芽に〝雨の鳥〟という二重苦にその台詞は喉のどまで出かかったが、言っても仕方がないこともわかっていた。

　一いつ瞬しゆん、さっきの五藤と岸田の一連の会話はハンデを得うるための芝しば居いかと勘かんぐってみたが、少なくとも五藤はそんなに器用ではないと判断して、俺はその考えを振り払はらった。

「俺達は構わない……な？」

　答えは分かりきっていたが、念のため三人に問えば、しっかりと頷うなずき返してくれた。

「多分、選管の方もまだ〝一回戦〟の細かい調整はするだろうしな」

「事前に他ほかの候補者にも了りよう承しようを取っておけば話はスムーズだと思うよ」

「根回し……ですね」

　更に俺と尾田が岸田に忠告を送れば、羽黒は妙に納なつ得とくした顔で小さく呟いた。

「どうもありがとうございます」

　そして岸田は、俺達に対して、意外ときちんとした言葉と姿勢で礼を述べた。

「あら、意外と綺き麗れいな礼をするのね」

　思わず、といった風に桑田が褒ほめれば、

「きっと弓道に体験入部した成果ですよ」

　岸田は頰ほおを緩ゆるめ謙けん遜そんして見せた。どうやら五藤のライバルとして敵視されているのは俺だけのようだ。

「……でも、秋庭先せん輩ぱい。これで借りが出来たとは思っていませんから」

　案の定、俺にだけ明らかな作り笑え顔がおと共に、そんな台詞を送ることを岸田は忘れない。

「ああ、俺の方もこんなちっぽけな貸しを作る気はない……なにしろ次期生徒会長だからな」

　俺がうそぶけば、岸田はわずかに目を瞠みはって、それから唇くちびるの端はしだけで笑った。

「そうですか……じゃあ、これで失礼します……まずは鈴木先輩かな」

　そうして俺達に背を向けると、岸田は小さくその名を口にした。

　鈴木は簡単には捕つかまらないぞ──という忠告をしても良かったが、俺は結局そうしなかった。

「あの、本当に五藤さんのお手伝いはしないのですか？」

　代わりに羽黒が岸田の背中にそんな問いをぶつける。

「……おれにはおれの仕事がありますから。それに、いまは文芸部に体験入部中なんで、忙いそがしいんです。おれなら在学中にデビューとか出来るかもしれないって言われてるんですよ」

　岸田は顔だけで振ふり向いて、自信ありげにそう言うと、そのまま行ってしまった──どうやら〝魔研〟の一件にもこりていないらしい。

「岸田くんの部活荒あらしっていうか、部活行あん脚ぎやっていうか……いったいいつになったら終わるんだろう」

　首を傾げながら尾田は岸田の背中を見送ったけれど、誰だれもその疑問に答えを返すことは出来なかった。







　五藤と雨緒、それから岸田をそれぞれ見送った後、俺達はひとまず二年四組──俺のクラスに場所を移して、腰こしを据すえた。

　部活組の姿は当然ながら、帰宅組の姿も既すでになく、教室は静かなものだった。

　俺が自分がいつも使っている席に座ると、尾田達はそれを囲むように席を選んだ。

「五藤さんの〝願い〟と〝泣きたい理由こと〟、わかりましたか？」

　席に着くなり俺に尋たずねてきたのは羽黒だった。

「あいにく、そんなにすぐにはわからない」

　俺が正直に答えれば、羽黒は素す直なおに落らく胆たんした表情を浮かべて、だが俺に悪いと思ったのかすぐにそれをひっこめる。

「……いっそのこと一番の願いが〝泣きたい〟だったらいっぺんに済むんだろうけど」

　尾田は希望的観測を口にするものの、そう上手うまくいかないことはわかっているのか、こめかみの辺りを叩たたきながら、他に案はないかと考えを巡めぐらしている。

「片方だけなら……自転車に乗れて嬉うれし涙なみだっていうのも……あればいいわね」

　桑田は雨緒と同じ考えを口に出したが、その声に宿っているのは否定的な響ひびきで、そのまま教室の中をぐるりと見回す。

　教室にはお茶の用意の出来る設備が無いので、桑田も手持ちぶさたのようだ──というのは俺が甘かった。桑田は途と中ちゆうで自分の教室に寄って鞄かばんを持ってきていたらしく、そこから一リットル以上入りそうな保温機能の付いた水すい筒とうを取り出していた。

「プラスチックのコップしかなくて、ちょっと味気ないけど、どうぞ」

　言いながら、殆ほとんど淹いれたての香かおりがするコーヒーを俺の前から順に置いていく。

「ん、うまい。ありがとう、桑田」

　一口含ふくんで、俺が言えば桑田は僅わずかに唇を上げて、嬉しそうに微笑ほほえむ。

「あ、花南ちゃん、ミルクとお砂糖はそこにあるから」

「はい、ありがとうございます」

「そう言えば、羽黒さんもブラックは苦手なんだよね」

「でも、わたしはブラックも飲めますよ」

　尾田にそう言われれば、羽黒は砂糖とミルクをコーヒーの中に多めに投入しながら反論する。

「その状じよう況きようじゃ、説得力がないな」

　俺もからかうように言えば、羽黒は唇を結んだまま、コーヒーをかき混ぜ、返事をしなかった。

「……いっそのこと、五藤に一番苦いコーヒーでも飲ませてみるか」

　正直それは雨緒の作戦と大差なかったが、冗じよう談だんめかして俺が言えば、みんなから返って来たのはため息だった。

「本当にその気なら、特別にブレンドするけど？」

　桑田だけはそう付け加えてくれたが、

「いや、いい」

　俺は断って……無意識に左耳のイヤリングに手をやっていた。白金の耳みみ飾かざりはいまは冷たく冷えている。

「……でも、嬉し泣き、か。少しは雨緒も考えているみたいだな」

「そうだね。ただ待っているんじゃなくて、一応協力するつもりらしいし」

　つい先刻の雨緒を思い出して俺が言えば、尾田も頷うなずいた。

　俺達は雨緒が、ただ人が泣くのを待つのではなく、ましてやその悲しみを願うのでもなく、嬉し涙という方向に思考を向けてくれたことがなんとなく嬉しかった。

「雨緒さんも、五藤くんの善良さこころにあてられたのかもしれないわね」

　雨緒と五藤は出会ってまだ三日しか経たっていないはずだが、桑田の言葉を否定する者はいなかった。ただ、影えい響きようというのなら、この俺の寛かん容ようさからも何か学んだはずだと思うのだが。まあ、それもおいおいわかるだろう。

「問題は……自転車に乗れても五藤が泣かないだろうことだな」

「そうですね。でも、そもそもわたしには、五藤さんに泣きたいようなことがあるように見えなかったのですが……」

　どうやらもう機き嫌げんを直したらしく、羽黒はそう言いながら首を傾かしげた。

「確かに、あの屈くつ託たくのない笑え顔がおから、五藤の泣き顔を想像するのは難しいと思うが……でも、いつも笑っている人間なんていないからな」

　笑えるということは幸福なことだけれど、でも人は笑ってばかりはいられない──それは真理だと信じて俺は言う。

「……そうですね」

　そうすれば、羽黒もまたそれに思い至って、静かに目を伏ふせた。

「えーと、多加良。これはちょっと言いにくいんだけど、その、もしもだよ？　五藤くんの一番の願いが生徒会長になることだったらさ、それで植物はなも咲さくし、涙もなんてことに……」

「ならないな」

　尾田は俺の顔色を気にしながら、その推測を口にしたが、俺は即そく否定した。

　尾田は俺が激げつ昂こうすることを危き惧ぐしていたのだろうが、極きわめて静かに答えれば逆に怪け訝げんな顔をして俺を見つめる。

「五藤の一番の願いは生徒会長になることじゃない、絶対に」

　そんな尾田に俺はきっぱりと告げた。

「随ずい分ぶん、自信があるのね。どうして？」

　俺の答えに、今度は桑田が問いを向けてくる。その隣となりでは羽黒も不思議そうな顔をして俺の答えを待っている。

「俺の勘かんだ」

「……勘、ですか？」

　だが、俺のシンプルすぎる答えに、羽黒をはじめ、尾田も桑田も一いつ瞬しゆん呆あつ気けにとられたような顔をする。

「俺が、どうして生徒会長になりたいのか訊きいた時、五藤は即答できなかったんだよ」

　だから、俺はその勘に根こん拠きよを言い添そえた。

「俺は生徒会っていう組織を動かしてみたいし、そこで経験と実績を積みたい……未来に備えてな。ついでに〝生徒会長〟は生徒では一番の権力者かたがきだしな」

　ついでに、俺が生徒会長になれば、鈴木の暴走にも遠えん慮りよ無くストップをかけられる。

「……生徒で一番っていうところが、すごく多加良らしい」

　尾田がそうコメントすれば、桑田と羽黒も大きく頷いた。

「でも、確かに立候補の動機を即答出来ないようじゃ、一番の願いとは思えないわね」

「だとすると、五藤くんの願いは何？」

「どうしたら、泣くのでしょう」

　結局、話は一周してしまい、尾田と羽黒は揃そろって天を仰あおぎ、桑田は頰ほおに手を添えて考える素そ振ぶりを見せる。

「逆に、立候補の本当の動機を探さぐってみたらどうか、と俺は思ってる」

　そう言うと、三人の目は一いつ斉せいに俺に注がれて、その視線を俺はしっかりと受け止めた。

「五藤は中々見所のある人材だと思う……でも、やっぱり普ふ通つうなら生徒会長に立候補しようとは思わないタイプだ」

「それは、確かに。小日向さんや木戸くんみたいに部活絡がらみのことも無いみたいだし」

　どうやら尾田も、あの二人のことはそういう視点で見ていたようで、俺は一つ頷いて見せた。

「それに……どんどん前に出て行こうっていうタイプでも無さそうね」

　俺のコップに二杯はい目のコーヒーを注つぎながら桑田も、自身の観察の結果を俺に告げる。

「くじを引く時は随分と緊きん張ちようしている様子でした」

　三つ編みの先を弄もてあそびながら、思い出したように羽黒も言う。

「ああ、人前に出ると緊張するらしい」

　正直、生徒会長に立候補するには致ち命めい的てきな点に俺が言げん及きゆうすれば、三人はしばし声を失う。

「どう考えても、五藤の立候補はおかしい……動機が気になるだろう？」

　そして、俺がもう一度問い直せば、今度は三人は納なつ得とくした顔で、しっかりと頷うなずいてくれた。

「じゃあ、明日からは五藤の立候補の動機を探る……そういう視点で動いてみよう」

〝雨の鳥〟が五藤の中に隠かくれている以上、芽め吹ぶいたばかりの植物が食べられてしまう──そして、枯かれてしまうかもしれないという危険をはらんでいることはもう十分に承知している。

　だが、俺は焦あせる気持ちを抑おさえ込んで、静かに告げた。こういう時こそ落ち着いて、やるべきことを一つずつ片付けていかなければならない。

「それと……五藤を当選させないように、そっちも考えておかないとな」

　そう、五藤の植物を無事に摘つみ、かつ〝雨の鳥〟を捕とらえても、結末がそれでは洒落しやれにならない。

「まずは〝自転車影かげ踏ふみ〟だ」

　頭の中で向坂の説明を反復しながら俺はその課題の名を口にした。

「そうだね。五藤くんが土曜までに自転車に乗れるようになるかは別として、僕達もチーム編成とか考えておかないと」

　尾田がそう言えば、

「そうね。でも私達はみんな乗れるから、フォーメーションも組めるでしょうし」

　桑田も具体的な作戦を立てようと言い。

　だが、そんな中、一人浮うかない顔をしていたのは羽黒だ。

「……あの、美名人ちゃん」

　そして、ついに決心したように、桑田の名前を呼ぶと、その耳みみ許もとに何事かを囁ささやきかける。

　その囁きに俺と尾田は耳を澄すませたりはしなかったが、桑田の眉まゆが二度三度と動いたのを見れば、あまりいい話でないことだけはわかる。

「……花南ちゃん。じゃあ、私から二人に言っていいのね？」

　話を聞き終えると、桑田は姉が妹に向けるような半分呆あきれたような、でもどこか優やさしい眼まな差ざしを向けて問うた。

　それに、羽黒はおずおずと頷いて。

「花南ちゃんは、自転車に乗れないそうよ」

　桑田は淡たん々たんと俺達に告げた。

『自転車に、乗れない？』

　そう聞かされた次の瞬間、俺と尾田の声は見事に揃って、眼差しは羽黒だけに注がれた。

「だ、だって、実家いえの周りは森や林ばかりで……獣けもの道みちで、自転車なんて乗れるところじゃなかったんです！」

　頰を紅潮させながら、羽黒は必死に言い訳したが、俺と尾田は盛大なため息を吐つかずにはいられなかった。




　　　　３




　翌日。火曜日の早朝。

　叶野学園高校女子寮りようにほど近い公園で、俺と桑田は羽黒を待っていた。

　昨日、自転車に乗れないという衝しよう撃げきの告白をしてくれた羽黒に、結局俺達はトレーニングをつけることになった。

　各チーム三人一組ということになっているが、万が一のアクシデントに備えて、一応羽黒にも自転車に乗れるようになってもらわなければならないと判断した結果だった。

　放課後は遊ゆう説ぜいなどの選挙運動でどうしても忙いそがしくなるから、羽黒の自転車特訓の時間は自然、朝になるしかなかった。故ゆえに、寝ね起おきの悪い尾田はこの練習には参加できない。

　普ふ段だんから早朝は鍛たん錬れんをしているからか、俺の隣となりに立つ桑田には欠片かけらほどの眠ねむ気けも感じられない。

　俺も早起きは苦手ではないのだが、どうしても嚙かみ殺し切れないあくびが一つ出た。

　そして、それを桑田に見られて、

「まだ、眠ねむいの？」

　そんな問いと共に小さく笑われれば、妙みように恥はずかしくなって、俺は俯うつむいた。

　すると、自然と花か壇だんの花が視界に入った。春の訪おとずれが遅おそい叶野市でも、五月ともなれば色とりどりの花が咲さく。また、この公園は噴ふん水すいを中心にいくつか花壇を設置していて、利用者がいつでも花を楽しめるようになっている。

　だが、いま俺の目に映っている花はどこか生気が欠けていた。

「元気がないな……」

「そうね」

　俺が呟つぶやけば、同じ場所に目を落として桑田も頷く。

　雨が降らない──ともすれば忘れてしまいがちな事実を、こうして目まの当たりにすれば、自然とため息が出た。

　小さな花や生き物、そんなところから影えい響きようが出るのだと思うと、その一いつ端たんに係わっている人間としては心苦しかった。

「〝雨の鳥〟も願いの植物はなも、早くどうにかしないとな」

「ええ。でも、秋庭君なら大だい丈じよう夫ぶよ。私も出来る限りのことはするから」

　俺の呟きに桑田は静かに、けれど強い信しん頼らいをもって励はげましてくれた。

「ああ、もちろんそのつもりだ」

　だから、俺もその気持ちに応こたえるつもりで軽く笑って見せたのだが──次の瞬しゆん間かん、桑田は俺から思い切り目を逸そらした。

　うん、ごめん。やっぱり二年に上がった位じゃ俺の悪人顔に対する免めん疫えきは付かないんだな。悪かった、桑田。

　と、俺が内心で桑田に詫わびていると、

「おはようございます！　お二人とも、朝早くからわたしの為ためにありがとうございます！」

　これまた眠気など少しもない声が背中にかけられた。

「おはよう、花南ちゃん」

「おはよう」

　そうして振ふり向けば、そこには俺達と同じように学校指定のジャージに身を包んだ羽黒の姿があった。その傍かたわらには自転車もある。

「あの、お待たせしてしまいましたか？」

　言いながら羽黒は眉を八の字にして駆かけ寄ってこようとしたが、自転車を押しながら歩くということに慣れていないらしい羽黒は、回るペダルに足をぶつけてしまって、中々近付かない。

「大丈夫よ、まだ遅ち刻こくじゃないわ」

「羽黒、あまり急がなくていいぞ」

〝黒くろ猫ねこ〟としての羽黒はそれなりに見事な身体能力を見せていたのだが、そのスイッチが入っていない時の羽黒は、少々動きが悪い。

　その点を最も早はや悟さとっていたから、俺も桑田も羽黒を急せかすようなことはしなかった。

「でも、お二人より遅くなってしまったことは事実ですから」

「いや、遅おくれた理由もその自転車を見れば……わかるからな」

「あ……そうですよね。本当は寮りよう母ぼさんのを借りるつもりだったんですけど、鈴木さんが」

　既すでにすべてを悟っている俺達だったが、羽黒は一応説明しようとする。

「ベ○ツの自転車を、押しつけたんだな」

「……はい。わたしはこんな高級なものは運転できないと言ったんですけど」

「もしかしたら、プレッシャーで早く上達するかもしれないわよ」

　緊きん張ちように頰ほおを強こわばらせる羽黒をリラックスさせるつもりで桑田はそう言ったのだが、それでも羽黒は笑うことは出来なかった。

「まあ、いい。それが自転車であることに変わりないからな。練習を始めよう」

　気を取り直して、俺が言えば羽黒も桑田も頷うなずいた。

　が、次の瞬間。俺の耳に届いたのは、

「ううわっーー！」

　がしゃがしゃん、ずさーっ

　悲鳴と何かが倒たおれて横よこ滑すべりしていくような音だった。その音は俺達が背中にしていた噴ふん水すいの向こうからしたものとわかると、俺達は顔を見合わせて、慌あわてて声のした方へと足を走らせた。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　そう尋たずねながら噴水の向こうへ回り込んでみれば、

「全然大丈夫ではないのじゃ！」

　無む駄だに威い勢せい良く答えたのは雨緒だった。腰こしに手を当てて、いわゆる仁に王おう立だちで立っているのは雨緒。早朝にもかかわらず制服で、今日はソックスだけが水玉模様。髪かみの毛は今日も本来のストレートからは遠いウェーブとボリュームを保っている。

　だが、大丈夫ではない、と答えた雨緒には傷一つ無く、代わりにそして、その足あし下もとで、こちらも自転車の特訓中だったらしい五藤が、自転車ごと派手に倒れていた。

「ぬ？　秋庭多加良じゃ」

　こんなところで会うとはお互たがい予想もしていなかったとはいえ、雨緒はワンテンポ遅おくれて、声を返した相手が俺だと気付くと目を瞬しばたたかせた。

「おい、五藤、大丈夫か？」

「かなり大きな音がしたけれど？」

　だが、そんな雨緒はとりあえずおいて、俺と桑田が慌てて駆かけ寄れば、五藤は右手で頭を、左手で膝ひざを押さえつつ首を振った。

「あ、秋庭先せん輩ぱい。桑田先輩……ええと、大丈夫です。その、自転車に乗ろうとして、失敗しただけですから」

　ようやく自転車を自分の上からどかしながら五藤はそう言うと、ほんの少し情けなさそうに笑った。そして俺達は大きな怪け我がの無い様子に安あん堵どする。

「うむ、さっきよりは転び方が様になっていたのじゃ」

　そして、雨緒は相変わらず尊大に、少々おかしな褒ほめ言葉を口にして、五藤はそれに更さらに情け無さそうに眉まゆを寄せて苦く笑しようした。

「で、立てるか？」

「あ、はい。ありがとうございます」

　俺が手を差し出せば、五藤は遠えん慮りよなく手を伸のばしてきて、俺はその手を引きながら妙みような感かん触しよくを感じた。

　だが、その正体は考えるまでもなく明らかになった。五藤の手には──擦すりむいて出来たのだろうたくさんの傷きず跡あとに──絆ばん創そう膏こうが貼はられていて、それが違い和わ感かんとなって俺の手に伝わったのだった。

「今朝は何時から練習しているんだ？」

「……ええと、五時です」

　屈くつ託たくのない笑顔で五藤はそう言ってのけた。そして、その答えを聞いて、俺は思わず五藤の頭の上に手を置いて、軽く撫なでていた──その惜おしみない努力への称しよう賛さんとして。

「……あの、秋庭先輩？」

「ん？　ああ、悪い」

　怪け訝げんそうな視線を向けられれば、俺は慌ててその頭から手を離はなしたが。

「五時ですか。私達より一時間も早くから練習されていたんですね……」

　羽黒もまた感心した様子で五藤にそう言った。

「だが、この雨緒さまが起こさなければ、今いま頃ごろまだ布ふ団とんの中で寝ねておったのじゃ」

　しかし、その言葉にえらそうに胸を反らしたのは雨緒で、

「うん、そうだね。ありがとう、雨緒ちゃん」

　恩着せがましいその台詞せりふにも笑え顔がおで返すと、倒れている自転車を起こしにかかる。

「む？　練習再開か？」

　それを見て、雨緒は五藤にそう尋ねるが、手を貸すことはしない。

「うん。とにかく今はたくさん練習するしかないからね」

「よかろう。では再開じゃ！　多加良達には負けぬのじゃ！」

「あのね、三人とも先輩なんだからね、雨緒ちゃん」

　挑ちよう戦せん的に俺達を睨にらむ雨緒を、困った顔をして五藤がたしなめる。

「構わぬのじゃ。こやつらよりも我の方が……」

「えーっと、そういえば、秋庭先輩達も練習なんですか？」

　だが、聞く耳を持たない雨緒に、五藤はその声に被かぶせるように俺達に問いを向けるという強きよう硬こう手段に出た。

　ならば、当然俺達が味方をするのは雨緒ではなく五藤だ。

「ああ、俺達の方も実は羽黒が、な」

「その、恥はずかしながら……わたしも乗れないのです」

　俺が答えれば、羽黒は言葉通り恥ずかしそうに俯うつむいて、それを慰なぐさめるように桑田は羽黒の背中を撫でてやる。

「あ、そうなんですか。羽黒先輩、お互たがい頑がん張ばりましょう！」

「は、はい」

　そんな羽黒に、五藤は心からのエールを送ってくる。その眼まな差ざしには欠片かけらほどの邪じや心しんもない。

「……五藤。こやつらは頑張らなくてよいのじゃ」

「え、どうして？」

　そして、雨緒がこの先の勝負を見み据すえて呟つぶやいた台詞に、五藤は心底わからないという顔で雨緒を見返す。

　これには、雨緒も返す言葉が見つからず、ただ目を瞬しばたたかせる。

「……ああ、眩まぶしい。朝日よりも余よ程ほど眩しい」

「本当に、今時珍めずらしい純じゆん粋すいさね」

「……心が洗われるようです」

　五藤のピュア光線の余波を浴びた俺達でさえこうなのだから、その直ちよく撃げきを受けた雨緒は当然、

「……わ、わかったのじゃ。お前達もせいぜい頑張るがよい！」

　改心するしかなかった。そして、乱れた心を落ち着かせるように、雨緒は自分の髪を整え始めた。

「そういえば、やっぱり岸田はいないんだな」

　そんな雨緒を横目に見ながら、俺は改めてその不在に気付いて、五藤に水を向けてみた。

　昨日の時点で岸田は練習に参加しない旨むねを伝えていたが、それでも俺はその不在が気になった。

「……はい。その、駿は朝は……苦手なので」

　そうすれば、五藤はその理由をぎこちない笑顔と共に告げる。

「……低血圧なんですか？」

「或あるいは、ものすごく機き嫌げんが悪いとか？」

　そう聞いて、羽黒と桑田は、おそらく尾田の顔を思い浮うかべながら五藤に問いかけた。

「まあ……そんなところです、ね」

　だが、五藤の答えは少々歯切れが悪く、俺は却かえって疑念を抱いだく。

「なあ、岸田はもしかして、お前が生徒会長選挙に出ることに反対なのか？」

　その可能性は薄うすいとわかっていたが、俺は五藤に軽く揺ゆさぶりをかけるつもりで、そう尋たずねてみた。

　けれど、次の瞬しゆん間かん──五藤の表情は俺の予想以上の変化を見せた。

　目に力を込こめて唇くちびるを引き結べば、優やさしげだけれど、同時に少々気弱にも見えるその顔は、随ずい分ぶんと意志の強いそれへと変化していた。

「反対なんてされていません。それに、これはぼくの決めたことだから、たとえ駿が反対してもぼくは……やり遂とげます」

　五藤はそう言いきって、と同時に、鳥についばまれた跡あとこそそのままだったが、胸の植物はぐんと丈たけを伸のばし、葉を大きく広げる。

「……そうか」

　五藤は〝何を〟やり遂げるのかを言わなかったけれど、俺は敢あえてそれを追つい及きゆうせずに、ただ頷うなずいた。

「五藤、早く来るのじゃ！　それとももうやる気を無くしたか？」

　そして、丁度そのタイミングで雨緒が呼べば、

「やる気はあるよ！　ぼくは絶対に自転車に乗れるようになる！」

　五藤は、昨日と同じ台詞を昨日よりも更さらに強い口調で言って、俺達に軽く頭を下げると、自転車ごと踵きびすを返して、雨緒の下もとへと走っていった。

　その背中を見送って、俺は一つ嘆たん息そくした。

「……五藤くんは、岸田君を見返したくて生徒会長に立候補したんだと、思う？」

「いや、違ちがうだろうな」

　同じく、五藤の背中を見つめながら、桑田が問えば、俺はそれに首を振ふって答え、

「わたしも、それはちょっと違うと思います。多分……その逆で、岸田さんの為ためでしょうか」

　続く羽黒の考えに一つ頷き返した。

「俺もそうだと思う。ただ……五藤が生徒会長になることで、岸田に何の利益が生まれるのか……或いは、生まれると五藤が思っているのか、それがわからない」

　水の吹ふき上がる噴ふん水すいのその向こうに、確かに五藤はいるはずなのに、その姿はもう見えない──そんな風に、あと一つ、或いは二つ、まだ見えないピースがあることだけは確かだったけれど。

　願いの植物はなを咲さかせるために、〝雨の鳥〟を捕とらえるために必要なピースを俺達は探さなければならないのだろう。

「そういえば、桑田。岸田は、並なみ木き陸り玖くと同じクラスだぞ」

　やはり岸田の情報も欲しくなってきたと暗に告げれば、

「そうなの。じゃあ、私から陸玖に少し話を聞いてみるわ」

　桑田は察しよく、それを請うけ負ってくれた。

　桑田の道場の門下生であり、この春、中等部から高等部へとエスカレーター式に進学してきた並木とは俺達も顔見知りではあるが、やはり桑田が話を通してくれた方がスムーズだろう。

「頼たのむ」

　桑田に軽く頭を下げると、俺は一つ手を打った。

「よし、とにかく俺達も練習を始めよう」

　思いがけず、五藤の動機に近付けたことは収しゆう穫かくだったが、羽黒が自転車に乗れないままでは〝一回戦〟を勝ち抜ぬけないのも事実だ。

　俺がそう促うながせば、桑田と羽黒も頷いて、五藤に遅おくれること約一時間──俺達も練習を開始したのだった。




　だが、練習を始めてそう時間が経たたない内に、俺達は再び問題に直面していた。

「良よいか？　昨日の自転車屋が言っていたように……サドルを跨またいだらすぐにペダルを踏ふむのじゃっ！」

「うん……跨いだら、踏むっ！」

　がしゃがっしゃーん

　正確にはその問題は噴水を挟はさんだ向こうで発生しているのだが、さっきから何度も繰くり返される雨緒の台詞せりふと、それに続く五藤の声と、自転車が転てん倒とうする音に、俺達は自分達の練習に集中できないでいた。

「あれは、どう考えても教えている雨緒からして、自転車初心者だろうな」

「……そうね」

　俺の推測に同意しながら、桑田はもう何度目になるかわからない自転車が倒たおれる音に耳を塞ふさいだ。

「この際、一いつ緒しよに練習した方がいいような気がするんだが」

　俺もその音に眉まゆをひそめ、さっきから考えていたことを口にしてみる。

「でも、私達の言うことなんて素す直なおに聞かないわよね……雨緒さんが」

　そして、やはり同じ壁かべにぶつかった桑田の言葉に頷いた。

「……あの、それでは、雨緒さん達に見えるところでわたしが練習するというのはどうでしょう？」

　つまり、直接アドバイスするのではなく、間接的に練習の手助けをしよう、という羽黒の提案に、

『採用』

　俺と桑田は即そく賛成を表明した。

　そう決めると、俺達は羽黒の指導をしながら、さりげなく噴水の反対側に回り込んでいく。

「いい？　花南ちゃんは運動神経自体は悪くないんだから、バランスの取り方を覚えればきっと乗れるようになるわ」

　アルトの声を、いつもより僅わずかに大きく張りながら、桑田は羽黒に──そして雨緒と五藤に──自転車に乗るためのこつを伝授する。

「最初は俺が後ろで支えているから、羽黒はバランスを取りながら、ペダルを踏む感覚を摑つかめ」

　俺もまた、観客を意識し、具体的な言葉を使いながら、羽黒の補助にあたる。

「はい……わかりました」

　既すでに視界に五藤と雨緒が入っていることを確かめて、それから羽黒はサドルを跨ぎ、つま先を地面に置く。

「どうしても最初は腕うでに力が入って、ハンドルがぶれると思うけど、後ろで秋庭君も支えているから、とにかくペダルを踏むのよ」

「はいっ！」

「よし、じゃあ……進め！」

　荷台の部分を押さえながら、俺が号令をかければ、それと共に羽黒はぎこちなくもペダルを踏み込み発進した──が、一メートルも行かずに大きくバランスを崩くずしてしまう。俺が思いきり踏ん張ばって、自転車を支えたから転倒は免まぬかれたが、

「こ、怖こわいですっ！」

　羽黒が感じた恐きよう怖ふ心しんまではどうにもならず、羽黒は首を竦すくめて震ふるえていた。

「……怖い？　何が？　だって秋庭君はちゃんと押さえていてくれたのよ。だから転ばなかったでしょう？」

　しかし、早くも鬼おにコーチのスイッチが入ったらしい桑田に、眼前で迫せまられれば、羽黒はそれ以上の弱気な台詞は吐はけなくなる。

　がっしゃがっしゃがっしゃん

　そして、その間にも、俺達の背後ではまたも五藤が転倒していた。

　俺達の練習を素直に真似まねてくれたのはいいが、雨緒の力では倒れる自転車を支えきれず、五藤は自転車と共に見事に横よこ倒だおしになっていた。

「ご、五藤、大だい丈じよう夫ぶか？」

「うん、平気平気。それにさっきよりちょっと長く走れたよ！」

　俺達にとっては思いがけなく、雨緒が倒れた五藤に駆かけよれば、五藤は笑え顔がおで答えた。

　少し前の雨緒ならば、絶対に動かなかっただろうと思いながら、俺達はその一連の動きを見み詰つめていたが、雨緒がそれに気付くことはなかった。

「……だが、我の力ではやはり支えきれぬのじゃ。やはり岸田に……」

「それはだめだって、雨緒ちゃんもわかってるでしょ？」

「うむ……だが、我と力を合わせれば」

　ここに至って、雨緒は岸田の力を借りるべきだと主張したが、

「だめだよ」

　静かに、だがこの上なく真しん剣けんに五藤に諭さとされれば雨緒は唇くちびるを嚙かみしめながらも引き下がった。

「……なあ、一緒に練習しないか？　俺が五藤の自転車を支えて、雨緒が桑田と一緒に羽黒を手伝えばいいと思うんだが」

　そんな二人をいい加減見かねて、俺はそう声をかけた。

「むう……敵に借りを作るわけには……いかないのじゃ」

　予想通り、こちらの申し出に雨緒は素直には応じなかったが、それでも少しは心が動いたものか、口を噤つぐみ、悩なやむように頭を抱かかえる。

「ありがとうございます。でも、大丈夫ですから。頼たよりなく見えても、秋庭先せん輩ぱいとぼくはライバルなんですし」

　そんな雨緒を横目に、俺の申し出を今度断ったのは五藤だった。

「それに……いままで楽していた分、いまはぼくが走らないといけないんです」

　そして、再び五藤はその目に、声に強い意志を込こめて俺達を見み据すえた。

　俺はその目をしっかりと受け止めたが、それでも意志が揺ゆらがないのを見れば、それ以上もう言えることはなかった。

「じゃあ、ぼくはあっちで練習しますから」

　そうして、五藤は倒たおれた自転車を再度起こすと、俺達から離はなれたところで練習を再開した。

「……何故なぜ、五藤はああも一生懸けん命めいなのじゃ？」

　その姿を見つめ、ぽつりと雨う滴てきが落ちるように呟つぶやいた雨緒の横顔を思わず見れば、その目は幾いく分ぶん優やさしくなったような気がした。

「まあ、傷でも作って、泣くならそれでもよいのじゃ……それ、五藤、いまじゃ！　いまペダルを踏ふむのじゃ！」

　けれど、それは幻まぼろしのように一いつ瞬しゆんのことで、すぐにいつもの雨緒に戻もどってしまえば、俺の目の錯さつ覚かくだったかとも思うわけだが。

「……五藤がそう言うなら仕方ない。よし、こうなったら羽黒、五藤より先に自転車に乗れるようになれよ」

　何しろこの俺の優しさを辞退してくれたのだから、と暗に羽黒に伝えれば、

「は、はいっ！」

　羽黒は元気よくしっかりと頷うなずいた。

「……今度、怖いって言ったら、本当に怖い目に合わせるわよ？」

　ただ、さっきよりも確実に鬼コーチのギアの入った桑田のその台詞せりふには、

「は、はいぃっ！」

　青ざめざるを得なかったが。







　特訓一日目としては十分な成果のあった早朝練習を終えて、登校してみれば、俺の目に入ってきたのは五藤の選挙ポスターだった。

　昇しよう降こう口ぐちの掲けい示じ板ばんの一枚を皮切りに、それらは校内でも目立つ場所を選んで貼はられていることに俺はすぐに気付いた。

　なぜならば、その目立つ場所というのは、俺が厳選してポスターを貼りだしたその場所の隣となりだったからだ。

　俺の学年と組、それから名前を目立つようなレイアウトにティーセットのイラストが入っているポスターは桑田が作ったものだ。

　ちなみに俺の考えたフレーズが入る予定の場所には、下書きの段階では次のように書いてあった──午後のティータイムを僕と一緒に。

　桑田にしては珍めずらしい、なかなかのウィットに俺は撃げき沈ちん寸前だったのだが、「……そう。結構自信があったんだけど」という半ば本気の桑田の呟きを聞いた瞬間、本当に撃沈された。

　まあ、それはともかく、もしやすべてのポスターが同じように並んでいるのかと思い、俺は教室に鞄かばんも運ばないまま、朝から校内を走り回ることとなり、そして、俺の予測は的中していた。

『頼まれたことは何でも！』という俺が考え抜ぬいたキャッチフレーズの隣にはもれなく『頼まれたらすぐに笑顔で』というよく似たキャッチフレーズが並んでいた。

「……これは、選挙妨ぼう害がいのつもりか？」

　北棟とうの一階掲示板の前に最後の一枚のポスターを貼り終えた岸田の姿を見つけて、俺は低く尋たずねた。

「いいえ、違ちがいますよ」

　だが、それに返ってきたのは爽さわやかな、言葉通り、なんの悪意も無さそうな声と笑え顔がおだった。

「ほう？　なら、目の前のこれをどう説明する？」

「別に説明なんていらないと思いますけど。だってポスターには許可印がありますし、掲けい示じ場所にも問題はありませんよ」

「では、キャッチフレーズが似ているのは？」

「シンクロニシティというものでは？　前世で五藤と秋庭先輩には何か縁えんがあったのかもしれませんね」

　俺が問う度たび、岸田の口からは間かん髪はつを入れずに答えが出てくる。

「よくぽんぽんと言い訳が出てくるな、岸田。あらかじめ用意しておいたみたいに、な？」

　軽く睨にらみつけながら、俺はそう言ってやったが、

「おれは正論を言っているだけですよ」

　これにも白々しく岸田が答えてみせれば、いい加減俺も言い返すのに疲つかれて、息を吐ついた。

「正論、な。まあいい。俺は寛かん容ようだからな」

　その代わり、あくまで俺が譲ゆずってやったのだということをアピールしておくことは忘れない。

「そうですか……ああ、そうだ。寛容な秋庭先輩に報告があります」

　そうすれば、岸田はそれをしっかり理解した上で、さらに言葉を続けてきた。

「……なんだ？」

「昨日言っていたハンデですけど、正式に認められましたから、よろしくお願いします」

　不ふ機き嫌げんさを隠かくさずに俺が言えば、岸田は今度は丁てい寧ねいに腰こしを折って、俺にそう言った。

「立候補者も、選管の了りよう承しようも得たってことか……仕事が速いな」

　本当にそう思ったから、俺が素す直なおに感心すれば、

「ええ。やると決めた以上は仕事は迅じん速そくにやる主義なので」

　余よ裕ゆうたっぷりの笑みを岸田は向けてきて、俺は褒ほめたことを少し後こう悔かいした。

　昨日、岸田は五藤の唯ゆい一いつの武器は笑顔だと言ったが、岸田という優ゆう秀しゆうな人材のサポートを得ていることは五藤にとっては、もう一つの武器だと思う──五藤が本当に生徒会長の座を目指しているのならば、だが。

　そして、ここまで岸田の有能さを見せつけられてしまうと、俺はなぜ岸田自身が会長選挙に出なかったのかということに、心底疑問が湧わく。

「……岸田。お前は五藤のサポートで満足しているのか？」

　だから俺は、その問いを思い切って岸田にぶつけてみた。

「もちろんですよ。だって、おれ自身は生徒会には興味がないですから」

　岸田は、俺の問いにさらりとそう答えた。

　でもその瞬しゆん間かん、岸田の目に生徒会活動どころか、すべてのものに興味が無いというような、空くう虚きよな光が見えた気がして、俺は困こん惑わくする。

「……それは、部活の方に力を入れるつもりだから、か？」

　その空虚な光が気のせいであって欲しいと思いながら俺が問えば、

「……どうでしょうね。部活も色々と見て回ってるんですけど、どれもいまいちピンとこないんです」

　岸田は苦く笑しようしながら、そう言った。そこにはさっき見たような虚うつろさこそなかったものの、やる気らしいものはない。

「文芸部で高校デビューはどうなった？」

「文芸部の体験入部は昨日まででしたから」

　俺が尋ねれば、岸田はもう興味を失ったのだとばかりに肩かたを竦すくめた。

「そうか。でも、万が一、五藤が当選したら、あいつはお前を役員に入れるつもりなんじゃないか？」

「だとしても、おれは断ります……でも、秋庭先せん輩ぱい。万が一、なんて油断していたら足あし下もとをすくわれますよ。人生には思いがけないことが起こるから……」

　妙みように悟さとったようなことを言って、岸田は自分の足に目を向ける。

　だが、俺にはその仕草の意味がわからなかった……少なくともその時点ではわかっていなかった。

「何もかも予定調和であるよりは、その方が面おも白しろいだろう？　けど、最後には俺が生徒会長だけどな」

　だから、思ったままの言葉を声にして、真まっ直すぐに岸田を見返してやった。

「……そうですね、面白くは、あるのかも」

　岸田は左ひだり膝ひざを撫なでながら、俺に同意を示し、

「だとしたら、尚青が生徒会長になるっていうのは最高にいいと思いますよ」

　けれど、どこかシニカルな笑みと言葉を追加することは忘れなかった。

「では、そういうことで失礼します。あ……秋庭先輩、もしも鈴木先輩を見かけたら、ハンデのこと伝えておいてもらえますか。あの人本当に中々捕つかまらなくて、困っているんで、お願いします」

　よりによって俺に鈴木への伝言を頼たのむと、岸田はゆっくりと踵きびすを返して俺に背を向けた。

「鈴木に確実に伝えたいなら、校内放送でも使えっ！」

　俺はその背中に叫さけんだが、岸田が振ふり向くことはなかった。

「……岸田、やっぱりいい度胸だ」

　いくつか気になる表情かおを見せたものの、それで俺の岸田に対する評価が変わることはなく、俺はその背中をしっかりと睨みつけながら見送ったのだった。
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　それから三日が過ぎ、遊ゆう説ぜいを主とした俺の選挙活動は順調にいっていた。

　名前の入ったたすきに白しろ手て袋ぶくろを装着して、俺は誰だれよりも立候補者らしく振る舞まった。

　演説の内容でも部活動──というより活動費の──充じゆう実じつを訴うつたえる小日向と木戸にはまず劣おとっていない。全校生徒が楽しく過ごせるように、と笑え顔がおを武器に訴える五藤にも、とりあえず負けてはいない。ちなみに鈴木は手品だか忍にん術じゆつだかを披ひ露ろうして拍はく手しゆを浴びていたが、演説はしていない。ただ、単純に人気を上げている点にはまだ注意が必要かもしれなかったが。

　しかし、それでも俺の演説が一番素す晴ばらしいことには変わりない。

　俺は主に学校行事のスリム化を図はかり──もちろん、鈴木が去年増やした色々なそれを中心にだ──そうすることによって全校生徒にもたらされる利益について語った。特に一年生の教室では行事を二つ減らすことによって一つの行事がより楽しくなる、ということを強く訴えた。

　その甲か斐いあって、昨日の最後の遊説先では握あく手しゆを求められた。俺の誠意が悪人顔に勝まさった瞬間である。ただ、その女子生徒二人組に桑田が極きわめて鋭するどい眼まな差ざしを向けていた理由だけは俺にはわからなかったが。

　とにかく、選挙運動は順調に行っていた──羽黒の自転車練習も含ふくめて。

　今日はもう金曜日だったが、羽黒の自転車の早朝練習はまだ続いていた。

　そして俺達の教え方の良さと、羽黒の意外な飲み込みの良さの相乗効果で、特訓は成果を上げつつあった。

　まだ時折ふらつくものの、俺はすでに羽黒の後ろをついて走るのを止やめていた。もう荷台を持って支えている必要はなかった。さらに、羽黒は今朝は一度も転んでいない。

「……今日一日走り込めば、明日の〝一回戦〟にも出せるんじゃないかしら」

　桑田は羽黒の仕上がり具合に、そんな自信を覗のぞかせる。

〝一回戦〟に誰が出るかは結構重要な問題で、俺はまだそれを決めかねていた。

　でも、昨日養護教きよう諭ゆの水み月づきから得た有力情報を考こう慮りよに入れると、羽黒を組み込む作戦は大いに有効だという気が実はしているのだ。

「そうだな……作戦次し第だいでは行けそうだな」

　だから俺は桑田にそう告げたのだが、多分その声は半分も届かなかっただろう。

　がっしゃんがしゃーん、という転てん倒とう音が俺の声に被さってしまったから。

　だが、その音に羽黒は首を竦めたものの、まだ走りを止めていない。

　つまり、その音の発生源は、練習場を共有しているもう一組の……あまり進歩していない状じよう況きようを表すもので、案の定、また五藤が自転車を抱かかえるようにして倒たおれていた。

「……五藤」

　もはや雨緒にも初日の元気は無い。しかし、ゆっくりと近付いていくと、五藤の代わりに自転車を起こしてやる。初日は新品で輝いていた自転車は、いまや傷だらけで中古でも売れないものになっている。

「よいか、五藤。地面から足を離はなし、ペダルを踏ふんだら、あとは前を見るのじゃ。下を見てはならん」

　そして、起こした自転車に雨緒はまたがって、模も範はん演技を見せてやる。こぎ始めはふらついたものの、すぐにバランスを取ると雨緒と自転車は人馬一体となり、滑なめらかな走りをみせる。

「真まっ直すぐ、前に、だね」

「そうじゃ」

　雨緒の模範演技を懸けん命めいに見つめている五藤を横目に見て、俺はため息を吐ついた。

　どういうわけか、この二日で自転車に乗れるようになったのは五藤ではなく雨緒──推すい薦せん者しやである以上、もちろん雨緒も乗れなければならなかったわけだが──で、五藤はまだ転ぶ回数の方が断然多い。

　だが、自転車の練習の成果が上がらないのとは対照的に、五藤の胸の植物は確実に成長し、大きさを増している。だが、本来もっと青く瑞みず々みずしいはずの葉は少々色が悪い──水が足りないというように。

「雨緒ちゃん、ちょっと水、飲ませて」

　そして五藤はまた水分の補給に入る。植物と五藤の喉のどの渇かわきに因果関係はないだろうが、どんどん減っていくペットボトルの水は俺に〝雨の鳥〟を意識させるには十分だった。

「よし、じゃあ練習再開！」

　そして、転んでも転んでも諦あきらめずに五藤が努力を続ける姿を、いまの俺達は見ているしかなかった。

　願いの植物はなと〝雨の鳥〟──俺の選挙運動が順調であるのに反比例するようにこの二つの件は停てい滞たいに近い状況に陥おちいっていて──焦あせりは募つのるが、俺はまだそのどちらにも確実なアプローチを出来ずにいた。

　ポイントは、岸田だとわかっているのだが、学校で二人を見ていても、仲のいいことがわかるばかりで、五藤の願いの核かく心しんはまだ見えてこない──生徒会長選挙出馬の動機、は。

　そして、岸田は今朝も練習に顔を出さないだろう──そう思っていたのだが。

　わずかに足を引きずるような足音が聞こえた気がして、俺は五藤の観察を止めると後ろを振ふり向いた。

「……と、びっくりした。えーと、おはようございます、秋庭先せん輩ぱい」

　そうすれば、そこには俺が突とつ然ぜん振ふり返ったことに少なからず驚おどろいた顔をした岸田がいた。

「びっくりしたのはこっちだ」

　俺は俺で僅わずかに目を瞠みはると、殆ほとんど同じ高さにある岸田の顔を真っ直ぐに見返した。

「じゃあ、お互たがい様ってことですね。まさか、同じ場所で練習してるとは思いませんでしたから」

　岸田は俺の視線を軽く受け流すと、桑田に走行中の姿勢について注意されている羽黒に目を向けてそう言った。

「なので、差し入れ、秋庭先輩達の分はありません」

「そんな気き遣づかいは不要だ。俺に対する敬意を表すつもりなら、話は別だけどな」

　手に提さげたコンビニの袋ふくろを見せる岸田を、こちらも軽く受け流してみれば、岸田は小さく肩かたを竦すくめた。

「それより、五藤から練習のことは聞いてなかったのか？」

「ええ、まあ。聞いても順調って言うばかりで、その割に傷が増えていくから、いい加減こうして見に来たわけなんですけど……予想以上にぼろぼろだな」

　最後の一言は俺にではなく五藤に向けて、岸田は小さくため息を吐いた。その気持ちは正直俺にもわかる。

「だから、手伝いにきたんだろう？」

　てっきりそうだと思いこんで、俺はそう尋たずねたのだが、岸田はそれに一いつ瞬しゆん眉まゆを曇くもらせた。

「……いえ、あくまで差し入れに来ただけですから。じゃあ、失礼します」

　そして、それ以上の追つい及きゆうを拒こばむように、また転倒した五藤の下もとへと岸田は足を向け、行ってしまった。

　そのまま五藤と仲良く言葉をかわし始めた岸田に俺は首を傾かしげずにいられなかった。

「五藤が選挙に出ることには反対していない……でも、選挙戦に必要な自転車の練習には付き合えない……どういうことだ？」

　岸田の行動は矛む盾じゆんしていて、だがそれを五藤が責めることはない。

「あ……もしかして」

　呟つぶやきとなってこぼれた俺の疑問にそこで声を上げたのは桑田だった。岸田の姿に気付いて羽黒と共に俺の下へやって来たが一足違ちがいだったのだ。

「どうした？」

　だが、俺が問いかけると、むしろその方が良かったというように、桑田は話を切り出した。

「あとで話そうと思っていたんだけど……昨日やっと陸玖に岸田君の話を聞けたの」

「あ、そう言えば昨日は道場の練習日でしたね」

　桑田が並木の名前を出せば、羽黒はそう言って、桑田もそれに頷うなずき返す。

「ええ。それでね、話だけは通してあったから、陸玖も色々と調べてくれたんだけど……岸田君が中学生の頃ころは陸上の有名選手だったのは知ってるわよね？」

「ああ、確か高たか跳とびだったか」

　それは俺も知っていたから、桑田に話の先を促うながした。

「高跳びで、県の記録も持っていたらしいわね。それで……ここから先は知らないと思うんだけど」

　そこで、桑田は一度言葉を切ると、談だん笑しよう中の岸田を一いち瞥べつして、それから再び口を開いた。

「岸田君は、中三の時に大きな怪け我がをして、陸上選手としてはもう活かつ躍やく出来なくなったんだそうよ」

　一段声を落として、目を伏ふせながら桑田が言えば、それが岸田にとってどれだけ大きな出来事だったか俺達にも想像できた。

「……岸田さんはもしかしてそれで、色々な部活を回っていたんでしょうか」

　その羽黒の推理はおそらく間違っていないだろう。陸上が出来なくなったから、陸上に代わるものを岸田は探していた。

　そして、それはまだ見つからないから、岸田の部活巡めぐりは終わらないのだろう。

　そうと知ると同時に俺は、先日岸田の目に宿った空くう虚きよな感情の正体を知る。

　陸上が出来なくなって、ぽっかりと空いたその穴がまだ塞ふさがっていないからだったのだ、と。

「そうか、怪我。だから練習には付き合えないのか」

　岸田の膝ひざを撫なでる仕草を思い出して、俺はそのことにも気付いた。

　実際に羽黒の自転車を支えたからわかるのだが、それにはかなり足に膝に力を込こめて踏ふん張ることが必要だった。

　岸田の怪我の場所が膝だったら、たとえ治ち療りようが終わっていたとしても無理をすることは出来ない。

「……手伝いたくても、手伝えないんですね」

　そして、羽黒はまるで我がことのように苦しそうな表情を浮うかべて、自転車に乗る五藤を見ていることしか出来ないでいる岸田を見つめる。

「選手を続けられない怪我っていうと、完治は……しないんだろうな」

「……そうね。日常生活には支障がない程度には治っているんだろうけど」

　俺がそう言えば、桑田もそう言って、俺達は重いため息を吐ついた。

「ハンデがあっさり認められたのは、その辺の事情もあってか」

　自転車に乗れない立候補者に、膝に怪我を抱かかえた推すい薦せん者しや──両者が自転車影かげ踏ふみにこだわりを見せなければ、選管の向坂はすぐにでも競技内容を変えていたことだろう。

　逆を返せば、向坂はその、申し出さえあればいつでもそうできるようスタンバイしているはずだ──そのくらい、有能な人材だから。

「……岸田は勝負が出来るか見み極きわめに来たってわけか」

「そうね。ことによっては、花南ちゃんの練習は無む駄だになっちゃうわ」

「あの、それは構いませんけど……」

　俺達は口々にそう言いながら、五藤達に視線を向ける。

「大だい丈じよう夫ぶだって！　もう少しだよ。駿みたいには行かないけど、今日は夜も練習するし、そうしたら絶対に乗れるようになるから！」

　そして、俺達のそんな会話が聞こえたはずはないのだが、五藤達の方ではその予想通りの展開が起こり始めていた。

「無理だ。一回戦から退ひくなら、いま決めるしかない」

　五藤は俺達の方にも余よ裕ゆうで届く声で訴うつたえたが、岸田は決然とした態度でそれに臨んだ。

「だ、だが、それでは我らの練習は無駄になるのじゃ」

「無駄でも無茶よりはいい」

　雨緒もまた岸田に言い募つのってみせたが、岸田はそれもばっさりと切り捨てた。

「……だけど」

「尚青。一つ聞いておきたいんだけど、お前は自転車に乗れるようになりたいのか？　それとも生徒会長になりたいのか？」

　そして、それでも五藤が岸田を説得する言葉を探そうと試みれば、岸田は鋭するどい問いを突つきつけた。

「そ……れは、両方だよ」

「両方？　でも、優先順位をつけるなら生徒会長だよな？」

　五藤が言えば、岸田は断定的な口調でもってそう言った。

　問われているのが俺だったら、当然即そく答とうしている──生徒会長、だと。

「でも……自転車に乗れるようになったら、今度は駿と一いつ緒しよに走れるじゃないか。今までは置いて行かれたけど、ぼくは五等賞の五藤をやめて……一緒に走れるようになる！」

　けれど、五藤の出した答えは、それで……俺達は五藤の優先順位の筆頭は生徒会長でも自転車でもなく、岸田であることを改めて知る。

「……一緒に走る？　例えば俺を後ろに乗せて？」

「うん……そうだよ」

　岸田の静かな問いに、五藤は膝に付いた汚よごれを払はらいながら答えて。

　だから、その瞬しゆん間かん、岸田がどんな顔をしていたのか、五藤には見えなかった。

　五藤の胸の植物が、更さらにその葉を広げた瞬間に、太陽の光が目に入って、それが痛かった時のように、ぎゅっと目を瞑つぶった岸田のその顔を、五藤は見なかった。

　でも、俺もまた、その表情を一瞬しか見られなかった。

　身体からだの奥から、ずくんと突き上げられるような痛みが、眼底にのぼって来たから。

　予告も無しに送られてきた合図サインは、けれど確実に痛みを伴ともなって、俺の眼球の中を走り回る。何の遠えん慮りよも、わずかな容よう赦しやもない痛みに、俺は自分で自分の身体を抱だいて、堪こらえる。

「秋庭君、大だい丈じよう夫ぶ？」

　小声だけれど逼ひつ迫ぱくした桑田の声に、けれど俺は何も返せない。

「……どうして、いつもこんなに痛そうなんですか」

　痛切な羽黒の声も耳には届いたが、それはアレに言えという軽口もいまは吐はけずに。

　俺はただひたすら、この発芽の痛みが終わるのを待つしかなかった。

　そうして、慣れたくもない痛みから解放された時には、五藤と岸田の話は決着をみていた。

「……わかった。明日までに、自転車に乗れるようになってくれ」

　殆ほとんど諦てい観かんしたように、岸田が五藤に譲ゆずる形で。

　そして、俺は既すでに植物の育った五藤の胸から、岸田の胸へと視線をスライドさせれば、そこには予感通りに、小さな芽め吹ぶいたばかりの願いの植物はながあって。

「……〝雨の鳥〟はもしかして、願いの植物が好きなのか？」

　俺は思わずそう呟つぶやいていた。

「……なん、じゃ？」

　俺の言葉が聞こえたはずは無かったが、だが五藤と岸田の間に挟はさまれた雨緒は、自分の髪かみに起きた異変に戸と惑まどっていた。

　一気に倍に膨ふくらんだ髪を両手で懸けん命めいに押さえて、五藤と岸田の顔を見比べる。

　あくまで静かな表情で、互たがいの顔を見返すだけの二人を。

　最初に目を逸そらしたのは岸田だった。

「じゃあ、おれは行くから、二人とも、遅ち刻こくしないように……雨緒、くれぐれも五藤をよろしく」

　手に持ったままだったコンビニの袋ふくろを雨緒に押しつけると、岸田はそのまま踵きびすを返して、公園の出口へと向かう。

「……え、あ。岸田？　五藤？」

　雨緒はどうしたものかと判断に迷って、岸田の背中を、それから五藤の顔を見たがそのどちらにも答えは書いてなかったと、頭を抱かかえる。

　五藤は、一瞬岸田の後を追いたそうにして、実際に一歩踏ふみ出したけれど、地面に倒たおれたままの自転車に二歩目を阻はばまれて、結局五藤が岸田を追うことはなかった。

「追いかけぬのか？」

　そして、遠ざかる岸田の背中と五藤の顔を困ったように交互に見ながら雨緒が問いかけても、五藤は首を振ふった。

「……うん。練習するよ」

　雨緒の困こん惑わくに気付いていないはずがないのに、五藤はそう言うと、自転車を起こし、雨緒を脇わきに追いやったまま一人で練習を再開する。

　そうすれば、雨緒は唇くちびるを嚙かみしめて、そしてどこか怒おこったような表情のまま、つかつかと俺達の元へと歩いてくる。

「どうした？」

　目の前に立った雨緒は、何度か口を開きかけては、再び閉じるということを繰くり返し、

「……このような時、人間はどうするのじゃ」

　やがて、己おのれのプライドを吞のみ込んで、俺達にそう尋たずねた。

　雨緒の言う〝このような時〟を、一人にしておいて欲しいというように、黙もく々もくと自転車に挑いどむ五藤に対して、自分はどうすれば良いのかという問いだと解かい釈しやくすると、

「とりあえず、見ていてやるしかないな」

　俺は実にシンプルな答えを返した。

「それでは、歯がゆいから尋ねておるのじゃ」

　けれど、雨緒は俺の答えが気に入らないと、唇を歪ゆがめると、だんっと地面を踏む。

「でも、いまはそれしかないと、思います」

「そして、待っていてあげるのね」

　しかし、羽黒と桑田にも同じように諭さとされれば、雨緒は唇を結んだ。

「……歯がゆいのじゃ」

　もう一度そう言って、けれど雨緒は言われた通り、五藤に視線を据すえる。

　雨緒は気付いているかわからないが、五藤はいま、戦っているのだ。自分を強くするために。そうでなければ、探せないから。

　岸田の為ために、探して、見つけてやることができないから。

　岸田自身でさえまだ見つけられない、新しい目標を。また心の底からやりたいと思えるようなことを、新しい場所を用意してやりたいのだろう。

　それが、多分五藤にとっては生徒会長選挙に出た動機。

　そして、その場所に岸田を呼ぶには、まず自分が道を開かなければならないと、決めたから、いま五藤は必死に自転車に乗ろうとしているのだ。

　けれど、その場所には多分、五藤の自転車では行けない。

　ハンドルをきるのが五藤である以上。それは、五藤の行きたい場所だから。

　何度転んでも、その度たびに自分で自転車を起こす五藤ならば、そのことに気付くと信じて、その時にこそ植物はなは咲さくと信じて、俺はもう少しだけ、五藤を見守ることにした。

　せめて、五藤が自転車に乗れるようになるまでは、と。

「……雨緒。一つ言っておくことがある。岸田も発芽した」

　そして、二人と共にいることを自ら選んだ以上、雨緒にもそれを告げておく。

「なんじゃと？　それは願いの植物とやらがか？」

　そうすれば、雨緒は弾はじかれたように俺を見た。

「ああ、そうだ」

　俺の口から改めてその事実を聞かされた桑田と羽黒は、小さく息を吞のみ、それから疲つかれたようなため息を吐ついた。おそらく、二人の脳のう裏りにはこちらの慌あわてた様子を見て楽しんでいる約一名の顔が浮うかんでいることだろう。

「五藤に続いて岸田もじゃと？　秋庭多加良、先に芽吹いた五藤の植物もまだ咲いていないのであろう？　なのに、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　一方、俺に問いかける雨緒の表情は不安げに曇くもっていた。それは、雨緒いうところの人間ごときを明らかに心配している顔で。

「心配か？」

「……あやつらは、そなたらよりは良き者じゃから、我も心配してやるのじゃ」

　けれど、返ってきたのはやはりどこか天あまの邪じや鬼くな言葉だった。

「それで、〝雨の鳥〟の方はどうだ？」

　そんな雨緒にそう尋ねれば、今度は雨緒は困惑と警けい戒かいが混ざったような顔で俺を見返す。

「五藤の植物の方は、いまのところまだ、大丈夫だ……でも、また水分が足りなくなってきてる」

　俺がそう言えば、雨緒はそれで問いの意味がわかったのか、警戒を緩ゆるめる。

「我とて、鳥のことは忘れておらぬし、機会は狙ねらっておるのじゃ。なれど、なかなか五藤は自転車に乗れぬから……」

「雨緒、もし可能なら〝雨の鳥〟に植物を食べないように言っておけ」

　しどろもどろに言い訳を始める雨緒の言葉を途と中ちゆうで遮さえぎって、俺はもう少しだけ五藤に時間を与あたえたくてダメ元で雨緒にそう言った。本来、優先順位などつけないが、今回に至っては〝雨の鳥〟の存在がある五藤の植物の開花を急ぐべきだとはわかった上で。

「……我の声が届くかはわからぬが、やってみよう」

　そうすれば、雨緒は自分の胸の辺りに手を置きながら、ゆるゆると頷うなずいて見せた。

　かなり、自信のない横顔ではあったが、雨緒がその気になってくれたことに俺は安あん堵どした。

「……じゃあ、そういうことで、頼たのむ」

「ふん、頼まれてやるのじゃ」

　改めてそう言えば、雨緒はいつもの調子でえらそうに言って寄よ越こしたが、でも以前の雨緒にはなかった、優やさしさに似たものを俺は感じていた。

「あ、そろそろ練習を止やめないと、遅ち刻こくしてしまいます！」

　そして、公園の時計を見て羽黒が声を上げれば、

「なにっ、岸田に遅おくれるなと我は言われたのじゃ」

　雨緒は五藤の下もとへと駆かけていき、俺達はその場は任せて、撤てつ収しゆうすることにしたのだった。




　　　　＊＊＊




　多加良達が公園を去り、時計が始業時間を回り、九時を過ぎても結局雨緒と五藤は公園にいた。

　何度雨緒が学校に遅れるぞ、と言っても五藤は練習を止めず、雨緒もしまいには諦あきらめた。

　今は遅刻よりも、自転車に乗れるようになること──それが五藤のやりたいことで、成さねばならないことだとわかってしまったから。

　人間のことなど、興味もなく理解するつもりもなかった自分が、こんな風に五藤に手を貸していることを、雨緒は不思議に思ったが、不快とは思わなかった。

　ただ、それは相手が五藤だからだということはわかる。

　雨緒の〝雨の鳥〟にどことなく似ている五藤だからだと。

　例えば、先に行くふりをして、何度も後ろを振ふり返ってみたり──五藤は岸田にもよくそんな仕草を見せた──雨緒の手を懸けん命めいに引いてみたりするところが。

「おおっ、そうじゃ、五藤！　まっすぐまっすぐ前を見るのじゃ！」

　そして、物思いから雨緒が我に返ってみた時、五藤はふらつきながらも、いままでで一番長い距きよ離りを自転車に乗ったまま走っていた。

　そのまま、噴ふん水すいに突つき当たって、方向転てん換かんを余よ儀ぎなくされるまで五藤は走り続けて、結局転んで止まったけれど──雨緒は惜おしみない拍はく手しゆを五藤に送っていた。

「あはは、はっ、やった！　ぼく、やったよね、雨緒ちゃん！　ぼくも前に進めたっ！」

　そうして五藤は立ち上がると、雨緒の手を取って、ぴょんぴょん飛び跳はねる。

「これ、落ち着くのじゃ、五藤！」

　嬉うれしいような、照れくさいような妙みような気持ちになって、雨緒は五藤の手を払はらおうとして、だが結局それは出来なかった。

「いまの感覚を忘れぬうちに反復練習じゃ！」

「はいっ！」

　代わりに口をついて出たのはそんな台詞せりふで、五藤が素す直なおに練習に戻もどって行ったのを見て、それから雨緒は自らの手で口を塞ふさいだ。

　思いがけず零こぼれたその言葉が、いつか自分が、雨の神の長おさたるその人から言われた言葉だったから。

　ベンチに腰こしを下ろしながら、雨緒は呟つぶやく。

「……覚えているものじゃ」

　それは、雨緒が初めて雨を降らせた時に、上手うまく〝雨の鳥〟を扱あつかえた時にかけられた言葉だった。

　あの頃ころは、ただ褒ほめられたくて、雨を降らせていたように思う。

　上手く雨が降らせられれば雨城は喜んでくれて、雨の鳥は自分の傍そばで唄うたってくれた。

　瞼まぶたを閉じれば、その日の嬉しさと、長の優やさしさが甦よみがえってきて……雨緒は唇くちびるを嚙かんだ。

「……我のことなど雨城さまは、忘れているのじゃ」

　それなのに、自分ばかりが覚えていてどうするのかと、雨緒は首を振った。

　だが、一度甦り始めた記き憶おくは途と切ぎれずに、雨緒を襲おそう。

　最初は、同年代のどの〝雨の神見習い〟よりも雨を降らすことの出来た自分に、誰だれもが称しよう賛さんと羨せん望ぼうを向けてくれた。その感情が心地よかった。

〝雨の鳥〟も雨緒の下にたくさん集つどった。だから、誰よりもたくさんの雨を降らすことが出来た。

　けれど、それはもう昔のことで──気付けば、自分の下にいる〝雨の鳥〟は一羽だけで、うまく雨が降らせられなくなっていた。

　最初は自分が病でも患わずらったのかと思ったけれど、最後の一羽に逃にげられ、落第の印のように鳥かごを科された時、自分はもう見放されたのだと思い──どうでもいいと思いながら地上に降りてきた。

　もはや、己おのれが雨を降らせる意味などわからなかった。

「あまお……雨緒ちゃん？」

　そうして再び物思いに耽ふけっていたところを呼ばれて、雨緒は目を瞬しばたたかせながらも我に返る。

　そうすれば、間近には五藤の心配顔があって、

「んん……なんじゃ？」

「あ、よかった。泣いてなかった」

　雨緒が顔を上げれば五藤はそんな風に言って、安あん堵どに頰ほおを緩ゆるめた。

「……我が泣くはずがないのじゃ」

「そう？　ぼくの記憶では雨緒ちゃんは泣き虫だったけど？」

　更さらにはそんなことを言い出す五藤に、そんな記憶は無いと──事実、存在しない記憶なのだから──言うのは簡単だったけれど、雨緒はなぜかそうしなかった。

「……それよりも、もう学校に行けるのか？」

　代わりに、ふいっと顔を背そむけて、話題を変える。

「うん。昼休みはまた遊ゆう説ぜいがあるからね……これ、飲んだら行こう」

　けれど、五藤はわざわざ雨緒が顔を背けた先に回り込んで、ペットボトルの飲み物を差し出した。人が逃げても追ってくる──そういうところも五藤と〝雨の鳥〟は似ている、そう思いつつも、雨緒の目は五藤の手の中の飲み物に吸い寄せられる。

「ジンジャー・エールじゃ！」

　岸田の差し入れであったそれを受け取ると雨緒は嬉き々きとしてキャップを開けた。

　五藤の家で最初に飲んでから、この飲み物は雨緒の大のお気に入りだった。

「雨緒ちゃんと駿はほんとにジンジャー・エールが好きだよね」

「……温ぬるい」

　が、貰もらってから大分時間の経たっていたジュースは生温く、雨緒は顔をしかめた。

「今日も天気がいいからねぇ。五月さつき晴ばれっていうやつだよ、雨緒ちゃん」

　五藤はスポーツドリンクを飲みながら陽ひが高くなるにつれ公園に増えてくる親子連れの姿を見回して、それから雲一つ無い青空を仰あおぎ、この温さは仕方ないと笑った。

「こうしてると、中学の頃を思い出すよね」

　それもやはり暗示以外のなにものでもないのだが、五藤は天を仰いだまま思い出話を始める。

「競技場の応おう援えん席からさ……こういう天気の良いい日に、跳とんでいる駿を見るのは最高だったよね」

「……ああ、そうじゃな」

　けれど、雨緒の方もこの話に相づちを打つことには慣れていた。五藤と二人きりの時、いつも彼が話すのはこの話だったから。

「跳んでる瞬しゆん間かんは、背中に羽が生えてるみたいで、輝かがやいてたよね！」

　臆おく面めんもなく岸田のことを称賛する五藤に雨緒は頷うなずきを返してやる。

　走り高跳びとかいう、棒を飛び越こえる運動を岸田はやっていたのだという。写真も何枚か見せられたので、雨緒はもうそれを理解している。

「でも、もう見られないのじゃ」

　その、事実と共に。だから、雨緒と二人の時にしか五藤がこの話をしないこともわかっていた。

「……うん」

　中学三年生の秋、その年の最後の試合。どうしても外せない用事で五藤が見に行けなかったその試合で、岸田は左ひだり膝ひざに大おお怪け我がを負ってしまった。

　手術の痕あとを見せながら、岸田自身が雨緒に説明してくれた。だから自分はもう跳べないのだと、五藤の練習を手伝えないのだと。

　それでもいま、岸田が普ふ通つうに歩けているのは、リハビリというのを一生懸けん命めいやったからだと、これは五藤が教えてくれた。

　そのリハビリというのはまだ続いていて、だから五藤は自転車に乗れるようになったら、後ろに駿を乗せたいのだと言っていた──病院に行くために。

　その為ために、もう五藤の全身が傷だらけなのを雨緒は知っている。

「……五藤はなぜ、そうも岸田の為にがんばるのじゃ？」

　ふいにそれが知りたくなって、雨緒は五藤に問いかけていた。

「……雨緒ちゃんには、言わなかったっけ？」

　同じ記き憶おくを共有していると信じて疑わない五藤に、雨緒は今度は首を振ふった。

　そうして、黒くろ縁ぶち眼鏡めがねの奥にある双そう眸ぼうを見つめる。ただ、聞いてみたいのだという意思を込こめて。

「……ぼくは小学校の時、長い間、五ご等賞とうの五藤って笑われてたでしょ？　雨緒ちゃんは知らなかったかもしれないけど、そんなぼくといつも一等賞の駿が一いつ緒しよにいるのを不思議だって言うヤツもいた」

　そうすれば、五藤はその頃ころのことを思い出す為か眼鏡を外すと、ゆっくりと語り出す。

「けど、ぼくは駿が一等賞なら自分は五等賞でも、六等賞でも良かった。ぼくは駿に追いつきたいとか追い越したいとか思っていなかったから」

　五藤はそこでいつものように屈くつ託たくのない笑えみを浮うかべて見せたが、

「我は、いつでも自分が一番でなければいやだったのじゃ」

　その感覚は雨緒にはわからないものだ。レンズを通さずに見る五藤の目が澄すんでいることだけはわかったけれど。

「うん、雨緒ちゃんもいつも一番……だったよ、ね？」

　だが、雨緒のその台詞せりふは、五藤の暗示きおくに小さくさざ波を起こしたらしい。

「……ああ。でもいまは我の話ではないのじゃ。続きを聞かせるのじゃ」

　小さく首を傾かしげる五藤を見て、雨緒は僅わずかに焦あせり、先を促うながした。

「うん……いつもぼくの前を駿が走っていた。走っていてくれた。道を作っていてくれた。だから五等賞のぼくは道を作る必要も、探す必要もなかった。駿が立ち止まることがあるなんて考えもしなかった」

　話している内に、五藤の声はだんだんと沈しずんでいった。

「……いま、岸田は止まっておるのか？」

「少なくともぼくにはそう見える……駿は、きっと本当はいまでも跳びたいんだ。でも、物わかりのいい顔をして、諦あきらめて、そんなことは絶対に言わない」

　膝ひざの上で拳こぶしを握にぎりしめて、五藤は雨緒が初めて見る、思い詰つめた表情で岸田のことを語る。

「だから、今度はどんなに細くて狭せまい道でもいいから、ほんの少しでも、ぼくが前に進んで開いてあげたいんだ……そしてもう一度光らせてあげたい」

　それが自分に唯ゆい一いつ出来ることだと、固く信じている顔で、五藤は雨緒に語ってみせた。

「……そう、か」

　でも、その横顔は今にも泣き出しそうで、雨緒はまた途と方ほうにくれる。そして、五藤の中に満ちている〝水気〟に反応して、膨ふくらんだ髪かみを雨緒は撫なでた。

「五藤は、なぜ泣かないのじゃ？」

　そして、その問いはするりと雨緒の口をついて出ていた。

　いま、そんなことを知りたいと思った覚えはないのに、口をついて出た言葉に、雨緒自身が戸と惑まどっていれば、五藤もまた困こん惑わくした顔で雨緒を見返す。

「……なんでも、ないのじゃ」

　だから、答えなくてもいいと雨緒は言った。

「すごいね、雨緒ちゃんには、ぼくの泣きたい気持ちがわかるんだ」

　なのに、五藤はそう言うと、やっぱり泣きそうな顔で笑って見せた。

「……でもね、駿はあの怪け我がの日から泣いていないんだよ。本当は泣いたっていいのに。だから……ぼくも泣けないんだ。ぼくが泣いたらきっと駿は同情されたって思うから。他ほかにどんな理由があったとしても、いまはそう思ってしまうはずだから、ぼくは泣かない」

　岸田の為に泣かないのだと聞かされて、

「……そうか」

　雨緒が返せたのは吐と息いきのように小さな声だけだった。それでも自分の為に泣けということはもう出来なかった。

　雨緒は、人の為に何かを成そうなどと思ったことがない。

　雨を降らすのも同じで。それが出来るから、できれば褒ほめて貰もらえたから、やっていただけだ。

　つくづく自分と五藤のあり方は違ちがうのだと思って、なぜかそのことに胸が苦しくなる。

　五藤は自分がどれだけちっぽけなのかを知っていて、それでも岸田の為にできることを力の限りやろうとしている。

〝雨の鳥〟のように。とても小さいけれど、広い大地に雨を降らすために、力の限り羽ばたこうとする鳥の姿を思い出して、雨緒は小さく呟つぶやいた。

「……鳥よ。待っていても五藤は泣かぬ。もう、諦めて出て参るのじゃ」

　でも、鳥の声が返ってくることはなかった。

「……それにしても、良いい天気だね。明日も晴れなのかな？」

　その代わりに、眼鏡をかけ直して、明るい声で話題を振り直したのは五藤だった。

「うん？　影かげ踏ふみなのだから晴れの方がよかろう？　……それとも、雨が恋こいしいか？」

「そうだね。雨が降ったら雨天順延だから。そうしたらもう一日自転車の練習が出来ると思って」

　五藤は単純にそう思って、その考えを口にしたのだろうが、それは雨緒の心を揺ゆらした。「……そうか。校庭とやらが使えなければ」

　雨緒はじっと自分の手を見つめて呟いたのだけれど、その声が五藤に届くことはなかった。

「あっ！　雨緒ちゃん、あそこで風船配ってるよ！」

　代わりに五藤の目は、この公園で一番大きな花か壇だんの側そばにいつの間にか立っていた着ぐるみの熊くまへと──正確にはその手にある色とりどりの風船に吸い寄せられていた。

「雨緒ちゃん欲しいでしょ、貰ってくるね!!」

　そして、雨緒は一言もそんなことは言っていないのに、五藤はそれと決めつけると走って行ってしまう。

「五藤め、我をいくつだと思っているのじゃ」

　走っていく五藤を結局止めることは出来ず、雨緒はひとり愚ぐ痴ちってみた。

　そうして、五藤はクマに群がる子どもの群れに混ざると、そこで雨緒に向かって手を振ふる。

「雨緒ちゃん、何色がいいー？」

　大声で呼びかけられれば、子ども達の視線は雨緒に集中して、雨緒は気き恥はずかしさに頰ほおを染めた。

「ねー、何色？」

「……青じゃ！」

　しかし、答えなければ五藤は延々と雨緒を呼び続けるだろうと判断して、とにかく短く答えを返した。

　無意識に、〝雨の鳥〟の羽の色を。

　そんな自分に気付いて、そうして雨緒は彼女の為ために青い風船を受け取る五藤の姿に、〝雨の鳥〟を重ね見てしまう。

〝雨の鳥〟もそうだった。雨緒が求めてもいないのに、どこからか花や木の実を取ってきては、どこか嬉うれしそうに雨緒の掌てのひらに落とす。

　花も木の実も、自分の分だけを、自分の為だけに取ってくればいいのにと、雨緒はいつも思っていた。

「はい、雨緒ちゃん、青いのは最後の一つだったよ。よかったね」

　でも、いま、走って戻もどってきた五藤に青い風船の紐ひもをしっかりと握にぎらされて──自分の胸が喜びに震ふるえているのがわかる。

「……ありがとう」

　そして、〝雨の鳥〟には一度も言っていなかった言葉が自然と雨緒の口をついて出ていた。

　そのたった一言で、五藤はとても嬉しそうに笑ってくれて。

〝雨の鳥〟は自分の為に色々なものを取ってきてくれたけれど、自分は少しでも〝雨の鳥〟の為に、〝雨の鳥〟が喜ぶようなことをしようと思ったことがあったかと、自問する。

　でも、聞いてみるまでもなく、答えは否いな、だった。その事実に気付くと風船のように膨ふくらんでいた喜びは、また風船のようにしぼんでいって。

「あっ……」

　思わず力の抜ぬけた手は、せっかく五藤が貰ってきてくれた風船を、同じ色の空へと逃にがしてしまう──まるで〝雨の鳥〟のように。

　すぐにもう一度摑つかもうとしたけれど、雨緒の手を離はなれた風船は、思ったよりもずっと速く空へとのぼっていってしまって、雨緒の手はただ空を切った。

「五藤、すまぬのじゃ」

「ううん、いいよ、気にしないで。それより、もう一つ貰ってこようか？」

　本当に申し訳なくて、雨緒は頭を下げたが、五藤はそれにも笑え顔がおで応こたえて、更さらにそんな提案をしてくれて。

「いいのじゃ……ありがとう」

　雨緒は小さく首を振ると、もう一度、まるで覚え立てのような気がする言葉を口にしてみた。

　その声が、〝雨の鳥〟に届いたらいいと思いながら。




　　　　５




　迎むかえた土曜日は、雨雲どころか、雲一つ無い晴天だった。

　足あし下もとに目を向ければくっきりと濃こい影かげが出来ている。

「絶好の影踏み日和びよりになりましたね！」

　羽黒は空を仰あおぐと、今日の天気をそう名付けた。

「そんな言葉は無いけどね。でも、今日も良いい天気だから、汗あせかくだろうね」

　尾田は強い日射しを遮さえぎるように手でひさしを作りながら、そう言った。

〝雨の鳥〟を捕つかまえていない以上、雨の心配は二人ともしていない。

「砂すな埃ぼこりもひどいだろうな」

　乾かわいた空気と砂埃に、実際咳せき込む生徒の姿を目にして、俺達の表情は浮うかないものになる。

「……でも、〝雨の鳥〟の前に五藤の植物だな」

「けど、具体的にどうするかは決めたの？」

　俺の言葉に羽黒と尾田は頷うなずいたが、桑田だけはそう問いかけてくる。

　五藤は岸田の為に動いている、それは確かだし、おそらく五藤の願いもそこに起因している。けれど、五藤は岸田の思いと、自分自身の思いを重ねすぎて、肝かん心じんなところにずれがあることに気付いていない。

「……一番は五藤が自分の思い違ちがいに気付くことなんだろうけどな」

　それをどう悟さとらせるかが問題で、俺はそこにまだ頭を悩なやませていた。

「それで、五藤くんは自転車には乗れるようになったの？」

　一人だけ、朝の練習に参加していない尾田が尋たずねてきたが、残る三人もそれには答えかねた。

「わたしは、乗れるようになったと信じたいですけれど……」

「私も、そう願ってるわ」

「ってことは、昨日の段階ではまだ乗れてなかった？」

　羽黒と桑田がそう言えば、尾田はそう推測して、問われた二人は複雑な顔で応えるしかなかった。

「もし、まだ乗れてなかったら、ちょっと戦いにくいね」

　そして尾田は眉まゆを曇くもらせた。基本的に穏おだやかな性格の尾田は、まともに戦えないような人間の相手はしたくないのだろう。

　俺だって、それはそうだ。けれど、

「……でも、どんな状態でも〝一回戦〟に出てくるなら、俺は戦う」

　どんな事情があろうと、五藤がこの生徒会長選挙に立候補した人間である以上、それだけは俺も譲ゆずれない。

「それはそうね」

　桑田が頷けば、他ほかの二人も頷いて、皆みなそこを間違えてはいけないことはわかっていた。

「それにしても、皆さん、色々な自転車を持っているんですね」

　羽黒は五藤達の姿を捜さがしていたのだが、求める姿が見つからないと、そんなことを言った。

「そうだね……考えて乗ってきてるのかな？」

　そうすれば、スタンドで立たせてある俺達の自転車と、他チームの自転車を見比べ始めたのは尾田だ。

　俺達のチームの自転車は、かごのついたいわゆるママチャリが二台とマウンテンバイクが一台だ。〝自転車影かげ踏ふみ〟に出ることになったのは結局、俺と桑田、羽黒の三人。技術面から見れば尾田なのだが、持久力の面では羽黒の方が若じやつ干かん尾田に勝まさること、それと有力情報の裏付けが取れたので、この人選となった。

　ちなみに、羽黒と桑田がママチャリに乗り、俺は本来尾田のものであるマウンテンバイクを借りることになっている。

「小日向さんのところは……マウンテンバイクで揃そろえてきたのね」

　校庭の一角に、その集団を見つけて桑田は一つ頷いた。

「対する文化系部活代表は、折りたたみ？　ミニベロかな？」

　続いて尾田は木戸達の姿を捜し出すと、そう言った。車輪の小さい町乗りの自転車は、高校生男子が乗ると、また一段と小さく見えた。

「あの、どっちが強いんですか？」

　羽黒は二チームを見比べて、そう尋ねてきた。

「そうだな……校庭じゃマウンテンバイクも有利と言い切れる程ほどの性能は発揮できないだろうな」

「ミニベロも小回りは利ききそうだけど……四十五分戦い抜ぬくにはどうだろうね」

　俺がマウンテンバイクを分ぶん析せきすれば、尾田はミニベロをそう分析した。

「でも、変速の使い方によっては、マウンテンバイクか？」

「……変速？」

　結局俺はそちらに軍配を上げたが、羽黒は新たな単語に首を捻ひねる。

「花南ちゃんは気にしなくていいわよ。この自転車にもついているけど、中速に合わせておけば問題ないから」

　そう言って、桑田がママチャリの三段切り替かえの説明を始めれば、羽黒はすぐに変速のことは忘れてしまった様子でそちらに耳を傾かたむける。

「まあ、俺は乗り慣れている自転車が一番だと思うけどな」

　そう言いつつ、俺は尾田のマウンテンバイクを叩たたいた。俺の乗り慣れているのはママチャリだが、この自転車も何度か借りたことがあるので問題はない、と。

「確かに、乗り慣れてるよね」

　尾田はそんな俺に苦く笑しようしてみせたが、それは俺達だけの話だ。

「あ、五藤さん達、来ましたよ」

　羽黒は今度こそ目的の集団を見つけて、それを指さした。

　まだ自転車置き場の方から歩いてきているところで、その影かげは小さかったが、どうやら五藤達のチームもママチャリ二台にマウンテンバイク一台という編成のようだ。

「五藤君と雨緒さんがママチャリで……岸田君がマウンテンバイク、なのね」

　そこまで確かめられれば、もう十分だった。

「……で、問題のアレは？」

　ベ○ツの自転車からジン○ャーまで所有しているはずの、ヤツの姿を捜して俺は校庭を見回したが、一いつ般ぱん生徒の観客席にまで目を凝こらしてもヤツの姿はなかった。

　既すでに開始時刻まで五分を切っているというのに。

「もしや俺に恐おそれをなして、逃にげたか？」

「また、どっかに隠かくれてるんじゃない？」

「……普ふ通つうに忘れているっていう線でも、開始時刻に間に合わなかったら、立候補者から外されないかしら？」

「あの、捜してきましょうか？」

　桑田の言葉をどう解かい釈しやくしたものか、羽黒はそう言うと本当に走り出そうとする。

「いや、捜さなくていい」

　俺は正直にそう言った。

　だが、しかし──次の瞬しゆん間かん、俺の耳に届いたのは馬のいななき。

「……馬？」

　空耳かとも思ったが、それにしてははっきりと俺の耳にその鳴き声は聞こえて、更さらに耳を澄すませてみれば、ぱっかぱっかと軽かろやかな蹄ひづめの音までも聞こえてきた気がする。

　俺は三百六十度回転して、その音が聞こえてきた方角を正しく知ろうと試みた。

　そうして、俺が割り出したのは校門の方向で、身を翻ひるがえしてみれば、果たしてそこには馬がいた。

「う、馬ですよっ！」

「馬だ……うん、馬だ」

　突とつ如じよとして校庭に現れた馬に、驚きよう愕がくしたのは羽黒や尾田だけではない。

　これから始まる生徒会長戦の一回戦を見に来た生徒達も驚愕と動どう揺ように包まれる。

「ど、どうして、学校に馬？」

「っていうか、あの馬に乗ってるのって」

「鈴木会長……だ」

　ああ、その通りだ。今日の鈴木は馬上の人だった。

　百歩譲ゆずって今日は、時代劇のくノ一のような真っ赤な忍にん者じや装しよう束ぞくであることは大目にみよう。でも、校庭に馬で進入することは、バイクで進入することと同じくらい常識から外れたことではないのですか？

　だが、俺が冷静になろうと思考を整理している間にも、鈴木の乗った馬は並足から駆かけ足へと速度を上げて、砂すな埃ぼこりを立てながら、俺達の下もとへと迫せまってくる。

「く、来るわよっ！」

　高い声を上げて、身構えたのは小日向だったが、そんな忠告を受けるまでもなく、大きな馬体が近付いてきていることはわかった。

　ひひひぃーん──そして、最後に一声いななくと、馬は鈴木の手た綱づなに合わせて、俺達の目前で止まった。

「う、うわあ、でかいぃっ！」

　木戸はそう声を上げたが、俺はもう驚おどろかなかった。

「……間近で見ると大きいな」

　極きわめて冷静な観察結果を告げるだけだ。

「素す敵てきな栗くり毛げね」

　そして桑田は俺よりも更に冷静だった。おそらくそれは、桑田万ばん能のう流には馬術も組み込まれて、桑田自身も乗馬がこなせるからだろう。

「チャームポイントは、この額の三日月だよ。よって名前は月つき形がたくん！」

　鈴木が名前を呼べば、それに呼応して馬は小さくいなないた。

「つ、月形くん、ですか」

　羽黒が呼べば、月形君はそれにも鼻をならして応こたえた。ああ、馬は賢かしこい生き物だなあ。

　しかし。やはり校庭に馬はミスマッチだろう。ましてや馬に乗って登校はあり得ない。

「す・ず・き・さ・ん？　今日は馬じゃなくて自転車で集合ですよ」

　だが、それを知らない約一名に、俺は教えてやる。月形君の優やさしくつぶらな瞳ひとみが俺を見ているのがわかったが、それでも俺は言うべきことは言う。

「おや、多加良っち、知らないのかい？　忍しのびの者も急ぐ時には馬に乗る！」

　わけのわからない言い訳に、俺は耳を貸す気はなかった。

「っていうか、鈴木君、今日は朝あさ寝ね坊ぼうして今登校なんだ……馬で来るとは思わなかったけど」

　だが、そこにさらに解説を加えてくれたのは、役に立たないお目付役、灰谷。

「でも大だい丈じよう夫ぶデスヨ。鈴木くんの自転車は確かにこの東雲小蒔が用意しておいたのデスヨ！」

　そう言う、東雲は確かに自転車を一台押していた。ただしそれは昨日まで羽黒に貸していたベ○ツではなく、プ○ョーと車体に書いてある。

「ありがとう、小蒔っち！　そう、今日のぼくのパートナーは、この日に備えて入手した新車なのさっ！」

　そして鈴木は馬上で、また印を組むような忍者のポーズをとった。

「……ようするに、馬も自転車も、誰だれよりも目立つためだろうがっ！」

　しかし、そんなポーズに騙だまされることなく、俺は真実を見破っていた。

「目立ちたい……そんな動機でこんなにもつぶらな瞳ひとみの月形君を利用したのなら、許せないわね」

　声は静かだが、桑田が放つ冷気に馬はぶるりと震ふるえ、不安そうに小さくいななく。

「ああ、大丈夫よ。あなたに危害は及およぼさないから、ね？」

　そうすれば、桑田は馬の視界から外れることのないように近付いていって、その首筋を優しく撫なでてやる。

「ヒヒーン」

　桑田に撫でられ、目を細めると、一転して月形君までも鈴木を責めるようにいなないて、もはや鈴木の味方はいなかった。

「つ、月形くんまでっ！　懐かい柔じゆうされちゃったのっ！」

「ヒン」

　ああ、本当に馬は賢い生き物だ。桑田から少し離はなれて、膝ひざを曲げると月形くんはそこで鈴木を地面にそっと、落とした。

「い、痛い！　痛いよ月形君！　身体からだじゃなくて、いま鈴木のハートはブロークン！」

「えっ、大丈夫ですかっ！」

　明らかに演技とわかる仕草で胸を押さえてうずくまる鈴木に駆け寄ったのはたった一人だった。

　素す直なおで優しい羽黒でさえ呆あきれた眼まな差ざしを送っただけで、その場を動かなかったというのに、そこで動いた人物は──五藤だった。

「うう、ありがとう。五藤っち。ぼくをライバルと知りながら、手を差しのべてくれるだなんてっ！　君の温かい友情パワーで、鈴木朔、ただいま大復活！」

　鈴木は五藤の手をとったまま、一いつ緒しよにくるりと一回転し、さらに手を繫つないだまま、カーテンコールのように頭上に掲かかげ、優ゆう雅がな礼をして見せた。

「な、なんかよくわからないけど、良かったぞ！」

「……ライバルとの友情かぁ」

『鈴木・五藤・鈴木・五藤』

　そして、そんな二人に向けて観客席からはコールが沸わき上がる。

　って、なんですか、この寸劇的な終わり方は？　ああ、理解しようとしない方がいいのか。ああそうか──と、俺は必死に自分に言い聞かせたが、鈴木と五藤への声は止やまない。

「……さすがや。どんなアクシデントも笑いに変えてまう」

　そのお笑い評論家のような声は俺の近くでしたのだが、それが誰かを確かめる余よ裕ゆうはその時の俺にはなかった。

「……なあ、これじゃあ俺は悪役みたいじゃないか？」

「だ、大丈夫ですよ、それは」

「あ、そうだ。今からでもカーテンコールに加わったら？」

「尾田君？　その冗じよう談だんはあまり笑えないわ」

　この状態で、次にどう動くべきか──俺は真しん剣けんに考えて頭を抱かかえた。

「鈴木朔くん、騒さわぐのはこの辺りで止めたまえ。止めないのなら、君を立候補者から外すが？」

　厳然とした声が響ひびいたのはまさにその時だった。

「や、やだな、向坂っち。冗談は止めてよ」

　選挙管理委員長、向坂が本気を出して睨にらめば、さすがの鈴木もその迫はく力りよくに頰ほおをひきつらせる。

「冗談ではない。五分以内に、〝一回戦〟に関係のないものを退去させない場合は、立候補者失格とする」

　この場において、一番発言力があるのは向坂であり、その宣告には鈴木も従って、月形君は速すみやかに家路に就ついた──叶野酪らく農のうファームへと。




　そうして、校庭は静けさを取り戻もどし、改めてこの場を掌しよう握あくした向坂が、壇だん上じよう──といっても校庭での行事に使われる、あまり高さの無い台なのだが──に立つ。

「では、一回戦を始める前にルール、及びハンデの確かく認にんを行います」

　観客となる生徒達にも聞こえるよう、向坂はマイクを通して説明を始めた。

「自転車に乗って行う以外、基本的に影かげ踏ふみのルールを踏とう襲しゆうするものとし、影を三秒以上踏まれた時点で失格とする。競技時間は四十五分。五藤尚青のチームには諸事情を考こう慮りよしてハンデを認め、競技中、特定ポイントにおいてタイムを取ることを許可する。ただし上限は五回までとする」

　淡たん々たんと、向坂はルールを読み上げていった。

「……結局は、ガチンコ勝負か」

　拳こぶしと拳を合わせながらぼそりと呟つぶやいたのは小日向だ。とすると、体育会系はやはり強ごう引いんに攻せめてくるのか？

　俺は小日向に更さらに注意を払はらうべきかという検討に入りかけたが、

「危険行こう為いに及んだ者は即そつ刻こく退場、かつ立候補者としての品性に欠けるとみて、失格とする」

「私達選管がそこら中で目を光らせているのを忘れないでください」

　向坂の言葉に続いて、倉持が言葉通り目を光らせれば、小日向は気け圧おされて頷うなずいた。

「では、各自準備に入ってください。競技開始は五分後です」

　すべての説明を終えると、向坂は壇上を降り、俺達はその指示通り、競技の準備をするべく、自らの自転車の下もとへ向かった。

「……これで、おれ達が狙ねらい打ちされる可能性は大分減りましたよ」

　そうして、歩き始めた俺に声をかけてきたのは岸田だった。

「ああ、そうだな」

　俺は肩かた越ごしに振ふり向きながら、簡単に相づちを打つ。そうしながら、岸田の胸に昨日芽め吹ぶいたばかりの植物の様子を観察する。

　昨日よりも僅わずかながら育ち、こぶりながら葉を増やした岸田の植物はいまのところ元気そうだ。最終的にはその植物を咲さかせて、摘つまなければ終わりにはならないと知っているが、ひとまず俺は植物が健康であることに安あん堵どした。

「甘く見ていると、足下をすくいにいきますから、気をつけてくださいよ？」

　植物の方に集中していたため、俺の反応が淡たん白ぱくだったのが気にいらなかったか、岸田は続けてそう言った。

「ああ、わかってる……それより、五藤は自転車に乗れるようになったか？」

　だが俺はそれにも短く返すだけに留とどめると、岸田の少し後ろを雨緒と共に付いてくる五藤に目をやった。

　そして、五藤の植物を見て、俺はわずかに眉まゆを顰ひそめた。

　その植物は葉を広げ、さらに小さな蕾つぼみを付けるに至っていたが、その葉は昨日よりも黄緑がかった上、水分を失っているように見えた。

　どう考えてもそれは、〝雨の鳥〟の影えい響きようで、俺は中々現れない鳥に苛いら立だちを覚えながら、無意識に耳の飾かざりに触ふれた。鳥が現れれば発熱するはずの鳥かごは、未いまだに冷たいままだった。

「大だい丈じよう夫ぶです、秋庭先せん輩ぱい！」

　けれど、植物のことも〝雨の鳥〟のことも知らない五藤は元気な声と笑え顔がおを向けてくる。

「ってことは、乗れるようになったってことだな」

　俺が言えば、五藤は頷いたが、

「……なんとか前に進むくらい、ですけど」

　続く言葉には、少々不安が滲にじんでいた。

「なれど、我らを侮あなどると痛い目を見るのじゃ！」

　その不安を振り払うように声を上げ、雨緒は鼓こ舞ぶするように五藤の背中を叩たたいた。

「そうそう、雨緒の言う通りですよ。たまにはいいこと言うね」

　岸田が雨緒の言葉を茶化しながらも肯こう定ていすれば、それで五藤は一気に破顔する。

「うん……そうだよね。ぼくには駿も雨緒ちゃんもいるんだから」

　昨日の諍いさかいはどうやら尾おを引いていない様子で、五藤が屈くつ託たくのない笑みを向ければ、雨緒も岸田も頷き返す──ただ、ほんの束つかの間ま、自分の膝ひざに目をやった、岸田の横顔には影が射さしたように見えたけれど。

「じゃあ、秋庭先輩、お互たがい頑がん張ばりましょうね！」

　社交辞令でなく、善良で朗ほがらかな笑顔を再び浮うかべた五藤はそれに気付かない。

　五藤は岸田の為ために動いてきたのだろうが、その肝かん心じんな奴やつの顔を見み逃のがしている。

　だから、俺はこの勝負は譲ゆずれない。

「ああ、俺は自分の為に頑張る……だから、五藤には生徒会長の椅い子すは渡わたさない」

　真まっ直すぐに見み据すえて、強い声でそう言えば、五藤は面めん食くらって、目を瞬しばたたかせる。

「生徒会長っていうのは……誰だれかの為に目指すものじゃないからな」

　それだけ告げると、俺は三人に背を向けた。いま、俺が言うべきことは、伝えたから。

「なんじゃなんじゃ！　あの偉えらそうな態度はっ！」

　そうすれば、威い勢せいのいい声を上げたのは雨緒だけで、他ほかの二人の声が俺の背中にぶつかってくることはなかった。




「……休きゆう憩けいポイントは頭に入ってるな？」

「ええ」

「はい」

　自転車に乗ったままスタート地点に立つと、俺は桑田と羽黒に確認を取った。

　影かげ踏ふみ、と聞いた時点で、俺がまず確認したのは校庭にどんな影が落ちるかだ。昼を過ぎたばかりの校庭には校舎の影は殆ほとんど落ちてこない。だが、電柱や木の影といったものは落ちる。いざという時にそこを把は握あくしていれば、逃にげ切れる場面もある。だから俺は二人にそこを頭に入れておくように言ってあった。

「で、羽黒はとにかくライン沿いを走るんだぞ？」

「はい、わかっています」

「木戸君達以外には近付いちゃだめよ？」

「はい」

　俺と桑田がそれぞれ念を押せば、羽黒はきりりと表情を引き締しめたが、油断すると緩ゆるみそうなそれに、若じやつ干かんの不安が残る俺だった。

「では、みなさん、準備はいいですか？」

　人馬一体ならぬ、自転車と一体になった総勢15名を向坂は見み渡わたして、一つ頷うなずいた。

「用意、スタート！」

　そして、向坂の声と空くう気き銃じゆうの破は裂れつ音を合図に、サバイバルはスタートした。




「桑田、まずは石いし井いで、どうだ？」

「そうね……フォーメーションはＡで」

　時々左右にふれるものの、転てん倒とうの心配はなくなった羽黒の後ろ姿を見送ると、俺と桑田も短く言葉を交かわすと、さっそく次の行動に移った。

　まずは文化系、ミニベロ集団の一角、石井に狙ねらいを定める。木戸の推すい薦せん者しやである石井は合唱部の貴重な男子部員だが、大おお柄がらで、あの中では一番手て強ごわい。

　だが、たとえ腹筋と声量で敵かなわないことがあったとしても、この場の勝ちは俺達が貰もらう。

「選管しんぱん、いるな」

　視界の中にその姿があることを確認して──俺は一気に石井との距きよ離りを詰つめた。俺の接近に気付いた石井は当然、加速して逃げようとした。が、その前方では先に回り込んでいた桑田が待っていて、進路を阻はばむ。

　そうして、前にも後ろにも逃げ場がなくなった石井と自転車の影を、俺が三秒踏ふめば、それを認めて選管がホイッスルと共に旗を上げた。

「よし、まずは一人」

　悔くやしそうな顔で自転車を降りる石井を肩かた越ごしに振ふり返りながら、俺と桑田はバチンと手を合わせた。

　そのまま俺と桑田は、同じフォーメーションで小日向の推薦者、山やま田だを仕留め、順調に競技をこなしていた。

　そこで、グラウンド全体の様子を見れば、中央で小こ競ぜり合いが始まっていた。

「小日向さんと山やま根ねさん……あれは自じ滅めつね」

　牛が角を突つき合わせるように、前輪同士をぶつけあっている二人を一いち瞥べつすると、桑田はすぐにそう断じた。

　そして、選管が警告しようかどうかを迷っている間に、車輪がぶつかった拍ひよう子しにバランスを崩くずして、両者共に転倒──その時点で選管は迷わず旗を上げ、両者共に退場とした。

　そう、競技中は自転車を停車させることは許されるが、自転車を降りてはいけないのだ。

「見事に的中だな」

　俺がそう言えば、桑田は控ひかえ目に頷いて、再び自転車を走らせ始めた。

　俺もそれに追走しながら、次のターゲットを探す。気になっている五藤チームは、どうやら時間一いつ杯ぱい逃にげ切る作戦のようだ。

　そんな五藤達にあえて狙いを定めるチームがいないのは、おそらく観客の目を考こう慮りよして。ハンデを与あたえられている者から狙っていけば、〝一回戦〟のポイントが稼かせげても、心証が悪くなってこの後の中間投票に響ひびくからだ。その程度の判断はどのチームもしている。

「五藤達の前に……鈴木だな」

　俺はそう決めると、新たな狙いを定め、その姿を探した。

「鈴木君は……なぜか花南ちゃんと並走中よ」

　桑田に言われて見れば、確かに鈴木は羽黒と並んで走っていた。

「羽黒は作戦通り、だな」

　鈴木がどう動くつもりかはわからないが、羽黒が俺の指示通りに走っている間は安全だ。

　というのは、羽黒はいま定められた競技場、そこを仕切る一辺のラインギリギリのところを走っているからだ。俺がなぜそこを走らせているかと言えば、そのラインを走っている限り、今の時間帯、羽黒の影はラインの外に出る──つまり、影は絶対に踏まれない。

　我ながらほれぼれする作戦だが、

「……鈴木も同じ作戦、か？」

　一いつ瞬しゆんだけ、そんな危き惧ぐが頭を掠かすめる。この作戦は真似まねをされてはおしまいだ。

「まさか。何も考えていないわよ……それよりも、花南ちゃんに鈴木君の捕ほ獲かくは、期待しすぎかしら？」

「自転車は意外と横移動が難しいからな」

　自転車を走らせながらも俺達が検討を重ねていた、その時、だった。

「……お二人さん、油断しすぎですよ～」

　殆ほとんど気配を感じさせずに、俺達の背後に迫せまっていたのは灰谷。いまの一声がなければ、逆に俺達は灰谷の最接近を避よけられなかったかもしれなかった。

「灰谷さん……やる？」

「んー、そうだね、この間の体育のバレーの決着、ここでつけようか？」

　そして、桑田と灰谷は一対一で勝負をすることを決めた。

　俺は手を出さないことにして、羽黒の隣となりでうろうろしている鈴木──と木戸、を仕し留とめに行くことにする。

「ええと……雨緒さん、わたしと勝負デスヨ」

「なんじゃ、邪じや魔まじゃ！」

「あのね、小さくても一応先せん輩ぱいなんデスヨ」

「むう、人間風ふ情ぜいが我の邪魔をするなら、容よう赦しやはしないのじゃ！」

　途と中ちゆうで、東雲と雨緒が対たい峙じするのも視界に入ったが、そこは介かい入にゆうせずに通り過ぎる。

「……木戸、はぐらーなのは知っているけどな、ストーカーは犯罪だ」

　代わりに追い抜ぬきざま、木戸の動どう揺ようを誘さそい、

「なっ、ストーカーじゃない！　転ばないか見守ってただけだ！」

　見事に動きが止まったところで影かげを踏ませてもらう。どうやら水月の情報は確かだった。

「木戸、場外へ！」

「あ、ああ……しまった。でも、羽黒さんが転ばなくてよかった」

　はぐらー木戸は見事に俺の策略にはまり、だが潔いさぎよく散っていった。

「うわー、多加良っちひどーい」

　だが、俺の素す晴ばらしい作戦にケチをつける者があった──鈴木である。

「ひどくない。作戦だ。……っていうか、俺の次の狙いはお前だが？」

「えーっ？　でも忍しのびの者は誰だれにも影を踏ませないのさっ！」

　俺の台詞せりふに、鈴木は格好をつけた台詞を返してきたが、次の瞬間、鈴木がとった行動はと言えば、全力でのその場からの離り脱だつ。

　しかし、俺はそこで鈴木を追うことはしなかった。現在開始から二十分。まだもう少し、体力は温存しておく必要がある。

　そして、俺は視線を鈴木から外すと、タイムゾーンで息を整えている五藤へと向けた。五藤においては転てん倒とうも十回までは許されているとあって、ジャージの膝ひざと肘ひじはすでに随ずい分ぶんと汚よごれている。

「……強気なことを言っていた割に、弱い者いじめ、ですか？」

「いいや。どうせお前が割って入ると思っていた」

　俺がタイムゾーンに車輪を向けた瞬間、俺の前に立ち塞ふさがったのは岸田。

「それもやっぱり弱い者いじめじゃないですか？　……おれの膝のこと、並木から聞いたんでしょう？」

　俺達がそれを知ったと承知した上で尋たずねてくる岸田に、俺は一つ頷うなずいた。

「それでも、お前は俺の前にこうやって立つんだから……手加減はしない方がいいんだろう？」

　そして、逆に問い返してやれば、岸田は僅わずかに目を見開いて、微かすかに笑って見せた。

「ええ……この時間くらいは、この膝もおれの言うことを聞くはずなんで」

　言い終えるやいなや、岸田はペダルを踏ふみ込んで、加速をつけた。

「まずは、逃にげるか」

　だから、今度は俺もそれを追って、走り出す。

「……あ、羽黒。どういうわけか、その辺に水たまりがあるから、気をつけろよ？」

「あ、はいっ」

　砂すな埃ぼこり対策で水を撒まいたのかもしれないが、フィールドの中に入ってみると、いくつか不自然な水たまりがあることに、俺は気付いていた。

　いま、羽黒の側そばにもそれがあるのを確かく認にんして、忠告を与あたえると、俺は今度こそ加速をつけた。

　岸田は加速をつけては緩ゆるめ、俺が追いつくとまた加速する、というようなことを数回繰くり返し、俺達はやがて校庭の中央に至った。

「行くぞ」

「どうぞ」

　短く告げれば短く答えが返る。

　俺はグリップを強く握にぎると、サドルから腰こしを浮うかし、立ちこぎの体勢を作る。

　対する岸田も、同じ体勢で対峙する。

　先にペダルを踏み込んだのは俺だった。

　一気に岸田との距きよ離りを詰つめるつもりで。

　だが、岸田は自転車ごとバックステップを踏んで、俺の車輪が影を踏むのをかわす。

　そして今度は同じように岸田が俺の影を踏もうと肉にく薄はくしてきて、俺はブレーキを利きかせたままハンドルを切って、それをかわした。

　剣けん道どうにたとえるなら、一合二合、そんな打ち合いが続けば、お互たがい一息入れたくなる。

　対峙する岸田は何事もないような顔をしているが、立ちこぎの体勢が膝に負担をかけているのは明らかで、その額には汗あせが滲にじんでいる。

　だから、俺は一度、後退することを決めて、自転車ごと半回転して身を翻ひるがえそうとして──そこを、岸田に狙ねらわれた。

　俺は避よけようと意識を働かせる前に、そのままペダルを踏み込んで逃げる判断をして、それが功を奏し影を踏まれることは避さけた。

　だが、俺が逃げた先には件くだんの水たまりがぬかるみを作っていて、逃げる俺をそのまま追おうとした岸田のタイヤが、そこで地面に取られる。

「えっ！」

　俺にとっても岸田にとってもそれは予定外の事態で、反射的に膝に力が入ったのだろう。岸田は痛みに顔をしかめ、それと同時にバランスを失って転倒する──かと思われた。

　だが、結果として、岸田とその自転車が倒たおれることはなかった。

　五藤が自分の自転車を乗り捨てて、懸けん命めいに岸田が倒れることを防いでいたから。

　手が足が泥どろで汚れることも何も、厭いとわず。

「……膝、大だい丈じよう夫ぶだった？　無理しないで」

　きっと、こんな時だからだろう。五藤は単純にその心配を口にして、岸田の顔色を変えさせた。

「……おれのことより、尚青だ。お前が失格になった。おれのせいで」

　それでも岸田はぎりぎり冷静さを保って、五藤に告げる。

「え……あ、うん。でもしょうがないね。あとは、駿と雨緒ちゃんに任せるよ」

　五藤はそう言って肩かたを竦すくめると、岸田の足が地面に着いたのを確認して手を離はなす。

　そうして笑いながら場外へ向かった五藤の背中に岸田は何事か言おうとして、だが結局何も言わずに見送った。

　そしてそのまま、俺の存在を忘れたように、自転車をこぎ出して……俺はどうしてもその影かげを踏みに行く気になれなかった。




　そうして、四十五分の競技を終えてみれば、フィールドに残っていたのは最初のほぼ半分──六人だった。

　内訳としては俺達のチームが二人──結局桑田は灰谷と引き分けて、羽黒はその間に東雲にやられていた──鈴木のチームがあり得ないことに三人、五藤のいない五藤のチームが、岸田一人だった。

　小日向と木戸のチームは俺達に狙われた後も、運動部と文化部の因いん縁ねんめいた小こ競ぜり合いを続け、結局両者全ぜん滅めつという結果を迎むかえた。

「皆みなさん、ご苦労さまでした。なかなか見み応ごたえがありました……意外とこの後の中間投票の参考にもなったかと思います」

　俺達と観客の双そう方ほうにマイクで声を送りながら、向坂はそう言って、満足げに頷うなずいた。

「では、改めてただいまの競技の順位、及および獲かく得とくポイントを発表します。第一位、鈴木朔候補、50ポイント。第二位、秋庭多加良候補、40ポイント、第三位、五藤尚青候補、30ポイント」

　名前が読み上げられる度たびに、校庭では拍はく手しゆが湧わき起こったが、俺は鈴木に負けた悔くやしさを嚙かみしめていた。

「……秋庭さん、すみません」

　そんな俺を見て、羽黒が小さく詫わびたが、俺には羽黒の健けん闘とうを称たたえこそすれ、怒おこる気は毛頭なかった。

「いや、羽黒が詫びることはない。羽黒はよくやってくれた。東雲の存在を考こう慮りよしなかった作戦ミスだ」

「うん。それに四日で自転車をマスターしたんだから、胸を張りなよ」

「そうよ、花南ちゃん。頑がん張ばってくれたから、後でピーチティーをごちそうするわ」

　だから、俺達が口々に健闘を称えれば、今度は羽黒は目を潤うるませて、俯うつむいてしまったけれど。

「そして……これらのポイントが中間投票の結果に加算されます。それでは、各自一度教室に戻もどった後、クラスの選管の指示に従って投票場へと向かってください」

　その間にも向坂はてきぱきと進行と指示を与あたえ、とりあえず、この場は解散となった。

　あとは、中間投票の結果を待つしか俺にはできない──ここを通過する自信はもちろん十分にあったが。

「……うわ、ぼく達三位だよ！　駿のおかげだ！　雨緒ちゃんも頑張ったし」

　そして、俺達の耳に届いたのは、三位ながら喜ぶ五藤の声だった。

「いや、我は結局あの小さい女に負けたのじゃ……作戦も失敗したし、三位じゃぞ？」

　対する、雨緒は浮うかない顔だ。

「三位だって、すごいことだよ！　ぼくはずっと五等賞しかとったことなかったんだから！」

　心の底からそう思っている様子で、五藤はなおも喜んでいるが、岸田は雨緒以上にその顔に憂うれいを浮かべていた。

「……だけど、五藤はおれのせいで退場になったんだぞ」

　そして、低く、暗い声でそう言った。

「あ……それはもう気にしないでよ。三位になったんだからいいよ」

「けど……」

　なおも言い募つのろうとする岸田を、五藤は手で制して、あくまで優やさしい言葉を続ける──優しい故ゆえに、岸田を思う故に傷つけていく。

「気にしないでってば。だって、ぼく達は一つのチームだし、それにもしぼくが生徒会長になったら、駿にも雨緒ちゃんにも役員になって貰もらうんだよ？　助け合うのが当たり前」

「……おれは生徒会には入らない。尚青が会長になるのは止めないけど、おれはごめんだ」

　だから、とうとう岸田は五藤に声をぶつける。

「え……？　だって、駿が生徒会に入らないと立候補した意味が……」

　その言葉に呆ぼう然ぜんとしながらも、五藤はなんとか岸田に声を返そうとする。だが、その不安に呼応するように、五藤の植物は揺ゆれて、二人の間に立つ雨緒はおろおろとする。

「……もう、止めてやるべきだな」

　俺が呟つぶやけば、共に黙だまって推移を見守っていたみんなも頷いた。

　そう、もう止めなければならない。五藤の言葉を、岸田の為ために。

「何で？　生徒会長になるって言い出したのは尚青だろ？　なのにどうしておれがそこまで付き合わなきゃならないんだ？　それにさっき、わかっただろう？　おれはもう、昔みたいには走れないんだ！　おれはもう一番じゃないんだ！」

　だが、俺の決断は一足遅おそかった。

　岸田は五藤に堪こらえ続けていた言葉をぶつけ続ける──結局は自分を否定する言葉を。

「走れないとか、そんな話はしてないよ。だって、あの日駿も見ただろ？　鈴木先せん輩ぱいと秋庭先輩は跳とんでて……楽しそうで、だからぼくはあの場所が駿の場所だって……」

　そんな岸田に、五藤はさらに言い募ろうとして、

「そんなのおれは知らない！　おれがいつ、生徒会役員になりたいなんて……跳びたいなんて、言った？　もう、いいから。おれのことなんかもういいから……追い越こすなら追い越せよっ！　お前はもう五等賞の五藤を止やめるんだろっ！　もうおれを追いかけるなっ！」

　それを遮さえぎると、岸田はとうとう五藤に背を向けた。そのまま、校内に戻っていく生徒の群れの中に、紛まぎれ込んで、やがて岸田の姿は見えなくなって。

　呆然と岸田を見送る五藤の胸では、小さな小さな蕾つぼみを付けた植物が風もないのに揺れていて……その葉は萎しおれかけていた。

「……五藤。その、大だい丈じよう夫ぶじゃ。あ、あの水たまりは我が失敗してしまったもので、だから、そう全すべて我のせいにすればよいのじゃ」

　そんな中、雨緒はおろおろとそんな言葉を五藤にかける──それが雨緒の精せい一いつ杯ぱいであるのはわかったけれど、それでは何も解決できない。

「……雨緒ちゃん、は、悪くないよ」

　そして、こんな時にまで五藤はいつものように笑おうとして、失敗する──そうすれば、雨緒の髪かみはまた膨ふくらんで、雨緒は途と方ほうにくれたようにその髪に触ふれる。

「ああ、そうだ。雨緒は悪くない。悪いのは……五藤だ」

　本当はそんな風に断じたくはないが、いまはそれが必要だと決めて、俺は五藤の前に立った。

「……そうですね、多分ぼくが悪いんだ」

「多分？　五藤、お前はまだ岸田が怒った理由がわからないのか？」

　立ちつくす五藤に問いかければ、首を振ふって答える。

「じゃあ、どうして、俺がお前に生徒会長の椅い子すを渡わたしたくないか、わかるか？」

　重ねて問えば、五藤は俯うつむいたまま、それにも首を振った。

「顔を上げろ」

　軽い苛いら立だちと共に、俺は一歩五藤に近付いた。

「……止めるのじゃ。五藤を責めるでない。責めるなら雨を降らせようとして、あのような水たまりしか作れなかった我を責めよ」

　そうすれば、五藤を庇かばうように雨緒が俺の前に立つ。そして、自分を責めろと言う。

　雨緒が責任を感じている理由は、それでなんとかわかった。

「雨緒さん、問題は、岸田君が転びそうになったことじゃないわ」

「五藤くんが、岸田くんを庇ったことでもない……だろうね」

　桑田と尾田はそう言って雨緒を諭さとし、羽黒は、やわらかく雨緒の手を引いて下がらせた。

　雨緒はそれ以上言葉も出ずに、唇くちびるを嚙かみしめたまま黙って羽黒に従う。

「俺はあの時、自分の為に生徒会長になろうとしない奴やつに、生徒会長の座は譲ゆずらないと、言ったんだ」

　俺の言葉に五藤はゆっくりと顔を上げた。だがその目線はまだ定まらない。

「……自分の為？　でも、生徒会長は全校生徒の為に働くものでしょう？」

「ああ、けど……雑用係、って言われるくらいには仕事がある。だから簡単な気持ちじゃ務まらないし……自分自身の目的も必要だ」

　五藤の問いを肯定しながら、俺は五藤の視線が定まるように、真まっ直すぐに強い眼まな差ざしを向けた。

「自分の目的？　自分の為？　でもそれが結局誰だれかの為にもなるなら、順番が逆だっていいじゃないですか！」

「誰かの為？　岸田の為だろう？　だけど、お前がいまやっていることは一つも岸田の為になっていないだろ」

　俺はとうとう五藤にそう宣告した。

「……秋庭先輩に、ぼくや駿の何がわかるって言うんですかっ！」

　俺の容よう赦しやない宣告にさすがに五藤も声を荒あららげて、眼鏡めがねの奥の目には怒いかりが宿る。

「そうじゃ、そなたに何がわかるのじゃ！　五藤はほんに岸田のことを思うているのじゃ！　本当は、岸田の為に泣いてやりたいのに……それも堪えて」

　雨緒も再び声を発するが、途と中ちゆうで言葉は詰つまり、ただ五藤のジャージの裾すそを摑つかむ。

「駿は……秋庭さんよりも、ずっと高く跳べたんです。ずっと、一等賞だったんです。……なのに、それを突とつ然ぜん奪うばわれた。それを全部受け止めたふりをして過ごしているけど……駿の心には穴が空いたままだ！　それがどんな気持ちか、秋庭さんに、わかりますかっ！」

「わかるわけがない」

　岸田の為に激げつ昂こうしながら、俺が不条理なものの代表であるかのように五藤は俺に言葉をぶつけて来たけれど、俺はそれに静かに応こたえた。

「ならっ、もうわかったようなことは……」

「でもそれは、お前も同じだ。俺も五藤も岸田じゃない」

「そんなの、当たり前だっ！　駿とぼくは違ちがう！　だからぼくはいままで駿を追い越そうなんて一度も思わなかったんだっ！」

「当たり前？　だけどお前がいましようとしてるのは、岸田を無理矢理にお前の用意した道に乗せて走らせることだぞ」

　そう言って、きつく見み据すえれば、五藤は俺の台詞を飲み込みきれなかったというように喉のどを押さえて。

「……違うのじゃ。五藤は岸田にもう一度光を与あたえたいだけじゃ」

　代わりにそれを告げるのは、雨緒。

「……そうだよ。ぼくはもう一度、輝かがやいてる駿をみたいだけだ」

　そうすれば、五藤も詰まっていた声を吐はき出す。

「それが生徒会なのか」

「だって、鈴木先せん輩ぱいも、秋庭先輩も、ぼくには光って見えたから」

「それが、岸田のやりたいことか？」

「駿なら、やれるんです」

　俺が問えば、五藤は迷いのない目で俺を見返し頷うなずいた。

　問題は、そこ、なのに。

「順番が逆だ、五藤。いいか？　やりたいからやる。やれるからやるんじゃない。やらされるんじゃ、ない」

　その二つは似ているようで違うから、人間は間違えてしまうけれど。

　その順序を間違えてはいけないと知っているから岸田は苦しんでいる。

「あ、あ……」

　そして、やっと五藤もそれに気付く。

「でも、だったら……ぼくはいったいどうしたら良かったって言うんですかっ？」

　けれど、それをすぐに受け入れることは出来ず、五藤は俺に憤いきどおりをぶつける。

　その声に、雨緒の肩かたが小さく震ふるえれば、五藤はその姿を視界に入れて、

「……ごめん」

　憔しよう悴すいした顔で詫わびる。

「構わぬのじゃ……」

　その声を雨緒は受け入れて、だが今度は二人して俯いてしまう。

　二人分のつむじを見せられて、いい加減俺も苛立ってくる。

「……五藤、雨緒。自転車にうまく乗るコツは？」

　それでも最大限のヒントを出してやるが、二人から答えは返ってこない。

「わからないなら、乗ってみたらどうかしら？」

「そうですね、乗ればわかります」

「ほら、二人とも歩いて」

　そして、桑田達に促うながされるままに、五藤と雨緒は自転車にまたがる──俯うつむいた、まま。

「そのまま、進めるか？」

　俺が問いかければ、雨緒はペダルを踏ふんだが、すぐにバランスを崩くずす。五藤に至っては発進することも出来ない。

「下を向いていたら……進めないのじゃ」

「うん……」

「そうだ。だから、前を見ろ。五藤、まだ岸田が俯いているなら、顔を上げられないなら、お前がちゃんと前を見て進め！」

　そして、俺は二人にそう告げた。

「それは……」

「それは、岸田を置いて先に行けと、いうことか？」

　だが、五藤も雨緒も首を傾かしげるばかりで。

「そうじゃない。前に進むってことは、今を重ねていくことだ。五藤、だからお前はまず自分の〝今〟を重ねろ」

「だから、それは駿をそこに置いてけってことでしょう！　ぼくが駿を追い越こしたって一等賞になれるわけじゃない！」

「じゃあ、誰だれが前を見てやるんだ！　みんなで岸田の昔の姿を振ふり返るのか？　それで岸田の今が変わるのか？」

「……それはそうかもしれない、けど」

「振り返ったって何もないなら、前に進め。追い越すんじゃなくて自分の道を開け！」

　本当は、五藤もわかっていたのだろう。

　もしも本当に、五藤の言う〝岸田が輝ける場所〟が生徒会ならば、立候補するのはやはり岸田でなければならなかった。

　けれど、五藤はそうせずに、自分が立候補することを選んだのだ。

　岸田の後を追って行くのではなくて、まず自分が歩いてみることを、もう選んでいたのだ。

　なぜならば、五藤が後を追っている限り、岸田はその道を歩き続けなければならないから。過去きのうしか転がっていない道を、いつまでもいつまでも歩き続けなければならないから。

　だから五藤はもう、自分の道を進み始めて、自分自身でハンドルを切り始めている。

「……ぼくは、もうぼくの道を行くしかないってことですか？」

　けれど、五藤はまだそう尋たずねるから、もう一度だけ俺は言葉を尽つくす。

「前へ進んで、今を重ねて、まずお前が未来を見ろ！　そこに光があると教えてやれ！　どの道にも、思いがけない可能性ひかりがあるって教えてやるんだ！」

　そうすれば、やっと五藤はハンドルを握にぎって、顔を上げる。前へ進むために前を見る。

「ぼくが……前を見たら。自分の道を進めたら、駿はもう、後ろを気にせずに歩けますか？　また前を見てくれますか？」

　それは、五藤にとっては暗くら闇やみにこぎ出すに等しいのかもしれない。ずっと、岸田の後ろを歩いてきたのなら。

　でも、それでも五藤は、岸田がもう一度歩き出すことを望むのだろう。何度転んでも、立ち上がって、ペダルに足を乗せたように。

「お前が、それを望むなら。自分の可能性も岸田の可能性も諦あきらめないなら、きっと」

　だから、いまは俺が約束してやる。

　五藤の未来を信じてやる。

　どんなに漠ばく然ぜんとした形のないものでも。

　そして、五藤の胸の植物は蕾つぼみをつける。願いを膨ふくらませる。

「だったら、ぼくは前を見る……前に、進む。駿よりも前に……ぼくの道を。進みたい」

　ずっとずっと、躊躇ためらってきた答えを、願いをようやく五藤は口にして。岸田の為ために、そうすると、決めて。

　ゆっくりとゆっくりと花は開く。

　クチナシに似た、けれど薄うすい青の花びらが広がっていって。

　五藤の両りよう眼めからは、涙なみだがこぼれる。あふれ出す。

「ごと……う。泣くで、ない。そなたが泣くと我はどうしていいか、わからぬの、じゃ」

　その涙に、あれほど五藤の涙を求めていたはずの雨緒はうろたえて、両手で懸けん命めいにその涙を払はらおうとする。

「ごめ……ありがとう」

　けれど、一度決けつ壊かいしてしまったものは、自分の意思でも中々止められるものではなく、五藤の涙は流れ続ける。

　そして、俺の耳の鳥かごは発熱を始める。

「……来る、ぞ」

　指先で触ふれて、その温度を確かく認にんして、俺は目を凝こらす。

「来るって、え……？　もしかして、〝雨の鳥〟？」

　俺の呟つぶやきに最初に反応したのは尾田だった。

「ああ、かのうが噓うそを言ってないなら、な」

「イヤリングを時計回りに五回、回すのよね」

　思い出すように、桑田が言えば、俺はそれに頷うなずいた。

　問題は五藤の前で、手品のようにそれを行っていいかどうかだが、いざという時には躊躇っていられないだろう。

「……あ、来ます」

　そして、俺達よりも一足早く、羽黒はその気配を察知して。

　ぼんやりとした青い光が、五藤の胸から溢あふれ出して、それは俺達が見ている前で、この間と同じ、青く小さな鳥の形を取る。

　眼鏡めがねを外した五藤の視界が、涙で曇くもっていることを祈いのりつつ、俺は耳の飾かざりを言われた通りに回した。

　そうすれば、外れたと思った瞬しゆん間かん、手にはしっかりとした重みが伝わって来て、

「……手品、成功ね」

　丸い白金の鳥かごを前に、桑田がフォローらしきことを呟いた。

　だが〝雨の鳥〟は俺の手に、自分を収めるかごが現れたことになど気付かず、五藤の目から溢れ続ける涙をついばむ。

　渇かわいた喉のどを、乾かわいた体を潤うるおす為に。

　俺達は慎しん重ちように動いた。〝雨の鳥〟に気取られないように、五藤と雨緒の周囲を取り囲む。

　だが、いま一番〝雨の鳥〟の近くにいる雨緒は、その鳥に中々手を伸のばそうとしない。

　触れることを躊躇っていた。

　雨緒が迷っているのに、俺達が手を出して良いいのかという考えが、一瞬脳のう裏りを掠かすめたが、でも今捕とらえられなければ次のチャンスがいつ巡めぐってくるかわからない。

「……一気に、詰つめる」

　俺は決断すると、五藤と雨緒を囲む円を狭せばめ、鳥を包囲すると告げた。

『了りよう解かい』

　そうすれば、声が返ってくると同時に俺達は動いていた。

　そして、俺は鳥に手を伸ばす。

　だが、〝雨の鳥〟は寸前で俺の手に気付くと、上方へと飛ひ翔しようした。

　桑田が素す早ばやく反応して、手を出したが、それも〝雨の鳥〟は見事にかわして、強く羽ばたく。

　俺達の手が届かないところまで上じよう昇しようした青い鳥は、一瞬空に融とけたように見えなくなってしまう。

「どこだ！」

　その問いかけに鳥は答えない。

「秋庭さん、後ろ、ですっ！」

　羽黒の声が飛んで、俺は慌あわてて身を翻ひるがえした──けれど、その時には〝雨の鳥〟は俺の背中から胸へと通り抜ぬけていた。

「また反則技わざっ！」

　尾田がそう叫さけぶ気持ちもわからないではない。ただでさえ相手は飛べるというのに、人の体をすり抜けていくのはずるい感じだ。

「ああっ、今度は校舎の方へっ！」

　羽黒の指さす方を見れば、確かに〝雨の鳥〟はそっちの方へと向かい始めていた。

「追うぞ！」

　見えない鳥に右往左往している俺達に、五藤が呆ぼう然ぜんとした眼まな差ざしを送ってきているのには気付いていたが、このまま見失うわけにはいかないと、俺達は五藤をその場に残して、〝雨の鳥〟を追うという決断を下した。

「雨緒、追うつもりがないなら、五藤のことは任せたっ！」

「え……あ、うむ」

　主語のない言葉だったが、理解すると雨緒は頷いた。どうやら本当に追いかける気がないらしい。

　その気持ちはわからなかったが、俺達はとにかく〝雨の鳥〟を追って、駆かけ出したのだった。
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「……秋庭先せん輩ぱい達、どうしちゃったのかな？　何か光ってたような気もしたけど……」

　ばたばたと多加良達が行ってしまえば、当然その理由──〝雨の鳥〟が見えていない五藤が首を傾かしげるのは無理もなかった。

〝雨の鳥〟を追っていったのだと、正直に答えても五藤は更さらに混乱するだけだろうと考えて、

「……五藤の涙なみだを見ないふりを、したのじゃ」

　あまり説得力はないだろうと思いながら、雨緒はとりあえず、そう言ってみた。

「……あ、そう、か」

　そうすれば、五藤は素直に頷うなずいて、次の言い訳を考えていた雨緒は拍ひよう子し抜ぬけしてしまった。

「……結局、泣いちゃったよ。でも、ぼくのしたことは全部空回りだったみたいだから、泣くのを我が慢まんしていたのも、やっぱり無む駄だだったのかな？」

　でも、続く自じ嘲ちように雨緒は五藤が多加良達どころでは無い状じよう況きようなのだと遅おくればせながら悟さとり、そんな自分に唇くちびるを嚙かんだ。

「……五藤が泣いたことは岸田には秘密にしておいてやるのじゃ」

「うん……」

「それと……我は、五藤の空回り、無駄だったとは思わないのじゃ」

　確かに五藤が岸田の為ためにとしたことは全すべて裏目に出てしまったけれど、五藤が岸田の為に何かをしようとしたことは少しも無駄ではないと、雨緒は心からそう思っていた。

　いつか、〝雨の鳥〟は天の国でも逃にげ出したことを思い出しながら。雨緒の元から逃げ出すと〝雨の鳥〟は他ほかの神の下もとか、自分の仲間の下へといつも逃げていった。

　そんなことをすれば、雨緒はまた鳥に逃げられたと笑われるだけだったのに。それが雨緒には苦痛だったのに──でも、〝雨の鳥〟はそれを雨緒の為だと思っていたのだろう。

　たくさんの仲間に囲まれることが雨緒の望みだと、信じて。

　だから、そのことにさっきようやく気付いた雨緒は〝雨の鳥〟に手を伸のばすことが出来なかったのだけれど。

「……うん、雨緒ちゃんだけでも無駄じゃないって言ってくれて、よかった。ありがとう」

　そして、〝雨の鳥〟に似ている五藤に、濡ぬれた声と共に頭を下げられれば、

「礼を言われるようなことでは無いのじゃ」

　どうにもいたたまれない気持ちになって、雨緒は口を噤つぐんだ。

　そうすれば、二人の間には沈ちん黙もくが落ちる。

　そして、雨緒は五藤の目にまた光っている涙に、再び目を奪うばわれた。

　本当はそれを美しいと思ったのだけれど、雨緒はそう言うことは出来なかった。

　五藤が岸田の為に泣いたとわかっていたから。

　人の為に流す涙など無いと言った自分には、それを美しいと言う資格がないような気がした。

「……岸田はどのような涙を流すのだろうな？」

　代わりにそう言えば、五藤は困ったように笑って答えなかった。

「……我は、一度くらい見てみたいのじゃ」

「そうだね……ぼくも涙を見たい」

　でも、雨緒が重ねて言えば、五藤は一つだけ頷いて。なぜか、そういう五藤の声が、〝雨の鳥〟の心の声に聞こえて、雨緒は胸を押さえた。

〝雨の鳥〟の求める涙は人間のそれであって、自分のものではないはずなのに。

　頭ではそう思うのに、なぜかその考えはしばらくの間、雨緒の心から消えなかった。
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　もう、あんなに高くは飛べない。

　もう、あんなに速くは走れない。

　でも、きっと自分は大だい丈じよう夫ぶだ。

　ソレが溢あふれそうになる度たびに、飲み込むことが出来たから。

　ソレがこぼれそうになる度に、堪こらえることが出来たから。

　何をしても楽しくなくて。何をしても退たい屈くつで。やりたいことなんて、見つからなくても。

　溢れるな、飲み干せ。

　そうすれば、またあの場所に手が届くかもしれないから。
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　土曜日の中間投票の結果、大変喜ばしいことに、俺の得票は一位だった。その後に、鈴木、五藤の順で続き、そこからかなりの差が開いて小日向、木戸という投票結果が出た──そして、この時点で小日向と木戸の落選は決まってしまった。

　だが、そこに一回戦のポイントが加わって、結局この時点を一位で通過したのは鈴木だった。

　しかし、二位通過の俺と鈴木の差はほんの十数ポイントで、鈴木を確実に射程距きよ離りに捉とらえている結果に俺はひとまず満足していた。

　そうして、日曜を挟はさんで、再び月曜日の昼休み。俺達はまた美術準備室を借りて集まっていた。

　それぞれの手には生徒手帳を始めとして、叶野学園誌のコピーに年間行事表。

　なぜそんなものを俺達が手にしているのかといえば、中間投票の後、さっそく公示された〝二回戦〟の為だ。

　この二回戦、正式名めい称しようを『カルシウムは僕らの味方！　イライラレース』という。

　鈴木はこの命名への関かん与よを否定したが、向坂はひどく言いにくそうに、この名前を口にしたから、選管以外の第三者が係わっていることは明白だった。

　まあ、名前はともかく、基本的には障害物レース──おそらくここでイライラするような要素が取り入れられる物と思われる──の形をとりつつ、そこに叶野学園高校に関する知識を問う問題を挟んでいく、という内容になると、向坂は説明していた。

　そして立ち会い演説会と最終投票は、このレース終しゆう了りよう後ごと定められた。

　そういうわけで〝二回戦〟を明日に控ひかえて、俺達は叶野学園に関する知識を地道に頭に入れているのだった。

「……今日は五藤さん達、どうされているんでしょうか」

　だが、羽黒がため息混じりにこぼせば、誰だれもが顔を上げて、この作業に集中しきれていないのは明らかだった。

「立候補の辞退はしてないようだけどな……」

　仮にも全校生徒の支持を得て中間投票を通過したのだから、このまま五藤には踏ふん張ばって貰もらいたいし、今日この時間までにそういった話は伝わってきていない。

　なのに俺の口調こえが苦いのは、土曜日の二回戦の説明会では、結局最後まで岸田の姿を見つけることが出来なかったせいだ。

　五藤は体調不良の為ためと、向坂に伝えていたが、直前の仲なか違たがいを目もく撃げきした俺達にはそれは苦しい言い訳としかとれなかった。

「でも、明日の〝二回戦〟も立ち会い演説会も推すい薦せん者しやがいなければかなり厳しいでしょう？」

「雨緒さん一人じゃ、さすがに心配だよね」

　桑田と尾田が心配するのはもっともで、しかも今日、廊ろう下かですれ違ちがった時には五藤は一人だった。

　傍かたわらに岸田の姿は無く、願いの植物はなが咲さいて、〝雨の鳥〟が飛び立ったというのに、その横顔には憂うれいの色が濃こかった。

　それでも、自分で決めた通り、ちゃんと前を向いて歩いていたけれど。

「多分……五藤は大丈夫だ。最後まで自分の行動に責任は持つだろう。問題は、岸田の方だな」

「今日、誰か岸田くんの姿、見かけた？」

　俺がそう言えば、尾田は誰にともなしに問いを発したが、それに答える声はなかった。

　当然俺も見ていないわけで、そうなると、岸田の植物の状態も気がかりだ。

「……雨緒さんの姿も見ないわね」

「あの、もしかしてお二人してサボりというやつでしょうか？」

「どうだろうな、五藤と一いつ緒しよにいないなら、岸田と一緒なのかもしれないが……」

　しかし、雨緒にも岸田にも発信機などつけていないので、学校内で姿を見ないとなると捜さがすのは中々大変なことになる。

　だが、そんな俺達の耳に、ばたばたと慌あわただしい足音がふいに聞こえてきた──かと思えば部屋の扉とびらはいきなり開け放たれて。

「……こ、ここにおったのか。捜したのじゃ！」

　すわ彩波かと思ったのだが、その入口に姿を現したのは、ちょうど話題となっていた雨緒だった。

〝雨の鳥〟が隠かくれている存在が近くにはいないからか、今日の雨緒の髪かみは元に近い様子に戻もどっている。

「あの、とりあえず中にお入りください」

「お茶を淹いれるわ」

　肩かたで息をして、本当に今まで俺達を捜していた様子の雨緒に、羽黒と桑田はそれぞれ優やさしい言葉をかけた。

「う……む。少しだけ、休きゆう憩けいじゃ」

　そうすれば、雨緒も素す直なおに従って、空いている椅い子すに腰こしを下ろす。

「それで、どうした？　何があって俺達を捜していた？」

　桑田が温ぬるめに淹れてやった日本茶で一息吐ついたのを見計らって、俺は雨緒に尋たずねた。

「ああ……その、な。知っての通り五藤と岸田は仲違いしたままなのじゃ」

　雨緒は問われるままに口を開いたものの、そこまで言うと、軽く目を伏ふせ口を噤つぐんだ。

「……それは、日曜日の間に仲直りできなかった、ということですよね」

「ひょっとして、土曜から口をきいてないとか？」

　羽黒と尾田が続けて問えば、雨緒は重々しく頷うなずいた。

「ああ、そうじゃ。いつもならば、学校帰りはどちらかの家で他愛もない話をするというに、土曜はそれもなく、昨日に至っては互たがいの顔も見ておらぬのじゃ」

　そして、困こん惑わくと不安の入り混じった表情を浮かべながら、雨緒はため息を吐いた。

「そりゃあ、あれだけ言いたいことを言えば、ぎくしゃくしない方がおかしいだろうな」

「なれど五藤は……岸田が話しかけてくるのを待つと言うのじゃ。だが、これでは我は居心地が悪くて敵かなわないのじゃ」

　自分の都合が悪いと口では言うものの、雨緒は明らかに二人の心配をしていた。

　さっきまで二人の為に走り回っていた雨緒の頰ほおはまだ仄ほのかに赤かったけれど、そこには憂うれいの陰かげが落ちていて。

　情が移った、と単純に言えるような風ではなくて、心から二人を案じているように見えた。

　最初、人間には興味が無いと断言していたその姿が噓うそのように。でも、それをわざわざ指し摘てきする者はここにはいなかった。

「……五藤くんが待つしかないって言うのは、わかる気がする」

　その代わりに尾田が紡つむいだ言葉に、雨緒を除く全員が頷いた。

　そう、五藤は既すでに心を決してしまった。だから後はもう、岸田を待つことしかできないのだろう。

「それでも、我は二人を仲直りさせたいのじゃ……だから、そなた達、我の〝仲直り大作戦〟に協力せよ！」

　しかし、雨緒は雨緒で既に決意を固めていたようで、椅子から立ち上がると高らかにそう告げた。

「〝仲直り大作戦〟、ですか？」

「うむ」

　戸と惑まどいを浮うかべながらも、羽黒がその作戦に興味を示せば、雨緒は大おお仰ぎように頷いてみせた。

「具体的にはどんな作戦だ？」

　腕うでを組み、軽く唇くちびるを結んだその表情を見る限り雨緒には自信がありそうで、話によっては乗ってやってもいいと思いながら、俺も尋ねてみる。

「まだ決まっておらぬのじゃ。我にはわからぬから、そなた達を捜さがしておった」

　返ってきたのはある意味、こちらの意表をつく答えだったが、

「……それは作戦があるとは言わない」

　今後の為ためにも雨緒にはそう教えておいてやる俺だ。

「ぬう……仕方があるまい。我は仲直りなどしたことがないのじゃ……。とにかく、そなた達、協力するのか、しないのか？　協力するのなら、我も交こう換かんに一つ情報を提供しよう」

　そして、俺が首を縦に振ふらずにいると、雨緒はこちらの様子を探さぐるような眼まな差ざしと共にそんな話を持ちかけてきた。

「情報？」

　桑田が首を傾かしげて聞き返せば、

「そうじゃ……有力情報、じゃ」

　雨緒はもったいぶって言ったが、俺達にはわからなくて、雨緒にのみわかることといったら〝雨の鳥〟がらみだと予想はつく。

「〝雨の鳥〟の次の潜せん伏ぷく先か？」

　だから、雨緒に視線を向けると俺はストレートに尋ねてみた。

「な……なぜわかるのじゃ」

　そんな風に言えば、認めてしまったも同然なのに、雨緒は軽く目を見開いて驚おどろきを隠さない。

「そこはまあ……経験で」

「……そうか。我は人間のことはまだよくわからぬのじゃ」

　そう言う雨緒は少し悔くやしそうで、やはり雨緒は変わったのだと思う。五藤と岸田の側そばにいたことで。

　本人にそこまで自覚があるかはわからないし、こんなことを言ったら怒おこるかもしれないが、雨緒は随ずい分ぶんと人間らしくなった。

　だからこそ、二人を仲直りさせたい、なんてことも考えたのだろう。

「じゃあ、その条件で協力してやる。ただし、お前も一いつ緒しよに考えるんだ」

「……わかったのじゃ」

「まず、どうして二人が喧けん嘩か……仲なか違たがいしたのかはわかってるよな？」

　どうも喧嘩という響ひびきは違ちがう気がして、俺は雨緒を見習ってそう言ってみた。

「……五藤が、岸田の願いを見誤ったから、ではないか？」

　そうすれば、少々自信なげであったが、雨緒は俺の顔を見上げ、そう答えを寄よ越こした。

「ああ、そうだな」

「それから？」

「だが、五藤はそれも岸田の為と思っていたのじゃ……」

「そうだね」

　俺達は一つ一つ、絡からまった結び目を解ほどくような気持ちで雨緒に問いを重ねていった。

　雨緒もまた、指折り数えるようにして、丁てい寧ねいに答えていく。

「そして、五藤はもう己おのれの過あやまちに気付いて、今後どうするかも決めたのじゃ、な。ならばもう……五藤には手助けはいらぬのか」

　そして、正しく現状を理解する。

「なれど……岸田はまだ立ち止まったままなのじゃ。我と同じで……何か大切なものを見失ったまま、なのじゃ」

　それもまた、以前の雨緒からは出てくるはずのない言葉だった。自分と人間を同列で捉とらえ考えることなどしなかった。

　雨緒の言う大切なもの──それは多分まだ本人にもよくわからない、漠ばく然ぜんとしたものなのだろう。

　でも、それを摑つかみかけているから、尚なお更さら自分と似ている岸田を放ほうっておくことが出来ないのだ。

「なら、どうすれば仲直りが出来ると思う？」

「……うむ。五藤の言い分はもう聞いたのじゃ。岸田を待つ、とな。ならば、次は岸田の言葉を聞くべきか？」

　雨緒の答えは次のステップとしては間違っていなかったので、俺は頷うなずいてやった。

「俺もそう思う」

「よし、では多加良、そなたが岸田の下もとへ行くのじゃ」

　だが、ここで雨緒に岸田の相談相手として指名されても、俺は頷くわけにいかなかった。

「……俺が、か？　その人選はどうかと思うぞ」

　岸田の言葉を一番近くで聞くべきは俺ではなく、

「わたしは、雨緒さんがお聞きになった方がいいと思います」

　羽黒の言う通り、雨緒であるべきだ。

「我がか？　だが我はこのようなことには不慣れなのじゃ」

　けれど雨緒は不安げな表情で他ほかに手を挙げる者はいないかと、俺達の顔を見み渡わたす。

「でも、きっと出来るわ」

「岸田君も……雨緒さんになら話してくれると僕も思う」

　それは俺達の一いつ致ちした見解だった。

　確かに、叶野市に来たばかりの雨緒だったら無理だろう。

　でも、雨緒は変わったと思う。そして、誰だれよりも二人のことを心配している。ならば雨緒以上の人選はあり得ない。

「本当に雨緒様には無理だっていうなら、かわってやるけどな？」

　だから、尚なおも躊躇ためらう素そ振ぶりを見せた雨緒に、俺はわざと挑ちよう発はつするように言ってやった。

　そうすれば、雨緒は目め許もとをつり上げて、元来勝ち気な心には簡単に火がついた。

「無理ではない！　岸田の話を聞くくらい、我にも出来るのじゃ」

「じゃあ、頑がん張ばってくださいね！」

「……ぬ、う。だ、だがそなたらも一応見ておることを許すのじゃ」

　遠回しに雨緒は俺達に付いてこいと言っていて。その言葉に俺達は視線を交かわすと、

『了りよう解かい』

　苦く笑しようまじりに声を揃そろえたのだった。
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　俺達を伴ともなって、美術準備室を出た雨緒の足取りには、まったく迷いがなかった。

「やっぱり雨緒さんは、岸田さんと一緒にサボっていたのですか？」

　思わず羽黒が尋たずねたが、雨緒はそれには首を振ふった。

「いいや。だが、岸田のいる場所はわかるのじゃ」

　そして、そう言いながら自らの髪かみを軽く撫なでる雨緒の仕草を見れば、嫌いやでも察しがついた。というか、これで気付かなければ相当鈍にぶいと思われても仕方がない。

「……雨緒。〝雨の鳥〟の次の潜せん伏ぷく先っていうのは」

「ああ、教える約束だったのじゃ。……岸田じゃ」

　既すでに悟さとっていたとはいえ、改めて聞かされれば、俺達はため息を吐つかずにはいられなかった。

　岸田は既に発芽して三日が経たっている。植物の成長の標準速度に照らし合わせて考えれば、いまはまだ経過観測の時期なのだが。

「……やっぱり悠ゆう長ちように構えてはいられないか」

「そうじゃ。早く二人を仲直りさせなければならないのじゃ」

　俺が呟つぶやけば、雨緒は見当違いな返事をしてきたけれど、ある側面ではそれは正しいことのような気がして、俺は雨緒に頷いてみせた。

　そして俺達は、更さらに足を速め先を急ぐことにしたのだった。




　そうして、雨緒に先導されて俺達が辿たどり着いたのは、南棟とうの屋上だった。

　普ふ段だんはここで昼食をとる生徒の姿も多く見受けられるのだが、ここも砂すな埃ぼこりの影えい響きようを大いに被こうむっているようで、今日は人ひと影かげもまばらだった。

　そんな中でも屋上に来る物好きの中に岸田はいた。しかも、他の生徒はなるべく砂埃の来ない、給水塔とうの陰かげだとかに避ひ難なんしているのに対して、岸田は風のよく通る、フェンス際ぎわに一人もたれていた。

「で、では、そなた達、見ているのじゃ」

　俺達は岸田の死角となる場所を探すと、雨緒の求めるままに身を潜ひそめた──他の生徒の目には少々怪あやしげな一団として映っているに違いないが。

　右手と右足、左手と左足を一いつ緒しよに出すという、かなりぎくしゃくとした動きで近付いて行くと、雨緒はやはりぎこちなく岸田の隣となりに腰こしを下ろした。

　一方岸田は雨緒の姿に気付くと、荷物と体をずらして、少し場所を空けて、実に自然に雨緒を隣に迎むかえた。そして、ただ風が吹ふいただけのように黙だまっている。

　その胸の植物は、一昨日おとといよりもだいぶ大きく育っていて、葉を繁しげらせ、風も無いのに揺ゆれていた──ただ葉は擦ずれの音は俺の耳には届かず、目を凝こらしても細部まではよく見えなかったが。

　俺が植物の観察を終えても、二人はまだ沈ちん黙もくしたままだった。

　暗示がかかっているのだと知っていても、そうやって並んでいる二人は、本当に何年も一緒にいる友人同士のように見えた。

　そうして、吹く風に同じタイミングで髪を押さえたのをきっかけに、二人は視線をかわして、

「その……いい天気なのじゃ」

　まず、雨緒が口を開いた。

「うん。風はあるし砂埃はひどいけど、いい天気だな。これはまだしばらく雨は降らなそうだ」

　そうすれば、岸田は相づちを打ち、さらにそんな予報を立てた。

「雨……そうじゃな」

　雨緒は一いつ瞬しゆん、複雑な表情を浮うかべたが、なんとかそれを岸田から隠かくしおおせた。

「……それで、雨緒は尚青をほったらかしにして、おれに何の用？　あー、おれなら一人でも心配いらないから、もうすぐ十六歳になるし」

「十六など、まだ小こ童わつぱじゃ。それに五藤を放ほうっているのは岸田の方じゃ」

　岸田が先に牽けん制せいするような言葉を向ければ、雨緒は意外とうまく切り返す。

「小童って……雨緒は相変わらず時代劇好きだよねぇ」

　どうやら、岸田は雨緒のこの口調をそう理解していたのだと、俺達は初めて知ったが、雨緒はからかうような岸田の声に、

「……岸田も、五藤も小童じゃ」

　真しん剣けんで真まっ直すぐな眼まな差ざしを返す。

「だから、我の言うことを聞いて、いますぐ五藤と仲直りせよ」

　そして、勢いのままに単刀直入に用件を伝えてしまい、そんな雨緒に俺達ギャラリーは小さくため息を吐ついた。

　確か岸田の話を聞いてから雨緒は本題に入る予定だったと思うのだが、それを忘れてしまったとしか思えない展開だった。

「……うん、わかった」

　だが、岸田の答えは更に俺達ギャラリーの意表をつく、素す直なおなもので、俺達は顔を見合せ──結局このまま成り行きを見守ることにする。

「本当に、仲直りするのか？」

　素直すぎる岸田の台詞せりふには、雨緒も半信半疑だと言うように、斜ななめ下から岸田の顔を見上げて問う。

「うん……しようと思えば簡単にできると思うけど」

「……簡単なのか？　我は、友と喧けん嘩かなどしたことがないから、難しいと思っていたのじゃ」

「……あれ？　おれや尚青とも喧嘩したこと、ないっけ？」

　存在しない記き憶おくを懸けん命めいにたぐり寄せようとする岸田に、雨緒は少し寂さびしそうな、曖あい昧まいな笑え顔がおを浮かべて誤ご魔ま化かす。

「して、どのように仲直りするつもりじゃ？」

　そして、素直で純じゆん粋すいな問いを岸田に向ける。

「まあ、尚青が悪かったって思ってるのはわかってるから……おれが先に謝ればいいんだよ。すみませんでした、ごめんなさい、ってさ」

　岸田から返ってきたのは、とてもシンプルでスタンダードな優等生の答えだった。

「……それだけか？」

　だが、雨緒はそんな優等生の答えに首は捻ひねっても、簡単に納なつ得とくしなかった。

「それで、岸田の考えは五藤に伝わるのか？　なぜそなたが怒おこったのか、五藤が既すでに悟さとっているとしても、岸田の口からそれを伝えなくていいのかや？」

「……おれの考えなんて伝わらなくていいんだよ。伝わらない方がいいくらいだ」

　雨緒が繰くり返し問えば、岸田の横顔にも影かげが射す。そして、岸田は雨緒から目を逸そらし、空中に眼差しを向ける。

「……尚青にはもう追いかけるな、なんて言ったけど、おれは本当は追い越こされたくなかっただけだから」

　自じ嘲ちようするように、どこか投げやりに岸田は声を宙に投げた。

「五藤は……そのようなことは望んでいないのじゃ」

「だろうな……尚青はそんなことは考えない。でもおれは、最初からきっと考えていたんだ。おれは誰だれよりも速く走りたかった。誰よりも高く跳とびたかった……だから、絶対におれの先に……前に行かない尚青を友達に選んだ」

　突とつ如じよ始まった独白のような岸田の言葉に、雨緒はじわじわと目を瞠みはって、岸田が口を噤つぐむと同時に頭をふった。

「……そのようなこと、あるものか」

「本人が言っているのに、信じないの？」

　けれど、岸田はそれが真実だと、雨緒の両りよう肩かたを摑つかむように手を置いて、顔を寄せて迫せまる。

「我は、そのようなことは信じないのじゃ」

　そして、雨緒は真っ直ぐに岸田の目を見返して、きっぱりと言い切った。

　そうすれば、岸田はだらりと腕うでを下ろし、何か憑つきものが落ちたように、凪ないだ微笑ほほえみを浮かべた。

「……うん。雨緒がそう言ってくれるなら、おれもそっちの方を信じたい」

　きっと、いま岸田は激しく揺ゆれているのだろう。だから、波間を漂ただよう小こ舟ぶねのように、自分で自分の舵かじさえ上手うまくとれなくて、一番近くにいた雨緒に縋すがってみたのだろう。

「でも、やっぱりおれはもうすぐ、尚青に追い抜ぬかれるんだ。もう走ることも跳ぶことも昔のようには出来ない」

　言いながら、岸田は左の膝ひざを撫なでて、苦く笑った。

　今度は雨緒も否定することは出来ず、一度はその膝に目をやったものの、すぐに逸らして唇くちびるを嚙かみしめる。

「……岸田は、もしも、その足が治ったら……怪け我がをする前のように戻もどったらどうする？」

　代わりに、自分の爪つま先さきを見つめ、奇き跡せきが起きたらどうするのかと、問う。

「そんな奇跡は起こらない。だから、そんな高望みをするより、おれは……もっと、高跳びよりも楽しいことを探そうと思ったんだ」

　でも岸田はその問いかけに、首を振ふり、問題をすり替かえた答えを返す。

　岸田の動きに合わせて胸の植物は揺れたけれど、でも、揺れるだけで。そこにはまだ蕾つぼみさえ存在しない。

「でも……それももういい。尚青に追い抜かれたって、楽しいことが、やりたいことが見つからなくたっていい」

　確かに岸田の言う通り、怪我をする前に戻るなんて奇跡は起こらないけれど、諦あきらめを口にした岸田を俺は奥歯を嚙みしめて見つめる。今にも飛び出したい気持ちを抑おさえて。

「……やりたいことなど、我にもわからぬのじゃ」

　雨緒は、精せい一いつ杯ぱいの慰なぐさめを口にするが、それが岸田に届くことはなかった。

「ああ、たくさん話したら喉のどが渇かわいたなぁ。雨緒さん、そこの袋ふくろ取ってくれる？」

　そして、雨緒の声ごと振り切るように、岸田は一方的に話題を変えてしまう。

「う、む。……ん？　全すべて空じゃ」

　雨緒はやけに素直に岸田の言うことを聞いて、袋の中身を見て首を傾かしげる。

「え？　ほんとに全部空っぽ？」

「ひいふうみい……ほれ、一ひと滴しずくも残っていないのじゃ」

　同じく首を傾げる岸田に、雨緒は中から空のペットボトルを取り出して見せる。

「……今朝、買ってきたんだけど。おかしいな、そんなに飲んだかな？　まあ、いいや。調達に行ってくるけど、雨緒もジンジャー・エール、いる？」

　しきりに首を捻ひねりながらも、岸田は喉の渇きが堪こらえられないのか、立ち上がって買い出しに出ると言う。

「……ああ、頼たのむ。だが、本当にそんなに喉が渇いておるのか？」

　雨緒は岸田に一つ頷うなずいて見せ、けれど立ち上がった背中に不安げに尋たずねる。

「うん、どうも一昨日おとといから、やけに喉が渇くんだよね、空気が乾かん燥そうしてるからか？」

　けれど振り向きもせずに、岸田は答えると、そのまま出入り口に向かい、俺達はその視界に入らないよう、より一層身を縮め、岸田が近くを通り過ぎるのを待った。

　そうして、岸田が行ってしまったところで、ようやく雨緒の下もとへと向かう。

「……雨緒？　どうした？」

　だが、近付いてみると、雨緒はひどく青ざめていて、いまにも泣き出しそうに不安な表情を浮うかべていた。

「ど、どうしました？　お腹なかでも痛いのですか？」

「いや、これはお腹が痛いって顔じゃないと思うけど」

　羽黒の心配を見当違ちがいだと言いながら、尾田も目では雨緒を気き遣づかっている。

「……〝雨の鳥〟は水気がなければ、長くは生きられぬと、説明した、な」

　けれど、俺達の問いに対して、雨緒は〝雨の鳥〟の話で返してくる。

「ああ……だから、今は願いの植物はなの水分で補おうとしているんだろう？」

　だから、俺達は岸田の開花を急ぎたいと思っている──そんなのは雨緒も知っているはずだが、それでも俺が告げれば、

「……どうやら、それでも足りなくなったようじゃ」

　続いて返された、雨緒の声は暗くこもったものだった。

「足りなくなった？　じゃあ、その場合は〝雨の鳥〟はどうするの？」

「……岸田の体からどうにか得ようとするはずじゃ。いや……既すでに得ているはずなのじゃ。だから、岸田は喉が渇くの……じゃ」

　桑田の問いに答えながら、雨緒は確信に満ちた眼まな差ざしで、足あし下もとに転がったままのペットボトルを見つめる。

「ようするに、あまり時間がないって言いたいんだろ……雨緒、鳥の限界はどのくらいだ？」

「よくは……わからぬのじゃ。だが、鳥が地上に降りてからの日を考えれば、もう長くは保もたぬはず、じゃ」

　なるべく静かに俺が訊きけば、雨緒は手の震ふるえを懸けん命めいに抑おさえ込みながら答える。その様子を見ていればもう猶ゆう予よはないと考えた方が良かった。

「……〝雨の鳥〟が限界を迎むかえたら、その……潜せん伏ぷく先の人間の方はどうなるの？」

　動揺を堪こらえきれずに尋ねた尾田の声もまた、掠かすれていた。

「わからぬのじゃ。だが鳥が先か人が先か……」

　その先の予想は現実になることを怖おそれるように雨緒は口にしなかった。

　ただ、俺の脳のう裏りを掠めたのは、いつかと同じ枯かれた植物と同じように乾かわいてしまった人間の姿で。

「……だったら、とにかく急いで〝雨の鳥〟を岸田の体から出すしかないだろう？　雨緒、何かいい方法はないのか？」

「……我は、涙なみだで誘さそう術しか、知らぬのじゃ」

「でも、それは誰だれの涙でもいいってわけじゃないんでしょう？」

　俺の言葉に幼子のように首を振る雨緒に、五藤の時の経験を踏ふまえて、桑田は尋ねる。そう、潜伏先の人間ごとうが泣くまで、〝雨の鳥〟は現れなかった。

「ならば、早く……一刻も早く岸田を泣かすしか、ないのじゃ」

　結局、雨緒が出せた答えはそれだけだった。

「えーと、おれがどうかしましたか？」

　そうして、顔だけで振り返ればそこにはペットボトルを両手に抱かかえた岸田がいた。

　俺は反射的にその胸の植物に目をやって──ほんの少しだけ、安あん堵どする。

　その植物は、まだ大だい丈じよう夫ぶだと思える位は水分を有していたから。

　楽観視はできないものの、俺はそこに希望を見み出いだす──まだ、岸田の願いはそこにあるのだからと。

「……岸田はこのまま、選挙戦から離り脱だつするのかどうか、という話をしていた」

　だから、俺はゆっくりと岸田に向き合いながら、この話題をあえて選び投げかけた。

「……推すい薦せん者しやがいないと、次の二回戦は戦えないんですか？」

　一いつ拍ぱくの沈ちん黙もくを置いて、岸田が紡つむいだ問いは的確で、さすが頭の回転が速いと俺は内心舌を巻く。

「そうよ。だから私達は、岸田君の真意を確かめに来たの」

　そして、桑田も俺の意図を読み切れないまでも、会話に加わってくれる。

「岸田。どうするつもりだ？　このまま五藤を一人で戦わせる気か？」

「一人？　雨緒がいるじゃないですか」

「でも、次の二回戦は全員参加だよ」

　尾田が冷静に告げれば、岸田はその事実に軽く唇くちびるを嚙かみ、一歩後あと退ずさった。

「岸田。これは部活の体験入部とは違うからな……簡単には逃にげられないし、俺が逃がすと思うなよ？」

「秋庭先せん輩ぱいこそ間違えないでください。生徒会長に立候補したのは五藤尚青だ」

　恐おそらく無意識の動きだったのだろうが、そこを突つくような台詞せりふを向ければ、岸田は冷静に切り返す。けれどその足はまた一歩後ろに下がる。

「ああ、わかっている。でも……五藤は岸田の為ために立候補したんだろう」

　もう過ぎた問題だと言われればそれまでだったが、俺はこのカードに賭かけた。

「……それは、そうみたいですけど」

　そして、岸田はこのカードをはねつけることが出来なかった。

「けどな、岸田。五藤はもうお前の後ろを歩いていないぞ。お前よりも前に進もうとしている」

「……そうですか。ついに追い抜ぬかれた、かな」

　そう告げれば、岸田は平静を装よそおって見せたけれど、その目に一いつ瞬しゆん、力が込こもったのを俺は見み逃のがさない。

「だから……俺が確かめてやる。お前が本当にもう五藤の後ろをついて歩くしか出来ないのか」

　俺は挑ちよう発はつするように、睨ねめつけながら、岸田にその台詞をぶつけた。

　その胸に植物が無ければ、俺もそんな言葉は口にしなかった。

　岸田の一番の願いが「膝ひざの怪け我がの完治」ならば、それは俺には叶かなえられない願いだから。

　でも、そうではないから、植物はいまも俺の目の前で、懸命に育とうとしている。伸のびていつかは咲さこうとしている。

　ならば、岸田の願いは他ほかにあって──それを叶えるべきは俺なのだ。

　俺は、逃がさないという気き魄はくを込めて、真まっ直すぐに岸田を見み据すえた。

「……確かめる？　おれの膝の傷きず跡あとでも見たいんですか？」

　岸田はそれから逃げようとするように、話題を変えようとしたが、

「違うのじゃ」

　たった一言で、雨緒は岸田をその場に縫ぬい止める。

「岸田。いま、逃げてはだめなのじゃ。いま逃げては我も、そなたも大切なものを手からこぼしてしまうのじゃ……だから、岸田。今一度、我と共に、五藤の為に戦うのじゃ」

　両手を胸の前で組み、想おもいを込めて、雨緒は岸田に訴うつたえる。

　その一いち途ずな瞳ひとみから、岸田が逃げられるはずがなかった。

「……大切なもの？」

「なにか、大切な、ものじゃ」

　雨緒もそれを言葉には出来ないのだけれど、ひたむきな思いは確かにそこに存在して、

「……わかった。秋庭さんの言うことは、今一つ、理解出来ませんけど。雨緒を一人で戦わせることは出来ませんから」

　そう言うと、岸田はようやく、逃げることを止やめ、地面にしっかりと足をつけた。いまはそれで十分だった。

「ああ、いまは理解出来なくてもいいさ」

　俺もまた、そこから岸田の本当の願いに、涙なみだに辿たどり着くつもりだったから。

　そして、何があっても必ず岸田の植物はなを咲かせて、摘つむと決めていたから、俺はもう一度だけ真っ直ぐに岸田を見つめた。

「……じゃあ、おれは教室に戻もどりますから」

　でも、岸田は俺の眼まな差ざしを受け止めきれずに、ふいと逸そらすと、そのまま俺に背中を見せた。

「わかったのじゃ。我も後から行くから、先に戻っているのじゃ」

　雨緒の声に送られて、岸田が屋上を後にすると、雨緒は俺に真しん剣けんな眼差しを向けてきた。

「……一つ、聞いておきたいのじゃ。〝願いの植物〟とやらで、岸田の足を治すことは出来ないのじゃな？」

「……ああ、無理だ」

「……ならばそれは、岸田の一番の願いではない……のじゃな」

「多分、そういうことになる」

　真剣な眼差しに逃げずに答えれば、雨緒は思い詰つめた顔で、一つ頷うなずいた。

「……ならば、次の勝負、我らに勝ちを譲ゆずれ」

「それは……だめだ」

「なぜじゃ」

　雨緒がそれを言う気持ちはわかったが、それでも頷くわけにはいかなかった。

「俺は、岸田の願いの植物を咲かせるために、出来る限りのことをしようと思っている。だからこそ、勝負は正々堂々、真剣にやる」

「だがっ！　それでは岸田が〝雨の鳥〟が危あやういではないか！」

「それは私達だってわかっているわ」

「……でも、秋庭さんは、それが一番いいと、思われたんです」

　俺に続いて、桑田と羽黒も雨緒を諭さとすが、それでも雨緒は一歩も退ひかない構えを見せる。

「岸田は……我よりもよほど、なんでも出来るのじゃ。なれど、一番にやりたいことが出来ぬようになって……いまは自信が無いだけなのじゃ。だから……そなたに勝てば自信もついて、泣くことも、あろう？」

「それはわからないけどな、雨緒。俺は岸田と真剣に勝負することが、俺にできることだと思う。だから、雨緒も、雨緒が出来ることをやれ」

　突つき放すようだけれど、俺は雨緒にそう言った。

「わからぬ。我は……〝雨の鳥〟を捉とらえることすら出来ぬのじゃ」

　雨緒は初めて弱音を口にすると、そのまま俯うつむいた。

「……でも、さっきは岸田さんの為に、一生懸けん命めい言葉を尽つくされましたよ」

　その顔を覗のぞき込みながら、羽黒は優やさしく言ったが、雨緒が顔を上げることはなかった。

　更さらに俺から顔を隠かくすように背を向ければ、その背中を、そっと桑田が撫なでる。

　雨緒は嗚お咽えつを上げることも、涙を流すことも無かったけれど、その背中は確かに泣いていた。
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　雲一つ無い空は、もはや毎日同じ空のようで、それを見上げることにもいい加減飽あきて、雨緒は地面ばかりを見つめて歩いていた。

　多加良や五藤、岸田は授業を受ける時間だが、雨緒にはその必要はない。

　かのうの暗示もそこまで深くはかかっていなかった。

　だから、授業時間中にとぼとぼと歩く雨緒を咎とがめる者はいない。

「おやおや？　雨緒っちではないかな？」

　その筈はずだったのに、ふいに背中から声をかけられて、思わず雨緒の肩かたはびくりと跳はねた。

「……あ、神……いえ、鈴木さん」

　反射的に振ふり向いた先にその姿を認めると、雨緒の心臓は緊きん張ちようで跳ねた。

「やっほー！」

　どうやら体育の授業中らしき鈴木はジャージ姿で、極きわめて明るく、軽い挨あい拶さつを雨緒に寄よ越こす。

　本当にこれが〝ハジマリノダレカ〟の一人、雨の神の長おさたる者よりも、根源に近く、また上位の存在なのかと、雨緒は少々疑いたくなる。

　だが、同時に。それが真実であることは、雨緒の中の神の本能のような部分でどうしようもなく感じられて、証明しているのだった。

「あれ……？　なんだか元気がないぞっ！　ぼくと一いつ緒しよに忍にん者じや体操する？　それともちょっと昔話をしようか？」

　そして、雨緒が次はどうすればいいかと考えあぐねている間に、鈴木は雨緒の表情をそんな風に読みとっていたらしい。

　相変わらず声の調子は軽かったが、鈴木の双そう眸ぼうは真しん摯しな光をたたえ、二者択たく一いつを迫せまっており、

「では、昔話の方を……」

　雨緒は仕方なく後者を選んだ。

「よしよし。ではちょいと座りたまえ」

「……はい」

〝ハジマリノダレカ〟にはとにかく礼を尽くすようにと雨城にも言われている。

　雨緒は言われるままに、近くの日ひ陰かげに鈴木と共に腰こしを下ろした。

「では、はじめるよー」

「はい」

「昔々、あるところに、とても泣き虫な〝雨の神様〟がいましたとさ。

　人が笑ったと言っては涙を流し、人が怒おこったと言っては涙を流し。人が喜んだと言っては涙を流し。

　だから、泣き虫な〝雨の神様〟の雨はいつも温かくて、人も作物も、小さな人以外の生き物も、神様がとても好きでした。

　いつしか、〝雨の神様〟を慕したって、〝雨の鳥〟がたくさん集つどうようになりました。

〝雨の鳥〟は神様の涙なみだを飲みました。

　そして神様のお手伝いをするようになりました。

　神様のやさしい気持ちを降らす為ために。たくさんたくさん降らせる為に、〝雨の鳥〟はいまも雨の神様の傍そばにいるということです。どっとはらーい」

　淡たん々たんとしながらも、どこか情じよう緒ちよ的な語り口に、つい聞き入って、すべてが終わると雨緒は拍はく手しゆをしていた。

「……教訓話でしょうか？　我とは違ちがって随ずい分ぶんと優すぐれた〝雨の神〟の話ですが」

　世辞や追つい従しようは抜ぬきにして、雨緒は素す直なおにこの話の〝雨の神〟を褒ほめた。

〝雨の神〟に限っては、泣き虫という言葉は褒め言葉だ。その身の内に豊かな慈じ愛あいが満ちているということだから。

「どの子のお話だろうね？」

　鈴木はなぜか思わせ振ぶりな視線を送ってきたが、

「我ではないでしょうね……我の雨は冷たいと評判なので」

　雨緒はその点だけはすぐに否定しておいた。自分は泣き虫の逆、泣かないことで有名な雨の神だったから。

「そうなの？」

「……はい。我の雨を人は厭いとうのです。冷たいと、作物を育てるどころか奪うばう雨だと」

　雨緒としては、他ほかの者と同じように降らせているつもりだった。

　けれど、雨緒の雨を人は嫌きらった。だが、それでも雨緒に出来るのは雨を降らすことだけで、なぜ人が己おのれの雨を嫌うのかわからぬままに雨を降らせ続けて──結局最後の一羽の〝雨の鳥〟に逃にげられて、雨を降らせることはできなくなった。

　このまま、〝雨の鳥〟を捕つかまえられなければ、雨緒は雨の神ではいられなくなるのだ。

「……そうか。でも、ぼくは雨緒ちゃんが羨うらやましいよ？」

　頰ほお杖づえをついて、グラウンドを元気よく走る人の群れをやけに優しい目で見つめながら、鈴木はそう言った。

「神……鈴木さん、が我を羨ましい、とは？　あなた様の仕事の方がよほど……」

「んん？　そこを比べることにはあまり意味がないよね。でもね、どんなにぼくが人を作っても、君たちが雨を降らせてくれないと、人は生きてはいけないんだよ」

　やさしいやさしい声で鈴木は雨緒に言う。

「ですが、我は人一人泣かすことも出来ませぬ。それが必要だとわかっていても」

　だから、雨緒はついその優しさに甘えてしまう。畏おそれながらも手を伸ばしてしまう。

「……それは、君の仕事じゃないよ。君の仕事は雨を降らせること。それが君のたった一つの力なんだからね」

　けれど鈴木は雨緒の手を取ってはくれなかった。代わりに、強い眼まな差ざしで決然と諭さとされる。

「もう一度、考えてごらん。どうして君は雨を降らすのか」

　それだけ言うと、鈴木は立ち上がって、人の群れの中に戻もどっていってしまった。

　そうして、残された雨緒はまた一人、ひたすらに思いを巡めぐらすのだった。

「……我が、なすべきことはなんじゃ？」

　その声に、誰だれも答えてはくれなかったけれど。
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　放課後のグラウンドは今日も運動部の喧けん騒そうに満ちていて、近くを通り過ぎるだけで岸田は巻き立つ砂すな埃ぼこりに咳せき込んだ。

「……ああ、喉のどかわいた」

　この喉の渇かわきはそのせいだろうと思いながら、岸田はミネラルウォーターを取り出そうと鞄かばんを開けた。

　そうすれば目的のペットボトルの他に、小さく畳たたまれたプリントが目に入って、ついでにそれも取り出した。

　ペットボトルの蓋ふたを開け、喉に水を流し込みながら、同時にプリントも器用に開く。

　そこには見慣れた五藤の字で、明日の〝二回戦〟の内容と、いくつかの対策が書かれていた。

　そして、最後に一言、「明日は駿がいないと勝てません」そう書いてあった。

「……そんなことも、ないと思うけどな」

　独りごちながら、岸田は再びそのプリントを畳んで仕し舞まい、それから何となくグラウンドに目を向けた。

　無意識に視線は陸上部が活動している一画へと向かい、更さらにそこに高たか跳とびの選手を探している自分に気付いて、

「ははっ」

　岸田は自じ嘲ちようともつかない、乾かわいた笑いをもらした。

「……何がおかしいのじゃ？」

　そこに声をかけられて、聞き慣れた声のはずなのに、岸田の肩かたはびくりと震ふるえた。

「……雨緒か」

　その反応を誤ご魔ま化かすように、振ふり向きながら笑えみを浮うかべて見せたが、

「何がおかしいのじゃ？」

　雨緒は岸田から、その深い深い、時々黒には見えなくなる双そう眸ぼうを逸そらさずにもう一度問う。

「あんな棒バーを跳び越こえる為に必死になってるから、笑ったんだ」

　だから、岸田はさっきまで見ていたグラウンドのその場所を指さすとそう言った。

　それが自分の本心だと言い聞かせながら。

「そうか。なれど……岸田もあのように高く跳んでおったのだろう？」

　過去の話というよりも伝え聞いたように語る雨緒に、頭のどこかでひっかかりを覚えながら、けれど岸田はそれよりも作り笑いを浮かべることに集中する。

　なるべく不自然に見えないように、ゆっくりと口くち許もとを引き上げて、

「怪け我がをするまではね。でも、もう未練はない……おれには他にもやれることが、まだあるはずだから」

　そう言った。屋上ではらしくもなく弱音を吐はいてしまったけれど、今度は雨緒を心配させることなく笑えたはずだ。

　でも、向かい合った雨緒は、それでもやっぱり、垂れ目に一生懸けん命めい力を込こめて──泣くのを堪こらえているような顔でもって岸田を見つめていた。

「……では、どうしてお前はそんなにも〝水気〟に溢あふれているのじゃ？」

　そして、岸田には今一つわからない問いを向ける。でも、〝水気〟という単語には何となく連想されるものがあって、

「……そんなこと言われても、おれには泣く理由なんてない」

　岸田は雨緒にそう言葉を返していた。

「そのように言うても我にはわかるのじゃ」

　岸田の返事に、雨緒は自らの髪かみに触ふれながら、それは噓うそだと言う。

「いったい、どうすれば岸田は泣くのじゃ？　我にはわからぬのに、我の髪は乱れるばかりじゃ」

　両手で広がる髪を押さえながら、泣きそうな顔で、震える声で雨緒は更に言い募つのり。

「……そうだな。雨でも降って、それが涙なみだを隠かくしてくれるなら、泣いてもいいか」

　岸田は、あかね色に染まり始めた空を見上げながら、知らずそう答えていた。

　あの日──もう高くは跳べないと知ったあの日、自分は絶対に泣かないと誓ちかったはずなのに、ひたむきな雨緒の姿に五藤の姿までが重なって見えて、岸田はそう言っていた。

「雨？　雨が降ればいいのか？」

　天候を左右することなど、人間に出来るはずがないのに、岸田の言葉に雨緒は目を瞬しばたたかせながら、重ねて問う。

「うん……この間一いつ緒しよに見た映画みたいな雨が降れば……もしかしたら」

　そうすれば、目も開けていられないようなどしゃ降りの雨の中で、まるでシャワーを浴びているように踊おどっていた男の姿を思い出しながら、岸田はそう言葉を紡つむいでいた。

「……やはり、我が岸田の為ためにできることは雨を降らすことだけなのじゃ、な」

　そして、雨緒は小さく何事か呟つぶやくと、もう一度だけ、やっぱり泣きそうな顔で岸田を見上げて。

「いまの我には……無理なのじゃ」

　自分の胸の辺りをぎゅっと押さえつけながら、俯うつむいた。

　その姿に、涙を見せない雨緒に岸田は今度は自分の姿が重なって見えて、だから、その肩に黙だまって腕うでを回した。

　ただただ慰なぐさめたくて。

　そうして、雨緒が顔を上げるまで、通りすがりにひやかすような視線を向けられても、二人は双ふた子ごの樹のように、そうしていたのだった。
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　迎むかえた二回戦当日は、朝から非常に風が強かった。午後になると風はさらに強まって、巻き起こる砂すな埃ぼこりにギャラリーは既すでに閉口していた。

　上空では生徒会長選挙戦を祭りか何かと勘かん違ちがいしている何者かがグラウンドに張はり巡めぐらした万ばん国こく旗きがバタバタと風にはためいて今にもどこかに飛んでいってしまいそうだった。

　だが、天気はあくまで晴天だし、午後の授業時間を一時間貰もらって行われる二回戦が強風ごときで中止になるはずがなかった。

「……にしても、すごい、風と砂ね」

　桑田もそれは理解しているはずだが、ハンカチを口に押し当てつつも、言わずにはいられなかったようだ。

「い、痛たた」

「す、すみません！　わたしの三つ編みがっ」

　強風に流れ、凶きよう器きと化した羽黒の三つ編みに頰ほおを打たれて、尾田が顔をしかめれば、羽黒は慌あわてて距きよ離りを空ける。

「あの……本当に二回戦できるんでしょうか？」

　強風の影えい響きようでまだ準備の終わらないグラウンドを心配そうに見つめるのは五藤だ。

　その隣となりには雨緒もいて、懸けん命めいに髪を押さえているが、砂が入らないようにするためか目は閉じたままだった。

「出来るか、じゃなくて、やるしかないってとこだな」

「……そうですか」

　何となくこれから始まる選挙戦にも通じる台詞せりふを俺が返せば、五藤は少し離はなれたところでスタートの合図を待っている岸田の姿をちらりと見た。

「その様子だと……仲直りにはいたってないんだね」

「……はい。今日の二回戦には協力してくれるって、言ってくれたんですけど」

　尾田が尋たずねれば、五藤はそう答えて表情を曇くもらせた。

　そして、五藤に次いで岸田の植物を見た俺の表情もまた晴れ晴れとはいかないものになる。

　岸田の植物は葉を繁しげらせてはいるものの、その色が黄色がかってきていて、水分が足りていないことが明らかだったからだ。

「……あの水は、五本目じゃ」

　ようやく目を開けた雨緒は雨緒で、岸田が手に持っているペットボトルを見ると、目め許もとを歪ゆがめ、やがてそれを見てはいられないというように顔を背そむけた。

「何じゃ……アレは？」

　が、直後雨緒は、啞あ然ぜんとした声を上げる。

「アレ？」

　不ふ審しんに思って雨緒を見れば、その目は外での全校集会に使われる、あまり広くはない台に注がれていた。

　そして、思わずその視線を追ってしまってから、俺は心底後こう悔かいした。

「ハローハローっ！　みんな、こちらはキューティーチアガールズです！　今日は〝カルシウムは僕らの味方！　イライラレース〟の応おう援えんに来ちゃいましたっ！　あたしがスージーで」

「わたしがシンディデスヨ！」

　グラウンドにいる生徒の視線が自分達に集まったのを確かく認にんしてから、台の上の二人は自己紹しよう介かいを始めた。そして、自己紹介通りならば、ノースリーブにミニスカートに金色のぽんぽんを持った二人はいわゆるチアリーダー。

　ただし、外国名を名乗りつつも、日本人であることは確かめるまでもない。

「……左が東雲先せん輩ぱいで、右が鈴木、会長？」

　俺と共に雨緒の視線を追った五藤が、困こん惑わくも露あらわに誰だれにとも無しに確認を求めれば、

「……そうね。東雲さんと、鈴木君ね」

　それに極きわめて静かに答えを返したのは桑田だった。

「……鈴木さん、何をしていらっしゃるんですか？」

「自己申告通りなら、チアガールだね」

　とにかく呆ぼう然ぜんと呟つぶやく羽黒に、尾田は既に悟さとりを開いてしまったような表情と声で告げる。

　俺達が状じよう況きようの把は握あくに精せい一いつ杯ぱいになっている間にも、強風などものともしていない様子で鈴木は答えながらポンポンを振ふり、ウインクを投げる。その仕草に、なぜかギャラリーが沸わく。

　叶野学園のみなさん？　かつらをつけて、なにやら胸には詰つめ物もしているようですが、あれは鈴木君ですよ？　わかってますよね？　っていうか、あのかつらはどうしてこの強風でも飛ばない？

「あら、みんな、サンキューね！　でも、あたしじゃなくて今日は多加良っちと五藤っち、それから山口さん家ちの三軒げん隣どなりのミスタースズキを応援してあげてねっ！」

『はーい』

　すっかりチアリーダーになりきっている鈴木が裏声で言えば、観客はそれに応こたえる。

「……秋庭君には鈴木君の応援はいらないわよ？」

「っていうか、忍にん者じやの修行は止やめたの？」

　尾田、なぜいまそこを気にする？　いま問題なのは鈴木がまたも騒さわぎを起こしているということじゃないか？

「ふふふ、忍しのびたる者、この位の変装は日曜のブランチ前だよっ！」

「そうデスヨ。そして女装はコントの初級編なのデスヨ！」

　鈴木達は俺達の呟きが聞こえたというようにそう言って、更さらに東雲が小さくジャンプをすれば、客席からは「こまちゃんかわいい！」の声が上がる。

「……本当にあれが、神か？」

「あの、ええと……多分」

　一応鈴木の正体を知っていたらしい雨緒は、ひたすら呆然と呟く。問われて羽黒も答えるが、その眉まゆは心底困ったように八の字だった。

「そういえば、お目付役はどうしたのかしら？」

「……ごめんなさーい」

　桑田が放つ冷気に縮こまりながらも、俺達の背後に突とつ如じよ現れたのは灰谷で。

「止めるなら、あたしにもチアリーダーの格好をさせるって言われて。止められなかったんだ。で、でも、二人とも似合ってるからいいんじゃないかな！」

「そういう問題じゃない」

　低く、地を這はうように低く、俺が言えば灰谷は、怯おびえたようにバックステップで一気に距きよ離りを開け、ギャラリー席に逃にげ込んだ。

　まあ、そうだろうな。いまの俺の悪人顔にはいつも以上の威い力りよくがあるはずだ。

「やっぱり、俺が行くしかないか……」

　灰谷ではやはり鈴木の暴走は止められない──そう判断して、俺はポケットの中にＥＸボールを探した。

　が、しかし。目当てのソレが俺の指に触ふれることはない。

「……しまった、制服の中か」

　これから始まる二回戦に集中していたとはいえ、己おのれの不覚に俺は反省した。だが、それは束つかの間まにして、とにかく鈴木を捕つかまえるべく、走り出すことにした。

「秋庭君、待って」

　けれど、そこを桑田に止められてしまう。

「……桑田、さすがに今日は止めるべきだろう？　鈴木のあの格好は学園の風紀を乱している」

　そして、何も知らない一年生は、あのノリに流されて、来るべき最終投票で、うっかり鈴木に一票を投じてしまうかもしれない。

「そうね。でも、これはきっと、妨ぼう害がい工作よ。ああしてこちらを挑ちよう発はつして、追いかけさせ、秋庭くんの体力を消しよう耗もうさせ、この後の二回戦で不利にするつもりよ」

　桑田はものすごく真しん剣けんな顔をして、加えて珍めずらしく饒じよう舌ぜつに一息にそう言った。鈴木にそこまで深い考えが働くかは若じやつ干かん疑問だったが、桑田の迫はく力りよくに、俺は思わず頷うなずいてしまう。

「あの……美名人ちゃん？　さすがに考えすぎでは？」

　近くにいた羽黒も、桑田が発する空気に気け圧おされていたが、それでもおずおずと疑問を差さし挟はさむ。

「僕もそう思うけど、あの人達がいたんじゃ試合に集中できないのは確かだね。……イーストのお腹なかも冷えそうだし……」

　そして尾田は一番冷静に事態を見極めた、客観的な発言をして、疲つかれたようにため息を吐ついた。

「とにかく、鈴木君は私に任せて」

　しかし、桑田はすでに次の行動を決めていて、そんな二人を押し切るように、一歩前へ出た。

「えーと、じゃあ、東雲さんは僕が止める」

　そうすれば、意外にも尾田は桑田に賛成して、桑田に続いて一歩を踏ふみ出した。

「ええと、わたしは」

　羽黒はどうしたものかと二人の顔を見比べたが、

『ここで見守ってて』

　二人に揃そろって言われてしまえば、頷いて、桑田達の背中を俺と共に見送るしかなかった。

　桑田と尾田はどんどんスピードを上げていくが、バカ二人──うん、馬ば鹿かと書くと馬と鹿しかに失礼なので、カタカナ表記だ──は手を振り、足を上げて、ギャラリーを無む駄だに盛り上げている。観客の応こたえる声も含ふくめ、ここまで来ると、これはもう騒そう音おんだ。その証しよう拠こに五藤は耳を塞ふさいでいた。

「ああっ、テントが飛びそうですっ！」

「ほ、本当です！　飛ばないようにお手伝いしに行きましょう！」

　だが、選管の本部テントが風でいまにも飛んでいきそうになっているのを見ると、五藤と羽黒はそう示し合わせるなり共に駆かけていく。

　そして、五藤の姿が遠くなると、雨緒はふいに俺の腕うでを引いて口を開いた。

「……岸田の願いの植物はな、はどうじゃ？」

「葉は増えている……けど、明らかに水分不足だ」

　ここまで来たら誤ご魔ま化かすことに意味はないから、俺は雨緒の問いに正直に答えた。

「そうか」

　雨緒は一言呟つぶやくと、唇くちびるを嚙かみしめて、一度口を噤つぐんだ。

「……岸田の一番の願いとやらはわかった、か？」

「何となく、だけどな……でも植物は俺が必ず摘つむ」

　雨緒の次の質問に対する答えはまだ出ていなかったけれど、俺はきっぱりと宣言してみせた。

　そんな俺の言葉を正面から受け止めると、雨緒は無言で一つ頷いた。でも、その深い藍あいの瞳ひとみにあるのはどこか沈しずんだ色で。

「雨緒は自分に出来ること、わかったか？」

　黙だまって唇を結んでいる雨緒に、今度は俺から尋たずねてみた。

「……うむ。考えるまでもなかったのじゃ。我は人のように出来ぬことばかりをしたいと思わぬから。我にできるのは、今も昔も雨を降らすことだけじゃ……なれど〝雨の鳥〟なき今はそれすら叶かなわぬのじゃ。我は岸田の為ために雨を降らすことは、出来ぬのじゃ」

　雨緒はちゃんと答えを見つけていた。けれど、そうしてせっかく見つけたことが出来ないと、それが苦しいと顔を歪ゆがめる。

「〝雨の鳥〟が逃にげた理由は、わかったか？」

　でも俺は雨緒を慰なぐさめる代わりに、問いを重ねた。

「我の傍そばが住みにくかったことだけは、わかったのじゃ」

　言いながら、雨緒は自身の胸をじっと見つめた。

「……本当は、〝雨の鳥〟とは雨の神の身の内に住まうものなのじゃ。なれど我は逃げられてしまったのじゃ。どうしたら戻もどってきてくれるのか……まだ、わからぬ。だから、我は岸田の為に何もできぬのじゃ」

　そして、どうしようもない歯がゆさに、その胸を拳こぶしで叩たたく。二度、三度と。

「雨緒……やめろ」

　その痛々しさに俺が腕を摑つかめば、雨緒は今にも泣き出しそうな顔で俺を見上げて。

「だから……多加良。我の代わりに岸田を泣かせて欲しいのじゃ。岸田はこのままでは……きっと、涙なみだでおぼれてしまうのじゃ」

　岸田の胸の植物はいまにも枯かれそうなのに、その胸の内には涙が溢あふれているのだと言って──雨緒は俺に深々と頭を下げた。

　もう、自分に出来るのはそれだけだというように。

　人間がどうなろうと知らないと言っていた、その神は今、人の為に頭を下げている。

「……わかった。必ず、岸田を泣かせてやる」

　だから、その願いに俺が首を振ふれるはずがなかった。

　本当はまだ他ほかにも雨緒に出来ることはあったけれど、それは雨緒が自分で気付くべきだと思ったから、それには口を噤んで。

「雨緒……〝雨の鳥〟には名前があるのか？」

　でも、その心意気に免めんじて一つ、サービスしてやる。

「名前？　それは……あるのじゃ。我がつけた名が」

　俺の問いに、雨緒はそう答えたけれど、首を傾かしげるばかりで、その意味がわかったようにはみえない。

「……だったら、呼んでみるんだな。お前がもう一度強く雨を降らせたいと思った時に」

　仕方なく、俺はおまけをつけてやり、でもそれ以上は無いと踵きびすを返した。

「……鳥の、名前」

　そうすれば、雨緒は俺を追うことなく、ぽつりと雨う滴てきのように呟いたのだった。




　　　　４




「では……鈴木君の余興の間に二回戦の準備も全すべて整ったので、これより二回戦の競技内容及およびルールの確かく認にんを行います。鈴木君、くれぐれも静かにな」

　強風吹ふきすさぶ台の上で、坊ぼう主ず頭あたまの向坂は今日も修しゆ行ぎよう僧そうのように真まっ直すぐに立っていた。

　ただし、桑田と尾田に捕ほ獲かくされ、その後学校指定のジャージへとやっと着き替がえた鈴木に向ける目は厳しかった。

「ラ……ラジャー」

　その眼光の鋭するどさに、さすがに鈴木も身を縮めて応じれば、ギャラリーからはくすくすと笑いが漏もれる。

「ちっ、なんだかんだで有権者の心を摑つかんでやがる」

「……秋庭先せん輩ぱい、口が悪いですよ」

　そうすれば、いつの間にか隣となりに並んでいた岸田がすかさずそう言ってきて、俺はわずかに眉まゆを寄せた。

「……今日は、喉のどの渇かわきは大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　でもそれは、岸田の挑ちよう発はつ的な言葉よりも、葉を伸のばせば伸ばすほど水分を奪うばわれていく願いの植物はなの方が気になったからで。

「……さっき、ペットボトルを一本空けたんで、大丈夫です」

　岸田も自分の喉の渇き方が異常な事には気付いているようだが、喉の辺りを撫なでながら返した言葉は強がるようなものだった。

　岸田と雨緒は、この無む駄だに強がってみせるところがよく似ていると、俺は内心でため息を吐ついたが、それを顔に出すことはしなかった。

「……なら、この勝負、手加減する必要はないな」

　俺のチームが全部で四人であることから、この二回戦では、岸田と鈴木が二回走ることになっている──つまり、最後は俺と岸田、そして鈴木の勝負になるわけだ。

「ええ、ありません」

　俺がきつく睨にらみ上げれば、岸田はそれを真っ向から受け止めてみせた。その双そう眸ぼうに、いまは涙の影かげも形も無い。

　でも俺は、きっとこのレースの中で岸田が気付くはずだと信じていた。

　きっと怪け我がをしてから、岸田は全力で走ったことがないだろう。けれど、俺と走る以上は限界ギリギリの力を出さなければ勝てないし、俺に勝ちたいのならば岸田はそうするはずだ──その為ために昨日は挑発しておいたのだから。

　もしも、岸田が自分の願いをもう一度、一番になることだと思っているのなら、岸田は俺を抜ぬこうとするだろう。俺の前を行こうとするだろう。

　でも、多分それは間ま違ちがっている。だから、俺は岸田にそうと気付かせるためにも、生徒会長になるためにも、絶対に負けるつもりがなかった。

　そして、俺はもう一人のライバルにそれと気付かれないように視線を向けた。

　向坂の目から隠かくれるように、いまは息を潜ひそめている鈴木もレースが始まれば本気を出してくるだろう──というか、ここで本気を出さなかったら俺が許さないが。

　どんなにふざけたことをしていても、生徒会長になりたいという意気込みだけは本気だと思っているから。

「コース上には障害物と交こう互ごに、叶野学園に関する問題が書かれた用紙が用意されています。障害は四つ、問題は全部で四問。どうしても問題が解けない場合、一度だけパスを認めますが、ペナルティとしてマイナス５ポイントが科されることを忘れないように。そして、競技で得たポイントはこの後の最終投票のポイントに加算されますので、各候補の健けん闘とうを祈いのります」

　そんな風に俺が思考を巡めぐらせている間に向坂は淡たん々たんと競技の説明を終えていた。

「では、第一走者から、各自スタートラインについてください」

　そして、いよいよ、二回戦を始めると告げられて、自分の心臓がいつもより速い鼓こ動どうを刻み始めたのに気付く。

「……今日はエンジンの調子がいいな」

　そうしてひとりごちると、俺は第四走者のスタート地点に足を向けたのだった。




　俺達のチームの第一走者は羽黒。緊きん張ちようした面おも持もちでスタート地点に着いていた羽黒は、選管からバトンを渡わたされると、更さらに頰ほおを強こわばらせた。

　羽黒を挟はさんで両サイドには岸田と鈴木。この二名は最後にもう一度第四走者になることもあってか、羽黒に比べて随ずい分ぶんと落ち着いて見える。

「花南ちゃん、リラックスよ！」

　第二走者の桑田が声をかければ、羽黒は顔を上げてわずかに笑えんでみせたが、それはかなりぎこちないものだった。

「……大丈夫か？」

　俺はその様子に思わず呟つぶやいてしまったが、程ほどなくそれが杞き憂ゆうであると知る。

「では……位置について、用意、スタート！」

　向坂の声に続いて空くう砲ほうが鳴り響ひびいた瞬しゆん間かん、羽黒の表情は引き締しまったそれへと変わっていた──限りなく〝黒くろ猫ねこ〟に近いものへと。

　走り出した羽黒は、歩幅の差で岸田と鈴木の二名にリードされるが、けっしておいて行かれてはいなかった。

　強い向かい風の中、額を露あらわにして、羽黒は全力で走り、まずは最初の障害物、トンネル状になったネットに潜もぐり込む。

　そして、二メートル程の長さのネットから最初に顔を出したのは羽黒だった。そのままネットから脱だつ出しゆつすると、乱れた髪かみも直さずに、その先の机の上、重石おもしで押さえられていた問題用紙を手に取ると、開いてさっと目を走らせる。

「……叶野学園に隠されたエンブレムの数は、１０８個です！」

　ジャッジ役の選管──上谷に羽黒が自信を持って答えを告げれば、選管の倉持は両手で大きな○を作った。

「やりましたっ！」

　小さくガッツポーズを作ると、羽黒は更にグラウンドを走り、第二走者の桑田にバトンを渡した。

　見事なバトンリレーを経て、桑田はトップを走り出す。その後に、同じくバトンを受け取った東雲と雨緒が続いたが、第二の障害に最初に辿たどり着いたのは桑田だった。

　第二障害はぱっと見では判断がつかなかったが、桑田が地面からそれを拾い上げれば、何かはわかった。

「第二障害は、巨きよ大だい知ち恵えの輪です。知恵の輪を解いた上で、分かれたパーツに体をくぐらせてください」

　だが、念のためという風に、本部テントから、マイクを通して説明がなされた。

　その間にも桑田は知恵の輪を解こうと奮ふん闘とうしていたが、大きなそれは扱あつかいが難しいらしく少々苦戦する。

「ちっちゃいからって、なめるなデスヨ！」

　そして、桑田に遅おくれて第二障害に辿り着いた東雲が妙みような気合と共に、真っ先に知恵の輪をクリアしてしまう。

「ぬ……う。難しいの……じゃ？」

　その上、雨緒は明らかに偶ぐう然ぜんの産物で知恵の輪を解いてしまって、桑田は結局最後に残されてしまった。

　それでも、雨緒に遅れること十秒で、桑田もまた知恵の輪をクリアする。

「図書館別館にある和家史は……現在87巻よ」

　そして、問題の方でつっかかっていた雨緒を再び抜ぬくと、桑田はラストスパートで、東雲に並び、尾田にバトンを渡した。

　これもまた綺き麗れいにバトンリレーは行われて、正直障害よりも走る距きよ離りの方が長いコースに、

「……殆ほとんどリレーだな」

　俺はそんな感想を漏もらした。

「そうですね。でも、ただ走るならおれの膝ひざも問題はないんですよ」

　その感想に同意を示したのは、第一走者を終えてきた岸田だった。

「ふははっ！　拙せつ者しやの更に究きわめた忍しのび走りにもご期待あれ！」

　さらに岸田同様、息も切らしていない鈴木も同じ線上に合流してきて、肩かたをそびやかす。

「俺も今日は絶好調だから、期待しておけ」

　俺は余よ裕ゆう綽しやく々しやくの鈴木を横目でちらりと見て、そう牽けん制せいしてやった。

「ほーい！　おおっ、第三の障害は計算百題か……ぼくじゃなくてよかった！」

「うちは尾田で適任だな」

「五藤も計算は得意ですよ」

　俺達は口々に呟き、確実に苛いら立だちは募つのるだろうが、障害物とは言い切れない問題に異議を唱えるものはいなかった。

　これはおそらく選管──というか、向坂の配はい慮りよなのだろう。前回の自転車のようにあまり運動の方に偏かたよってしまう障害を設けると、また五藤のチームが不利になってしまうから。

　全員それに気付いていたから、俺達は敢あえて口にせずにその障害を尾田達がクリアしていくのを見守った。

　俺の自信通り、最初に障害をクリアしたのは尾田だった。それに五藤、灰谷と続く。

　問題も三者とも難なくクリアして、俺達の方へ向かって全力疾しつ走そうしてくる三人を迎むかえるために、俺達もまたスタートラインに着いた。

「……尚青、あんなに速かったかな」

「いままでで、一番一生懸けん命めい走ってるから、速いんだろうな」

　それはもう、岸田の為ためではなくて五藤自身の為の走りなのかもしれなかったけれど、その必死の形相に岸田は唇くちびるを嚙かみしめた。

　そして、風はいよいよ強く吹ふきすさび、頭上では万ばん国こく旗きをはためかせ、足あし下もとでは砂すな煙けむりを上げる。その中に尾田の姿を見失わないように、俺はしっかりと目を凝こらす。

「あ……多加良っち、眼鏡めがねでいいなー」

「これは俺の体の一部だ」

　俺の眼鏡が埃ほこり避よけのゴーグルにでも見えたのか、鈴木はぼそりと呟いてくれたが、俺はそれを軽くいなした。

「体の一部って……まあ……そうですね」

　その遣やり取りに、幾いく分ぶん肩の力が抜けたように岸田が言えば、尾田と五藤と灰谷はもう俺達の目前に迫せまっていた。

　助走を始めながら、俺は岸田の胸の植物にもう一度だけ目をやって──そこに一いつ瞬しゆん蒼あおい光が掠かすめたのを見たと思う。

　でも、首を巡めぐらせてもう一度その光を確かめることは出来ずに、俺は尾田からのバトンを受け取ると、とにかく走り出したのだった。

　走り始めると、俺はすぐに予想以上に風の抵てい抗こうが大きいことを知った。頰ほおに体にぶつかってくる風に、ともすれば押し戻もどされそうになる。

　だが、それでも俺は前に進む。すぐ後ろから、鈴木の足音が、岸田の息づかいが聞こえていたからだ。

　正直、俺は足の速さにはそれなりに自信があったが、相手が鈴木と岸田では余よ裕ゆうなどあるはずがなかった。

　とにかく速く着実に前に足を運ぶ。それだけに集中して俺はまず第四障害を目指した。

　全力で走って、それでも第四障害には三人が殆ど同着で辿り着いた。

「……ルービックキューブ？」

　仲良くする気など毛頭なかったが、それでも俺達はそこにあった第四障害物には同時に首を捻ひねった。

「これはちゃんと六面が揃そろうと地ち球きゆう儀ぎのように世界地図が現れるものだ。知力勝負の二回戦向きだろう？」

　第四障害の審しん判ぱんは委員長の向坂が自らかってでていて、反論を許さない口調できっぱりと言われてしまえば、俺達は黙だまってルービックキューブに手を伸のばすしかなかった。

「ううー、上からいつも見てるから、場所はわかってるのに！」

「知力っていうか、脳力勝負？」

　それぞれ小声で文句を言いつつも、鈴木と岸田は一生懸命手の中でキューブを回していた。

　だが、俺はまずじっくりと六面すべてを観察して、それからおもむろに作業にかかった。

「……完成だ」

　手つきは少々乱暴だったかもしれないが、俺が地球儀に等しく大陸を配置し終えるのに、多分二分もかからなかったと思う。

　俺がテーブルの上にそれを置けば、向坂だけでなく、岸田と鈴木も大きく目を見開いた。

「秋庭君は、ルービックチャンピオンか？」

「いや、別にそんな称しよう号ごうは持っていない」

　僧そう侶りよ然とした表情をわずかに崩くずして問いかけてくる向坂に俺は首を振ふって、

「それよりも、早く完成チェックをしてくれ」

　残る二名よりも先に進むためにそう要求した。

「あ、ああ。わかった」

　そうすれば、ようやく向坂はキューブを手にとって検分を始めてくれる。

　俺はその間に、苦戦しつつも徐じよ々じよに正しく面を完成させつつある鈴木と岸田に目を向けた。

　おそらく、この先にある第四問にはそう手こずらないと思う。とすると、このままなら俺はぶっちぎりの一位でゴール出来るだろう。

　それに超こしたことはないが、俺は最後の直線コースでこの二人と真っ向勝負をしたいと、一瞬だけ考えてしまった。

　そして、次の瞬間──俺のそんな考えを嘲あざ笑わらうように、今日一番の、物もの凄すごい突とつ風ぷうがグラウンドを駆かけ抜ぬけていって。

「きゃああっ」

「うわっ！」

　観客席の生徒達が声を上げて身を竦すくめる中、グラウンドに張はり巡めぐらされていた万国旗が結びつけられていたポールから外れて、飛んでいく。

　それはたこの足のようにうねりながら飛んでいって、

「おわっ！」

　よりによって第四の問題を載のせたテーブルの上を掠めて、さらに上方へと万国旗は連なり飛んでいく。

「なっ、問題がっ！」

　更さらに最悪なことに、万国旗が問題用紙を共に巻き上げていったことに気付くと、俺は思わず声を上げた。

「えっ？　まさか！　予備は用意していないぞ」

　しかも向坂が珍めずらしくも慌あわてて叫さけんだ内容に、俺は軽く目め眩まいを覚える。

「……じゃあ、あの問題を追いかけないと、いけないわけだ」

　となれば、俺達に残された方法はそれで、確かく認にんを取れば向坂は渋じゆう面めんを浮うかべながら、頷うなずいた。

「さすがに、今の突風は考こう慮りよに入れていなかった」

　反省の弁をすぐさま口にする向坂に俺は一つ頷きを返して、万国旗の飛んでいった方向を見定めた。

「でも……この風のお陰かげで勝ち目が見えて来ました」

　だが、俺にとっては不ふ穏おんな台詞せりふが背中に届いて振り向けば、そこには完成したばかりのキューブを机に置いて、不敵に笑う岸田がいた。

「よっし、完成！」

　更には鈴木までも手の中に、きちんと出来上がったキューブを載のせているのを見れば、俺のリードはもはや無いも同然だ。ならば止まっている暇ひまはない。

「望んだ通りの展開だ」

　俺はそう嘯うそぶくと、まだ風に流されていく万国旗を追って走り出したのだった。

「おれだって、まだまだ走れるんですよ」

　案の定、岸田は俺の背中を追ってくる。

「おー、二人とも走れ走れ！　……ぼくは向こうに飛んでいった万国旗を調べよっと」

　鈴木はなぜか俺達を応おう援えんするような声をかけてきたが、その理由はすぐに盛大な独り言で判明した。

「……やっぱり、鈴木先せん輩ぱいは、読めない人だ」

　足は止めないまま岸田はそう呟つぶやいたが、あいつの行動が読めるようになったらある意味おしまいだと俺は内心で答えておいた。

　そして、またスピードを上げる。

「岸田、ついてこいよっ！」

　もちろん、岸田を挑発することも忘れなかった。




　結局グラウンドから大きく外れて、俺達は新東棟とうと北棟の間にあるひょうたん池の畔ほとりに辿たどりついていた。万国旗と問題用紙は、そこにある数本の木に、まるでわざわざ渡わたしたように引っかかっていた。

「……風さえなきゃ、洗せん濯たく物ものを干したいところだな」

　微び妙みように所帯じみた台詞だと自分でも思いながら、俺は二本の木に渡った万国旗を見上げた。

　だが、別に期待はしていなかったが、返ってくると思っていた岸田の声が聞こえなくて、思わず俺は振り向いてその存在を確かめた。

　そこには、確かに息を切らした岸田がいたけれど、二メートル程ほどの間かん隔かくがあいた木と木の間に下がっている万国旗を見る目には、俺とは違ちがう光が宿っていた。

「……バーみたいじゃ、ないか」

　そして、俺がそこにいることなどまったく忘れてしまったように呆ぼう然ぜんと一言呟いて。

　その次の瞬間──萎しおれかけていた岸田の植物は、最後の力を振り絞しぼるようにして、ぐんと花か茎けいを上へと伸のばした。

　ここに岸田の願いがあるのだと、それを教えようとするように、一生懸けん命めいに伸びて、そこに小さな小さな蕾つぼみをつける。

「バーって……高たか跳とびの棒か？」

　ただ手を伸ばすだけではおそらく届かない高さにある万国旗と問題用紙をもう一度見上げながら俺が問えば、岸田は弾はじかれたように、俺の方を見た。

「……違います、よ」

　そして、俺から目を逸そらしながら、明らかに誤ご魔ま化かしとわかる言葉を口にする。

　でも、それは無む駄だな抵てい抗こうだった。俺にはもう願いの植物はなが教えてくれていたから。

　岸田の本当の願いはいま、ここにあるのだと。

「これ、どうやって取ります？」

　そうとは知らない岸田は、問題用紙を取る為ための道具を周囲に探すが、池の周りにそんな便利な道具があるはずもない。

「思いきり跳べば、届かない高さじゃないだろ？」

　地面からそこまでは二メートル以上の高さがあったけれど、俺は元高跳び選手ならば簡単だろうと言ってやった。

　岸田があえて道具を探した理由なんてもちろん承知していたけれど。

「……秋庭先輩なら届くかもしれませんけど、おれにはもう無理ですよ」

　そうすれば、岸田はわざとらしく自分の膝ひざを撫なでて見せる。

　他人の同情は拒こばむくせに、自分がそうすることは許しているその姿に、俺は苛いら立だちを覚える。

「人間、いつもベストの力を出せるとは限らない。だったら、いつだって俺と岸田は同じ線上にいるんだと、思わないか？」

　そう考えれば、岸田の怪け我がもハンデにはならないだろうと俺は告げたのだが、

「……思えませんね」

　岸田はすぐに首を振ふって、

「だったら俺は……とっくに跳んでみていますよ」

　諦てい観かんに満ちた言葉を口にする──その目に、隠かくしきれない、高みへの、跳ぶことへの飢き渇かつを宿したままで。

　そして、岸田はそれきり黙だまってしまい、魚さえもはねることなく、池の畔はしばし静せい寂じやくに支配される。

「にんにんにんにん妊にん婦ぷさんには～快く席を譲ゆずりましょう～」

　が、その静寂は、それを破ることを趣しゆ味みとしている約一名の侵しん入にゆうを許した時点で見事に崩ほう壊かいした。

「さてさて忍にん法ぽうダウジングの導きによるとこっちなんだけど」

　静寂の破は壊かい者しやこと鈴木は、どこから取り出したのか両手にそれぞれ針金のようなものを持ちながら、俺達の脇わきを通り過ぎていき、やがて、

「おお！　忍法ダウジングによって問題発見！」

　万ばん国こく旗きにひっかかったままの問題用紙を見つけて叫さけんだ。

「に、忍法ダウジング、中々やりますね！」

　その直後、俺の背中に届いたのは、わずかにおののいたような羽黒の声で。

「忍法偶ぐう然ぜん、の間違いじゃないかしら？」

「いや、忍法風の流れ、っていう説も捨てきれない」

　続いて、どこか呆あきれたような桑田の声と、どこまで本気なのかわからない尾田の声がした。

　声のした方を振り返れば、やっぱりそこには見慣れた三人の顔があった。

「尾田、桑田、羽黒……」

「うん、僕達も問題を探してもいいって向坂さんが許可をくれたからね」

　だからやってきたのだと、まだ強い風に目を細めながら、尾田は俺の欲しい答えをくれた。

「そうか。ありがたいが、問題はそこにある」

　俺は感謝を告げながらも、すでに見つけたのだと問題用紙を指さした。

「ええ、わかってるわ」

　そうすれば、桑田は風に乱れる髪かみを押さえながら、鈴木の動きを気にして視線を動かした。

「でも……どうしてまだお取りになっていないのですか？」

　続いて羽黒は至し極ごく当然の問いを俺達二人に向けた。

「……岸田が、どうすれば問題を取れるか悩なやんでいたから、一いつ緒しよに考えていたところだ」

　そう答えれば、岸田は睨にらむようにこちらを見たが、俺は噓うそを言っていないのだから反論はその口から出てこない。

「問題を取るには……」

　少しジャンプすればいい──おそらくそう言いかけて、でも羽黒は言えずに口を噤つぐんだ。

　それは、尾田も桑田も同じで、岸田の膝の怪我のことを気にするあまりに、その台詞せりふを口にすることが出来ない。

「少し高くジャンプすればいいんだよ、駿」

　そして、その台詞を躊躇ためらわずに声に出したのは、五藤だった。

　相変わらずの強風の中、走ってここまで辿たどり着いた五藤の髪はぐしゃぐしゃで、黒くろ縁ぶちの眼鏡めがねも少しずれていたけれど、それでも五藤は揺ゆらがずに真まっ直すぐ岸田を見つめていた。

「……そうじゃ、五藤の言う通りじゃ。岸田……跳べば、よい」

　そうして、五藤に少し遅おくれて到とう着ちやくした雨緒の髪は五藤以上に乱れていたけれど、雨緒はそれを直すよりも、岸田にそう告げることを優先した。

　五藤と雨緒が姿を見せると、岸田は一いつ瞬しゆん顔を歪ゆがめて、でもすぐにひどく醒さめた表情を浮うかべて見せる。

「ああ、尚青、いいところに来てくれた。あの問題取ってくれないか？」

　次いで、岸田が口にした台詞に、本人をのぞく全員が目を瞠みはり、特に指名された五藤は大きく目を見開いた。

「……それは、二回戦のルール違い反はんになるんじゃない？」

　誰だれもが続く言葉を探す中、最初に声を発したのは桑田だった。静かな眼まな差ざしで岸田を見つめながら。

「そうだね。第四走者は岸田くんだから、君以外の人間が問題に触ふれるのはまずいと思う」

　桑田に続いて口を開いた尾田は具体的な問題点を指し摘てきした。

「そこは、黙っていて貰もらえませんか？」

　すると、岸田はまたも自ら膝ひざに手をやって、それで俺達の口を塞ふさごうとした。

「そんなことをしても、俺はもう同情しない」

　だから俺は決然と、岸田に宣告した。と同時に、尾田達にもその必要はないと眼差しで告げる。

「わたしは……見たままを語ります」

　そして、俺の意図を正しく理解した羽黒が宣言すれば、岸田は口くち許もとに自じ嘲ちようを浮かべ、

「……わかりましたよ。じゃあ、おれ達は棄き権けんするしかないよ、尚青、雨緒」

　それが唯ゆい一いつの手段であるかのように、岸田は二人に告げた。

「……嫌いやだ。ぼくは棄権なんて、嫌だ！」

「我もじゃ……岸田が跳とばぬままでは、嫌じゃ」

　でも、五藤と雨緒は岸田の提案を、頭かぶりを振って頑かたくなに拒きよ否ひする。それはきっと二人にはもう岸田の一番の願いがわかっているからこその頑なさで。

「……じゃあ、どうしろって言うんだ！」

　けれど、まだ気付かない岸田は、いい加減苛いら立だったのか、そんな二人を前に、強く地面を蹴ける。

　俺もしばし口を閉ざして、打開策を思案するが、その場に流れる空気はどんどん重くなっていくばかりだった。

「ねえ……多加良っちも、岸田っちも跳ばないの？　だったらぼくは先に跳ぶよ！」

　が、そこで遠えん慮りよのない声を上げたのは鈴木だった。珍めずらしく、少しの間大人しくしていたが、どうやらそれも限界のようで、木から少し離はなれたところで、屈くつ伸しん運動を始めている。

「か……鈴木さん、待ってください。いま……岸田ももうすぐ跳びます！」

　この状じよう況きようで先行を許したら、一位は鈴木になるとわかっている。そうなれば岸田は更さらに跳ぶ理由を無くしてしまうと思って、雨緒は鈴木に訴うつたえかけた。

「……鈴木、もうちょっと、待てないか？」

　だめもとで俺も言ってみたが、

「待たないよ」

　鈴木は真しん摯しな眼差しを俺と岸田の両方に向けると、きっぱりと言い切った。

　そうして、木と木の間に渡わたる万ばん国こく旗きをじっと見つめると、そこから視線を外さないまま更に後ろに下がって、出来る限りの助走をつけて──跳んだ。

　瞬間鈴木の身体からだはまるで重力など無いかのように空中に浮き上がり、右手はいとも容易たやすく問題用紙を摑つかむ。

　目的を果たせば、当然鈴木の身体は重力に従って落ちてきたが、草の葉が多少の衝しよう撃げきを受け止めたとはいえ、着地する足音も殆ほとんど聞こえなかった。

　まるでボールが跳はねて飛ぶような鈴木のジャンプを、岸田は夢を見ているような目で、でも一時も逸そらさずに見つめていた。

　そんな岸田を五藤と雨緒がひたむきに見つめていることにも気付かずに。

「よし！　問題ゲット！　じゃあぼくは先に行くから……二人とも、ちゃんと跳んでから追いかけておいで」

　そして、鈴木はそれだけを言い置いて、あとは宣言通りに振ふり返らずに駆かけていく。

　その背中を見送る岸田の両手は、強く握にぎりしめられていて、岸田がけっして羨せん望ぼうだけで鈴木のジャンプを見ていたのではないと俺は気付く。

「……尾田、桑田、羽黒、ちょっと頼たのまれてくれないか」

　岸田の視線が鈴木の背中から、再び高跳びのバーのような万国旗にスライドしていくのを横目に見ながら、俺は信しん頼らいできる三人の仲間の耳に用件を囁ささやいた。

『了りよう解かい』

　そうすれば、小気味いい程ほど揃そろった声が三人からは返ってきて、それと同時に尾田達は逡しゆん巡じゆんさえも見せずに駆け出した。

「……尾田先せん輩ぱい達は、どこへ？」

　三人の足音が耳に届くと、岸田は我に返って俺にそう尋たずねてきた。

「野暮用だから、気にするな。……それよりもお前は俺を見ていろ」

「秋庭先輩を？　そんなのさっきから見ていますけど？」

　俺の言葉に、岸田は八つ当たりにも似た屁へ理り屈くつをこねたが、岸田がもう平静を保てなくなってきていることに俺は内心ほくそ笑えむ。

　そして、さっき鈴木がそうしていたように、俺も膝の屈伸運動を始めれば、

「……多加良。もしや、そなたまで先に跳ぶというのか？」

　不安げな面おも持もちで雨緒が問いかけてきた。

「ああ。とにかく跳んで問題を取らないとゴールに入れないからな。それに跳ぶ前から諦あきらめている奴やつとは、勝負にならないだろ」

　あえてきつさを隠かくさずに俺はそう告げた。そうしなければ、岸田はいつまでたっても本心をさらけ出せやしないから。

「駿は……諦めていません」

　だが、いつもは穏おん和わな眉まゆをつり上げて俺を睨にらんできたのは五藤だった。

「そうじゃ、岸田は昨日も高跳びとやらを見ていたのじゃ」

　それに雨緒も加勢すれば、岸田は苦いものを嚙かんでしまったような表情で二人を見つめる。でも、その唇くちびるから声が出ることはなかった。

「……俺は、跳ぶ。岸田、お前はそれを見ていればいい」

　そして、もっと跳ぶことに飢うえればいい。

　もう、岸田の方は見ないで、俺は高跳びのバーに見立てられた、万国旗にだけ気持ちを集中する。

　高く跳とぶことだけを考える。

　きっと、いつも岸田がしていたように。

　両足に力を込こめて、思い切り地面を蹴って、一いつ瞬しゆん問題用紙を取るという理由ことさえ忘れて。

　自分の足で、ほんの少しだけ、束つかの間まだけ変えることの出来る景色を、確かめる──もう一度、岸田が見たいはずの景色を。

　しっかりと目を開けて見て、それから俺は問題用紙を摑んだのだった。

「……いい景色が見えたぞ」

　そうして俺は着地すると同時に、飢え乾かわいた目で俺を見ていた岸田に、一言告げた。

「……ああ、そうでしょう、ね」

　俺の言葉を岸田は否定することなく認めて、その言葉を吐はき出した喉のどをかきむしる。

「……岸田、喉が渇かわいたの、か？」

　岸田の仕草を目め敏ざとく捉とらえて、雨緒が不安げに見つめれば、岸田は首を振ったが、それで雨緒の表情が晴れることはなかった。

「駿、跳んでよ！　駿が跳んでくれないと、ぼく達はゴールに辿たどりつけないんだよ！」

　そして五藤は岸田にもう一度跳んで欲しいと訴えかける。

「……だめだ。おれは、もうあんな風には跳べない。もう、きっと届かない」

　鈴木の、そして俺のジャンプを続けて見た岸田の目には、確かに羨望の光が浮うかんでいたのに、今その双そう眸ぼうに宿るのはどこか怖おそれるようなそれで。

　岸田はまた苦しげに喉をかきむしる。

「そんなことは無いのじゃ！　岸田は跳べるのじゃ！」

　雨緒は喉に伸のびる岸田の腕うでを押さえながら、懸けん命めいに語りかけた。その髪かみは今までで一番ボリュームを増していて、岸田がどれ程心の中に涙なみだをたたえているかわかる。

「岸田、俺と鈴木はもう跳んだ。お前はそれを指をくわえて見ていただけだ……情けないことにな」

　でも俺は敢あえて残ざん酷こくな言葉を選ぶ。

　そうすれば、岸田は顔を上げて、一度は俺を睨んだけれど……拳こぶしを握り、奥歯を嚙みしめて、岸田は耐たえる。自分よりも先に、自分よりも高く跳ばれて悔くやしいはずなのに。

　そして、そんな岸田を見み詰つめる二人の方が今にも泣き出しそうな顔をしていた。

「駿……悔しくないの？　鈴木先輩も秋庭先輩も駿より先に跳んだよ。高く跳んだよ？」

　だが、それを堪こらえて五藤は岸田に問う。どういう形であれ、この状じよう況きようを無む駄だに出来ないと五藤はよくわかっていた。

「……悔しい？　おれはとっくに自分が跳べないことを知ってる」

「諦めたって言うわけ？　だったら、泣いてみせてよ。そうしたらぼくも駿がもう諦めたって認めるよ」

「……おれは泣かない」

「どうしてじゃ？　なにゆえ岸田は泣かぬのじゃ……そなたの苦しみは、泣けば終わるのじゃ」

　雨緒はさっきから岸田が苦しげに喉をかきむしっているのを見てそう言ったのだろうが、その台詞せりふは岸田の姿をもう一つの側面から捉えていた。

「岸田。お前はまだ高跳びのことを諦めていないから……もう一度高く跳びたいから、泣かないんだな」

　俺が静かに声を向ければ、岸田は弾かれたように顔を上げて、でも首を横に振ふった。

「違ちがう……おれは高跳びになんてもう、未練はないんだ。だから、次におれが泣くのは、高跳び以外のもので一番になった時なんだ」

　岸田は自分の心を見失ったまま言葉を重ねるけれど、

「そんなことを言ってたら、駿はずっと泣けないよ！」

　思いがけず強い言葉で言い切ったのは五藤だった。

「……駿が何よりも高跳びが好きだったことは、ぼくと雨緒ちゃんがよく知ってる。駿が高跳びのことをそんな風に言えば言うほど、ぼく達には大好きだって言っているようにしか聞こえないっ！」

　五藤らしからぬ強い声に、岸田は驚おどろいて目を瞠みはったけれど──それでもまだその瞳ひとみは乾いたままだった。

「岸田……お前、本当に悔しくないのか？　本当に高跳びなんてどうでもいいのか？」

　だから、俺は岸田の乾いた目を見つめながら、その胸で懸命に咲さこうとしている植物を視界にいれながら、俺は問う。

「……悔しいって、言えばいいんですか？　ああ、悔しいですよ！　おれは誰だれよりも高く跳べたのに、怪け我がなんかでもう二度と、あんな風には跳べないんだからっ！」

「じゃあ、どうしてお前は泣かない？」

「……ぼくは悔しかったら泣く」

　俺の言葉にようやく本心を見せ始めた岸田に、俺と五藤は更さらに畳たたみかける。

「お前が泣かないのは高跳びに対する侮ぶ辱じよくだ」

「おれは侮辱なんてしていない！」

「してるだろうがっ！　そんなに好きなものを奪うばわれたら、人間は泣くんだよっ！　諦あきらめられないって、涙を流すんだっ！」

　声を大きくした岸田に対たい抗こうして、俺もさらにボリュームを上げて対たい峙じする。

「違うっ！　おれは泣かないっ！　だって、泣いたらそれは本当に諦めるってことだ！　おれは、おれはっ、もう一度だけでいいから高く跳びたいんだっ！」

　そして、岸田はやっと本心を口にする。

　泣かないことを自らに科したのは、自分自身に呪のろいをかけたのは岸田自身なのだと。

「岸田、泣け。本当に諦めたくないなら、もう一度跳びたいなら、いまは泣け！」

　だから俺は岸田の耳みみ許もとで思い切り叫さけんでやった。五藤の分までも、叫んでやった。

　人は大人になるほど泣かなくなって、それを大人になることだと時に思うけれど。

　赤ん坊ぼうが泣くのは、それ以外に伝える術すべを持たないからで。自分の気持ちを言葉で伝えることを覚えて、だんだんと泣かなくなるのかもしれない。

　でも、それでも涙が失われないのはなぜだ？

　喜びも悲しみも言葉に出来るけれど。

　それでもまだ表せない感情が涙になって零こぼれるんじゃないのか？

　岸田は諦めたくなくて、涙を堪えたと言ったけれど、でも溢あふれようとするものを、堪えても堪えても溢れ出そうとするものを、押しとどめるのは不自然じゃないか？

「岸田……いまお前の中に溢れている涙は、外に出さなければならない涙だ……前に進むために」

「……けど、おれは、誰にも泣いてる顔を見られたくない」

　もう、その願いも、涙も隠かくす意味などないとわかっているのに、それでも岸田は両手で顔を覆おおう。

　そうすれば、それまでじっとやりとりを見守っていた雨緒が一歩前へと進み出た。

「〝雨の鳥〟よ……我の声が聞こえるか？　聞こえるならば、応こたえておくれ。我はいま雨を降らせたいのじゃ。心から降らせたいのじゃ。……我と同じで不器用な心故ゆえ、泣けぬこの者の為ために雨を降らせたいのじゃ」

　そして、雨緒は真しん摯しに呼びかける。

　岸田の中にいる、その鳥に向かって。

　ひどく優やさしい目をして、想おもいを込こめて、語りかける。

「我は岸田の為に雨を降らせたいのじゃ……」

　そうして強く優しく声を送る。どうか届くようにと。

　その瞬しゆん間かん──俺の目の中を今まで経験したことのない、雷かみなりのような痛みが駆かけ抜ぬける。一瞬稲いな妻ずまが瞼まぶたの裏でスパークしたような気さえして。

　けれど、その衝しよう撃げきの大きさに反比例するように、痛みは数秒で去っていって。

　ゆっくりと目を開ければ、俺の目に映ったのは新たな願いの植物はなで──既すでに蕾つぼみまでつけていた。

　確かに数秒前まで何もなかった雨緒の胸に、その急成長を遂とげた植物はあった。

　そして、雨緒はいつの間にか取り出していた自身の鳥かごを、足あし下もとに放ほうり投げた。以前、蹴け飛とばしたのとは違う、明確な意志をもって。

　もう、無理矢理に閉じ込めるような鳥かごは無いと、〝雨の鳥〟に知らせるように。

「雨あま尾お……もう一度我に翼つばさをかしておくれ。どうか共に、岸田の上に雨を降らせておくれ」

　そうして、雨緒は鳥の名前を、己おのれと同じ響ひびきの名を口にして。

　俺の耳の飾かざりはほのかな熱を帯び始める。

　それと同時に、岸田の胸には──願いの植物の傍かたわらには、蒼あおい光が生じ始めて。

　ただただ優しい雨緒の声に、呆ぼう然ぜんと浸ひたっていた岸田と五藤はにわかに我に返る。

「なん……だ？　おれの胸、光ってる？」

「ほんと、だ……蒼い光、が」

「ああ、そなた達にも見えるのじゃな……束つかの間まとはいえ、〝雨の鳥〟を住まわせていたからか」

　岸田の胸から生じている蒼い光に、そっと手を伸のばしながら、あくまで優しく雨緒は二人に語りかける。

　その間にも光は蒼い鳥の形を成して……微かすかに羽ばたいたかと思うと、雨緒の手の上にその小さな鳥は留まっていた。

　先日見た時よりも、その羽の色は幾いく分ぶん褪さめて、毛づやも悪くなっていた。

「……やつれてしまったのじゃな、雨尾。我の為に悪かったのじゃ。そして……戻もどってきてくれてありがとう」

　言いながら、掌てのひらの中の小さな鳥を雨緒は慈いつくしむように撫なでて、そうすれば〝雨の鳥〟は一声小さく鳴いた。

　そして、雨緒は小さな鳥を、そっと胸に抱だく。

「それは、なん、だ？」

「我の〝雨の鳥〟じゃ」

　一連の出来事に面めん食くらう岸田に、雨緒はあくまで静かに答えて、その目をじっと見つめる。

「……これで、岸田。我はそなたの為に雨を降らせてやれるのじゃ」

〝雨の鳥〟を取り戻したからなのだろうか、雨緒の髪かみはついさっきとは違ちがい、限りなく黒に近い藍あいから水色へとその色を変えていた。

「どんな雨がいい？　慈じ雨うか驟しゆう雨うか……どのような雨も我は降らせてみせるのじゃ。そしてきっとそなたの涙なみだを隠してやるのじゃ」

　けれどそれと同時に雨緒が岸田に見せた優しさまでもが、〝雨の鳥〟の力だとは俺は思わなかった。

　それはきっと、ずっと雨緒の中にあったもので。でも、どんな風に表せばいいのか、わからなかったそれで。

　いま、雨緒の両の目を濡ぬらしている涙のように。ずっとずっと雨緒の内にあった優しさなのだろう。

　そして、胸に抱いだいた〝雨の鳥〟の上にも、雨緒の涙の雫しずくはぽつりぽつりと落ちていって。

　くちばしに落ちた一ひと滴しずくを、〝雨の鳥〟は小さく口を開いて飲み込んだ。

「ああ……そうか。お前が真に飲みたかったのは我の涙だったのか」

　雨緒の優しい声に、〝雨の鳥〟はさっきよりも元気な声でさえずり応えると、あとからあとから落ちてくる雨緒の涙を飲み込んでいく。

　その度たびに、鳥の羽は鮮あざやかな青を取り戻していく。

「……雨緒ちゃんの、涙を鳥が飲んでる」

　五藤は半ばその光景に見とれながら、呟つぶやいて、その声に岸田もようやく我に返るが、その視点はまだ定まらず、瞳ひとみは揺ゆれていた。

「岸田……いま、雨緒はお前の為ために泣いてる。そして、お前が望むならきっと雨も降らせてくれる」

　だから俺は、雨緒に代わって岸田の双そう眸ぼうをひたと見つめると、この想おもいに、涙にどう応えるのかと問いかける。

「多加良、準備はいいよ」

　そこに、俺が待っていた声が響いて、視線を動かせば、木の根もとには尾田達の姿と、衝撃吸収用のマットレス──形状から察するに保健室のものだろうそれがあった。

「水月先生が、貸してくれまし、た」

「もちろん、綺き麗れいにして返すのが第一条件だけれど」

「ありがとう」

　俺は心からの感謝を汗あせだくになった三人に告げた。

「なんの……つもりですか？」

　俺の指示に従って、尾田達が用意してくれた物と、汗だくになった三人を交こう互ごに見比べて、岸田は呆然と俺に問うた。

「安全対策だ」

　木に下がった万ばん国こく旗きとマットに交互に目をやりながら、俺は短く答えた。

「……これなら、いつでも跳とべるね」

　五藤が悟さとった通り、それはこれから岸田が跳ぶための用意だった。

「おれは……もう一度跳べるの、か？　跳んでもいいの、か？」

　そして、即そく席せきのバーを前にした岸田は、もうここから逃にげられないと悟って、誰だれにともなしに問いかける。

「流すべき涙をちゃんと流してからなら、な」

「……雨の準備ももう出来たのじゃ」

　俺が言えば、雨緒はその指先に〝雨の鳥〟を留まらせて、岸田に告げる。

「どんな雨が良いのじゃ？」

「……あの映画みたいな、雨を。日が照っているのに降る雨を」

「雨緒ちゃん……優しい雨を、降らせてあげて」

　そうして、岸田と五藤が雨を願えば、雨緒はゆっくりと一つ頷うなずいて。

　自らの胸に、願いの植物はなの咲さいているその場所に、そっと〝雨の鳥〟を押し当てる。

　すると〝雨の鳥〟は一度雨緒の胸の中へと吸い込まれるようにして消えて。

「どうか、優しき雨を人の為に」

　その小さな呟きに、呼応するように、願いの植物は揺ゆれ、そして〝雨の鳥〟は水すい滴てきを纏まといながら再び雨緒の体から飛び出すと、急きゆう上じよう昇しようをした。

　思わずその動きを追いかけて、頭をあげれば太陽の光が目に入って、俺は慌あわてて目を閉じた。

　その目を再び開ける前に、俺の頰ほおには水滴が当たっていて。

　たった一滴は瞬またたく間まに顔を、腕うでを、全身を濡らす無数の雨になる。

　でも、その雨は、雨緒の願い通りに。

　岸田の願い通りに。五藤の願い通りに。

　陽ひの光を受けて、金色に光っていて。

　少しも冷たくない、温かく、やわらかく、優やさしい雨だった。

　雨緒の口くち許もとに刻まれた笑えみのように、広げた腕うでのように優しい雨だった。

　そして、岸田はその雨を全身で浴びていた。胸の植物と共に。

　そうすれば、願いの植物には本来必要ないはずなのに、まるで降り注ぐ雨を全すべて吸い込んだように、岸田の植物は緑を取り戻もどして、蕾つぼみはより一層膨ふくらんでいって。

　岸田は雨にけぶる一本の線バーを真まっ直すぐに見み据すえた。

　その頰を濡らしているのが雨なのか、それとも涙なのか、俺達にはわからない。

「おれは……本当に跳べる、かな」

　視線をその場所に据すえたまま、岸田はもう一度だけその不安を口にする。

「本当に跳びたいなら、跳べる。前と同じじゃなくても、お前が前に行こうとするなら、絶対に跳べる！」

　もしかしたら、これが岸田にとっての最後のジャンプになるかもしれない。もし医者がいたら止めるような状じよう況きようなのかもしれない。

　だけど、岸田はいま跳ばなければ、前に進めないのだ。いつまでたっても自分で自分を憐あわれんで、膝ひざを抱かかえているだけではだめだから。

　たとえ一いつ瞬しゆんでも、その願いが叶かなうことが大切なはずだと俺は信じるから。

「もう一度だけ、跳べ！　その景色を目に焼き付けろ！　もう一度その高みに手を伸のばせ！」

　岸田がいま、流しているかもしれない涙なみだが諦あきらめのそれか希望のそれかは俺にはわからないけれど。

　岸田がもう一度前に進もうとしていることだけは変わらないはずだ。

　前へ、前へ、前へ。今を重ねて、進むこと。

　それが、人が成すべきことならば──それが生きていくということならば。

「跳べ！　その先にある、お前の未来に俺は期待する！」

　未来という言葉がどれだけ漠ばく然ぜんとしたものか知っていても、俺は今、岸田にその言葉をぶつける。

「駿は絶対にもう一度跳べる。だから、ぼくはたとえ駿がいやだって言っても、君の未来に期待する！」

「跳ぶのじゃ！」

　最後に強く雨緒が叫さけべば、その声を合図に岸田は助走を始めて。

　その声に〝雨の鳥〟も反応して急下降をしてくると、

「飛べ」

　雨緒が岸田の背を見つめながら繰くり返した言葉に、〝雨の鳥〟は岸田を目指し、俺の頭上を旋せん回かいして再び強くはばたいた。

　雨に濡ぬれた芝生しばふを踏ふみしめながら、岸田の足は一足一足バーに見立てた万ばん国こく旗きへと近付いていく。

　その左足が力強く地面を踏み込めば、岸田の体は宙に浮うかぶ。

　ただ一本の細い線を越こえる為ために。体をひねり顔は空を見る。

　けれど、ほんの少しだけ、高さが足りないと俺達が気付いた瞬間──〝雨の鳥〟が岸田の体の中に入った。

　一瞬、岸田の背中には羽が生えたように見えて、足りなかった分だけ体が浮き上がる。

　ドサッ

　そして、岸田の背中は少しもバーに触ふれることなく、マットの上に着地していた。

「……跳とべたのじゃ！」

　最初に弾はずんだ声を上げたのは雨緒で、続いてマットの周囲で見守っていた尾田達が拍はく手しゆを送る。

「うん……やっぱりあそこが駿の場所だよ」

　雨う滴てきのたくさんついた眼鏡めがねを外して、五藤は屈くつ託たくなく笑って。

　そんな中、岸田だけが呆ぼう然ぜんと空を見上げていた。

　もう、雨は止やんでいたけれど、その頰には今度はそれとわかる涙の筋が出来ていた。でも、岸田はそれを拭ぬぐおうともしなかった。

　岸田のその胸でゆっくりと開いていく花は、アーモンドの五弁のそれに似て。

　ただ、やっぱりその色は〝雨の鳥〟の羽のように蒼あおかった。

「跳べたな」

　胸の花が結けつ晶しよう化かしていくのを見つめながら、俺は岸田に静かに声をかけた。

「……はい」

「景色はどうだった？」

「すごく……よかった」

　俺が問えば、岸田は嚙かみしめるようにそう言って、自分の膝に触れた。

「岸田？　痛いのか？」

　その仕草を見て肩かたに〝雨の鳥〟を留まらせたまま、雨緒が不安げに問えば、岸田は首を振ふった。

「ただ……」

　そして、まだ夢の中にいるような面おも持もちで岸田はもう一度、空を見上げる。

「ただ、どうしたの？」

「やっぱり、おれは一度じゃ諦められないみたい、だ」

「……だったら、駿。もっとリハビリしよう。大変でも、辛つらくても、ぼくが付き合うから……それで、もう一度跳んでみせてよ」

　岸田の台詞せりふに五藤は目を見開いて、それからわずかな可能性に挑いどもうと岸田に強い声で訴うつたえた。

「我も……それがいいと思うのじゃ」

　雨緒も五藤に加勢して、そうすれば賛成だと言うように、〝雨の鳥〟もさえずりを上げて。

「岸田……さっき言っていた映画は涙を流して終わるのか？」

　俺は岸田に静かに問いを向けた。少々唐とう突とつな俺の質問に、岸田だけでなく雨緒も五藤も一いつ緒しよに首を傾かしげたが、

「……はい。そうです」

　岸田はとりあえず、という感じに答えを寄よ越こした。

「……そうか。そうだな、映画なら涙のシーンで終わるのもいいだろうな」

　そう、例えば映画ならば、それでも問題はない。物語の幕を下ろすためにそれが一番の方法ならば。

　でも、俺達はそこで幕を下ろすことは出来ない。映画が終わっても、俺達の生きていく道は長く続いている。一本のフィルムに到とう底てい収まりきらない長さで。

「でも、俺達は思い切り泣いたら、どうする？」

「それは……涙を拭ふきますよ、ね」

　俺の問いに今度は五藤が答えて、俺はその答えにわずかに頰ほおを緩ゆるめた。

「ああ、そうだ。俺達は涙を流したら、必ずそれを拭く。もう一度歩き出すために。だから、人間は……物語を生き続ける俺達は泣いてもいいんだ」

　きっとその為に、俺達の身体からだには涙が備わっているのだから。

「そうかもしれぬのじゃ」

　そうすれば、雨緒は優やさしく優しく微笑ほほえんで、岸田の頰を濡らす涙なみだをその手でそうっと拭ってやった。

「だから岸田。お前はここからまた始めるんだ。そして、歩き続けるんだ。ちゃんと泣いたから……きっともう何度でも跳とべる」

　医学的な根こん拠きよなんて一つもなかったけれど、俺はそう信じたいから、跳ぼうとする岸田を信じたいから、そう告げて、真まっ直すぐに岸田を見つめた。

　そして岸田は、一度だけ大きく頷うなずいたのだった。
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　自分にはたった一つの力しかないけれど。

　でも、どうして自分がその力を大切にしていたのかをいつしか忘れていた。

　それはただ、愛いとおしかったから。

　大地も森も……人間ひとも愛おしかったから。

　だから嫌きらわれてしまうのが怖こわかった。

　でも、もう怖おそれるのは止やめて、わたしはわたしの力を思い出そう。

　それが、わたしがたった一つ、人に与あたえられるものだから。




「あのさ、雨緒って超ちよう能のう力りよく者しやだったりしたっけ？」

　まだ涙の跡あとの残る頰を拭ぬぐいながら岸田が問えば、雨緒はゆっくりと首を振った。

「髪かみの毛は……どういう仕し掛かけなのかな？」

　そして五藤は、〝雨の鳥〟が身の内に収まると同時に、目が覚めるような蒼い色に変じた上、腰こしまで届く長さに変わってしまった雨緒の髪を見て問いかける。

「……我は雨の神じゃ」

　かけられていた暗示と共に、岸田と五藤の記き憶おくもきっと消えてしまうとわかっているからか、本来の姿を取り戻もどした雨緒は、何一つ隠かくそうとしなかった。

　俺達の係わった部分はどうなるかよくわからなかったが、とりあえず三人のやりとりを見守るしかない。

　岸田の植物はなはその胸で既すでに結晶化していたけれど、俺にはまだ咲さかせなければならない──否いや、もうすぐ咲くのを待たなければならない植物があった。

　その植物の蕾つぼみはもう、雨緒の胸で膨ふくらんでいまにも咲こうとしていた。

　でも、今日だけはそのあと一押しをするのは俺ではなく、岸田達なのだとわかっていた。

「二人に任せて、大だい丈じよう夫ぶだよね」

「……きっと、大丈夫よ」

「そうですね」

「最後に俺が摘つめば、問題はないはずだ」

　そうして、俺達は再び三人の元へと視線を戻した。

「……雨の神って話を信じるとして、その、やっぱり人間じゃないんだよな」

「うむ、そうじゃ……故ゆえに地上にはもう少ししか我はおられぬのじゃ」

　そんな台詞せりふを口にしながらも、まだ半信半疑という顔の岸田の問いに、雨緒がそう答えれば、二人は見る間に顔色を失った。

「……さすれば、我に関するそなた達の記憶は消えてしまうのじゃ」

　けれど、そんな二人に雨緒は淡たん々たんと更さらなる事実を告げる。

「なんだよ、それ。じゃあ、いまある記憶は全部作り物だとでも？」

「そんなの噓うそでしょ、雨緒ちゃん！」

　そうすれば、岸田と五藤は今度は気色ばんで、雨緒に詰つめ寄る。

「岸田の言う通りじゃ」

　そんな二人を軽く受け流し、雨緒は別れを殊こと更さらに惜おしむ素そ振ぶりさえ見せようとしない。

「我の雨はな、ずっと冷たい雨だったのじゃ。それは我が人のことを思うて雨を降らすということに考え至らなかったからじゃと……我の雨を受ける者のことを考えていなかったからなのじゃと、ようやくわかったのじゃ。岸田、五藤。そなた達のおかげでな。だから我は雨尾と共に帰れるのじゃ」

　そして、雨緒は静かに自分のことを二人に語って聞かせる。

「……なれどもう、心配はないのじゃ。我はこれからは……いつでも優しき雨をそなた達の上に降らせるから、たとえ二人から記憶は消えようとも、我の雨はいつでもそなた達の上に降り注ぐのじゃ」

　別れの涙の代わりに、本当に幸せそうな笑えみを浮うかべて見せれば、岸田と五藤は声を失って、ただただ雨緒を見つめる。

「……けど、雨は、雨緒みたいに憎にくまれ口を叩たたかないじゃないか」

　ようやく岸田が発した声は、掠かすれていて、

「そ……だよっ」

　五藤に至ってはしゃくり上げていて、それ以上言葉にならない。

「うむ……そうじゃ、な」

　そうすれば、さすがに雨緒も笑ってはいられなくなって、ただでさえ下がり気味の目め許もとを困ったように更に下げる。

「……なれど、なれど……雨は我がそなた達を想おもって流す涙なみだなのじゃ。だから、そなた達は、雨の日もたまには、傘かさをささずに歩いてみてくれる、か？」

　言いながら、やっぱり雨緒の目には涙が盛り上がってきて、その涙を右は岸田が、左は五藤が指先でそっと払はらってやる。

「わかった……優やさしい雨の日にはもう傘はささない」

「うん、ささない」

　二人がそれを約束すれば、雨緒の目からはまた一ひと粒つぶ涙がこぼれて。胸の蕾は今にも咲きそうに綻ほころぶ。

「泣き虫だね、雨緒ちゃん」

「ああ、泣き虫だ」

「うるさいのじゃ。泣き虫は我には褒ほめ言葉じゃ」

　その涙を五藤と岸田はあえてからかい笑おうとしたけれど、失敗して遂ついにくしゃくしゃになった二人の顔を見て、雨緒は涙声でそううそぶいた。

「一つだけ聞いてもいいか？」

　そして、しばし涙を堪こらえることに成功した雨緒が真しん摯しな眼まな差ざしを向ければ、五藤と岸田は同じように真摯な瞳ひとみでもって頷うなずいて。

「……そなた達は、雨は好きか？」

　ほんの少しだけ怖おそれるように、雨緒は二人に最後の問いを向けた。

『大好きだ！』

　そうすれば、間かん髪はつを入れず、声を揃そろえて返して。

「……うむ。ありがとう。ならば我は、そなた達の為ために……人の為に雨を降らせよう。たくさんたくさん降らせよう」

　雨緒の双そう眸ぼうから再び落ちた涙は、開いたばかりの苺いちごの花に似た蒼い芯の上に、一粒こぼれて。

　雨緒の植物は見る間に結けつ晶しよう化かしていったのだった。

　雨緒の一番の願いは、もう一度人の為に雨を降らせることだったから。求められようと求められまいと、雨緒が人の為に出来るのはそれだけだったけれど、俺はその願いは尊いと思った。

　俺達はつい、出来ることよりも出来ないことの方を数えて、どうにか出来ないことを減らそうとするけれど。きっと、それはそれで価値のあることだけれど。

　ただ一つ、自分の出来ることで誰だれかを幸福に出来るのも、素す晴ばらしいことだと思ったから。

　だからこそいま、雨を求める声に雨緒の願いの植物はキラキラとした輝かがやきを放っているのだから。

「……俺も、さっきみたいな雨なら嫌きらいじゃない」

「傘をささずに歩くのもたまにはいいわね」

「うん、優しい雨なら風邪かぜの心配もなさそうだし」

「わたし達は、雨の度たびに雨緒さんのことを思い出しますよ」

　そうして、俺達も雨緒にそんな言葉を送れば、雨緒の植物はなはまた涙の粒を弾はじき、俺は雨緒の植物を、それから岸田の植物をそっと折り取った。

「ああ、仕方がないから我はそなた達の為にも、雨を降らせてやるのじゃ」

　どこか憎まれ口のように雨緒はそう言ったけれど、その目にはもう冷たい光がなかったから、俺が腹を立てることはなかった。

「では、また雨の日に！」

　そして、俺達全員に雨緒は笑顔を向けて、結晶が俺の手の中で形を失っていくように、雨緒の姿はだんだんと薄うすれて、やがて消えた。







　それから一昼夜。

　叶野市には、それまでの分を取り戻もどすように雨が降り続けたのだった。

　でも、それはけっして冷たくはない、優しい優しい、慈じ雨うだった。
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　最終問題用紙を手に俺達がグラウンドに戻ったところで、〝二回戦〟は第四障害をスタート地点として仕切り直された。

　先に行ったはずの鈴木は、結局向坂と共に俺達がグラウンドに戻ってくるのを待っていたというわけだ──本人は雨宿りをしていただけだと言い張ったけれど。

　そしてルールには若じやつ干かんの変へん更こうが加えられて、俺達の手にあった最終問題はひとまず向坂が預かり、改めてゴールに置かれることになった。そして、ゴールした者から再び問題用紙を摑つかみ、答えを叫さけぶという、あくまで公平な決着に配はい慮りよがなされた変更に俺達が異議を唱えることはなく、レースは再開された。

　その結果、〝二回戦〟を一位でゴールしたのは俺で、二位に鈴木、三位に岸田が続いた。

　ゴール前は正直かなりの接戦だったが、最後に俺の強い意志が道を開いたことは間ま違ちがいない。

　ちなみに最終問題は、おそらく大たい抵ていの生徒が熟読どころか、一読しているかも怪あやしい生徒手帳の、最後……カレンダー欄らんにおける各月の格言を問うものだった。

　そして、四月を指定された俺は、

「ボーイズ・ビー・アンビシャス！　少年よ大志を抱いだけ！」

　と考える間さえ空けずに、答えを叫び、見事勝利を手にしたというわけだ。

　そうして、一位の俺には50ポイント、二位の鈴木40ポイント、三位の五藤チームには30ポイントが与あたえられ、〝一回戦〟のポイントと共に翌日の最終投票に反映されることになった。




　と、ここまでが昨日の話。

　雨の夜が明けて、水曜日。

　これまでの分をすべて埋うめ合わせようとするみたいに雨は降り続けていた。

　前日から殆ほとんど絶え間なく、昼を過ぎても雨う滴てきの落ち続けている空を見上げながら、

「……雨緒の奴やつ、まだ降らせてくれるのか？」

　俺は呟つぶやいてみたのだけれど、その時俺の目の前にいた五藤が、雨緒という名に反応をみせることは無かった。

「そういうわけで……ぼくは生徒会長選挙の立候補を取り下げました」

　代わりに五藤は俺にそう言い切ると同時に深々と頭を下げた。

　もう、五藤の記き憶おくの中に雨緒の姿は無いのだと、なぜか記憶を残された、俺の方が寂さびしく思う。

　でも、顔を上げると五藤は俺の目を真まっ直すぐに見てきて、その双そう眸ぼうにいままでとは違う強い光が宿っているのを見て、きっとその胸の奥に雨緒の存在は刻まれているのだと思い直す。

　素す直なおじゃなくて、不器用で、正直かわいげのない雨の神だったけれど、人の為ために自分の精せい一いつ杯ぱいを尽つくそうと誓ちかって去った神の姿が。

「……岸田のリハビリに付き合うことを優先するなら、生徒会長の仕事は無理だろうな」

　立候補を取り下げた理由を改めて確かめれば、

「はい。生徒会長の仕事は片手間に出来るようなものじゃないと思いますから」

　五藤は更さらにそう言い足した。

　黒くろ縁ぶちの眼鏡めがねごしに俺を見つめてくる瞳ひとみは、少しも揺ゆらいでいない。もうその決意が動く事はないとそれで十分にわかったけれど、

「……それは、本当にお前の、五藤尚青の道か？」

　俺は最後に敢あえて尋たずねた。

　もう、願いの植物はなの咲さいていない胸を見つめながら、それは岸田とは違う道を歩いてみようと決めた、五藤の意思なのか、と。

「はい。ぼくは、ぼくの為にこの決断みちを歩くと決めました。それに、ぼくは理学療りよう法ほう士しに興味があるんです」

　そうすれば、五藤は真っ直ぐに俺を見返して、前と同じようで、でも少し違う屈くつ託たくのない笑え顔がおでそう言い切った。

　ならば、俺にはもう唱えるべき異議はないと、俺は一つ頷うなずいた。

「選管の方は大だい丈じよう夫ぶだったか？」

「はい。昨日の晩、電話で向坂委員長としっかり話し合いましたから」

　念の為、その点だけは確かく認にんを取ると、五藤はそう答えたが、俺の予想では話し合いというよりは、向坂と五藤の根比べだったはずだ。

　そして、結局向坂が根負けして、最終投票日に候補者が一名辞退するという前例のない事態を認めるに至ったのだろう。

　僧そう侶りよのような向坂が五藤に説き伏ふせられているところを想像すると、なんとなくおかしかったが、ここは俺も笑いを堪こらえておいた。

「秋庭先せん輩ぱい。ぼくの分まで今日の立会演説会、頑がん張ばってください」

　そうして見慣れた、屈託のない笑顔を添そえて、大だい胆たんにも後は俺に託たくすと言ってくれた。

　でも、その笑顔があったから、俺は五藤に腹を立てたりはしなかった。

「ああ、もちろんだ」

　代わりに大きく逸そらした胸を叩たたいて見せて、続いて大きく一歩を踏ふみ出す。

　最後の決戦の場所へ──立会演説会の行われる体育館へ向かうために。




　立会演説会の冒ぼう頭とうで向坂が五藤の立候補辞退を告げると、体育館の中は大きなどよめきに包まれ、一年生の列の中に五藤の姿を認めると、そのざわめきは更に大きくなった。

「選管は五藤君の辞退を認めました。何か抗こう議ぎがあればいま、この場で受け付ける」

　だが、向坂が普ふ段だんよりも幾いく分ぶん低い声で、ざわめく生徒の顔を睥へい睨げいすれば、まるで波が引くように体育館は静まりかえった。

　そうすれば、後は滞とどこおりなく立会演説会は進んでいった。

　立候補の届け出順に従って、まず鈴木の推すい薦せん者しやの東雲が、ステージ上で最後の応おう援えん演説を行った。とにかく持ち上げるだけ鈴木を持ち上げるという演説だったが、終わりにはなぜかステージを見上げる生徒達の口くち許もとには堪えきれない笑みが浮うかんでいた。

　ある意味、温まってしまった客席に、尾田は緊きん張ちようした面おも持もちだったが、推薦者の控ひかえるステージ袖そでは立候補者の反対側だったから、俺が尾田に声をかけることはできない。

　だが、尾田は最初こそぎこちなくステージ上を進んでいったものの、そこで一いつ斉せいに生徒の視線の集中砲ほう火かを浴びれば、逆に何かがふっきれたように落ち着きを取り戻もどし、肩かたからは力が抜けて。

　そして、東雲とは違い、時に俺を持ち上げ、時に落として──それはつまり俺の少々の欠点を大おお袈げ裟さに脚きやく色しよくしたものだったのだが、不思議と不ふ愉ゆ快かいにはならなかった──生徒達の笑みと同時に俺への親しみを誘さそって、見事に応援演説を終えたのだった。

　その演説が成功だったことは、ステージ下から沸わき起こる拍はく手しゆを聞けば間ま違ちがいなかった。

　俺もまた拍手と共に、尾田への感謝を胸の中で送った。

　そうして、応援演説が終われば、いよいよ俺と鈴木の最後の演説の時間が訪おとずれる。

　今度も先せん攻こうは鈴木で、いつもとは違う真しん剣けんな面持ちで、俺の脇わきをすり抜ぬけていくと、真っ直ぐに演えん壇だんに向かった。

　いつもと違う鈴木の様子に──或あるいは、久々にちゃんと制服を着ていることにか──生徒達は束つかの間まざわめく。

　でも、鈴木がそこで真剣な眼まな差ざしで、体育館中の生徒の顔を見回してみせれば自然と声は静まった。

「えー、叶野学園のみんな、今日も元気みたいでぼくは嬉うれしいです。もちろんぼくも元気だけどね？」

　口を開けば鈴木の声はいつものように耳に心地よく響ひびく明るいものだった。

「えーっと、最後の演説ってことだけど、ぼくが楽しい叶野学園を作りたいって話はもうたくさんしたので、今日はやめておくね」

　続く鈴木の台詞せりふに、俺も含ふくめ全校生徒は首を傾かしげた。

　いったい、何時いつ、どこで鈴木朔はそんな話をしたのだったか、という風に。

　しかし、俺達のそんな戸と惑まどいには気付いていない様子で鈴木は話を先に進める。

「だから今日は言いたいことを短く言うよ……この後に気の短い多加良っちが待っているしね？」

　そう言いながら、鈴木が悪戯いたずらっぽくウインクを投げればステージ下では小さな歓かん声せいと、小さな笑いが起こったが、俺はひとまずそれを聞かなかったことにしてやり過ごす。

　そして、鈴木は再び笑みを抑おさえると、ゆっくりと口を開く。

「ぼくは、生徒会長になったら、みんなのことを毎日応援します。自分を励はげます君を。友達を励ます君を。そしてぼくはみんなを見ています。ぼくはいつだってみんなの一生懸けん命めいを応援します──だから、みんなはいつだって一生懸命でいいです。誰だれもそれをばかにしたりしない。ぼくが作りたいのは、そういう叶野学園高校です。」

　それは余計な飾かざりなど全然ついていない、極きわめてシンプルな言葉だった。

　でも、シンプルだからこそ、そこに込こめられた鈴木の真しん摯しで優やさしい想おもいは真まっ直すぐに人の心に届くだろう。

　不覚にも、俺が一いつ瞬しゆん「やられた」と思ってしまう位にはいい演説だった。

「だから、ぼくはいつでもぽんぽんを持ってるよ！　ぼくの応援が必要な時はいつでも言ってね！」

　その直後に、鈴木の制服のポケットから手品のようにわさわさとしたソレが出てこなければ、の評価だったが。

『おおー』

　鈴木がポンポンを両手に持ち、ステージ上で交こう互ごに足を上げて見せれば、なぜかどよめきが沸き起こる。

　しかも、そこでなぜ拍手を加えるんですか、叶野学園生徒諸君？

「でもって、ライト○ーバーは、正義の印だ！　何よりもいざという時には懐かい中ちゆう電灯の代わりに使える！　それから……」

　調子に乗った鈴木はドラ○もんよろしく──或いは桑田の四次元鞄かばんのごとく──更さらに様々な物をどこからか取り出そうとしたが、

「鈴木君、いまは手品の時間ではなく、演説の時間だが？」

　やはりこの暴走を許す向坂ではなかった。

「いや、手品じゃなくて忍にん術じゆつ……」

「演説は終わりのようだ」

　鈴木の苦し紛まぎれの言い訳にも、向坂は耳を貸さず、代わりに軽く手を上げれば、その合図で選管の中でも屈くつ強きような二人、田た村むらと溝みぞ口ぐちが両サイドから鈴木の腕うでを無理矢理摑つかむと、ステージ上から強制退場させてしまう。

　ああ、向坂。最高にいい仕事だ。

　何とかステージ上に留とどまろうと鈴木がじたばたと手足を動かして、無む駄だな抵てい抗こうをするのを、ステージの下でなぜか拍手と共に見送っているお目付役──灰谷よりもずっとその役割を果たしている。

　俺が当選した暁あかつきには、向坂を鈴木対策委員長にでも任命したいところだ。まあ、絶対に断られるだろうが。

　だが、それでも鈴木を送る皆みなの拍手は温かいものだったから、あの演説で受けた感動がまだ少しも失われていないのは確かだった。

「……では、続いて秋庭多加良候補、お願いします」

　そうして、ついに名前が呼ばれて、俺は深呼吸を一つすると、ポケットの中に入れておいた演説の原げん稿こうをくしゃりと潰つぶした。

　それはもちろん万が一の時の為ために入れておいたものだったけれど、そうすることで俺の頭の中にあった無駄に飾り付けられた言葉は全部消え去った気がした。

　そんな言葉はきっとみんなの胸に届かないだろうから、未練はなく、それどころか妙みようにすっきりした気分で俺は演壇へと足を向けた。

　そこに立てばいつものように、たくさんの眼差しが俺だけに注がれる。

　でも、今日の俺は生徒会の副会長ではなく、ただの生徒会長候補だ。

「みなさん、こんにちは。秋庭多加良です」

　そして、ただの秋庭多加良として俺はまずその場の全員に名を名乗った。

　一年生にも二年生にも。三年生にも選挙管理委員にも。教師陣じんにも。

「鈴木の短い演説の後に、長い演説をして興ざめされるのもなんだから、俺も短くまとめて話そうと思う」

　遊ゆう説ぜいでは使っていたかしこまった言こと葉ば遣づかいも止やめて、俺は全校生徒一人一人の顔を見つめるようにしながら静かに言葉を紡つむいだ。

　色々な顔が、一つとして同じものの無い顔が俺を見上げていたけれど、俺がその眼差しに震ふるえることは、やはりなかった。

「俺の選挙戦におけるキャッチフレーズは、知っての通り、『頼たのまれたことは何でも』だった。つまり、頼まれたことは、それが雑用であっても何でもやろうという俺の意思だ」

　校内の殆ほとんどの掲けい示じ板ばんに貼はったポスターで、みんなそのキャッチフレーズも意味も知っているとわかっていたが、俺は敢あえて説明をした。

　これから続ける台詞せりふの大切な前置きだったから。

「だけど、叶野学園の生徒には二本の腕と二本の足、それに考える頭がついているからな、大たい抵ていのことは一人でできるはずだ」

　俺はそこで一度言葉を切って、もう一度全校生徒の顔を見み渡わたした。

　案の定、彼らの顔にはどこか突つき放すような俺の物言いに対する戸と惑まどいが見てとれる。

　でもそれは、予想通りの反応だった。むしろそれに満足して、俺は次の台詞を続けるために大きく息を吸い込んで、両りよう眼めに力を込こめた。

「でも、もしも自分一人の手で足りない時。自分の足だけじゃ前に進めない時。どうしても自分の頭だけでは考えられない時は……俺を呼べ。俺が手を貸してやる。足を頭を貸してやる」

　俺の手も足も頭も、確かに決められた数しかないけれど、それでも俺は叶野学園生の声にきっと応こたえてみせると拳こぶしを固める。俺はやがて世界を統一するのだから、まずはこの位の数に応えられなくてどうするのだと、思いながらこの瞬間、自分に向けられるすべての眼まな差ざしを受け止める。

「どうしようもない時に、けっして自分一人だと思うな！　俺がいるから、ちゃんと俺を呼べ！　頼まれたら絶対にやってやる！　神様よりも速く駆かけつけてやる！」

　そして、俺は拳を振ふり上げて、

「だから、秋庭多加良に一票入れろ!!」

　最後に一声咆ほえると、一礼をして、演説を終えたのだった。

　そうして、再びステージ袖そでへ引き返す俺には盛大な拍はく手しゆが向けられて、少なくとも俺は鈴木に負けていない演説が出来たのだと確信して、小さく唇くちびるの端はしで笑ったのだった。
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　立会演説会が終わると、すぐに全校生徒による投票が開始された。

　全校生徒の投票が終われば、即そく日じつ開票となるのだが、自分自身に一票を投じた後の時間はとにかく落ち着かないもので、俺は尾田や羽黒、桑田とも別れると、一人図書館で開票結果が出るまでの時間を潰すことにした。

　午後の授業の一時間分が開票に費ついやされるのだが、選管ではない生徒の姿も図書館には無く、開票結果が出るまでの時間は自習時間で教室にいるべきだという点に俺は今いま更さらながら思い至る。

　しかし、妙な高こう揚よう感かんと不安に──もちろん俺は自分の勝利を確信しているが──胸の内を占しめられたまま、教室に戻もどる気にはやはりなれなかった。俺はさっき雨が止やんだばかりの曇くもり空を見上げながら、

「まあ……今は生徒会長でもなんでもないから、特別だ」

　誰だれに聞かせるわけでもない言い訳を口にした。

「ふむ、今日は特別なのかの」

　だが、鈴すずのように金属が擦こすれるような音が耳の傍そばで鳴った気がしたかと思った時には、その音に被かぶさって女の声が俺の耳には届いていて。

　俺は声が掠かすめた耳みみ朶たぶに触ふれると、そこにまだ鳥かごがあることを確かめ、仕方なく声のした方へと顔を向けた。

　そうすれば、俺が座っていた窓まど際ぎわの席の机の上には、見慣れたかのうの姿があり、俺は疲つかれたため息を吐ついた。

「せっかく妾わらわが訪おとずれたというに、今日も会うなりため息とはつれないのう」

　俺の態度を見て、かのうは小さく首を傾かしげて、そんなことを言ったが、その口くち許もとに浮うかんでいる悪戯いたずらな笑えみを見る限り、俺の反応は絶対に正しい。

「机は腰こしを下ろすところじゃないんだけどな？」

「大だい丈じよう夫ぶだの、妾が座ったくらいでは壊こわれぬからのう」

　俺の教育的指導をかのうは別解かい釈しやくでかわしてくれて、俺は苛いら立だちを奥歯で嚙かみ殺した。

　いっそのことこの苛立ちをぶつけ、かのうの機き嫌げんを損そこねて、さっさと帰って貰もらいたいところだったが、残念ながら今日は俺の方にも用事がある。

「……いい加減、これを外してもらおうか」

　耳許を指で示しながら、回りくどい問いなど重ねずに、単刀直入に俺はかのうに用件を伝えた。

「やはり似合っておるのう」

　だが、かのうはまたもそう言うと、何が楽しいというのか俺の耳許を──そこに未いまだ外れずにある鳥かごの耳みみ飾かざりを見つめて、更さらに笑みを深める。

「邪じや魔まなんだよ。だいたい〝雨の鳥〟は雨緒が捕つかまえたし、叶野市には雨が降った。もう何の問題もないだろ」

　残っている問題は、俺の耳の飾りだけだ。

　怒ど鳴なり散らしたいところを必死で堪こらえて、俺は言葉を重ねたが、かのうはそれでもまだ動こうとしない。ただ思案するように足を組み、頰ほお杖づえをつく。するとその動きに合わせて足首の連環わは鳴って。

「……確かにのう、〝雨の鳥〟は雨緒殿どのの下もとへ帰ったし、叶野市には十分な雨が降ったがのう……結局、多加良の鳥かごはずっと空のままであったのう」

　何かを思い出そうとするように、空中に視線を彷徨さまよわせるかのうに、俺の背筋を嫌いやな予感がはい上がってくる。

　忘れているなら、忘れたままでいろ、と俺は心の中で強く思ったけれど、

「そうそう……〝雨の鳥〟を先に捕まえた者を、生徒会長とやらにするのだったのう」

　かのうはしっかりそれを覚えていた。まったく余計なことだけはよく覚えている。

　俺は不覚にもわずかに肩かたを揺ゆらしてしまって、目め敏ざとく気付いたかのうはそんな俺を見て小さく笑った。

　だが、かのうがそれを実行しようとするのなら、俺は全力で阻そ止ししなければならない。

　せっかく最終投票まで来たのに、ここでかのうの気まぐれな思いつきで生徒会長を決められてしまうわけにはいかないと、俺は拳こぶしを握にぎった。

　なるべく内心の動どう揺ようを表に出さないようにしていたが、そんな俺の様子をかのうは逆に興味深げに、楽しげに見つめていたけれど、俺はその姿を視界の外に追いやって、優ゆう秀しゆうな頭脳を高速回転させる。なんとかこの場を乗り切る方法を探すために。

「……確かに、俺は〝雨の鳥〟を捕まえられなかったけどな……そう、〝雨の鳥〟は自分から雨緒の下に戻ったんだ！」

　そうして、俺の頭がはじき出した答え──またの名を屁へ理り屈くつと言う──を聞いたかのうは、黄金色の目を一いつ瞬しゆん見開いて。

「物は言い様だのう……」

　それから呆あきれたような視線を俺にくれた。でも結局その目は赤い唇と同じに笑みの形になって、かのうは軽く肩を竦すくめた。

「でも、〝雨の鳥〟は確かに自分から戻ったんだ」

　雨緒にその名を呼ばれた〝雨の鳥〟は自ら羽ばたいたのだと、俺は力を込こめてもう一度かのうに伝える。

「ふふ。まあ良いか。此こ度たびはそういうことにしておこうかのう。……雨緒殿には先さき程ほどきっぱりと、生徒会そのよう長権なものはいらぬと言われてしまったことだしのう」

　そう言うと、かのうは最初からこの話の決着はついていたのだと、笑ってみせた。

「なっ！　かのう、おまえっ！」

　そうと理解した俺は頭に血が上ってしまい、上手うまく言葉が出てこなくて、ただ唇くちびるをわななかせる。

「ふ、ふふっ。くくっ」

　そして、そんな俺の顔を見るや否いなや、かのうは両手で顔を覆おおい、肩を震ふるわせ喉のどで笑い続ける。

　正直、正面きって笑われるよりも腹が立つ笑い方に、俺はゆっくりと拳を固めていった。

　うん、たまにはかのうにも思い知らせないといけないよな？　それにばあちゃん、かのうは女性の範はん疇ちゆうに入れなくてもいいだろう？

　決意をもって俺は己おのれの拳に更なる力を込めた。

「うむ……では、外してやろうかの」

　だが、まるで狙ねらい澄すましたようなタイミングでかのうは顔を上げると、そのまま白く細い指先を俺の方へと伸のばして来て、その指で俺の耳たぶの飾りにそっと触ふれた。

　俺が目にしているかのうの身体からだは実体ではないから、これだけかのうと近付いていても、体温も重さも伝わってくるはずがないのに──俺の耳たぶはその体温を感じているように熱を持ち始めて。

「ん……動くでないよ」

　わずかに身じろぎすれば、耳許でかのうの声がして──どくん、と、心臓が一度だけ強く脈打った。

　反射的に俺は横を向こうとしたけれど、まるでその言葉に呪のろわれたように──いや、きっと呪われて、俺は動けなくなった。

　当然、すぐ近くにあるかのうの横顔も見ることは出来なくなった。

「つけるのは容易だったのにのう……うむ、外れたのう」

　かのう自身が言ったように、少々手間取りながらも、ようやく俺の耳から邪魔な耳飾りは外れてくれて、俺は心底安あん堵どした。

　それと同時に体の自由もきくようになったから、やはり耳飾りも含ふくめてこれはかのうの呪いだったのだと俺は確信を抱いだいた。

　そして、今後は更さらにかのうには注意しようと心に誓ちかう。

　だが、俺が密ひそかに心に固めた事など知らずにかのうは、

「さて、雨も止やんだことだし妾わらわもそろそろ暇いとましようかのう」

　そう言いながら紅あかい唇を蠱こ惑わく的に歪め、そのまましばし沈ちん黙もくする。

　俺はその沈黙の意味を読み取ろうと、懸けん命めいに思考を巡めぐらせたが、結局読み切れずに首を傾かしげれば、かのうもまた俺に合わせるように小さく首を倒す。

　そうすれば、銀糸の髪はその動きに合わせてさらさらと肩に胸にこぼれたけれど、かのうがそれを気にすることはなかった。

「……なんなんだ？」

「……いや、引き止めてはくれぬのかと思うたのだが、の？」

　仕方なく問いかければ、返ってきたのは俺をからかうような声と微笑ほほえみで。

「とっとと帰れ！」

　俺は眦まなじりをつり上げ、ここが図書館だということを忘れて叫さけんでいた。

「ほほ。ほんに多加良はつれないのう。だがそれもまた一興だからの……では、またの」

　そんな俺を見て、かのうは満足そうに微笑むと、ふわりと中空に身を躍おどらせる。

　そして、俺が瞬まばたきをしている間に、しゃらんという連環わの響ひびきだけを後に残してそこから消えていた。

　そうして俺は、かのうが消えた空中を見上げながら、自分の胸の上に手を置いてみた。

「……うん、正常だな」

　規則正しく鼓こ動どうを刻んでいることを確かめると、ゆっくりと首を巡らせて、もう一度空を見上げれば、雲の切れ間からは青空が覗のぞいていた。
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　陽ひの光も月の光も届かない虚こ空くうには当然、雨の雫しずくも落ちてはこない。

　この虚空を居い心地ごこちのいい場所だと思ったことはないけれど、その点にだけは満足していいかもしれないと女はふと思う。

　そんなことをつらつらと考えながら、女は目を閉じて、体を小さく丸めていたけれど。

「……雨の日は、日がな一日遊べて良かったのう」

　丸まりながら、女は小さく呟つぶやいて、束つかの間まやりきれない寂さびしい光がその双そう眸ぼうをよぎる。

　けれど、誰だれに言われなくとも、自らその光に気付いたというように女は再び目を閉じる。

　そうして、しばらく暗くら闇やみに身を浸ひたしていれば、女の目にも唇にもいつもの笑えみが甦よみがえる。

「……うむ、何はともあれ此こ度たびも見事な綺石かくが手に入ったのう」

　その場に寝ね転ころがったまま、今回の収しゆう穫かく物ぶつを指先で摘つまみ仰あおぎ見た。

　女が綺石と呼んだそれは、透すき通った青色で、雫の形をしていた。

「雨の神の綺石は涙なみだの形とはのう……人の為ために流す涙はないと言っていたのにのう」

　その形に気付くと、女は不ふ機き嫌げんそうにわずかに眉まゆを寄せ、そのまま蒔まき絵えの小箱に仕し舞まい込んでしまう。

「……妾わらわとは違ちがってしまったか」

　ぼそりと呟くと、女は何の感情も窺うかがわせない表情で一時虚空に佇たたずんで、そうすればこの世界に満ちるのは静せい寂じやくだけだった。

　そのはずだったけれど、ふいに耳みみ朶たぶを掠かすめた小さなさえずりに、女はわずかに身じろきすると視線を上げた。

「おや……まだ帰っていなかったのかの？」

　女が問えば、突とつ如じよとして虚空に現れた蒼あおく小さな鳥は、短いさえずりでもって答える。

「ああ、そういえば報告を受けていなかったのう」

　ゆっくりと身体からだを起こしながら、思い出したように呟いて、女が手を伸のばせば鳥はその掌てのひらに留まった。そして、女がそれを厭いとうことはない──こんなにも小さな生き物を、もとより怖おそれるはずがない。

「して、収穫は？」

　女が改めて問えば、小鳥はくちばしにくわえていた小石をその手の上に落とした。

　その小石に目を落とすと、女は小さくため息を吐ついた。それはつまり何もなかった、という報告であったから。

　何度原石たねを蒔まいてみても、そこから花が咲さくどころか芽め吹ぶきもしない、叶野市で唯ゆい一いつ願いを持たない者の中には、何もないという。

「やはり、多加良の原石はどこかへ消えてしまうようだのう……」

　女が呟けば、小鳥はその結果を詫わびるかのように小さく鳴いて。

「いや、此度の対価としては十分だからの、気にするでないよ。それよりも……大切な主あるじに遅おくれないよう早くお戻もどり」

　知りたかったことは知れたから満足だと女が告げれば、小鳥はもう一度だけさえずると女の掌から飛び立っていった。

　そう、〝雨の鳥〟というあの鳥は、最初女の下もとを訪おとずれた。不器用な主の為に、しばし叶野の地を貸して欲しいと。

　そして、その特性ちからでもって、一つ調べ事をしてくれるならばと、女は応じたのだ。

　秋庭多加良の身の内に潜もぐり、原石の有無を確かめて来てくれるならば、と。そうすれば、鳥は簡単に承しよう諾だくした。大切な雨の神の為に。

「なかなか健けな気げなものだのう……」

　鳥の姿を見送りながら女はそう呟いたけれど、その瞳ひとみには何の感かん慨がいも浮うかんではいなかった。

　やがて世界には再びの静寂が訪れて。

「さてさて、次はどのような者が植物に誘さそわれてくるのかのう……たとえ羽虫であろうとも妾に綺石をくれるなら、ちゃんともてなしてやるからのう」

　今度は自らその沈ちん黙もくを破ると、女は赤い唇くちびるに深く深く笑みを刻む。

「願え、願え。この世の者はすべからく。妾は……誰だれのためにも涙せぬがの……妾の願いを叶えておくれ」

　そうして女は虚空でくるくると舞まい踊おどり、やがて暗闇の中に融とけていったのだった。
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　開票が終しゆう了りようしたという放送を、結局俺は図書館で聞いた。だが、新生徒会長がどちらになったかという結果は放送されず、とにかく俺は正式な発表が行われる体育館へと向かった。

　そして、呼ばれるままに上がったステージには、映写用のスクリーンに昨年と同じように大きな模造紙が貼はられていた。

　その模造紙には更さらに、十票ごとに一つと決められた紙の花が貼られていて、白が俺の得票、赤が鈴木の得票とされていて、開票結果が一目でわかるようになっていた。

　だが、しかし。紅白の造花を見比べて俺は何度も目を瞬しばたたかせた。

　何度数えても白い花と赤い花の数は同じで、花の下にある正の字が書きかけで終わっているところまでも同じだった。

「あれっ、花の数が同じだけど？」

　俺と一いつ緒しよにステージ上に呼ばれた鈴木もまた、花の数を数え終えると首を傾かしげた。ただし、俺に比べて随ずい分ぶんと能天気な表情をその顔に浮かべて。

「……どういう、ことだ？」

　俺は深呼吸を一つしてから、俺と鈴木の間に立つ向坂になるべく静かに問いを向けた。

「本日の有効票は、欠席者の票を除いて６０６票。棄き権けん及および無効票は無しでした」

　すると向坂は置いてあったマイクを手に取り、俺達と全校生徒にまずその報告をした。

　体育館に再び集められた生徒達はその説明にひとまず頷うなずく。ただ、ステージのすぐ脇わきで俺の様子を窺うかがう尾田と桑田と羽黒の顔はそれぞれどこか不安を宿していた。

　それは同じくそこに控ひかえている東雲と灰谷においても同じだったけれど。

「その内……秋庭多加良候補は、３０３票を獲かく得とく。そして……鈴木朔候補も３０３票を獲得」

　向坂が告げた開票結果に体育館の中は一気にざわめいた。とにかく近くにいる生徒同士が口々に同点だって、などと囁ささやきをかわせば、あっという間に喧けん騒そうとなる。

貼られた花の数で殆ほとんど気付いていたけれど、具体的な数を改めて示されて俺は軽く目め眩まいを覚えた。

「おおー、多加良っち、みおさんだよ、３０３みおさん」

　妙みような語ご呂ろ合あわせを思いついて鈴木ははしゃいでみせたが、いまの俺に鈴木の相手をする余よ裕ゆうはない。

「静せい粛しゆくに……そこに、一回戦と二回戦の競技で彼らが得たポイントを得票に換算し、加算する」

　ざわめく生徒達に一声かけて、だがそれが静まりきる前に向坂は話を先に進め、ステージ袖そでの選管に手で合図を送る。

　すると、向坂の指示に従って出てきた選管は模造紙の上にぺたぺたと紅白の花を追加していって、全部で18個の花が増えていた。

「これで秋庭君に90票、鈴木君に90票が加算されたわけだが」

　向坂は選管の仕事に一つ頷いたが、同じ数だけ増えた花を前に一度言葉を切った。

「……それでも、同点だ」

　そうして、向坂が厳おごそかに告げれば、体育館は一度水を打ったように静まりかえり、その後大きなどよめきに包まれた。

　床ゆかも壁かべも震ふるえる程ほどのどよめきに、さすがの鈴木も目を見開き驚おどろいて、俺は俺でこの同点という結果にひたすら驚いていた。

「静粛に静粛に……あと三秒で黙だまらない者には実力を行使する」

　向坂はあまりに大きすぎるどよめきに、今度は二度同じ言葉を繰くり返し、それから普ふ段だんは静かな双そう眸ぼうをギラリと光らせて──見事にどよめきを抑おさえてみせた。

「……まったくの同点だというのはわかった。それで、どうするんだ？」

　鈴木に負けてこそいないが勝ってもいないという事実をなんとか受け入れて、俺は向坂に尋たずねた。

　これが副会長を決める選挙であったならともかく、生徒会長が二人などという結末は到とう底てい受け入れられないし、ましてや鈴木と並び立つことなどありえない。

「同点かぁ、困ったねぇ」

　全然困っていない顔でそう言う鈴木を睨にらんでおいて、俺はもう一度向坂に目を据すえた。

「一回戦が体力勝負、二回戦が知力勝負だとすれば、最後の決戦はやはり〝時の運勝負〟だろう」

　そうすれば、向坂は俺の眼まな差ざしをしっかりと受け止めて、そう言った。

『〝時の運勝負〟？』

　いったいどういうことかと問う声が、はからずも鈴木と重なってしまって、俺は思わず舌打ちをした。

「多加良っち……鈴木はいまブロークンハートだよ？」

　言いながら鈴木はわざとらしく悲しげな表情を作って見せたが、そんなものに俺の心が動くはずもない。

「で、どんな勝負をしろって言うんだ？」

「コレだ」

　俺が重ねて問えば、向坂は指をパチンと鳴らして、次の瞬しゆん間かん、花のついた紙はばさりと外されて、その下から出てきたのは、

「ん……これって、あみだくじだよね？」

　鈴木の言った通りのものだった。それには既すでに六本の縦の線と十数本横の線が引かれていて、どこかに「あたり」の字が入っている紙の下方にはそれを隠かくすために色画用紙が貼られている。

「ああ、その通りだ。ここに今から鈴木君と秋庭君のそれぞれに一本ずつ横の線を書き加えて貰もらう」

　向坂は答えると、前もって用意しておいたマジックを俺と鈴木の前に差し出す。その色は青と赤。

「つまり、このくじに線を引くことで、より俺達の〝時の運〟とやらを試ためすわけか」

　青のマジックペンを向坂の手から受け取りながら、俺がこのあみだくじの意図するところを確かく認にんすれば、向坂は一つ頷きを返した。

「あ、なるほど！　だったら張り切って線をひかないといけないねっ！」

　同じく赤色のマジックを受け取って、鈴木は妙にはしゃいだ声を上げた。

　そんな鈴木を横目に見ながら、俺は少々大きなあみだくじと対たい峙じする。

　最後の最後でこんな勝負になるとは思わなかったが、それでも決着がつかないよりはいい。

　それに、きっとこれまで節約しておいた俺の運はいまこそ一気に使われるはずなのだ。

「秋庭君、鈴木君、この最後の勝負受けるか？」

　俺と鈴木が頷かなければ、この勝負は始められないと、向坂は真しん摯しな眼差しで尋ねてきて、俺は右手のマジックを強く握にぎりしめながら頷いた。

「多加良っちがやる気なら、当然ぼくもやらなきゃね。生徒会長忍にん者じやになる為ための最後の試練だ！」

　まだ忍者になるつもりでいる鈴木も了りよう承しようすれば、

「では……これより、延長戦にして最終決戦、〝あみだくじデスマッチ〟を始めます！」

　向坂は全校生徒に向かってそう宣言した。

　そうすれば、体育館からはどよめきと共に、期待を込こめた拍はく手しゆが沸わき起こる。

　そして、じゃんけんの結果、まず鈴木が全部で六本ある縦の線の、左から四番目と五番目の間に斜ななめに線を引いて。

　俺は、背中に突つき刺ささるような全校生徒の視線を感じながら、一番目と二番目の縦線の間に、真まっ直すぐな横線を、渾こん身しんの力を込めて引いた。

「では次に、それぞれスタート地点を選んで。今度は秋庭君が先せん攻こうだ」

　次の指示が向坂から出ると、俺は再び、運命のあみだくじに向かい合う。

　線は六本あるけれど、当たりに繫つながっているのはたった一つ。

　必ず一度で、当たりに辿たどり着いてみせると心の中で誓ちかいながら、俺は直感に従って一番目の線の上をスタート地点として選び、マジックで青い点をマークした。

「んーと、じゃあぼくは三番目の線を」

　続いて鈴木も真しん剣けんな面おも持もちで、スタート地点を選ぶと、赤い星をそこにマークする。

「では、それぞれの線を辿ってもらおう」

　向坂の最後の指示に、体育館は再び、水を打ったように静まりかえる。

　針の落ちる音すらも聞こえそうな静せい寂じやくの中で、俺はごくりと息を吞のんだ。

　隣となりに並び立つ鈴木に、用意はいいかと目で問えば、鈴木は黙ってＯＫマークを指で作って見せた。

　そうして俺達は、それぞれに縦と横の線を辿っていき、やがて俺の手は五番目のそれに行き当たり、鈴木のマジックのペン先は一番目の線の終点間ま際ぎわで止まっていた。

「……さあ、運命の女め神がみはどちらに微笑ほほえんだかな？」

　ここまできて、少々キザな台詞せりふを口にして、そして、向坂の手は遂ついに色画用紙をはぎ取った。

　その瞬間、俺も鈴木もしっかりと目を開けていた。

　でも、やっぱり向坂の声がそれを告げるまでは信じられなくて、俺は拳こぶしを固く握りしめながら、向坂の宣言を待った。

「新生徒会長は…………鈴木朔君に決定しました！」

　マイク無しでもよく通る向坂の声が、そう告げれば、体育館には始めは小さく、徐じよ々じよに大きな歓かん声せいが沸き起こり。

「……や、やった！　やった！」

　ようやくそれを事実と受け止めた鈴木がステージ上でぴょんぴょんと跳はねれば、体育館には当選を喜ぶ拍手が広がっていく。

　俺は呆ぼう然ぜんとしながらも、一つ大きなため息を吐ついた。

　耳に届く歓声は、なぜか次し第だいに遠くなり、俺はただ天を仰あおいだ。
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　生徒会長選挙の翌日、俺の目覚めは少しも良くなかった。それどころか最悪だったと言ってもいい。

　今回の騒そう動どうと選挙戦の疲つかれで、昨日は泥どろのように眠ねむったはずなのに、身体からだはまだだるさを残しているような気がするし、頭も重い。

　意識がはっきりしていくにつれて、昨日の悔くやしさが胸に込み上げてきたが、それでも学校に行かないわけにはいかない。

　いつもより緩かん慢まんな動作で身み支じ度たくを整え、朝食もなんとか残さずに腹の中に収めると、

「……よし、行くぞ」

　俺は自分自身に気合を入れて、家を出たのだった。

　そうして、学校に着いてみれば、すぐに新生徒会長の名前が張り出された掲けい示じ板ばんが目に入って、俺はまた敗北の苦さを嚙かみしめた。

　だが、選挙の結果はそれとして受け止めなければならないと自分に言い聞かせると、俺は教室に向かうべく、足を踏ふみ出した。

「ぴんぽんぱんぽ～ん。えー、新生徒会長鈴木朔君からのお知らせです。秋庭多加良くん、尾田一かず哉やくん、桑田美名人さん、羽黒花南さん、至急生徒会室に来てください。新生徒会長からの呼び出しだから、無視するのは絶対だめだからね！　待ってるよ！　ぴんぽんぱんぽ～ん」

　が、しかし、効果音までも自分でつけた、ある意味傍ぼう若じやく無ぶ人じんな、鈴木の放送の前に、俺は進路を変えなければならなくなった。

　本当ならば無視してやりたいところだが、前生徒会の引き継つぎ業務やら何やらが俺にはまだ残されていることを思い出せば、そうも出来なかった。

　重い足取りで生徒会室に向かう俺に、今日ばかりはすれ違ちがうみんなが優やさしく道を譲ゆずってくれる。

　ああ、きっとこの中の半分は俺に投票してくれたのだと思うと、感謝と同時に申し訳ないような気持ちが湧わきあがる。

　もちろん、俺は精せい一いつ杯ぱいの努力をしたのだが、

「……時の運とやらは、どこに売ってるんだろうな」

　場所がわかればそれを探しに行きたい気分に襲おそわれた。

「ええと……今度、姉様に聞いておきます」

　そうすれば、独り言のつもりの呟つぶやきに答えがあって、俺は声のした方へと首を巡めぐらせた。

　そこには眉まゆを八の字に寄せた羽黒の顔があって、いつもより萎しおれて見える三つ編みに、今の台詞が羽黒の精一杯の気き遣づかいだったのだと俺にもわかった。

「……ああ、頼たのむ」

　笑えみを浮うかべることはできなかったけれど、俺が一つ頷うなずけば羽黒は心もち頰ほおを緩ゆるめた。

「おはよう、秋庭君、花南ちゃん」

　足を止めることなく歩き続けていると、次に、俺に声をかけてきたのは桑田だった。

　表情はいつも通り、静かで落ち着いたそれだったけれど、目の下にはうっすらと隈くまが出来ていて、

「昨日、ちゃんと寝ねたか？」

「美名人ちゃん、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　思わず俺と羽黒は尋たずねていた。

「ええ、少しは眠ねむったわ」

　気き遣づかう俺達に桑田は小さく頷うなずいてみせたが、その動きの力無さを見れば、昨日の選挙結果が桑田にとっても非常に残念な結果だったということが嫌いやでもわかった。

「あ、尾田さん……おはようございます」

「うん、みんなおはよう」

　そして、生徒会室の前で佇たたずんでいる尾田の姿を最初に見つけた羽黒が挨あい拶さつをすれば、返された尾田の声も表情も沈しずんだものだった。

　結局俺達は皆みな一様に暗い表情で朝から額を突つき合わせ、生徒会室を前に重いため息を吐く。

「……行こう」

　だが、こんな時だからこそ先頭を切るのは自分だと、俺はみんなに一声かけると同時に生徒会室の扉とびらを開けた。

　そうして足を踏ふみ入れた生徒会室で俺達を待ち受けていたのは、

「ふぉっふぉっふぉっ、天の声に導かれし四人の勇者達よ、よくぞ集つどった」

　忍にん者じやでは無く、白いひげを蓄たくわえ、まるで仙せん人にんのような扮ふん装そうの鈴木だった。

「というわけで、今日付で君たちは叶野学園の平和を守る正義の使徒に選ばれた。ふぉっふぉっふぉっ」

　朝とは思えない疲つかれたため息を吐つきながら、俺は鈴木の言動がおかしいのは寝起きだからか、それともいつも通りなのかということをコンマ一秒考えて、即そく座ざに後者という答えを出した。

「……私達は朝から、ごっこ遊びに付き合わされるために呼ばれたのかしら？」

　その間に、桑田は鈴木に問いかける。整った顔は相変わらずさざ波一つない湖面のように凪ないでいたけれど、放っている冷気は尋じん常じようではない。

「み、美名人ちゃん」

　白くなるほど強く握にぎりしめられた拳こぶしに、羽黒はそっと自分の手を被かぶせたが、あと一いつ滴てきでも鈴木が油を注げば、桑田を止めておくことは出来ないだろう。

「えーと、それで本当のところは何の用？」

　室内に満ちていく冷気に身を震ふるわせながらも、尾田はこれ以上事態の悪化を防ぐために、鈴木に問いを向ける。

「もう、だから正義の使徒の任命式だってば！」

　すると鈴木は大きく首を振ふって、その拍ひよう子しにつけひげが、俺の足あし下もとに飛んできた。

「……その冗じよう談だん、いい加減にしないと、痛い目を見るぞ？」

　静電気で手に絡からみつくそれを、親切にも拾い上げてやりながら、俺は鈴木を見み据すえた。

　公明正大な選挙の結果とはいえ、本当にこいつが生徒会長でいいのかと、改めて問い直したくなる。

「じょ、冗談じゃないよ！　まあ、まずは落ち着いてぼくの話を聞いてよ」

「……一分だけ聞いてやる」

　とりあえず、鈴木はふざけるのを止やめたようなので、俺はほんの少しだけ鈴木が口を開く事を許してやった。

「えーと、つまりは叶野レンジャーの話だよ」

「……鈴木、あと53秒だ」

　鈴木が切り出した台詞せりふに俺は拳を握ったが、約束した手前、一分を過ぎたら命の保証は無いと警告するに留とどめておく。

「うん、わかった！　だからね、新生徒会長はぼくで、つまりレッド。会計は尾田っちで、グリーン。書記は美名人っちで、ちょっと悩なやんだけどライトブルー。でもって、花南っちは、隠おん密みつで、最近流行のホワイト」

　時間を切られた鈴木はとにかく早口にまくしたてた。

「僕が会計で、グリーン？」

「書記はライトブルー？　どうして空いているのにピンクじゃないのかしら？」

　鈴木の言葉を聞くと、尾田と桑田は揃そろって首を傾かしげたが、この場で桑田がもっとも気にしているのは色の問題だった。

「あの……わたしは羽黒ですけど、でも、色はホワイトでもいいんです。けど……隠密というのはどんな仕事なんですか？」

　羽黒は逆に、これまで少なくとも生徒会にはなかった役職に好こう奇き心を抑おさえきれずに尋たずねてしまう。

「ふぉっふぉっふぉっ、学園で起きている事件を密ひそかに探さぐり、学園の平和を守る仕事だよ、ホワイト。そして、れっきとした叶野レンジャーの仲間だ！」

「学園の平和を守る隠密ですか！」

　そして、鈴木の答えを聞くと、感激した様子で羽黒は胸の前で手を組んだ。

「……あの、それで、多加良は？」

　尾田は一度は躊躇ためらって口を閉じてみたものの、結局堪こらえきれずにその質問を鈴木に向けていた。

　尾田──もしこの先の答えが俺の予想通りだったら、ちょっとだけ恨うらむかもしれない。

「ふぉっふぉっふぉっ、無論決めてある。多加良っちは副会長にしてブラックだ！」

　ああ、ごめん。尾田、やっぱり大分恨むと思う。でも、まずははっきり言っておかないとな？

「断る！　絶対に絶対に絶対に副会長もブラックもお断りだ！」

　生徒会室の窓がびりびりと震ふるえる程ほどの大だい音おん声じようで、指を突つきつけ、睨にらみ上げながら俺は鈴木にきっぱりと拒きよ絶ぜつした。

　俺がなりたかったのはあくまで生徒会長だ。ましてや正義の味方のニヒルなブラックになどなるつもりはない。

　ついでに、もう一度鈴木の下で働くなんてお断りだ。

「そうね。それに、普ふ通つうは選挙で応おう援えんしてくれた推すい薦せん者しやを役員に推すものじゃない？」

　ぎりぎりのところで理性を保ちながら桑田が追つい及きゆうすれば、

「そうなの？　でも小蒔っちも、かさねっちも生徒会の仕事には興味がないっていうし」

　小さく首を傾げてみせた。その様子を見る限り、俺の怒ど気きも、桑田の冷気もまったく鈴木にダメージを与あたえていなかった。

「それに、ぼくはもう決めちゃったし、新生徒会長の命令は絶対でしょ？」

「拒きよ否ひ権はある」

　確かに新方式によって、生徒会役員は生徒会長の任命制になったが、それを拒こばむ権利を俺は主張する。

　そうすれば、鈴木は困ったように、束つかの間ま視線を彷徨さまよわせたが、すぐに俺はそれが鈴木の芝しば居いにすぎなかったことを知る。

「でもさ、多加良っちのキャッチフレーズは〝頼たのまれたことは何でも〟だったよね？　なのにぼくのお願いを断ったら、それは噓うそだったってことになるよねぇ？」

　まるで鬼おにの首をとったかのように、わざわざ椅い子すから立ち上がると、鈴木は俺の顔を覗のぞき込みながらそう言った。

「……それは」

　生徒会長になったらの話だと言おうとして、でもそれを言ったら俺に投票してくれた──俺を含ふくめた──３０３人を裏切ることになるような気がして、俺は言葉に詰つまった。

「そんな人に、半年後の選挙で投票する人がいるかな？」

　あくまで無む邪じや気きを装よそおって、鈴木は首を傾げて見せたが、俺はその仕草よりも、鈴木が口にした一つの単語に敏びん感かんに反応していた。

「半年後？」

　そして俺がその単語を繰くり返せば、

「あれ、多加良っちはまだ聞いてないのか。ふぉっふぉっふぉっ、ではこの導きの賢けん者じやが……」

　鈴木は意味深な笑えみを口くち許もとに浮うかべて、まずは前口上を口にしようとする。

「余計な前置きはいいから早く教えなさい」

「美名人ちゃんを犯罪者にしないためにも、お願いしますっ！」

　もったいぶろうとする鈴木の脇わきを桑田と羽黒がそれぞれ固めれば、〝導きの賢者〟は身動きが取れず、さすがに鈴木の面おもてからも余よ裕ゆうの表情は消えた。

「一分は過ぎたけどな、遠えん慮りよ無く話せ」

　最後に俺が正面から見み据すえれば、鈴木は一つ嘆たん息そくして、口を開いた。

「昨日の投票結果は本当に同票の同得点だったでしょ。だから向坂っちは理事長に報告に行ったんだって。そしたら、新生徒会長はぼくでいいけど、多加良っちに投票した半分の子達の気持ちを考えて、任期は半年ってことになったんだってさ」

　鈴木の言葉を聞いて、だがにわかには信じられなくて、俺達四人はお互たがいの顔を見合わせ、目で問いかける。

「もう、ぼくは噓は言ってないよ！」

　そんな俺達に鈴木は頰ほおを膨ふくらませながらもう一度そう言って──俺達はようやくそれを真実と捉とらえることにする。

「花南ちゃん……」

「美名人ちゃん、よかったですね！」

　そして、桑田と羽黒は互いに手を取り合うと、その場で喜びを表す為ために何度も飛び跳はねて。

「ようするに……俺にはもう一度チャンスがあるってことか」

　少し掠かすれた声で呟つぶやけば、尾田も桑田も羽黒も頷うなずいてくれて。

　生徒会長の任期は通常一年、そのうえ進学校の叶野学園では三年生の生徒会長戦への立候補は認めていない。

　だからこそ、リベンジを誓ちかうことも出来ず、俺は落ち込んでいたのだが、

「……やった！」

　昨日の絶望から一転、俺は今度は天に快かい哉さいを叫さけんだ。

「というわけだけどね、多加良っち、どうする？」

　そんな俺に、鈴木は思わせ振ぶりな視線を投げかけてきて──

「次の選挙の為に……副会長になってやる」

　俺は心の中でリベンジの誓いを立てながら、とうとう鈴木にそう答えてやった。

「なら、僕も会計に」

「私は書記に……でも、叶野レンジャーの一員にはならないから」

「……ええと、わたしも、隠おん密みつと部活の両立が出来るように頑がん張ばります！」

　俺達四人の答えを聞くと、鈴木は、心の底から楽しそうに笑って、でも俺には何がそんなに嬉うれしいのか今一つわからなかった。

「うん……これからもよろしく。ということで、ぼくはこれから楽しいことを探しに……いや、パトロールに行ってきます！」

　が、直後、俺はしっかりとその笑え顔がおの意味を理解した。

「……鈴木さん？　新生徒会にも仕事は山積みなんですよ？」

　そして俺は静かに尋たずねる。そう、極きわめて低く、静かに。

「うんうん。それは副会長に任せるからね！　あ、これ理事長印の押された任命書だから！」

　だが、鈴木はいつもの能天気な笑顔でもって応こたえると、俺達の手に一枚ずつ紙を押しつけ、そのまま踵きびすを返して生徒会室を走り去ろうとする。

「……こういう仕事だけは速いね」

「どうやら、本物の理事長印ですね」

　鈴木が逃にげようとしているのに、尾田と羽黒は押しつけられた紙の吟ぎん味みを真しん剣けんにしていて、俺はそんな二人に歯は嚙がみする。

「……秋庭君、こんなこともあろうかと、用意しておいたわ」

　けれど、やはり桑田はわかっていた。

　任命書の代わりに俺の手に載のせられたのは、慣れた感かん触しよくと質量の、ＥＸボール70。

「じゃあ、行ってくる」

「頑張ってね」

「……ほどほどに」

「あの……頭に当てるのはだめですよ？」

　思い思いの励はげましに送られて、俺は既すでに部屋の外に出た鈴木を追うべく、足に力を込こめて、

「待て、鈴木！　今日という今日は逃がさないっ！」

　思い切りスタートを切ったのだった。
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　真っ暗な真っ暗な、どこにあるかもわからない真っ暗な場所があって。

　一生懸けん命めいに、どんなに目を凝こらしても漆しつ黒こく以外は見えてこない場所があって。

　でも、そこに。ふいに小さな小さな、点みたいな赤い光が灯ともる。

　やがてその赤い光から紫し煙えんが立ち上り始めて、それでやっと赤い光の正体がたばこの火だと知れた──だけど、そうと知って喜ぶ者はこの真っ暗くら闇やみには一人もいない。

　そして、赤い火が少し明るさを増す度たびに、真っ暗闇は灰色の煙けむりで満ちていったけれど、たばこをくゆらす人ひと影かげは相変わらず暗闇に沈しずんだままで、その姿を見ることは叶かなわない。

　見えたところで、喜ぶ者は、やっぱりこの少し灰色になった暗闇の中にはいなかったけれど。

　でも、そこで、赤い光点が蛍ほたるのようにわずかに揺ゆらめいて。

「なかなか、この叶野という場所は楽しいサ」

　男とも女ともつかない中性的はいいろな声が真っ暗闇に静かに響ひびき渡わたった。

「……それに、久々に大きなヤマなのサ。だから、ここはじっくり腰こしを据すえて楽しみたいのサ」

　誰だれに聞かせるでもない、誰も聞かない言葉を、それでも声は紡つむぐ。どこか楽しそうに。

「でもサ。忘れないで欲しいのサ……神は天ソラに人は地に、その狭はざ間まにある者は泡うた沫かたに過ぎないってことを、サ」

　更さらに声は紡ぐ。この世の理ことわりを、一枚の布を織るように。

　そして、再び赤い火が揺れて。

　また何度か明めい滅めつを繰くり返して、火は消える。

　真っ暗な真っ暗などこかにあるかはわからない、でもどこかにあるはずの真っ暗闇は、ただの空っぽの入れ物に戻もどった。
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６月26日着陸。現在も地球上で生活中。

お正月ですね。お正月といえば初夢ですが、私はここ数年の初夢をちっとも覚えていません。でも富士山も鷹も茄子も出てきていないのは確かです。今年はせめて猪か猫と戯れる初夢をみて、覚えていたいと思います。そして切手シートでいいから当てたいと思います。







　あとがき







　皆みな様さま、明けましておめでとうございます。宮﨑柊羽です。

　２００７年最初の本は１月の発売ということで、きちんと新年のご挨あい拶さつが出来てなんだか嬉うれしいです。

　そして、２００７年も『神様ゲーム』を読者の皆様にお届けすることが出来ました。５巻……５巻ですよ。私は数字ではなぜか５が好きなので、ここまで巻数を重ねられたことも含ふくめ、感かん慨がい深いものがあります。

　そんな５巻では、多加良達は二年生に進級しました。彼らをちゃんと成長させていくことが、私の中で一つのテーマとしてあります。なので、多加良達はこれからも年を重ねていきます。現実の時間の流れに比べたらゆっくりとしたものになると思いますけれど。

　また、５巻を書くにあたっては、個人的に取材っぽいことをしてみました──といっても、高校の文化祭にちょっと潜せん入にゆうしてみただけです。でも、校舎の配置などを具体的に捉とらえなおすことが出来ました。えー、５巻にして？　とかそういうツッコミはご容よう赦しやください。

　更さらに、『神様ゲーム』を読んでくれている生徒さんにお会いすることもでき、嬉しかったです。Ｓ高校のみなさんと、Ｈ先生にはこの場を借りて御お礼れい申し上げます。ありがとうございました。




　今回はかつてなく厚い本になってしまったので、あとがきは２ページです。なので、さっそく謝辞に移らせていただきます。

　担当の山口様。もう、今回も本当にご迷めい惑わくをおかけしました。山口さんのご助力無しにはこの５巻は絶対に完成しませんでした。ありがとうございました。

　七草様。またまた厳しいスケジュールにしてしまい本当に申し訳ございません。でも、七草さんあっての『神様ゲーム』ですので、今後ともなにとぞよろしくお願いいたします。

「軽井沢フィール」様。５巻の最初の打ち合わせに場所を提供していただきありがとうございました。皆さん、コーヒーのおいしい素す敵てきなカフェですよ。

　そして、またまた極ごく悪あくスケジュールとなってしまったこの本を出すためにご尽じん力りよくくださった全すべての皆様に謝罪と感謝を申し上げます。２００７年はこのようなことがないよう、心して頑がん張ばります。

　友人、知人、それからこっそり応おう援えんしてくれている家族もありがとうございます。

　そしてそして、『神様ゲーム』を読んで、応援してくださる読者の皆様、本当にありがとうございます。皆様に少しでもおもしろい、楽しいと思ってもらえる小説をお届けできるよう、精しよう進じんして参りますので、今年もよろしくお願いいたします！
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